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ロマトグラフィーによる高級アルコールの分析

伊　面 諭・河　合　　聰

1．　ま　え　が　き

　高級アルコールはマツコウ鯨油をケン化することに

よって容易をと得られる．あるいは高圧還元法，ナトリ

ウム還元法などの方法で脂肪酸のカルボキシル基を還

元することによっても大量に得られているユ）・こ5し

て得られた高級アルコールは化粧品分野。医薬品分野

で広く使用されているが，それらの成分分析をガスク

ロマトグラフィー（GC）によって行なった報告は比較

的少ない．Linkら2肉はポリエステル系の固定相を用

いて飽和および不飽和高級アルコールの分離に成功し

ている・福島5）は高級アルコールのよりすぐれた分離

を得るために固定相の検討を行ない，重合度約35の

ジエチレングリコールのコハク酸エステルの使用によ

って飽和，不飽和高級アルコールの良好な分離が得ら

れることを報告している・またNikelly6）は昇温GC

の装置を用い，均一ボワックス20・000の0・5％低液

層充てん剤でC4～C24のアルコールの分離を行なっ

た・これらの報告ではいずれも検出器は熱伝導度方式

であり，比較的高温で操作し，かつ流出にかなりの時

間を要している・著者らは水素炎検出器を用い，ピー

クのテーリングを防ぐために試料を酢酸エステルとし

て分析を行ない，C・睾～C22のアルコールについてSE

－30とジエチレングリコールサクシネートポリエステ

ル（DEGSIと，二種の充てん剤の比較検討を行なっ

た．

2．装置と試薬

　ガスク目マトグラフ装置：島津製GC－1B型（水素

炎検出器付）・充てん剤：塩酸洗浄後ジメチルジク

ロルシランでシラン処理を行なったGas－Chrom　Pp

（Aplied　Science　Laboratories，　I　nc．，製，60～80メッ

シュ）に3．5％SE－30，1．5％SE－30，および3．5％

DEGSをそれぞれろ過法でコーティングした3種の

充てん剤・分離菌：内径41nmのステンレス製U字管・

．標準試薬：ドデカノール，テトラデカノール，ヘキ

サデカノール，オクタデカノール，9一オクタデカノー

ルはいずれも東京化成製品を，9，12一オクタデカジエ

ノール，9，12，15一オクタデカトリエノール，アイコサ

ノール，ドコサノール，ドコセノールの5試薬はそれ

ぞれ対応する脂肪酸（いずれも東京化成製品）を常法7）

によりメチルエステルとしたのち水素化アルミニウム

リチウムで還元して製したものを用いた．以上の試薬

はGC分析によると若干の不純成分を含んでいるが主

ピークを保持時間の同定に利用した・

　その他の試薬：トリメチルクロルジラン（東京化成

製品），ヘキサメチルジシラザン（国産化学製品〉，水

素化アルミニウムリチウム（和光純薬製品），いずれ

もそのまま用いた・ピリジンは精製脱水して用いたが

カールフィッシャー用ピリジンをそのまま使用しても

よい．

3．試料の調製

　3・1高級アルコール：標準試薬および未知試料を

そのままアセトンに溶解して試料溶液とした．

　3・2酢酸エステルの調製：標準試薬または未知試

料の0・39に無水酢酸0・59と無水酢酸ナトリウム

0・1gを加えて1時間直火で還流煮沸したのち，熱湯

を加えて過剰の無水酢酸を分解し，生成した酢酸エス

テルをエーテルで抽出し，水洗したのち無水塩化カル

シウムで脱水しエーテルを留去した・この適当量をア

セトンに溶解して試料溶液とした・

　3・3　トリメチルシりル一一テルの調製：標準試薬

または未知試料数mgをピリジン数滴に溶解し，ヘキ

サメチルジシラザン10滴，トリメチルクロルシラン

5滴を加えて101nin放置した・白色沈殿を生ずるか

ら上澄液を試料溶液とした・

4．実験と考察

　4・1試料の前処理　高級アルコールをそのままGC

で分析した例は従来の報告にも見られるが，厚い液層

の充てん剤では保持時間（tR）は長くなり，薄い液層

の充てん剤ではテーリングを示す6）・一回福島5）は酢

酸昌スチルとして分析を行なったが，著者らもそのほ

うが遊離の形に比べてはるかにすぐれた分離が得られ

ることを確認した．Fig．1Aは4種の高級アルコール

の混合試料についての，Fig・1Bは同一試料を酢酸エ

ステルとしたものについてのクロマトグラムである・

両者の比較から明らかなように酢酸エステルとしたほ

うがtRは多少長くなるが，はるかに分離能は増大し

テーリングは消え，きれいなピークが得られる・試料

量が少なくエステル化の操作中に試料が失われるおそ
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　　　　　　　　　　　　Fig．1。　Separations　of　alcohols

A：alcohol　mixture　B：its　acetates　C＝its　trimethylsilylethers

A－C：3．5％SE－301．5血，200。．　D：3．5％DEGS　1．5m，1550

a：dodecano1，　b；tetradecanol，　c：hexadecano1，　d：octadecano1

α

b

o

3

D

d

D：its　acetates

庸η

れのあるときは，3・3のようにトリメチルシリルエー

テルとして分析を行なうほうがよい・その結果をFig・

1Cに示した．この場合，酢酸エステルに劣らないき

れいなピークが得られtRはやや短くなる．この方法

は微量の試料が扱えるだけでなく操作はきわめて簡単

である・ただ分析をくり返えす間に試料溶液中に残存

する試薬によって検出器部の白金網を白くよごして網

目をふさぎガスの流通を妨げることがあるが，白金網

を取り出してアセトンなどの有機溶媒に浸して軽く手

でもみほぐせば簡単によごれを取り去ることができ

る．

　4・2充てん剤　従来高級アルコールの分析には一

般にポリエステル類がよいとされているが，著者らは

酢酸エステルとした試料を3．5％SE－30（Fig．1B）と

3．5％DEGS（Fig．1D）とそれぞれ1・5　mの分離管で

分離した結果について比較し，その分離能（R＞8）と理

論段数（η）9＞をヘキサデカノールとオクタデカノール

について検討した・算出には（1）式と（2＞式を用い

た．

　　・一十需……（・）・一（蕃）劉・…・（・）

　砺吻はピークX，YのtRであり，転く吻とす

る・肱，肱はそれぞれのピーク幅である・いずれ

もmm単位で測定し，その結果はTable　1に示ずと

おりである・分離能や理論段数は分離管の長さや温

度，キャリヤーガスの流速などの条件によって変動す

るが，長さと流速を一定にし，温度はtRがほぼ等し

くなるように考慮した条件で両者の充てん剤を比較し

た．Table　1よりわかるようにSE－30のほうがDE

GSに比べ高い理論段数を示し，また炭素数の異なる

アルコールの分離によりすぐれた分離能を有してい

る・他方，同一試料の分析に際してはDEGSのほう

がSE－30よりはるかに低い温度で分析が可能である．

　つづいて飽和および不飽和アルコールの分離に対す

る二種の充てん剤の性質を検討した・ヘキサデカノー

ル，オクタデカノール，9一オクタデケノール，9，12一

オクタデカジエノール，9，12，15一オクタデカトリエノ

ールの混合物を酢酸エステルとしたものについての分

離例がFig．2である．

　Aでは不飽和度の異なる9一オクタデケノール，9，

12一オクタデカジエノール，9，12，15一オクタデカトリ

Table　1．　Peak　resolution（R）and　No．　of　theoretical　plates（n）

R n
CQlu凱n

Hexadecano1－OctadecanoI Hexadecano1

3．5％SE－30

3．5％DEGS

4．8

3．0

870

350

Octadecano1

850

400
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　Fig．2．　Separation　of　unsaturated　alcohols

　　　　　as　the　acetates

A：3．5％SE－30，1。5％，2100　B：3．5％DEGS，1．5

％，185。

a：hexadecano1，　b：octadecanol，　c：9－octadeceno1，

d：9，12－octadecadieno1，　e：9，12，15－octadecatrienol，

f3　eicosano1，9：eicosello1

晋

摯
、

2

1

α

ム

KD｛1

0

エノールの3種の不飽和アルコールは一団となって流

出し分離できない・また，同じ炭素数の飽和アルコー

ルであるオクタデカノールより速く流出する・Bでは

不飽和度の異なる3種の不飽和アルコールは互いに完

全に分離でき，いずれもオクタデカノールより遅れて

流出し，不飽和度が増すにつれてtRは大きくなって

いる．そして9，12，15一オクタデカトリエノールは炭

素数が2個多い飽和アルコールのアイコサノールより

もさらに遅れ，不飽和基1個のアイコセノールのピー

クと半ば重なって流出する・不飽和アルコール類に対

するDEGSのこれらの性質は不飽和脂肪酸のメチル

エステルについての実験結果とまったく．同様である．

　4・3炭素数とlog　tRとの関係　一般に同族体の間

では炭素数と各成分の10gtRとの間に直線関係が成り

立つことがすでに知られており10），この関係は標準試

薬を入手できない場合の未知成分の推定に大いに役立

つ．実験の結果，Cユ2～C22の高級アルコールにおいて

もFig・3のような直線関係の成り立つことが確認さ

れた・分離はアセテートとして行なった・Fig・3中S

はSE－30，　DはDEGSを用いた実験結果であり，0

は飽和アルコール，1～3は不飽和基の数をあらわし

ている．直線Sの勾配がDのそれよりも大きいこと

は炭素数の異なるアルコール間の分離にはSE－30の

充てん剤がまさっていることを意味している．また，

Sでは1～3が同一直線上に並ぶのに対してDでは

12　　，．14　　 16　　18　　　20　　22　　　02r∠》oη　1》躍π7∠）θγ、’

Fig．3。　Plot　of　log　tR　versus　carbon　number　of

　　　　alcohols

　　　　D：DEGS，　S：SE－30

　　　　0：saturated　alcohols

　　　　1～3：unsaturated　alcohols（F1～F3）

1・2・3がそれぞれ分離した別の直線上に並ぶも㊧と

推定され，不飽和度の異なるアルコール間の分離には

DEGSがまさっていることを意味している．、さらに

Fig・3の各直線を外挿することによって標準試薬の入

手しがたいC24，　C26，　C28などの飽和，不飽和アルコ

ールの有無を推定することが可能である・たとえばイ

ボタロウや白戸ウ中のアルコー・ル成分の分離同定に大

いに役立つものと思われる．

　4・4未知試料の分析

　4・4・1未知試料の調製　A：市販セタノール．B：

マッコウ溜油に約50％水酸化ナトリウム液を加えて

ケン化蒸留して得られたマッコウアルコールでヨウ素

価（1．V・〉が約45のもの・C＝Bと同様にして得た

マッコゥアルコールを再思して後留分を集めたヨウ素

価約70～75のもの・D：ナガス鯨油にメチルイソブ

チルカルビノールを加えてナトリウム還元を行ない1）・

減圧下で蒸留して製したアルコール・E：ヤシ油を高

圧還元1）して製したアルコール成分を再留し初留分を

集めたもの・いずれも高級アルコール工業株式会社よ

り提供されたものであり，分析はアセテートとして行

なった．

　4・4・2未知試料の分析　未知試料A～Eについて

の分離はSE－30およびDEGSの二種の分離管を用

いて行なった・成分の同定は標準試薬とtRを一致さ
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せることによって行なった・Fig・4

Aは未知試料Dについて行なった

分離例である・標準試薬との対比か

らピーク9，h，　iはFig．3のb，　c，

dと一致し，したがってC14，　q6，

C18の飽和アルコールであり，ピー

クm，oはFig．3のj，　kと一致

し，したがってC・8，C22の不飽和ア

ルコールであることが確認された・

また，ピーク1とnはFig．3の
jk線上にのり，それぞれCエ6，　C20

の不飽和アルコールであると推測さ

れた．そこで未知試料Dを部分的

に接触還元し，Fig．4Aと同一条件

で分析を行なった結果がFig・4B

である．ピーク1は小さくなり，m

とiは逆転し，ロと。の後に新しく

A

B

C

　4ゐ　　ηで
3 η

0

　〃9
ηπ’

刀　ρ o　チ

、2　」ん　六‘

10

βθ 耐

20 30 40 50 60 70加’η

　Fig．4．　Separatio且of　alcohol　mixtures　in　whale　oil

A：acetates，　Band　C：partially　hydrogeロated　acetates，

Colum且11．5％SE－3031n　on　60／80　chromosorb　W

Temp：Aand　B＝180。　　C：170。→225。145　min

Pとqの2個のピークが現われ，それぞれC20，C22の

飽和アルコールe，fのtRと一致した．またDEGS

による分離結果からいずも不飽和基1個を有すること

が明らかとなり，したがってピーク1，m，　n，　oは二

重結合1個を持つC16，　C18，　C20，　C22の不飽和アルコ

ールであると結論された．従来のGC分析の報告では

鯨油より得られた混合高級アルコールからC20のアル

コールまでしか分離されていなかったが，水素炎検出

器と低液層充てん剤の使用によってC22不飽和アルコ

ールの混在が確認されたことになる．またFig・4Bと

同じ試料を昇温GCで分析した結果がFig．4Cであ

る．等温操作では流出に約40minを要したC22アル

コールも平温法によっていちじるしく短縮され，ピー

クもかなりシャープになる・

　未知試料A～Eについて各ピークの面積比から成

分含量％を算出した結果はTable　2である．面積測定

はピークをトレーシングペーパーに複写して切抜きそ

の重さを秤量する方法を用いた・水素四型検出器を用

いた場合のピーク面積比と重量比との間の相関関係に

ついては種々の検討がなされており，ことに脂肪酸エ

ステルについての報告が多い．たとえばJ。L．　Moore

らは11）Clo～C18の脂肪酸メチルエステルにおいて約

3％以内の誤差で面積比と重量比のよい一致が見られ

ることを報告している・アルコール同族体においても

これと同程度の相関関係があるものとすればTable

2中の数値は3％前後の誤差を含んでいることにな

る．

Table　2．　Analysis　of　unknown　samples

Sample
C12 C14 Cユ6 C18 C20 C22

1・・ i・・
Fユ F1 F1 F1

Others　I．　V．

A
一 『

5．5
一
41．6

一
41．9

一 一 『
11．0 0．57

B
一 一

6．7
一
38．4 3．9 5．8 32．4 0．1

『
12．7 45

C
一 一

0．3
一
19．6 2．2 11．0 45．5 8．2

一
13．2 73

D
一 一

0．2
『
10．6 1．8 6．9 26．8 27．9 18．3 7．5 103

E 33．8
一
43．9

一
17．4

『 一 『 一 一
4．9 0．22

OH．　V．

217

221

213

197

271

Almarket　cetanol

B：alcohols　prod亡ced　from　sperm　head　oil　by　saponi丘cation

C：alcohols　produced　from　sperm　blubber　oil　by　sapolli血cation

D：alcohols　produced　from　whale　oil　by　sodium　reduction

E：earlier　distillate　of　alcohols　from　coconut　oil　by　high　pressure．reduction
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Sum〕【nary

　　Analy8is　of　higher　fatty　alcohols　by　gas　ch－

romatograpay．　Hiroshi　ITo　and　Satoshi　K：AwAI

　　Sattぼated　a其d、unsaturated　higher　f窺tty　alco－

hols　were　separateiy　deter加ned　by　gas　chroma－

tography　with　a　hydrogen且ame　ionization　detec－

tor．　Used　cohlmns　were　3．5％，1．5％SE－30　a皿d

3．5％diethyleneghycol　succinate　polyester．　The

samples　were　converted　to　their　acetates　to　pre－

vent　the　tailing．　The　elution　of　unsa加rated　alco－

hols　preceded　that　of　saturated　alcohols　of　the

same　carbo茸numbers　by　the　SE－30　coluエnn，　con－

trary　to　the　cases　by　polyester　columロs。　The　use

of　thinly　coated　columns　remarkably　dimi血slled

the　retentioll　times　and　made　it　possible　to　ana－

1yse　C22　alcoho1，　hitherto　considered　to　be　di伍cu1－

tly　separa重ed．　　　　（昭和40年5月31日受付）

蒜合感冒剤の定量に関する研究

カフェインの新比色定量法

立　　沢 政　　義

　現在種々雑多な綜合感冒剤が市販されており，その

処方も複雑化しつつある・製剤中の有効成分を正確に

定量するということはきわめて重要なことであるが混

合製剤においては困離な場合が多い。

　著者ら．は綜合感冒剤中の実用的かつ一般性のある定

量法を確立するため一連の研究を行なっているが，本

四ではカフェイン（CF）の新比色定量法につき報告す

る．

　CFの定量法には滴定法としてヨウ素法1）”4），臭素

法5）囎6），非水溶媒滴定法7）”12），キレート滴定法13），比

色法と．してリンモリブデン酸法14）”16），次亜塩素酸ピ

リジン法17），パラジメチルアミノベンズアルデヒド

法18），ジアゾ化法19），その他紫外部吸収法20）噌27）など

種々あるが複雑な処：方では妨害性物質による影響が多

くかなりの制約がある・

　著者はCFのようなオキソピリミジン環およびイミ

ダゾール核を有するものは酸性で酸化すると尿素系化

合物を生成し28”30），これがジメチルグリオキシムーチ

オセミカル！ミジド試薬（DGO－TSC）と反応して赤色

の色素を生成することに着目し，この反応を利用して

CFの定量を行なうことにした・またDGO－TSCに

よる尿素の定量についてはさきに滝本鋤が報告してい

る．

　CFの分解物にDGO－TSCを加え酸性で熱時反応

させると赤色を呈し，これは5301npに吸収の極大を

有する・この呈色は感度も良く発色操作も簡単であり

各種医薬品約40種について影響を検討したところオ

キソピリミジン環を有する医薬品，または尿素系医薬

品以外のものはほとんど妨害しない．またそれらの妨

害性物質は適当な前処理を行なうことにより，除去す

ることができる・

実　験　方　法

日立EPU－2A型分光光度計

活せん付かっ色試験管（Fig・1＞

0．1％チオセミカルバジド溶液：チオセミカルバジ
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　ド0・19に水を加えて100mJとする

　（用時調製）

　0・1％ジメチルグリオキシム溶液：

ジメチルグリオキシム0．19に濃：塩酸

を加えて100m’とする．（用時調製＞

　50％水酸化ナトリウム液＝水酸化

ナトリウム509に水を加えて100mJ
とする・

　3％過酸化水素水＝30％過酸化水素

水10m’をとり，水を加えて100　mZ

’とする・

　濃塩酸（試薬特級）

　定量法（錠剤，散剤，カプセル剤）

　本膳20個または20包以上をとり，

その重量を精密に量り，粉末とする・

30

25

20

i5

10

Fig．1

5

CF約100　mgに相当する：量を即せんフラスコにとり

ク縞目ホルム20mZを加えよくふり混ぜたのち分液

漏斗中にろ過する・フラスコ中の不溶物をさらにクロ

ロホルム10mJで3回抽出し，同様に分液漏単票に

ろ過し，ク事跡ホルム抽出液を合わせる・これに希硫

酸10m’を加えてふり混ぜたのち，クロロホルム層

を分取し，さらに0．12V硫酸30　mZを加えふり混ぜ

て洗ったのち，クロロホルム層を分取する・初めの希

硫酸の層をクロロホルム20mJで3回同様に抽出し，

クロロホルム液は逐次さきの洗液（q・1N硫酸1で洗

い，クロロホルム抽出液を全部合し，水浴上で蒸発す

る．残留物に温湯50mJを加えて溶かし，100　mZの

メスフラスコに移し，冷後水を加えて1001n1とする．

その41nJに水を加えて正確に50　m1としこれを試料

溶液とする・

　別にCFL（日局7・適品を80。で4時間乾燥）の100

mgを精密に量り，水50　mZを加えて溶かし，さらに

水を加えて100m∫とする．その41nZに水を加えて

正確に50mJとし，　CF標準液とする・）

　標準液（S），試料溶液（T）および水（B）のそれぞ

れ2mZを正確に卜せん付かっ色試験管にとり，過酸

化水素水1mJおよび濃塩酸11n’も正確に加え沸騰

水浴中で10分間加熱し，急冷後50％水酸化ナトリ

ウム液1mJを加え，さらに沸騰水浴中で5分間加熱

する・これを急冷後0・1％チオセミカルバジド溶液

1mZおよび0・1％ヂメチルグリオキシム溶液5mJ

を加え，回せんして90。の恒温水浴中で30分間加熱

し，急冷後水を加えて正確に25mJとし，　Bを対照

として530mpにおける吸光値Es，　ETを測定する．

　CF（CβHloO2N4・H20）の量（mg）

　　　　　　　一騰の量（m・）・告…93

1．

0．8

0，6

0．4

0．2

実　験　結　果

CFの吸収曲線および検量線

、
、
、　、　鴨

　　4GO　　　　500　　　　600　　　　70Q

　　　　　　　　入（喫）

　Fig。2．　Absゆ1’ption　cロrve

－Caffei■e　　　　・・…・Blank

　CFはこの反応でFig・2に示すとおりの吸収を有

する色素を生成する・この反応はCFの分解生成物の

モノメチル尿素． iMU）が発色するものであるが，別

にMUについて反応させたところ同一の吸収曲線を

示した・また試薬のブランクはこの波長領域ではほと

んど吸収を示さない．
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　　　　△工

　　　　2，0　　　　　　4ρ　　　　　　　6．0　　　　　　8．0

　　　　　　　　　　班／η∠

　　　Fig．3．　Calibration　curve

　＿Caffehle　　　　……］Methylurea

I．］臼［Cl　degradation

II．　HC1－NaOH　degradation
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　CFの標準品について検量線を作成したところ直線

性を示すが若干の変動があるので定量の場合は検量線

によらず試料と同量の標準品につき同時操作を行ない

測定すべきである・

　またFig．3に示すとおり，’CFは酸性分解のみでは

MUより吸光値が低いがさらにアルカリ分解するこ

とにより吸光値が一致する・これはCFが酸性分解の

　　　cワ｝）

　　CH3

：か

みでは完全に分解されないためと思われる・すなわち

CF（1）は酸性分解により大部分イミダゾール核が子

早してジメチルアロキサン（MAX，皿）アマリン酸

（AM，皿〉およびモノメチル尿素（MU，　V）を生成す

るが一部オキソピリミジン核が開噂してモノメチルパ

ラバン酸（MPA，　V）を生成し，これが酸性では分解

しにくいため定量的に反応しないと推定される・

　　　　　CH3
　　　　　ロ
NaOH　　N＼

＿一一
ｨ　　　C＝0

　∠　　　N／
　　　　　H2

　　　　（Vl

恥。сmYo

　　　Oク＼Nハ0
　　　　　6H、

　　　（皿）　CH、

　　　　　　　　
　　　　　0、／N》0

　0〈Nハ0
　　　　
　　　CH3

　　　　　（皿）

　　CH3
　　貢

　　も．o

　　N／
　　H2
　　　　（］v）

　　　　　CH3
　　　　　　
NaOH　　N＼

＿＿
ｨ　　　C＝0

　∠　　　N／
　　　　　レ
　　　　　CH3　　　　　　　　（w）

2・　分解条件の検討

（a＞液性と分解能力

　CFの最適分解条件を決定するためつぎの3種の方

法で分解し定量を行なった・また本条件におけるCF

の分解機構の解明のためおよび分解過程で生成する中

間体が完全に尿素誘導体に分解される条件を決定する

ため，尿酸（UA），アロキサン（AX），アロキサンチン

（AXT），パラバン酸（PA＞などについて同様の方法で

比較検討した．

　a法：試料の一定量をとり，N水酸化ナトリウム

液1mZ，3％過酸化水素水1mZを加え，100。で15

分間加熱した・

　b法：試料の一定量をとり，濃塩酸1mZ，3％過酸

化水素水1mJを加え同条件で加熱した・

　c法：b法で分解してのち，5q％水酸化ナトリウ

ム液1mZを加え100。で5分間加熱した・

　分解によりAXT，　UA，は2モルの尿素（U），　AX，

PAは1モルのUを生成し，　CFはMU，ジメチル尿

素（DMU：これは本試薬と反応しない）を生成するは

ずであるからU，MUを用い同分解条件で処理した

後比較検討した．Fig，4に示すとおりa法ではAX・

AXT，　PAなどはほとんど完全に分解するがUAは

一部，CFはまったく分解しなかった．　b法ではAX，

AXT，　PA，　UA，　CFいずれも一部分解するのみであ

るが，c法ではいずれも完全に分解した・CF，　UAは

a，bいずれの方法でもU，　MUの吸光度と一致しな

いが，c法で初めて一致する；事実から，プリン核はア

ルカリ性酸化では開手しにくく，酸性酸化では大部分

イミダゾール核が，さらにアルカリ分解することによ

りオキソピリミジン核も分解し，UまたはMUにな

ることが明らかである・またU，MUについてみると，

これらは本試薬と前処理なしで反応するが酸化剤の共

存では感度が良好になる・以上の結果からCFの分解

は酸，アルカリ分解を併用することに決定した・
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0．6

㏄／一一
　　　　　　　　　　　　　X

誹／i茎一＿…

　γ

十

　　　　　δ％H2の　　3％佐亀　　3％H202
ηoηθ　　　　　A1一ノV¢0κ　　　　 C一月C1　　　　　ご一HO1

　　　　　　　　　　　　　　　　50％版OH

　Fig．4．　Effect　of＼degradatiou　co■ditio且

×Alloxantine　　△Uric　acid　　□Alloxa且

十Parabanic　acid　　OCaffeille

・一・一・一Urea（2　Mo1）

・…………Methylurea（1　Mo1）

（b）液性と分解時間

　まず，酸性分解の条件を決定するため，CFおよび

MUにっき過酸化水素水，塩酸の添加量を変え5～30分

間のそれぞれの分解時間と吸光度の変化を検討した。

Fig・5に示すとおり，　CFは分解剤0・5　mJでは分解

に比較的時間を要し，かつ吸光値が若干低く1～21nZ

では比較的速かに分解した．MU（分解しなくとも発

色試薬と反応する）は加熱時間が短いときは分解剤の

量の増加により吸光値が低下した・

　これは残留する過酸化水素により呈色体が一部分解

されるためと推定される・この過酸化水素の影響はき

わめて微妙であり，微量の存在では吸光度を高めるが

過剰の楊合は呈色体を分解する・したがって酸分解条

件は分解剤1mZで10分間加熱と決定した・分解時

は過剰の過酸化水素を除去するため密せんせず開放で

行なうべきである・

　つぎに酸分解後のアルカリ分解の条件を決定するた

め一方の分解時間を10分とし，他方の分解時間を変

化させ吸光値の変動を検討した・

　Fig・6に示すとおり，酸分解は10分，アルカリ分

解は5分で最大となった・アルカリ分解の場合長時間

加熱のとき吸光値が低下するのは，いったん分解し生

成したMUがさらにNH3に分解されるためである．

04

0．3

0．2

ω

0．4

0，3

／ 一 ＼＝こ△
0，2

0．1

　　　　10　　　　　20　　　　　30
　　D・碧γ砲∂鴇ナ’oη　fゴ〃，θ　　ぐη7！η），

Fig．5．　Effect　of　degradation　time

　　H202　HC1（m彦）CF　MU

　　　O。5：0．5　　　　0　　●

　　　1：1　　　□　■

　　　2：2　　　　△　　▲

！

　　　　10　　　　　20　　　　　30
　　Degγu6ピ4ぜぜ。η　～～π2θ　（η‘η）・

Fig．6．　Effect　of　degrad乱tio黛time

　　　　　　　　CF　MU

　　　NaOH　　△　　▲

　　　HC1　　0　●
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またCFはアルカリ性では分解されにくいから酸分解

を十分に行なってのち，アルカリ分解すべきである・

　以上の結果から分解時間は酸性で10分，アルカリ

性で5分と決定した・

3．　共存物質の影響

　市販製品の処方にははん用されている医薬品約40

種についてその影響を検討したところ，尿素系バルビ

ツール酸系，プテリジン系医薬品以外はほとんど影響

がなかった・これらの物質が共存する揚合はアルカリ

性でク官ロホルム抽出することにより分離し，妨害を

抑制できる・

4．モデルサンプルおよび市販製品の定量

　数種の処方のモデルサンプルを作製し，本法により

定量を行なったところ，Table　1に示すとおりの良好

な結果を得た・

　市販製品についてのデーターはTable　2に示すと

おりである．

Table　1．　Results　of　determination　Qf　caffeiロe　in　the　know且m量xtures

Compou且d

Caffeine

Phenaceti■

Amillopyrine

lsopropyrine

Sulpyrine

かAcetaminophellol

Sodiu加cycra加ate

Ephedri血e　hydrochloride

Benzoic　acid

Metzirazine

Magnesium　stearate

Lactose

Starch

薫（％）

　n
δ（％）

A 1 B

30　（mg）

300

50

50

300

99．7

6

0．73

10　（mg）

80

50

10

50

99．3

6

0．62

C

50　（mg）

200

100

　1

25

50

10

30

50

99．0

6

0．95

Table　2．　Results　of　determi血ation　of　caffeine　in　the　commercial　preparations

Sample 1
文（％）

　皿

A 1
101．82

　3

B i

i
99．73

3

C

100．18

　3

　以上の結果から本法は綜合感冒剤中のCFの定量に

適当である．

　終わりに本研究を行な5にあたり終始激励下さった

国立衛生試験所長刈米達夫博士，医薬品部長山本辰由

博士に深謝します・

　　　　　　　　　文　　　献

1）J．A．　C。　Van　Pinxteren：Pゐα7初．隔θ妨」．，88，

　　805（1953）

2）　C．Staineier：ノ1勘α7勿¢．　BθZgL，8，3（1953）

3）U．Ya．　Khait：Aメ》’θ6伽06」0θJo．，5，38（1956）

4）G．Prange，且．　Walther：Z．　Lθゐθη3漉’ム翫’一

　　召〆8％c〃．，104，266（1956＞

5＞｝1．P．　Kaufman，　WA．　Arends＝14κん．1翫σ吻．，

　　Bθプ露π，287，　590（1954）

6）R．Ott，正し　Raber：Sσゴ．翫σノ吻．，28，206（1960＞

7）A．Anas三tasi，　V．　Gallo：匹P加7解．∫腕σ7〃3α

　　ooム，　7，263（1955）

8）T。Kashima：孟P宛α7御．　Soo．，ノ砂απ，74，1078

　　（1954）

9）M．Rink，　R．　Lux　l　P餌30〃．∠4ρo痂．　g’g．，99，

　　1051（1959）

10）KA．　Conllors，　T．　Higuchi：∠4πσ」．　C加勉．，32，

　　93（1963）



10
衛生試験　所報告 第83号（1965）

11）H．Ellert，　T．　Jasinski：1曳。’3　P∂Joπ．　P肋プ彫．，

　　17，29（1969）

12）MPemarowski，　D．　W．　Blackburn：．みオ甥．

　　1「ゐσ72η．ノiε3．，47，585（1958）

13）B．Budesinsky：Co〃．　C286ん．　C加η2．　Co〃z〃2π一

　　πθり　21，　146（1956）

14）R．A。　Daoust：ノ．ノ1〃2．　P肋プ翅．ノ13ε．，42，744

　　（1953）

15＞R．E．　Pankratz，　F．　J．　Baadelin．，あゴd．，45，364

　　（1956）

16）Z．Grun1ゆva：Cθ3々03」。1勉ノ翅．，5，215（1956）

17）R．BQmtemps：P距α7拠．！1c‘α．正髭Z砂．，35，128

　　（1960）

18）H．Wachsmuth，　L．　van　Ko㏄khoven：匹餓σ一

　　7〃2．βθ」8㌦，14，79（1959）

19）M．Paz，　R．　Ray．　Mendeza：切i．　Q痂吻．、4紹7．，

　　15，124（1961＞

20）D．T．　English，　J．　W．　Miles：五πα1。　Cゐ佛．，26，

　　1214（1954）

21）」．W．　Miles，　D．　T．　E塾glish；∫．　A魏．　Pα7獅．　A－

　　ss。5‘ゴ．64。，43，　589（1954）

22）A．Schaller：、磁”．碗73　S彦σ．　Gσ彫π83解ω．，9，

　　105（1955）

23）J．Eisellb】俄nd，　D．　Pfeil＝Z．！1解」．　C加ηz．，151，

　　241（1956）

24）AJ．　Shingler，　J．　K．　Cariton＝・4πα’．0ぬθ擢・，

　　31，　1679（1959）

25）LPolzella：Bo〃．　Lσゐ。　C海〃3．　P70加π6’α’f，12，

　236（1961）

26＞W．Zyzynsky：〆1c’α．　Poloπ．」既α辮”17，277

　　（1960）

27）G．Machek＝5σゴ．　P加辮．，29，73（1961）

28）F。Rochleder：！1π”。，63，201（1847＞

29＞E．Fischer　3βθA　14，1912（1881）

301A．　Jolles：Bθプ．，33，2120（1900）

Summary

　　Colorimetric　Determination　of　C8登eine　in　P－

harmaceutical　Preparation8・M3sayoshi　TATsuzAwA

　　Caf〔eine（1）reacts　with　d加ethylglyoxime　and

thiosemicarbazide　in　acid　solutio皿to　give　a　red

violet　color（max　5301n｝ル），　after　oxidation　with

hydroge且eperoxide　in　hydrochloric　acid　medium．

　　Anew　cQIQrimetric　determh獄tion　of（1）based

on　this　color　reaction　was　established　and　applied

to　the　determination　of（1）in　commercial　antipy－

retic　preparatiOns・

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付〉

4一アミノアンチピリンによる2，4，5一トリクロルフェノール

　　　　　　　　　　およびナンコールの定量

柴崎利雄・鈴木恵美子・山本美代子・冨田：文夫＊

　o，o一ジメチルー。一（2，4，5一トリクロルフェニル）一チオ

ノホスフェイト（ナンコール）の試験規格および試験

法を殺虫剤指針＊＊に新収載するにあたり，ナソコール

を加水分解して生ずる2，4，5一トリクロルフェノールの

4一アミノアンチピリン，フェリシアン化カリウムによ

る比色定量法を検討した・この方法を製品管理に適用

するには至適pH，緩衝液の種類1・2・3），および比色液

の沈殿の溶解方法1）などをさらに検討する必要があっ

た．著者らは緩衝液がpH　7・8であれば．リソ酸また

はホウ酸の緩衝液のいずれを用いても低濃度であれば

ほとんど同様な結果を得ること，沈殿の溶解にはアセ

トンが効果的であることを見いだし，この方法をナン

コールの製品管理のための試験法とした・

＊　八洲化学工業株式会社

＊＊　厚生省薬務局

1．試薬および装置

　2，4，5一トリクロルフェノール標準液：2，4，5一トリク

ロルフェノール（90％エタノールおよびヘキサソより

再結晶）約501ngを精密に量り，0・5％水酸化ナト

リウム液2mZ，および水を加えて溶かし2000　m’と

する．

　緩衝液：第六改正日本薬局方記載のクラークラブス

混合緩衝液　　リン酸二水素カリウム・水酸化ナトリ

ウム混合液，ホウ酸・塩化カリウム・水酸化ナトリウ

ム混合液

　4一アミノアンチピリン溶液34一アミノアンチピリン

の水溶液（主として0・5％）

　フェリシアン化カリウム溶液：フェリシアン化カリ
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ウムの水溶液（主として0・5％）

　その他は第七改正日本薬局方による

　吸光度の測定：島津QV　50，日立EPS－2U型自記

分光光度計，セル1cm

　pHの測定1東亜電波エ業K：K　HM－5．

2．分　析　操　作

　ナンコール約80mgを精密に量：り，　メタノールを

加えて正確に100皿Zとし，その5・OmJをとり，メ

タノールを加えて100mJとし，これを試料溶液とす

る．その5．O　mJを100　mJの翻せんフラスコにとり，

0．5％水酸化ナトリウム・メタノール試液3・OmZお

よびメタノール10mZを加えて水浴上で完全にメタ

ノールがなくなるまで蒸発乾固する（必要あれば窒素

ガスを送る）・放冷後，pH　7・6のリン酸二水素カリ

ウム・水酸化ナトリウム混合液25・OmZを加えて溶か

す．この液10・OmZを25m’のメスフラスコに入れ．

0．5％4一アミノアンチピリン溶液1．OmJ，2分後に0．5

％フェリシアン化カリウム1．OmJを加えて室温に40

分間放置したのち，流水中でふり混ぜながら徐々にア

セトン10．OmZを加えたのち，水で25　mJとする・

15分後に層長10〃襯で波長505mpにおける吸光

度E’を測定する・別に同様な方法で室試験を行ない，

得た液を対照液とする．

　比較液は2，4，5一トリクロルフェノール標準品約50

mgを精密に量り，同様の方法で吸光度Eを測定す

る．

　ナンコール（C8H803C13PS）の：量：（％）＝

　　E’　標準品の量（1ng）×1．628
　　　　　　　　　　　　　　　　　×100　　了×一譲爾：『あ量（mg）

3．定量条件の検討

液（pH　7．8，8．0，82，8．6，9．0，9．6）のそれぞれ10・O

mJを加え，1％4一アミノアンチピリ．ン溶液LO　mZ，

0・3％フェリシアン化カリウム1・01nZ，20分後にアセ

トン10・OmZを加えてよくふり混ぜ，全量を25．OmJ

としたのち，500mpにおける吸光度を測定したとこ

ろFig・1に示すように，至適pHは7・8で，この

pHは両緩衝液で同様な結果が得られた・

さ
　α2
8
り

智

8α1
§

工
房

電

、

、

、

、

、

、

、、

、
、

、
、
、
、鴨r●

　3・12，4，5一トリクロルフェノールの定量条件

　3・1・1　pH

　呈色のためのpHおよび緩衝液は近藤ら1）に従い，

pH　7．8のリン酸二水素カリウム・水酸化ナトリウム

混合液を用い，発色試薬4一アミノアンチピリンは1

％，フェリシアン化カリウムは0・3％として順次各

1．OmZを加えた．数分後に沈殿を認めたので，これ

にエタノール，メタノール，アセトンなどを加えたと

ころ，完全に沈殿は溶解し，かつ三色性を認めた・そ

こでその呈色液の吸収スペクトルを測定したところ約

500m晒にあった・

　以上の予試験をもとにして，2，4，5一トリクロルフェ

ノール標準液の各2・OmJにリン酸二水素カリウム・

水酸化ナトリウム混合液（pH　6・8，7・2，7・6，7・8，8・0）

およびホウ酸・塩化カリウム・水酸化ナトリウム混合

　　　7a　　　　ao　　　　88　　　　9．61
　　　　　　　　　　　ρ〃

　　　　　Fig．1．　Effect　of　p王1

　　　・　　　　Buffer：KH2PO4・NaOH

一一一一・一一一一BufFer：H3BO3・KC1・NaOH

2，4，5－Trichloropheno1　2pg／∬11

　3・1・2　沈殿の溶解と溶媒の発色効果

　発色試薬添加後に生成する沈殿を溶解する溶媒を検

討したところ，アセトン，メタノール，エタノールが

よかった・この中で最も発色効果の大きいものはアセ

トンであったが，発色試薬を加えた直後に加えると呈

色の進行を阻害するので，添加時期を検討したところ

Fig・2に示すように30～50分が適当であった・

｝α2

§

電

Φα1
§

ミ

蓄

　　　　　　30　　　　　　60
　　　　　　　　　τど7ηθ（π7η7）

Fig．2．　Time　for　cQlor　development

　　　　before　the　addetioll　of　acetone

　　2，4，5－Trichloropheno1　2pg／mI

3・1・3　フェリシアン化カリウムの濃度

90

　2，4，5一トリクロルフェノール標準液1・Om1，　pH　7・8

のホウ酸・塩化カリウム・水酸化ナトリウム混合液

10．Om1，1％4一アミノアンチピリン溶液1・OmJ，フェ

リシアン化カリウム0．1～3．0％の溶液各1．Om1・を

加え，以下分析操作と同様に操作して吸光度を測定し
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たところ，Fig．3に示すように0・4～0・8％フェリシ

アン化カリウム溶液1・Om∫が適当であった・

誉

む
舅α2

、

§

Σo」
§

智

　　　　　　　　　　1．0　　　　　　　　　　　　2．0
　　　　　　　　　κ3Fθ（0船6％（加の

Fig．3．　Effect　of　K3Fe（CN）6　concentration

　　2，4，5－Tfichloropheno1　1ドg／mZ

　3・1・44一アミノアンチピリンの濃度

　フェリシアン化カリウム0．5％の溶液を用いて3・1

・3と同様に操作して，4一アミノアンチピリン0・5～

10．0％の溶液について検討したところ0・5～1・0％の

溶液各1m’が適当であった・

　3・1・5呈色液の安定性

　3・1・4で述べた0・5％4一アミノアンチピリン溶液

1。OmZ，0．5％フェリシアン化カリウム溶液1・OmZを

加えて同様に操作して得た呈色液の経時変化を調べた

が室温（20。）でその吸光度は10分後に0・30で，20分

後には0．298であった（2pg／m∫）・

　3・1・6可視部吸収スペクトル

　2，4，5一トリクロルフェノール標準液30mZにっき，

3・1・5と同様に操作して得た呈色液の可視部吸収スペ

クトルの最大吸収は505mpにあったので，この波長

を定量時の測定波長に定めた・（Fig・4）

G4

§

§α2

§

q
　　　　　　　　　（2）

　　　440　　　　　　480　　　　　　520　　　　　　560　　　　　600　　πμ

　Fig．4．　Absorption　spectrum　of　the　color

　　〔1）＝2，4，5－Trichloropheno1　3Pg／mZ

　　　（2）：Reagent　blank

　3・1・7　検量：線

　以上の実験結果にもとづき，2，4，5一トリクロルフェ

ノールの：量と吸光度との関係を求めたところ，Fig．5

に示すように0．25～4P9／mZの範囲で直線関係を認

めた。

0，6

誉

§Q4

電

9

§0．2

受

8
量

　　i　　　　2　　　　3　　　　4
　2．45一ア溜…P勧・‘！曽ん！

Fig．5．　Calibration　curve

3・2ナンコールの加水分解

　ナンコールの試料溶液5．OmZを共せんフラスコに

とり，メタノール10mJおよび0．5％水酸化ナトリ

ウム・メタノール試液1．0，2．0，3．Om1をそれぞれに

加え，水浴上で蒸発乾固した．これにpH　7・8になる

ようなリン二二水素カリウム・水酸化カリウム混合液

25・OmJを加え，以下前記の条件で発色させたものに

ついて5051npにおける吸光度を測定し，ナンコール

の回収率を検討したところ0・5％水酸化ナトリウム・

メタノール三二3．OmJが適当であった・

　また加水分解したのち，メタノールが残留するとき

は呈色に著しい阻害を認めたので，窒素ガスを送って

メタノールを完全に除去することが好ましい・

　おわりに御協力いただいた防疫殺虫剤協会，御町導

いただいた医薬品部長山本展由博士に感謝いたしま

す．

交 献

1）近藤竜雄，川城　厳：食衛誌，5，372（1964＞

2）RJ．　Lacoste，　S．　H．　Venable，工C．　Stone：」肋一

　σZ．　C；診θ〃3．，　31，　1246（1959）

3）南原利夫，浦川多賀子：薬誌，80，1663（1960＞

Summary

　　Determination①f　2，4，5－Trichlorophenol　and

Nankor　with　4口Amino島ntipyri皿．　Toshio　SHIBAzAKI，

Emiko　SuzuKI，　Miyoko　YAMo齢To　apd　Fumio　ToMI－

TA

　　Determination　of　2，4，5－trichlorophenol　and　its

derivative，　Nankor，　was　exalnined　for　the　pllrpo－

se　of　quality　control　of　these　preparations・

　　The　prillciple　is　as　follows：2，4，5－trichlorop一
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henol　which　is　pmduced　with　sodium　llydroxide

from　Nankor　is　treated　with　Clark－Lubbs　buffer

solution　at　pH　7．8．1．　O　mZ　of　O．5％4－aminoa■ti－

pyrin　solution　and　1．01nl　of　potassium　ferricya－

nide　solution　are　added　into　10．O　ml　of　the　soluti－

on（pH　7．8）．　After　40　min．，10．Oml　of　acetone　and

the　buffer　solutio皿are　added　to　make　it　25．OmJ，

followed　by　me3suring　its　absorba且ce　at　505加p．

　　The　pr㏄ipitate　produced　in　the　process　is

well　dissolved　by　addition　of　acetone，　which　has

the　bathochromic　efEect　on　the　color．

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

麻薬のガスクロマトグラフィー

大 野 昌 子

　天然，合成麻薬中，業務に関係の深いもの，および

これらに加えられることの多いアルカロイド類につい

て，水素炎イオン化検出器を有する高感度ガスクロマ

ト装置を用い，またカラムにはステロイドやアロカロ

イドの分離に適するSE　30を固定相液体に選び，操

作条件に検討を加え，これら化合物のガスクロマトグ

ラフィーによる定牲，定量法に関する研究を行なっ

た．

　　　　　実験材料，方法および結果

　1・麻薬および他のアルカロイドの定性

　（1）実験材料

　あへんアルカロイド：モルヒネ，コデイン，テパイ

ン，ノスカピン，パパペリン，ネオピン，ナルセイ

ン，ヒドロコタルニン，クリプトピン，プロトピン

　モルヒネ誘導体：エチルモルヒネ，ジアセチルモル

ヒネ，03一モノアセチルモルヒネ，06一モノアセチルモ

ルヒネ，ア・セチルコデイソ，ジヒドロモルヒネ，ジヒ

ドロコデイン，ジヒドロコデイノ．ン，オキシコドソ，

ナロルフィン，ノルモルヒ不

　コカアルカロイド：コカイン

　合成麻薬：ペチジン，ジメチルサイアムブデソ

　．麻薬，あへん製剤に加えられているもの：アトロピ

ン，スコポラミン，エメチン

　押収ヘロイン（塩酸ジアセチルモルヒネ）に含まれ

るも’の：塩酸プロカイン，カフェイン

　（2）試料の調製　実験材料を，塩基の場合にはア

セトンまたはメタノールに，塩酸塩はクロロホルムに

溶かし，それぞれ試料濃度約1％の溶液を調製する・

　（3）ガスクロマトグラフィーの実験条件　　カラム

測定操作の条件，測定機器をTable　1に示す・

Column：（i）

（ii）

　　　　　　1．D．

Te耳1perature＝

Carrier　Gas：

H2　Flow　R．：

Range：　　1．6mV，

Appar．：　　Shimadzu　GC　IB，

　Table　1。　Gas　chromatography

SE　30　　1．5％

Support　Chromosorb　W（60～80加esh）

SE　30　　　3．5％

Support　　Gasc1躍om　P（60～80　mesh）

　　．4mm，　　L．　1．5m

　Colunユ1L　　2300（a），　　　1850（b）

S．C．　　　　2400　（a），　　　2000（b）

　Det㏄t。　　230。（a），　　　1800（b）

N2，　Flow　R．　40　mJ／min．　Press　2　kg／cm2G

80mZ／min，　　　　Air　Flow　R．：　　1」／m血

　　Sens．＝　100，　Chart　Speed：　10　mm／min

　　　　　　　　　　Detect．：　　HF　ID

　なお試料溶液の注入には，Hamilton製のマイクロ

注入器を用いる．

　（4）実験結果　．前記条件（温度（a））で測定した

試料の保持時間をTable　2に示す．
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Table　2．　Retention　time　of　narcotic　drugs

　　　　　and　otller　alkaloids

Name　of　sample

morphine

CQdeユ豆e

neOPlne

thebaine

ethylmorphine

diacetylmorphine

nalorphine

O3－monoacetylmorphiロe

O6－monoacetylmorphhle
acetylcodeine

dihydromorphille

dihydroCodeine

dihydrocodeiロone

oxycodone

normorphine

papaverlne

且oscapine　hydrochloride

lloscaplne

narceユne

hydrocota「nhle

cryptopine

protopille

cocame
pethidine

dimethylthiambutene

procalne

caffeine

atrOP三且e

scopolamine

emetine

Colum豆SE　30

1．5％

2．3

　　1．6
　1．8

　3．1

　　2．4
　3．2

　3．0

　　2．6
　2．8

　2．8

　2．4

　　2．5
　2．1

　　2．6
　　2．5
　　7．0
　　0．4
1510

－
　0．3

　1．5＊

　7．5

　7，5

　　6．3＊
　1．0＊

　5．6＊

　4，1＊

　　1，7＊
　0．6，0．9
1．1，1．7

　0．5

3．5％

3．8

3．2

3．1

4．6

3．7

6．0

5。0

3．9

4．1

4．0

3．3

3．5

3．4

3．9

3．8

10．4

0．7

22．2

同一の保持時間を示した・

　ヒドロコタルニソ，コカイン，ペチジソ，ジメチル

サイアムブテン，プロカイン，カフェインは，温度条

件（a）では保持時間が短かすぎるため，操作はより

低い温度条件（b）による必要があった・たとえば押収

ヘロインの鑑定は，SE　303．5％のカラムを用い，

（a）の温度で操作すると，塩酸プロカイン，カフェイ

ンが含まれていても，これらは互いに分離されないの

で確認を誤るおそれがあるが，（b）の温度によれば，

これらは完全に分離，検出される（Fig・1）・

．工

皿．

皿

　0．5

　2．4＊

12．7

12．3

10．2＊

　1．6＊

　9．5＊

　　5．7＊
　2，4＊

1．0，1。5

1．4，2．0

　0．6

under　line：tailing　peak

＊temp．（b）

　保持時間とともに表に示したとおり，これらの試料

中，SE　301．5％のカラムを必要とするのはジメチル

サイアムプテンだけであり，モルヒネ，ジヒドロモル

ヒネ型の化合物では，このカラムを用いるとピークは

とくに著しいテーリングを示す．またテバイン，ジヒ

ドロコデインはいずれのカラムでもピークにテーリン

グは見られないが，検出感度に差があり，3．5％の場

合のほうがすぐれている．

　ノスカピン塩基は，その塩酸塩と保持時間をまった

く異にするが，表示した他の塩基は，すべて塩酸塩と

　　　51520オ’η7θぐη7’η）
　Fig．1．　Gas　chromatogra加of　seized

　　　　　heroi且

I　　caffeine　　　I［　procaine　hyd匠ochloride

皿　herohl

Temp．：Column　185。　S．　C．200。　Detect．180。

　アトロピン，スコポラミンは，いずれもピーク2つ

ずつを与え，これは検出可能な限度まで操作温度を下

げても変わらなかった．これに反し，ナルセインにつ

いては，（i），（ii）両カラムを用い，多くの条件で検

討を加えたがピークは得られなかった．

　II・モルヒネ，：コテイン，パパペリン，ジアセチル

モルヒネの定量

　（1）実験材料

　モルヒネ：塩酸モルヒネ（目局適品）を水に溶かし

アンモニア水を加え，生じた沈殿をガラスろ過器を用

いてろ出し，水洗後エタノールに溶かし，ベンゼンを

加え，得られた沈殿を吸引ろ過し，アセトンで洗う．

この沈殿をメタノールから再結晶し，減圧乾燥したも

の．

　コデイン＝mp　154．5。（ベンゼンで再結晶）

　パパペリン：1np　147。

　ジアセチルモルヒネ：モルヒネをアセチル化して合

成したもの．mp　172。

　（2）試料の調製　実験材料3001ngずつを精密に

量り，ジアセチルモルヒネはアセトンに，他はメタノ

ールにそれぞれ溶かし10mJとし，これらを原液とす

る．
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　原液一定量ずつをとり，メタノール（ジアセチルモ

ルヒネの場合はアセトシ）を加え，それぞれアルカロ

イドを0．3％（試料A），0．6％（試料B），1・5％（試

料C），2．1％（試料D）含む試料溶液を調製する・

　（3）実験方法　　Table　1に掲げた条．件（カラム

（ii），温度（a））に従い，ガスクロマトグラフィーを

行なう・試料溶液の注入量をつぎに示す．

を選んだ．これらが標準物質として適当であることを

明らかにするため，Tabie　4に分解能を例示する．

注　入　量

Table　4．

試料溶液

A
〃

B
〃

〃

．C

D

0．001m‘

0，003

0．001

0．002

0．003

0．001

0，001

Peak　resolution　between

two　alkaloids

Alkaloids

アルカロイド量、

3解9

9

6

12

18

15

21

morphine　and　papaverine

m6rphine　and　codeine

morphine　and　noscapine

codeine　and　papaverine．

codeiロe　and　thebaipe

codeine　and　diacetylmorphi且e

codeine　and　noscapine

papaverine　and　thebaine

Rvalue

4．25‘

1．28

14．ゴ

11．1

2．8．

5．6　・

16，6

7．7

　これらのアルカロイドの与えるピ7クの形はシャー

プであるので，高さを測定し，検量線から含量を求め

る．この場合，内部標準法によれば，含量はのちに掲

げる計算式により計算する．

　（4）検量線　試料溶液により得られたピークの高

さをTable　3に示す（高さはチャートの目盛）・

Table　3．　Peak　height　of　alkaloids．

Alkaloid

Alnount

3μ9

6

9

12

15

18

21

morphine

7

16

24

32

40

49

57

code血e

19

32

46

59

72

heroin

10

18

26

34

42

50

55

　（6）含量の測定　内部標準法によるときは，次式

により含：量を計算する．

　　　　　　　　　　　　砺／乃8
　　成分κの含量％ニ％×
　　　　　　　　　　　　　α
　　π＝誠料100に加えた標準物質の量

　　妬二試料中の成分が示すピークの高さ

　　孤＝試料に加えた標準物質∫が示すピークの高さ

　　α＝・砺／」隣（砺，」気＝15pgのズおよびsがそれ

　　　　ぞれ示すピークの高さ）

　　　αの値は，それぞれつぎのとおりであった．

papaverエne

3．5

8．5

13．5

18．5

23．5

28．0

34．0

morphine

codeine

d血cetylmorphine

papaverlne

Remarks：
1・w・・1・m・t（・9）・・i・・．i・・

3

papaver1ロe

diacetylmorph血e
codeille

morphiロe．

α

1．70

．1．71

0．58

0．59

モ・レヒネ・パパペリンは3～21P＆・ゲインは6

～15pg，ジアセチルモルヒネは3～18　pgの間で直線

関係が成立する．しかし備考に示したように，ずっと

少量での検出が可能であり，感度をさらに上げて操作

することも考えられる．

　混合物の．分析においては，適当な内部標準物質の得

にく．いこともあるが，より容易に，正確に定量を行な

うために内部標準法を検討した．

　（5）内部標準物質の選択　　標準物質としては，分

解能を考慮してそれぞれモルヒネにはパパペリン，コ

デインにはジアセチルモルヒネを，またジアセチルモ

ルヒネ，パパベリソにはそれぞれモルヒネ，コデイン

0．2

　押収ヘロインは，原料がコデインを含んだり

またアセチル化が不完全であったりして，コデ

．イソを標準物質として用いることのできない場

合が多かった．しかし内部標準法によらないと

きも再現性はすぐれ，その定量誤差は，わずか

土1．05％であった．

考 察

　SE　303．5％のカラムを用い，水素炎イオン化検出

器によるガスクロマトグラフィーで，多くの微量ρ麻

薬の定性，定量を行なうことができる．とくに本法は

混和物，偽和物を含む押収ヘロインのような不純な麻

薬にも，迅速で確実な，すぐれた分析法として役立て

ることができるものである．

Summary

Gas　Chrom8tographic　Determination　of　N8r一
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co樋。　Drug8直Masako　ONO

　　Natural　and　synthetic塾arcot三。　drugs　including

morphine，　codeine，　cocaine，　pethidine　and　thehl

derivatives　were　successfully　determined　by　gas

chromatography　using　the　apparatus　with　hydro－

gen　flame　detector．　Alkaloids　such　as　atropine，

s◎opolamine　and　emethle　which　are　added　to　com－

pouロd　a　legal　nar◎otic　preparation　were　also　ex－

amined．

　　For　these　alkaloids，　a　column　liquid　SE　30

（3．5％on　Garchτom　P）is　found　to　be　best　ex－

cept　dimethylth㎏mbutene　orコarceine．　Even　in　the

morphine　determination，　a　prelimhlary　silanization

treatment　which　is　required　for　in　other　usua1

meth◎ds　is　u加eoessary．

　　Table．21ists　the　retentioロtime　of　these　a1－

kaloids　measured　by　usiロg　1．5％and　3．5％of　SE

30colum夏under　the　oonditions　give箆in　Table　1．

　　Morphi且e，　codeine，　diacetylmorphine　a且d　pa－

paverine　were　quantitatively　determined　by　the

measure＝ne■t　of　the　height　ofpeak　with　or　w量th－

out　inter亘al　standard　substance．at　thejf　quantity

3～21卜bg，6～15｝ルg，　3～18｝bg　and　3～21｝ルg　respec－

tively．

　　This　gas　chromotographic　method　is　also　par－

ticularly　useful　in　the　determination　of　heroin

seized　in　the　illicit　tfa丘ic．

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

尿中麻薬の検出について（第4報）

大野昌子・朝比奈晴世

　中毒者が，ヘロインをタバコとともに吸出するとい

う事例が多いので，タバコのアルカロイドが麻薬の検

出におよぼす影響に重点をおいて，われわれがこれま

でに確立した方法に従い，尿中麻薬の検出について検

討を加えた．またヘロインの体内変化を研究するため

の参考として，中毒者の使用するヘロインの純度を詳

細に確かめた．

試料および実験方法

　（1）試料　ヘロイン中毒者およびあへん中毒の疑

のある者の尿

　（2）尿中麻薬の検出　第3報1）で報告した検出法

によった．

　（3）尿中タバコアルカロイドの分離および確認法

タバコのアルカロイドであるニコチンなどは，水酸化

ナトリウムのアルカリ性でクロロホルムにより抽出さ

れるので，尿中のタバコのアルカロイドは，前報第1

法に従い，その（ii）一（b＞のフラクションについて確

　　ぜ認を行なう・

　（4）押収ヘロインの純度試験法

　（i＞ガスクロマトグラフィー　水素炎イオン化検

出器を有する高感度ガスク目マト装置を用いて行なう

　カラム：SE　303・5％；担体Gaschrom　P（60～80

　　　　　メッシュ）；内径4mm，長さ1．5m

　温　度：カラム230。；検出器230。；燃焼室2400

　キャリアーガス：N2流速40　m’ノ：niユ

流速：H280　m’／min；空気1Z／1nh1

感　度：100

　（ii）薄層クロマトグラフィー2＞展開剤にはクロ目

ホルム：メタノール＝4：1を用いる．

実　験　結　果

　（A）試料の尿量およびpH　A～Dは明らかにヘ

ロイン中毒と認められた者の尿，EおよびFはあへん

中巌の疑ある者の尿である（第1表）．

第　1表

試料1尿量1・H試料1尿量1・H

A
B
C

mJ mZ
34 7．05 D 112．5 6．50

110 9．15 E 50 7．00

75 6．30 F 25 6．70

　（B）第1法による妨害物，モルヒネの検出　　尿は

50mJずつを用い，これに足りないものは全量を使用

し，塩酸で加水分解後つぎの試験に移った・

　（i）妨害物の検出　　E，Fについては塩酸酸性iに

おいてクロロホルム抽出を行ない，クロロホルム抽出

物につき薄層クロマトグラフィーによりテバイン，パ

パペリン，ノスカピン含有の有無を確かめたが，塩化

白金・ヨウ化カリウム試液によるスポットはまったく

得られなかった．
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　（ii＞ついでA～Fの水酸化ナトリウムアルカリ性

におけるクロロホルム抽出物について薄層クロマトグ

ラフィーを行なった結果，試料B，Cにニコチンに相

当するスポット各1っずつが認められた（第2表）・

第　2　表

試料

　A

　B

　C

D～F

スポット数

0

1

1

0

Rf値（呈色〉

0．42　（汚紫色＞

0．42　　（　　〃　　〉

対照　コデイン　　0．37（紫青色）

　　　ニコチン　　0．42（汚紫色）

展開剤：ク巨ロホルム

　　　　＝5：4：1

：アセトン：メタノール

第 3

　このため比較的多量のタバコを吸っている正常人の

尿について，タバコのアルカロイド検出を試みた・

　方法：正常人の尿を第1法にしたがって塩酸で加水

分解したのち，水酸化ナ．トリウムのアルカリ性でクロ

戸ホルム抽出を行ない，抽出液の蒸発残留物について

市販のニコチンおよびタバコ（ピース）の水浸液の水

酸化ナトリウムアルカリ性におけるクFロホルム抽出

物を対照とし，薄層クロマトグラフィーを行なった

（第3表）．

　タバコの水浸液からの抽出物は4つのスポットを与

えるが，このうちRf値0．42のニコチンが最も多量

に含まれる．

　正常人尿を水酸化ナトリウムのアルカリ性からつい

でアンモニアアルカリ性に変え，クロロホルム抽出を

行なったが，この抽出物は塩化白金・ヨウ化カリウム．

表

試 料

喫煙正常人尿＊
ニコチン（市販95％〉

タ　バ　コ　水浸液

スポット数

3

〃

4

Rf値　（呈　　色〉

0．32（微）　　0．42（汚紫色）　　0．54（微）

0．37　（〃）　　　　0．42　（　　〃　　）　　　　0．75　（〃）

0．03，0．06，0．18（微）　　0．42（汚紫色）

展開剤＝クロロホルム＝アセトン：メタノール＝534：1

＊尿量　92mJ，　pH　5．05

●

試歩に陽性の物質を含まなかった．

　（ii）モルヒネの検出　試料A～Fから妨害物を除

去したのち，尿の液性を希塩酸で中和し，炭酸水素ナ

トリウムを飽和し，アンモニアアルカリ性に変えク

目ロホルム・イソプロパノール混液（3：1）で抽出

し，無水硫酸ナトリウムで脱水後，混液を蒸発して得

た残留物について薄層クロマトグラフィーを行なっ

た．

　Aからモルヒネと同等のRf値を示すスポットが検

出されたが，B～Fいずれからもモルヒネ，その他発

色剤で認められるスポットはまったく得られなかった

（第4表）．

第　4　表

試 料

　　　A

対照　モルヒネ

　〃　　ヘロイン

Rf値（1）

0．10

0．10

0．36

Rf値（皿〉

0．13

0．13

0．59

　Rf値（1）展開剤

タノール＝5：4：1

　Rf値（皿）展開剤

4：1

クロロホルム：アセトン：メ

クロロホルム：メタノール＝

　薄層クロマトグラフィーによりモルヒネと同等の

Rf値を示す試料Aのスポットをエタノールで抽出し，

紫外部における吸収スペクトルを測定したところ

λ㎜，λminともにモルヒネの場合と一致した．

　試料A　　λ眺：287．5mp

　　　　　　λmin：　260．5m｝ル

　モルヒネのフラクションのメタノール溶液について

前記（4）一（i）にしたがってガスクロマトグラフィ

ーを行なったが，モルヒネのピークは確認できなかっ

た．これは尿の他の成分の影響に基づくものと思われ

る．

　試料B，C，　Dにつき第2法（イオン交換樹脂法）

によりモルヒネの検出を試みたが，いずれからもモル

ヒネは検出されなかった・

　（C）押収ヘロインの純度について　押収ヘロイン

20四種につき，これらをそれぞれクロロホルムに溶か

したのち（4）一（i）にしたがってガスクロマトグラフ

ィーを行なったところ，全部から保持時間4・0（アセ

チルコデインに相当）および6．0（ヘロインに相当）

のピーク2つが認められた．

　また押収へβインを尿の場合と同じ方法で塩酸で加

水分解したのちの，水酸化ナトリウムのアルカリ性に
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おけるクロロホルム抽出液は，保持時間3・2（コデイ

ンに相当〉のピークを与え，ついで水層をアンモニア

アルカリ性でクロロホルム抽出を行なったところ，抽

出液は保持時間3・8（モルヒネに相当）のピークを与

えた．

　別に03一および06一モノアセチルモルヒネをつぎ

のようにして合成し，これらについてガスクロマトグ

ラフィーを行なった・

　03一モノアセチルモルヒネ：Welsh3）の方法により，

モルヒネ塩基に水，炭酸水素ナトリウム，無水酢酸を

加えて反応させたのち，クロロホルムで生じた03一モ

ノアセチルモルヒネを抽出して製する・

　06一モノアセチルモルヒネ：ジアセチルモルヒネ塩

基を：水と1時間煮沸後冷却し，さらに20分間煮沸し，

冷却する．この液をろ過し，ろ液を濃縮したのち15％

塩酸，ついで塩酸を滴加すると，白色の06一モノアセ

チルモルヒネが塩酸塩として析出する．これを吸引ろ

重し，：水で洗ったのち風乾する．

　このようにして得られた03一，．．0しモノアセチルモ

ルヒネの保持時間は，それぞれ3・9，4・1（ヘロイン

6．0がわずかに認められる）であった．．

　アセチルコデインは，ヘロインと薄層クロマトグラ

フィーによるRf値が類似し，かつその分解物コデイ

ンは03一，06一モノアセチルモルヒネにRf値だけで

なく，保持時間も類似するので，これらの区別を誤ま

るおそれがある．われわれの扱った約20余件のヘロ

インでは，加水分解によりコデインの得られないもの

はまったくなく，回収し得たコデイン塩基はそれぞれ

5～10％におよんだ．

考 察

　中毒者尿中から麻薬を検出し得た事例は，今回の試

料を含め，これまで処理した22邸中，今回の試料A

1．件にすぎない．現在試験法自体について検討する余

地はあまりなく，今後はいわゆる中毒者の尿について

モルヒネの検出される事例がどのくらいの割合である

かを調べ，果してこの方法で中毒者を確実にきめるこ

とができるものかに重点をおくべきであると思う．

　ヘロインとともに吸煙する場合のタバコのアルカロ

イドのモルヒネ検出におよぼす影響は，われわれがす

でに確立した方法によれば，まったくないといってよ

い．

　押収ヘロインは，われわれの得たものでは例外なく

前述のとおり相当量のアセチルコデインを含み，また

あるものはモノアセチルモルヒネを含んでおり，純粋

なヘロインが中毒者間で用いられることは全然ないも

のと推定されるので，中毒者体内でのヘロインの代謝

あるいは代謝物の抽出の場合，十分この点に考慮が払

われなければならない．

交 野

1），2）大野昌子，朝比奈晴世：衛生試報，82，47

　（1964＞

3）L．H．　Welsh：．み0プg．　C加温．，19，1409（1954）

Summary

　　D臼tection　of　Narcoti¢’Drugs　in・罪3io耳ogical

Fluid’IV．　Masako　ONo　a夏d　Haruyo　AsAHINA

　　Six　urine　samples　of　heroin　and　opium　ad－

dicts　were　examhled　by　our　method，　which　as　re－

ported　pr6viously，　consists　of　solv6nt　extraction，

thin　layer，　colum■chromatography　and　spectro－

photometry．　Of　these　samples，6nl㌢one．could　be

demonstrated　as　morphi且e　pos二tive．

　　As　addicts　are　usually　a　tobacco　smoker，　any

infiuence　or　hlterferrence　which　tobacco　ingre－

dients，　such　as　nicotine　may　give　on　the　method

was　studied　chfomatographica11y　and　it　was　con－

firmed　that　there　was　llone．

　　Purity　of　heroin　seized　in　the　illicit　tra缶c

was　also　iロvestigated　and　it　was　found　that　about

10％acetylcodei且e　was◎ontained　as　impurity．

Therefore，　i皿the　study　of　metabolism　of　seized

heroin　in　the　body，　this　i皿purity，　acetylcodeille，

must　be　takeコi■to　consideration．

　　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

9
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歯科用合金の変色の機構に関する研究（第1報）

　　　　　　歯科用合金の変色について

藤井　正道・堀部 隆・菊池　　寛

　口腔内に装着される補綴合金は，わが国においては

金合金の使用に制限があるので，金代用合金として，

銀パ．ラジウム合金，銀合金，銅合金，18～8不錺鋼，

コバルト・クロム合金，ニッケル・クロム合金などが

研究され，これらは目的に応じて使用されているのが

現状である．しかしながら，ク戸ムを含む不働態化し

た合金を除いては金合金に比較して耐食，耐変色性は

劣り，長期間の口腔内での装着により唾液，食物残渣

などによる腐食や，着色皮膜の沈着による変色が認め

られることが多い・

　著者らは，これら合金をin　vitroで各種腐食液に

よる腐食，変色を測定するとともに，in　vivoにおけ

る腐食，変色を比較検討し，口腔内における合金の腐

食，変色の機構の研究を行なったので，その結果を報

告する．

実　験　の　部

実験i　in　vitmにおける補綴合金の変色測定

　測定試料；市販の金銀パラジウム合金の非鋳造用8

種，鋳造用3種，ロゥ3種，鋳造用銀合金14種，鋳

造用白色銅合金5種，鋳造用金色銅合金4種，錫アン

チモン合金2種，銀アマルガム4種で，非鋳造用は原

板のまま20×30mmに切断し，鋳造用およびアマル

ガムは20×30×3mmに鋳造または成形し，研磨紙

で喜400，＃600，＃800で順次研磨し，脱脂後乾燥し

試験片とした．

　浸漬条件：浸漬液は0．1％硫化ナトリウム溶液1），

飽和硫化水素水2），Gr㏄nwood氏人工唾液3），温度は

37。，浸漬時間は30分，1日，3日，1週，2週，3

週，1月間全漬し，浸漬前および各浸漬液につけたの

ちの重量変化および色彩の分析を行なった・

　色彩分析測定法：島津Bosh　Lombカラーアナライ

ザーを使用し，タングステン電球（C光源4））よりの

白光を回析格子で分散した可視部の紫色～赤色．（415～

685mp，30　mp間隔）の範囲の光線を，おのおの試料

表面に投射し，反射光の強さを光電管で受光し，次式

により色の表示としてのXYZ4）を算出した．

　　X＝K∫Al藪λρλ♂入　　Y＝K∫1『λフλρλ4入

　　Z＝K∫Pλ2λρλ4λ

　　A＝照明に用いた標準の光のスペクトル分布の値

　　ρλ＝スペクトル比反射率（波長λmpの光に対す

　　　　る物体の反射率と標準白色面の反射率との比

　　K：1／∫380780Ayλ4入の値

　つぎに色差をNBS単位で表わすため，　XYZを

HunterのL，α，加こ変換し

　　L＝100～／Y　　　σ＝175（1．02X－Y）／へ／Y

　　ゐ＝70（Y－0．847Z）／’／Y

試料の変色前のL1，41，う1と浸漬による変色後の五2，

α2，あとの差をそれぞれ∠ム∠σ，あとすれば，色

差∠Eは，∠E＝～！4α2十∠ろ2十∠L2で表わされる．

　実験結果：0・1％硫化ナトリウム溶液に浸漬した際

の各種合金の変色の測定結果をTable　1・に示す，

Table　1．　Discoloration　of　dental　alloys　dipped　in　O．1％Na2S　so111．

Sample　No．

　　　　　　　　　　　3gold　palladium　silver

　　　　　　　　　　　ll
alloy　for　casting　　　　　　29

　　〃

for　crown

1

4

8

15

16

22

24

26

　　　　　　　　Degree　of　discoloratio且4亙（NBS）

30min　　lday　　　3　days　　lweek　　　（∠σ　　　　あ ∠L）

5．6

6．3

5．3

7，5

10．1

8．0

9．0

10．0

8．9

11．6　　　（　0．71

12．9　　（一2．88

12．1　　　（一〇．92

1．36

4．50

4．00

一11．45）

一11．80）

一11．40）

1．1

1．9

6．6

2．5

4．9

3．5

1．5

2．3

5．6

8．4

9．2

7．0

6．8

5．2

4．8

7．6

6．7

7．9

9．9

7．9

8．2

6．4

5。7

8．0

7．7

8．7

13．9

9．5

9．7

9．1

8．1

9．8

（0．72

（0．47

（一3．93

（1・53

（一〇・82

（1・62

（一2・35

（一〇・36

3．08

2．98

4．52

2．02

3．06

2．42

3．98

2．06

一7．10）

一8．20）

一12．50）

一9．20）

一9．20）

一8．65）

一6。65）

一9．60）
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Sample　No。
　　　　　　　　Degree　of　discoloration」E（NBS＞

30mi且　　1day　　　3　days　　lweek　　　（∠α　　　　4ゐ 4ム）

gold　palladium　silver

≠撃撃盾凵@for　soldering

　5

P0

R1

4．1

R．8

W．1

5．6

P1．3

P7．2

5．9

P2．1

Q5．4

8．4

P1．4

Q8．1

一3．20

@1．08

|1．55

一3。10

|0．53

@0。02

一7．15）

黷P1．35）

黷Q8．10）

Pロre　Ag 43．8 40．0 42．4 42．5
（

5．63 ＿7、18 一41．55）

silver　alloy　for　casting

1～1

P～2

Q～1

Q～2

@3
@　4

@　5

@　6

V～1

V～2

@8
@　9

P0

P1

3．1

R．8

R1．5

R．6

S．0

T．2

U．3

S5．8

Q6．4

V．8

U．7

S．9

P4．4

Q5．6

15．3

T．6

R2．5

X．7

T．0

U．0

R9．7

R1．2

S0．8

Q2．2

V．0

T．4

R0．4

Q5．6

21．0

W．2

R9．7

R0．7

P0．9

T3．2

S6．3

R8．6

R5．5

R6．9

P2．1

T．7

R9．3

R4．8

24．2

X．1

R8．4

R5．1

P4．8

S1．0

S6．1

S5．1

R5．5

R2．5

P5．9

V．2

S2．7

R5．1

　一1．53

@　　1．19

@　　1．35

@　　2．16

@－1．57

@　　0．04

@　　0．51

@　　1．71

@　　0．44

@　　4．22

@－1．51

@－1．93

@　　3．41

i一24・52

　14，95

@　3．81

Q9．35

@　4．85

@　7，86

|11．89

|4．57

Q6．90

|8．49

@　9．26

@　9．67

@　3．88

|6．98

@13．28

一19．00）

黷W．15）

黷R7．23）

黷R4．67）．

黷P2．45）

黷R9．30）

黷S5．90＞

黷S5．15）

黷R4．45）

黷R0．85）

黷P2．55）

黷T．70）

黷S2．00）

黷Q1．25）

cupper　alloy　for

@　　　　　casting（white＞

12345

4．6

V．2

U．1

V．5

V．2

9．1

P9．0

P1．7

P7．6

P3．4

28．9

Q1．3

R1．5

R9．3

Q9．3

39．2

R1．2

R7．9

S0．8

R4．9

　8．77

P0．06

@9．10

@9．92

|12．4

　1．50

|5．69

@0，74

|5．13

@6．61

一38．19）

黷Q9．03）

黷R6．78）

黷R9．10）

黷R1．95）

　　　　”

igold　colour）

6789

6．4

U．3

V．9

T．1

24．2

P3．9

Q0．3

P7．6

32．0

Q7．6

Q3．1

Q1．7

30．6

R2．9

Q3．9

Q1．6

　1．07

@5．79

@0．38

|1．12

一4，15

|9．00

|6．50

Q4．96

一30．35）

黷R1．10）

黷Q3．05）

黷Q1．00）

tin　antilnony　alloy

12 1．0

W．9

17．2

P7．5

14．0

P1．2

15．1

P3．7

一1．25

@2．40

3．91

V．73．

一14．55）

黷P1．07）

　純銀は最も変色が大で（42．5NBS），銀合金は試料

による差異がはなはだしく，変色の最も多いものは純

銀に近く，最少の7・2NBSより6倍も多い・銀パラ

ジウム合金は一般に変色は少なく，非鋳造用は10

NBS以下で試料間の差異も少なく，鋳造用は（11～

13NBS）やや多く，ロウは（8～28　NBS）差異が認

められた．白色銅合金は31～40NBSで，金色銅合

金は22～23NBSでかなり多く認められた．一般に

明度（五）の低下に比べて色相，彩度の変化はかなり

少ないことが認められた・

　飽和硫化水素水中に浸潰した際の各種合金の変色の

測定結果をTable　2に示す．

Table　2．　Discoloration　of　deロtal　alloys　dipped　in　H2S　soln．

Salnple　No．

9。1d照11。di。m、i1。，，3

　　　　　　　　　　　11
alloy　for　cast血9　　　　　29

　　　　　　　　Degree　of　discoloratio且∠E（NBS）

30min　　l　day　　3days　　lweek　　（∠α　　　　∠わ 加）

16．0

3．7

4．1

15．5

14．9

8．1

16．6

8．5

18．4　　　（15．92

10●9　　　（0．06

10．0　　（3。88

1．55　　　　－19。10）

2．54　　　　－10．55）

0．71　　　－　9．25）
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Sample　No．

gold　palladium　silver

alloy　for　crown

1

4

8

15

16

22

24

26

　　〃

for　soldering

5

10

31

．pure　Ag

cupper　alloy　for

cast互ng（white　colour）

1

2

3

4

5

　　〃

〈gold　colou「）

6

7

8

9

　　　　　　　　　　　1
tin　anthimony　alloy
　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　Degree　of　discoloration∠E（NBS）

30min　　l　day　　3days　　lweek　　（4σ　　　　∠ゐ 4五）

12．2

．5．0

5．1

5．3

4．2

4．3

3．9

4．7

15．3

7．5

9．2

9．0

8．0

10．6

6．4

8．4

16．3

10．2

10．6

13．9

9．6

14．1

8．1

9．8

17．6　　　（12．45

10．9　　　（　0．50

10．9　　　（　0。96

10．7　　　（　0．69

10．7　　　（　1．32

16．0　　　（　0．71

8．4　　　（　0．71

13．8　　　（　5．32

　2．07　　　　－12．30）

　3．72　　－10．20）

　1．94　　　　－10．70）

　2．77　　　－1α25）

　0，92　　　　－10．55）

　6．16　　　　－14．70）

　0．69　　　　－　8．35）

一〇．32　　　　－12．65）

8．2

5．3

5．0

18．8

8．9

12．6

16，5

10．7

17．4

9．5　　　（一〇．27

11．9　　　（　0．69

21．2　（1．00

4．42　　　　－　8．35）

5．92　　　　－10．25）

5．14　　　　－20．55）

10．2 39．9 38．5 42。1　　　（　4．47 4．05　　　　－41．65）

9．5

9．8

7．4

7．4

9．9

13．5

17．5

12．7

12．7

14．3

28．8

27．9

27．9

20．8

32。8　　　（　3．85

32．2　　　（　5943

29．6　　　（　2．65

29．6　　（　2．65

26．4　　　（　9．44

一〇．85　　　　－32．53）

一2．56　　　－31．60）

　4．50　　　　－29．19）

　4．50　　　　－29．19）

　7．・02　　　　－23．62）

31．4

14．6

12．5

17．9

35．3

27．3

17．5

23．3

41．2

26．9

24．3

29．2

53．6　　　（35。88

34．7　　　（　0．08

25．4　　　（一2．27

37．7　　　（　1．00

一15．45

－17．51

－12．17

－13．46

一36．78）

一29．93）

一22．15）

一34．80）

7．4

2．2

2．2

4．4

3．7

4．7

4．1　　　（一〇．83

4。8　　　（　2．57

1．10　　　　－　3．90）

1．63　　　　－　3．80）

　純銀は硫化ナトリウム溶液と同じく42．1NBSで
変色が夫である．銀パラジウム合金は変色が少なく，

非鋳造用は18～8NBS，鋳造用は18～10　NBS，ロ

ウは21～10NBSの変色が認められた．白色銅合金

の変色は33～25NBSで，金色銅合金は54～25　NBS

であり，硫化ナトリウム溶液に比較して変色は多く認

められた．また硫化水素水中での変色は，明度（L）の

低下に比べて，三民彩度の変化は少ないことが認め

られた．

　GreenWQQdの人工唾液中に1月間浸漬した際の各

種合金の変色の測定結果をTable　3に示す・

Table　3．　Discoloratio且of　dental　alloys　dipped　in　Greenwoods’artificねl　saliva（370）

Sample　No．

親m恐：：号9

　A　　　5：7

　　　　　538

　B　　　5；6

　　　　　5：7

　　　　　5：8

　C　　　536
　　　　　5：7

　　　　　5：8

　D　　　5：6

30min　lday　3　days

Degree　of　discoloration　4E（NBS）

1week　2　weeks　3　weeks　l　month（加 4う ∠L）

1．6

2．0

2．5

1．4

1．7

2．9

2．1

3．0

2．9

2．1

1．6

2．0

6．8

2．2

2．2

3．0

2．4

4，4

2，8

2．8

1．6

2．7

7．7

2．8

2．9

3．5

3．8

4．8

3．3

3．0

1．6

3．4

7．8

3．3

3．1

3．8

4．4

5．3

3．5

3．0

3．4

4．9

7．7

3．8

5．4

4．0

4．8

6．1

4．3

3．1

3．5

5．2

7．9

4．6

5．6

6．3

6．4

6．2

4．5

3．5

4．3

7．3

7．9

5．8

6．5

8．8

7．7

6．6

4．6

5．0

（一〇．04

（1．30

（1．24

（一1．17

（一1．63

（0．85

（2・81

（一1・28

（一〇・50

（1・03

4．29

4．43

3．59

4．23

5．40

6．92

5．96

7．69

3．35

3．45

一〇．55）

一5．70）

一5．90）

一3．75）

一3．30）

一5．30＞

一3．93）

一5．68）

一3．06）

3．45）
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Sample　No．
　　　　　　　　　　　　　　　Degree　of　discQloration　　4亙くNBS）

30min　l　day　3　days　l　week　2　weeks　3　weeks　l　month　（∠σ 4う ∠L）

gold　pallad－3

奄浮香@silver　ll

≠撃撃盾凵@casting　29

一2．80．8 3．1

R．1

P．4

3．0

R．4

P．3

5．8

R．6

Q．1

3．8

R．8

Q．8

4．9

R．9

R．0

5．4

S．1

R．7

（2．22

i一1．05

i1．09

一2。45

|2．21

|0．20

一4．26）

黷Q．75）

黷R．85）

　　　　　1’

@　　　　4

@　　　　8
@〃　　　15
モ窒nwロ　　16

@　　　22
@　　　24
@　　　26

層　0．5

@0。6

@3．0

@2．6

@1．0

@1．2

@1．2

@1。1

1．3

P．2

R1．3

Q．9
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　各種合金の変色は，純銀は9NBSで変色は少なく

アマノレガムはr般に水銀含有率が高くなるにしたがい

変色はやや大となる傾向が認められた・また明度の低

下とともに4σの増加の傾向を示した・銀パラジウム

合金は変色が少なく，非鋳造用では2～8NBS・鋳造用

は3～4NBS，ロゥは5～6　NBSであった．銀合金は
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硫化ナトリウム溶液の際より少ないが，試料により差

異が多く，色差は最大と最小では10倍もあった．金

色銅合金は13～17NBSで，明度の低下に比較して，

色相彩度の変化がかなり多く，赤黄色の増加の傾向を

示した．

　また腐食減量は，アマルガムはすべて増加の傾向を

示し，銀パラジウム合金はすべてわずか減量を示し，

銀合金は大部分は若干減量を示し，一部分は増加を

示した．白色銅合金は試料により減量または増加を示

し，金色銅合金は一部増加を示した．錫アンチモン合

金はほとんど変化が認められなかった．

　実験2　in　vivoによる補綴合金の変色測定

測定試料＝市販の銀パラジウムの非鋳造用，鋳造用，

ろう各1種，銀合金3種，金色銅合金4種および純銀

をカラーアナライザーで測定できる最小寸法の4x7

mmに仕上げ，研磨し測定試験片とした．

　変色測定方法：あらかじめ試験片の秤量および色彩

分析を行なったのち，図1のように上がく口蓋部にお

おうレジン床の上に，12～13個の試験片をならべ，

Fig，1．　Specimens　invested　with　upper

　　　denture　base　resin

即時硬化レジンで埋没し，試験片が純度のさいは1週

間，各種金属のさいは1ヵ月間口腔内に装着したの

ち，とり出して試験片を秤量したのち露出した面の色

彩分析を行ない，口腔内の腐食減量および変色を測定

した．

　実験結果＝

　純銀試験片の口腔内における腐食減量および変色を

測定した結果をTable　4・に示す・

Table　4， Disco1Qration　and　weight　loss　of　pure　silver

　　　（in　vivo　for　l　week）

Posit量on
sample

　No．

discolor－

　ation

degree　of

discolor－

　　ation

Left　side（brush　up　sample＞

　　1　　　2　　　　3　　　　4

Centre

5　　6

　　　　lightbrOwn
　　　　brown　　” 〃

∠∫E　　　38。1　　　37．1　　　28．7　　　　31．0

∠σ　　　　　0．89　　　　0．32　　　　2．80　　－1．13

∠fゐ　　　　0．07　　　　3．19　　　　0．83　　　　1．64

∠L　　－38．15　－37．00　－28．55　－30．05

　　　darkishblack
　　　brown

　46．1　　43．4

　2．54　　　1．35

　0．27　　　　1．38

－46．02　－43．42

7

Right　side　（none）

8　　　　9　　　　10 11

black　　　〃 〃 〃 〃

　47．5　　　47．5　　　46．9　　　　48．8　　　　48．4

－1．76　　　　1．59　　－0．52　　－0．08　　　0．88

－1．51　　－2．15　　－2．18　　－1．39　　　　1．59

－47．35　－47．45　－46．90　－48．80　－48．38

　毎食後歯ブラシで沈着物を軽く除去した部位の1～

4（29～38NBS）は，歯ブラシを使用せぬ部位の7～

11（46～48NBS）に比較して変色も少なく，着色皮

膜の重量増加も少ない．逆に歯ブラシを使用しない部

位の変色は場所による差異はほとんどなく，かっ重量

に増加が認められた．

　つぎに各種補綴合金を口腔内に1ヵ月装着したのち

の腐食および変色を測定した結果はTable　5に示す・

　腐食減量は銅合金，銀パラジウム合金，ろうが最も

多く，また装着した個人差ではW，Sが多かった．

変色は純銀が最も多く，．銀合金ジ銀パラジウム合金の

順に少なく，個人差はS，W，　Hの順で，変色は少

なかった．逆に銅合金では個人差が多く，Hは多く認

められるのに反し，W，　Sは少なかった．

考 察

　歯科補綴合金は口腔内において，温度，湿度，pH

の広範囲の食物の摂取，食物の分解による酸の生成，

胃液の分泌，歯石の沈着，蛋白質など硫化物を含む食

品の分解などの作用により，局部的であるが多少の腐

食および変色が起こることは，多くの報告6｝9）が指摘

しているとおりである・したがって歯科用合金の耐

変色性に関する試験法は古くから研究されSQuderlo）

は過酸化水素，卵ヨーク，硫化アンモニウム中に浸潰

する方法を，わが国では37。O．1％硫化ナトリウム溶

液1）に3日間，または常温飽和硫化水素水2）に30分間

浸漬し，変色を肉眼的に観察し，金銀パラジウム合金

では著しく変色してはならない．また銀合金では変色

しても暗い茶色にとどまらなくてはならない2）として

いる．また人工唾液とジュース，ソース，醤油を交互
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に浸漬する方法も考えられている．

また変色後の観察も三浦11）は，薄黄

金色～薄褐色，やや黒色，黒色の3

段階に分け，中村12）は黄色～褐色

化～黒変化を5段階に分類している

が，肉眼による色の表わし方には主

観が入りやすく，照明条件により左

右されやすく，再現性が少ない・

　色彩の表現方法には心璋物理学的

な表わし方のCIE表色系や，心理

学的な表わし方をするマンセル表色

止があるが，本研究においては数量

的に色差をNBS単位で表現しやす

いCIE血色灯すなわち加わ系を使

用した．Lαδ室間は図2のように，

中心軸しに直交する座標面α，わを

考え，Lを明度で表わし，座標α，

わで彩度，色相を表わすもので，σ

が増加することは赤色を増し，うが

増加することは黄色を増し，わが減

少することは，黄色を減じ，または

紫色を増すことを表わしている．た

とえばTable　3，に示すように金色

銅合金うは人工唾液1ヵ月浸漬によ

り，　∠fα＝十1．20，　∠わ＝十8り61，　∠f」L

＝一14。60を示し，色彩分析では明

度の低下とともに，わずかの赤色と

かなりの黄色の増加が認められ，肉

眼的にはオレンジ色に変色し，色彩

分析とよく一致することが確められ

た．

　銀合金の人工唾液中の変色は，明

度の低下に比べて∠σ，∠δの変化

ははなはだしく少なく，これは融点

の低下および耐変色性を与える目的

で銀に添加される銀，カドミウム，

亜鉛が一部溶解または変色して，主

成分の銀および銀の硫化物（黒色）

　　　　　　　　　　へ
が生成したため，色相彩度が少なく

明度の低下となった，もQと思われ

る．一方銅合金，とぐに金色合金は

人工唾液中において銅に添加された

亜鉛，アルミニウムが優先的に溶解

し，残留した銅および着色鋸化合物

の生成のため，明度の低下とともに
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Fig．2．　Lab　space

＋100

∠α，4みの増加，とくに4∂がi著しく増加したものと

思われる・白色合金も銅に添加したニッケル，錫亜

鉛，カドミウムなどが，腐食溶解されて，銅が残留す

るので，傾向としては同じと思われる．本研究に使用

した銀パラジウム合金は，パラジウム22～28％・パ

ラジウムと金の合計：量は30～35％，銀47～ブ0％でJ

IS規格に適合するものである．したがって耐食性は

優秀であり，かつ原子％で％以上パラジウムを含む

ため，硫化ナトリウム溶液，硫化水素水による硫化皮

膜の生成による変色は少ないものと思われる．

　口腔内における変色は合金の種類，例数が少ないの

で，まだ変色の機構の推測が不十分であるが，純銀の

装着の場合，歯ブラシによる変色は色差を10％以上

も低下させ，変色防止の効果は認められる・これは臨

床的に咬合面，しやく面など自浄域に変色が少なく，

不潔域の箇所に変色が認められるのは，この理由によ

るものと思われる・

　各種合金の口腔内での変色で，銅合金の変色に個人

差があっ．たことは，もちろん唾液組成などの口腔内環

境の個人差によるものと考えられるが，Hの変色が大

で腐食減：量が少ないのは，歯ブラシを使用せぬためで

W，Sは変色が少なく，減量が多いのは，歯ブラシの

使用による変色皮膜の除去が一原因と思われる．また

純銀が最も多く，銀パラジウム合金，銀合金は変色が

少ないことは，in　vitrQで，硫化ナトリウム溶液中で

の変色でも傾向がわかるが，一般的に口腔内での変色

量は，硫化ナトリウム溶液，飽和硫化水素水浸漬の

場合より少なく，人工唾液より腐食変色が多く認めら

れた・したがって今後in　vivoの変色に酷似したin

vitroでの試験方法の研究を続ける方針である．

総 括

　補綴合金の変色の機構塗研究するため，金銀パラジ

ウム合金14種，銀合金17種，銅合金9種，錫アンチ

モン合金2種，アマルガム4種について，0・1％硫化

ナトリウム溶液，飽和硫化水素水，人工唾液に370で

30分，1日，3日，1週，2週，3週，1ヵ月間全漬し，

色彩の変化を測定した。

　（1）補綴合金の変色は，人工唾液による腐食と合

金の変色皮膜の生成による着色の綜合結果として表わ

される．（2）変色および腐食減量は浸漬時間ととも

に増加する傾向にある・（3）変色の多いものは，明

度の低下が大で，色相，彩度の変化はわずかである・

　in　vitroとin　vivOでの変色の関連性を研究する

ため，純銀および各種補綴合金を口腔内に装着し，変

色を測定した・（1）　口腔内の部位による差異は少な

い・（2＞歯刷子による変色皮膜の除去効果は認めら

れる・（3）　変色の多いものは，純銀，銀合金，金銀

パラジウム合金の順で，銅合金は個人差が多いことが

認められた．

　最後に口腔内実験に御協力をいただいた東京医科歯

科大学歯学部和久本貞雄講師，佐藤宏助手に深く感謝

致します．
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4＞JIS，　Z　8701（1958）色のXYZ系による表示方法

5）R・S・Hanter：ノ」0力舜。αZ　Soo・！1〃2・・38・661・．

　　1904（1948），48，985（1958）

6）脇LSwartz，　R．　W．　Phi1Hps，　EI　Tannier：孟

　　1）θπ’αム　、Rεs．，　37，　837　（1958）

7）1．C．　Schnover，　W．　Souder＝みA卿．1）6吻」．

　　ノ蛋3306．28，78（1941）

8）E．W．　Skinner，　R．　W．　Phil晦s：The　Scieロce

　　of　Dental　Materials，5th　Ed．，　p．341（1951）．
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Summary

　　Studies　o血tke　Mechani8m　of　Di8coloration

of　Dental　Alloys．．1．　Studie8　0且　the　】Di8coloratio皿

of　Dental　Alloys．　Masamichi　FuJ：1，　Takashi　Ho－

RIBE　and　Hiroshi　K：IKucHI

　　Ill　vitro　test：Gold－palladium－silver　alioys，

silver　casti皿g　alloys，　cupper　casting　alloys，　tin－

antimony　alloys　and　silver　amalgams　were（五pped

in　O．1％sodium　sou1Hde　solution，　hydrogen　su1且de
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solution　alld　Greenwood’s　artificial　saHva，　and

then　the　degree　of　discoloration　was　measured　on

each　sample．　The　results　were　shown　in　Table

1，2and　3．

　　In　vivo　test　3　The　several　dental　alloys　invested

with　upper　denture　base　resi血were　equipped　in

palate　for　a　mo■th　and　each　sa加ple　was　su1）jected

to　the　discolorat三〇n　test　a血d　the　weight　loss　test．

The　results　were　shown　in　Table　4　a塾d　5．

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

麻酔ラットの血圧下降に基づくヒスタミンの定量

長沢佳熊・福田秀男

　ヒスタミンの血圧下降作用に基づく生物学的な定量

法として，イヌやネコ1》あるいはニワトリ2）などが使

用されている．とくにネコはヒスタミンに対する感度

が非常に高く，広くヒスタミンの定量にあるいはヒス

チジン，抗生物質剤などに含有されるヒスタミン様物

質の許容限界を測る公定法に採用されている．これら

の動物よりもっと小さな動物が使用できるなら取り扱

いも便利であるという考えから，長沢ら3）はさきにハ

トがこの目的に使用できることを報告した・われわれ

はさらにもっと手近なラットの血圧に対するヒスタミ

ンの用量一反応関係を検討し，その結果，元来ヒスタ

ミンに対して感受性が悪く，定量試験に必要な安定し

た血圧基線が得られがたい4）との理由からかえりみら

れなかったが，溶性フェノバルビタールで麻酔するこ

とにより0．2～1．6F9の用量間でヒスタミンの定量：に

十分利用できることを認めたのでここに報告する．

実　験　方　法

　体重200～3009のラット（痩骨〉に溶性フェノイミ

ルビタール35mg／1009を皮下注射して麻酔する．

麻酔は通例20～30分でかかり数時間以上持続した．

背位に固定したのち，けい部の皮ふを切開して気管お

よびけい動脈を露出させ，気管には気管カニューレを

差込む・つぎに股静脈を露出し，これに注射用カニュ

ーレ5）を差し込んでここからヘパリン溶液（2，000u／

mg）0・15血」／1009．を注射する．血圧は0・9％の塩化

ナトリウム溶液を満たしたカニューレを用いてけい動

脈圧を水銀マノメーターでキモグラフィオン上に記録

させる・必要に応じ人工呼吸機を使用した・

　用量一反応の関係はつぎのようにして調べた．ヒス

タミン（米国薬局方標準品）1．Op9～32・OF9／m1間

の濃度比2の6溶液を作り，これらを無作為な順序で

くり返し注射して得られた血圧下降を測り，統計学的

に分析，検討した．

　定量はつぎのように行なった．15～40mmHg間の

血圧下降を与えるに適したヒスタミンの濃度比1・5の

2溶液を調製し，各溶液を2慨してそれぞれ標準液お

よび試料液に割当て，日局脳下垂体後葉注射液の定量

法6｝に準じて2－2用量検定を行なった。注射間隔は5

分とした．

実験結果および考察

　Fig．1に示すようにほとんどの例で100～120　mm

Hgの比較的安定した血圧基線が得られ，血圧基線の

変動を防止するための処理は必要ではなかった・

14．0

》

1・・菅

禽

80

32　 0．2　0．8　　L6　　014　　02　　α8　　32　　0，4　　L6b　O．4

　　　　　　　　　　　　耀訂砺～ηθ　ぐ、μの

。．β　1，6　　a2　　α2　　L6　　α8　0．2　0．4　3．～　α4　　　0β

Fig．1．　The　dose－response　relatioh　of　histamine　o豆the　rat’s　blood　pressure．　Part

　　　　of　a　r㏄ord　of　blood　pressure　respollse　fro血Ex．　No。6
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　ヒスタミンの静注は一過性の血圧下降を起

こし1～2分で元にもどる．とくに実験中気

管に多量の粘液が分泌されることがあった．

ウレタン175mg／1009の麻酔では気管の分

泌物は少ないが，Fig．2およびTable　1に

示すように，一般に血圧が低く（78±2・81nm

Hg；フェノノミルビタールラットは114土7．7

mlnHg），ヒスタミンに対する感度が鈍くな

る傾向があった．Fig・2は各ラットによって

求めた各用量に対する血圧上昇値を示し，各

点は3～6回の観測の平均値である．

　1）用量一反応の関係＝溶性フェノバルビ

タール麻酔ラット7例・ウレタン麻酔ラット

3例について得られたデータをTable　1に

まとめた．
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Table　1．

0L1　　　　α2　　　　04　　　　α8　　　　1．6　　　　3．2　　　　614　　　⊃L～」6

　　　　　　　　　吻　dosθ　（摺）

Fig．2．　The　dose－response　curves　of　histamine

　　　on　rat’s　blood　pressure．　Each　curve　was

　　　gained　froln　a　rat

Results　of　experimellt　on　the　dose－response　relation　of　histamine　on　the　rat’s

blood　pressure

Ex．

No．

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

animal　wt．

　（sex）

2009（♂＞

2309（♂＞

2209（♂）

2209（♂）

2109（♂）

2709（3）

2709（♂）

3009（♂）

2009（孚）

2009（♀）

anaesthetic

P
P
P
P
P

u
P

u
u
P

mean　blood　pressure

　　　（mmHg）

120

120

120

110

110

75

100

80

80

120

regreSSiOn　eqUatiOn

Y＝45．3十39．1X

Y；24．0十24．2X

Y＝36．6十37．6X

Y＝35。4十37．3X

Y＝35。8十37。3X

Y＝16．0十11．7X

Y＝34．2十30．3X

Y＝13．7十18．1X

　　　＿＊

Y＝38．0十33．5X

range　linearity　found

dose　（pg）

0．1～0．8

0．2～1．6

0．2～1．6

’0．2～1．6

0．2～1．6

0．1～1．6

0．2～1．6

0．8～6．4

0．2～1．6

respo■se（mmHg）

6．2～41．5

7．1～29．0

10．3～44．3

9．3～43．1

9．4～43．1、

4．3～18．4

13．2～40．4

11．9～28．3

14．6～44．8

＊　……insu缶ciency　of　the　data

P……sodium　phenobarbital

U＿＿urethan

　フェノバルビタールによる麻酔ラットでは通常ヒス　　線的関係が認められた（P＝0．95）．これらのデータ

タミン0．2～1．6Pgの用量範囲で対数用量一反応に直　　　（No・2，3，4，5，6，8，11）に分散の均一性が認めら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れたのでデータを合し，用量0．2～1．6
　　Table　2．　The　mean　weight　of　histamine　required　to

　　　　　　　depress　the　blood　pressure　by　20　mmHg　　　　　　Pg間につき7例の平均回帰方程式を

anima1（meanbodyweight）

cat

dog

fowl

Plgeon

rat

（3．4kg）

（8．5kg＞

（1．3kg）

（3659）

（2259）

required　weight　of　histamine（Fg）

…b・d・w・・gh・（・・）1

＜0．11）

　0．51）

　1．172）

　6．383）

　1．40

per　anima1

く0，34

　4．25

　1．52

　2．33

　0．313

求めた．

　　Y＝38．2十36．OX

　　この式から，20mmHgの血圧下

降を起こすに必要な：ヒスタミン量を算

出すると0・313p9になる．これは体

重kg当たり1・4陪であり，他の実験

動物のそれらと比較してみるとTable

2のようになる．すなわち，ネコ，イ
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ヌ，ニワトリおよびハトのそれぞれ約1．4倍，2．8倍，

1・2倍および0・22倍である・しかし，実際に定量時に

必要となるヒスタミンの濃度または量を考えると，ラ

ットはネコの場合とほとんど同量であり，したがって

ヒスタミン検出感度はネコとあまり変わらないといえ

る．

　2）定量試験：2－2用量検定の結果をTable　3に示

す．

Table　3。　The　results　of　2－2　assays　of　histamine　on　the　rat’s　blood　pressure

Ex．

No，

1

2

M

0．0020

一〇．0113

L

0．081

0．108

Potency（％）

…刺・・und

100．0

100．0

100。5

97，4

〔antilo9（M福沸L）〕×100

91．6～110．2

86．0～110．4

f＊

3

3

λニs／b

0．056

0．073

＊number　of　the　dose　groups　administered．

　この2回の検定から精度指数λの平均値を求めると

0．0645となり，別に当部で行なったネコによるヒス

タミンの検定試験4例の平均λ値は0・0365で，これ

らを比較すると必ずしもネコ血圧法より本法がすぐれ

ているとはいえない．

　3）ヒスチジン中のヒスタミンの定量：ヒスチジン

塩基10mgにつきヒスチジン0・1p9までが含：有許容

量7》であるが，フェノバルビ二一ル麻酔ラットでは，

ネコ血圧でほとんどヒスタミンの含有を認めなかった

ヒスチジン5mgで約ユ0コnmHg，10　mgで約20　m憩

Hgの血圧下降が生じた．したがって，ヒスチジンそ

のもので血圧下降を起こすので，ラットはこの目的に

ほ現在使えない．

総 括

　溶性フェノバルビタール35mg／1009による麻酔ラ

ットを用いてヒスタミンに対する用量一反応曲線を検

討し，用量0・2～1・6F9間に直線性を認めヒスタミ

ンの定量：に十分利用できることを確めた．ウレタン

175mg／1009による麻酔1ラットは一般にフェノパル

ビタールによる麻酔ラットに比べ血圧が低く，したが

って，ヒスタミンに対する感受性が低く，この定量に

は適さなかった．

　本実験に際し，助力された旧部員中山豪一博士に厚

く感謝します．
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Summary

　　The　A88ay　of　Hi8tamine　by　the　Rat　Blood

Pres8ure．　Kakuma　NAGAsAwA　a皿d　Hideo　FuKuDA

　　The　relation　between　th6　responses　of　blood

pressure　and　the　doses　of　histamine　were　studied

on　the　rat　anaesthetized　with　35　mg／100　g　of

sodium　phenobarbita1，　and　it　was　shown　that　the

responses　of　lowering　the　blood　pressure　in　lnmHg

were　hnearly　related　to　theレog　doses（from　O．2

to　1．6晒g）．　Tlle　responses　we　re　able　to　be　used

satisfactorily　for　the　assay　of　histamiロe．

　　1751η9／100g　of　urethan　was　Pot　so　good　as

s◎dium　phenobarbital　as　aロ　anaesthetic　in　this

assay，　because　the　for颯er　has　an　inclinatio且to

decrease　the　rat’s　se亘sitivity　against　histami皿e．

　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）



29

ニワトリ血圧に基づくノミソプレシシ注射液中の

オキシトシソの定量について

長沢佳熊・福田秀男

　バソプレシン注射液（以下VIと略す）中のオキシ

トシンの定量法として，モルモット子宮収縮法レ2）が

米局，日局に採用されている．しかしこの方法は種々

な不便があるために，オキシトシソ注射液の定量法と

してはすでに不採用になっていて，それに代わる定量

法として精度の良いニワトリ血圧下降法3）が採用され

ているが，この方法はVIのようにオキシトシンに比

べ，バソプレシン量が多いときには利用できない4）．

そこでバソプレシンのみを分解することができればニ

ワトリ法が利用できるはずである．Nielsen5）によれ

ば，VIから防腐剤として添加されているクロルブタ

ノール（o．5％w／v）を除き，pHを8～9としvI　l

m1につきトリプシン10　p9を加えると，バソプレシ

ンのみを分解することができるという．

　著者らは，この方法を利用し，VIに直接トリプシ

ンを作用させてバソプレシンのみを分解し，VI中の

オキシトシソの定量にニワトリ法を用いることができ

ることを認めたのでここに報告する．

実　験　材　料

置したところ，バソプレシン活性はFig・1のように

減少した．
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　バソプレシン注射液：Pitressin（20u／mJ），　Parke，

Dav1s社（bH　3．88）

　オキシトシン注射液＝Syntocinon（5u／mJ），　Sandoz

社二（p］日［3。94）

　脳下垂体後葉注射液：アトニン（10u／mJ），帝国臓

器製薬K．K．（pH　3．70）

　タンニン酸バソプレシン油性懸濁注射液：1．Pitressin

tannate（5　u／mJ），　Parke，　Davis社

　結晶トリプシンlTrypure　nOvQ（22－25　Anson　u／

9），Novo社

実験方法および結果

　オキシトシソおよびバソプレシンの定量は日局の方

法にしたがい，それぞれニワトリ血圧下降法3）および

脳髄破壊白ネズミ血圧上昇法1）を用いた，

　1．Pitressin　l　mJにっき0．1，0．3および0．5mg

／mJ．のトリプシン溶液各1m’を加え，35～36。で放

＊　タンニン酸バソプレシンおよびタンニン酸の沈殿

　を生じ白濁した・

i　　2　　3　　4　　　5　　6
1π配ムα矛～oη勧θ（加）αf35乳360

Fig．1．　Decrease　in　vasopressin　activity

　　by　trypsin　digestion　at　pH　3．5～4．0

　2．SyntOcinonおよびアトニソ各1mJにつきトリ

プシン溶液（0．5mg／mZ）を1mJずつ加え35～36Q

で20時間放置したところ，両注射液のオキシトシソ

活性にはまったく変化なく，アトニンのバソプレシン

活性のみ完全に消失していた．

　S．　PitresSi烈tannate　2　mZをエーテル8m1に溶

解し，3niZの1＞7100塩酸で2回抽出し，煮沸して溶

解しているエーテル分を除去してから全量を10mJ

としたバソプレシン塩酸抽出液（pH　2・3）2m1に，

結晶トリプシン0．5mgを加え226で6時間放置した

ところ，バソプレシン活性はまったく分解されていな

かった，

　4．Pit「essi益tannateを3・と同様に抽出し，エ

ーテル分を除去してから1％炭酸水素ナトリウムで

10m1としたバソ．プレシン溶液（pH　4・1）＊2mZに結

晶トリプシンOr　51恥9を加え，22。で1時間放置した

のち1＞／100塩酸21nZを加えて（pH　2・5），そのバソ

プレシン活性を調べたところ，対照液の6・6％に減少

していた．またそのオキシトシン活性を調べたところ

約0．15u／血」で，バソプレシン表示単位の30％に相

当し，この値はモルモット子宮法1）で得た値とよく噌

致した．
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　5・0・5mg／m1トリプシン溶液を35～360で1時

間放置したものは0・1mJでニワト・リおよびラット血

圧になんら影響を示さなかった．9．畠．’

考 察

　以上の結果から，VI中のオキシトシン量は，　VI

に直接トリプシン0・3mg／mJ溶液1m♂を加え，35

～36。で1時間作用してバソプレシンのみを分解し，

ニワトリ血圧下降法で定量することができる．また，

タンニン酸バソプレシン油性懸濁注射血中のオキシト

シン：量は，1＞7100塩酸抽出液を1％炭酸水素ナトリ

ウム液でpH　4以上とし，トリプシン結晶0．5mgを

加え35～36。で1時間放置したのちにpH　2．5に下げ

れば，これもニワトリ血圧下降法で定量することがで

きる．

　本実験において酵素実験に協力された酵素室長山羽

力博士に感謝致します．

　　　　　　　　　　文　　　献

　　1）第7改正日．本薬局方第1部，P・470（1961）
　　2）ul　s．　P．“XVI，　p．793（1960）

、　3）第7改正日本薬局方，第1部，p．461（1961）
　　4）C．W．　Emmens：Hormon　Assay，　p，126（1950），

　　　Academic　Press
　　5）A．T．　Nielsen：1）α〃3海．：『κ3．1勉グ卿．，32，　p．1

　　　（1958）

Summary

　　On　the　Determi皿ation　of　Oxytocin　i皿thb

、Va60pe88i凪Injectio皿　U8i㎎　the　Chicken　Blood

Preβsure　Method．1ζakuma　NAGAsAwA　and　H三deo

FUKUDA．

　　The　oxytocin　in　the　Vasopressin　Inj㏄tion　is

q廿antitatively　determined　by　th6　chicken　blood・1

pressure血ethod　after　the　vasopressin　is　digested

by　trypsin．i耳ちhe　pH．3．5to　4．　O　medium．

　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

オキシトシンの定量におけるニワトリの・

再度の使用につ．，いで

長沢佳熊・福田秀男

　ニワトリの血圧下降によるオキシトシンの定量：法に

おいて，同一動物を2回使うとき，血圧基線の変動，

回帰係数および分散などにほとんど影響なく検定でき

ることを確め，また検定精度を左右する因子がある程

度動物に個有のものであることを確めたのでここに報．

告する・

実　験　方　法

　当所生物化学部において，過去約3年間に行なった

脳下垂体後葉注射液またはナキシトシン注射液の国家

検定定量試験1）のうち，1羽のニワトリを約1ヵ月の

間隔で2回使用したものにっき，つぎのことを調べ，

第1回目と第2回目のデータを比較検討した．ただし

第2回目に使用したニワトリは，第1回目の実験後た

だちに使用した座骨動脈を結紮し．，切開部を縫合して

休養させたものである．また，前後2回の検定は同一

検定者が行なった’ものである・

　血圧基線の変動＝検定中，休止期に最：も高くなった

血圧と最：も低くなった血圧との差，すなわち変動幅で

表わした・　　　　　　　　　　　　　　　”

　平均血圧：血圧基線変動範囲の平均値で表わした・

　オキシトシンに対する感度：日局脳下垂体後葉標準

品0．02単位により生じた血圧下降値をmmHgで示

した．

　回帰係数2）：ゐ＝Σ｛（T2－S1＞＋（52－T1＞｝／鉱S直＝

　　　　　　》γ（∂）＝～／s2／げ

　分散：検定で得られたβ2

　精度指数：λ＝S／｛わ／10941．5｝

　第3級波3吻の有無：主観的に血圧基線の規則的な

上下波を第3級波とした．

結果および考察

　13例について調べ，表1にまとめた．すなわち，

　1．　平均血圧は，同一動物でも第1回目と第2回目

で異なり，．その増減も前後に関係ないことがわがる．

　2．．血圧基線の変動の程度は，各動物によって2回

とも似た傾向を示しており，この変動が動物に個有の

ものであることがわかる．

　3．　オキシトシンに対する感受性は，．No．2，3，4

を除き第2回目の方が高くなってい．た・これは第1回
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に注射されたオキシトシソの影響によってニワトリの

感受性が高まるものと思われる．

　4・　回帰係数は，第1回目と第2回目におけるその

差の検定ではNo．4〈＞2）を除き有意の差を認めなか

った．（回帰係数の大小は動物に個有のものと思われ

る〉．

　5・分散は，各実験日ごとに変わり，これは一般に

試験者による注射様式の誤差や，動物の起こす血圧反

　　　　　　　　　第1表

応の振れが影響するものと考えられるが，この一連の

実験では，第1回と第2回とについての関係は見られ

なかった．したがって，動物個有のものではないと考

えられる．

　6，精度指数も，2度目の方が悪いというととはな

かった．

　7．第3級波の有無は，No．7を除いてほとんど似

た傾向を示した．

各ニワトリの前後2回のオキシトシン検定のデータの比較

動物

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

指定日
体
重

（kg）

37－10－22　2．3

37－12－3　2．4

37－11－51。9

37－12－52．1

血　　圧
（1nmHg）

平均台

125

125

耳8

110

37－11－15　2．6　　105

37－12－17　2．6　　125

38－　3－29　2．1

38－4－23

38－3－19

38－3－27

38＿3－28

38－4－16

38－4－1

38－4－30

38－5－9

38－7－9

40－3－8

40－3－29

40－3－12

40－3－30

40－4－12

40－4－28

40－4－13

40－5－13

40－4－20

40－5－20

2．0

1．7

1．6

2．0

2．1

2．1

2．1

2．5

2．3

2．5

2．5

2．4

2．4

2．4

2．4

2．6

2．7

1．9

2．2

0

▽8

十20

＿22

血圧基線の変
動（mmHg）

範囲陣

134

112

116

135

120

100

118

118

138

105

115

109

94

113

106

107

107

97

123

107

130～124

130～124

120～115

114～108

112～102

1130～122

1140～125

128～96

126～106
＋19P・65一・2・

＿20

0

＿33

一6

十19

十1

一10

＿16

132～112

112～96

120～115

120～116

142～136

108～101

122～107

116～102

100～88

119～107

110～102

111～103

116～98

102～92

128～116

113～100

6

6

5

6

10

8

15

32

20

45

20・

16

5

4

6

7

15

14

12

12

8

8

18

10

12

13

オキシトシン0．02Uに
よる圧血下降（mlnHg）

平均1差
14．0

31．3

41．5

31．3

38．5

36．5

29．5

29．5

34．5

46．5

22．5

26．0

18．5

47．0

26．0

30．5

24．8

30．3

19．8

39．0

33．5

46．6

12．0

22．0

30．0

42．0

十17．3

一10．2

2．0

0

十12．0

十3．5

十28．5

十4．5

十5．5

十19．2

十13．1

十10．0

十12．0

回　帰　係　数

…一台定・

4．87±0．674

6．06＋0．648

5・19±Q。68耳

4．94±0，535

6．06士1．128

5．94±0．527

5．50±0．469

4．13±0．445

4．56±0．387

4．69±0．479

5．06±0．441

5．00．＋0．290

3．94±0．391

4．19±0．617

5．18±0．465

4．94±0．390

3．81土0，390

4，00±0．456

3．75±0．848

3．56±0．505

3．87＋0．337

4．06±0．460

4．69±1．022

3．63±0．559

5，18±0．820

4，81±0．389

1．29

0．29．

0．10

2．12

0．24

0．11

0．32

0．40

0．32

0．19

0．33

0．91

0．41

分散

7．30

6．76

7．43

4160

20．40

4．43

’3．50

3．17

2．43

3．63

3．10

1．33

2．45

6．10

3．43

2．43

2．43

3．33

11．5

4．10

1．83

3．40

16．70

5．00

10．77

2．43

精度指数

0．049

0．038

0．046

0．038

0．066

0．031

0．030

0．038

0．030

0．036

0．031

0．020

0．035

0．052

0．032

0．028

0．036

0．040

0．080

0．050

0．031

0．040

0．077

0．054

0．056

0．029

第3
　級波

有

有

無

無

縫

有

少々有

　有

有

有

無

無

無

二

有

有

　無

少々有

畑

有

少々有

有

有

有

有

有

＊　ゐ1一∂2

　4ε糾εbl

　以上の実験から，この定量法において麻酔ニワトリ

の血圧基線の変動，回帰係数，第3級波の有無は，各

動物個有のものである傾向が強い．また精度指数は第

1回目第2回とで差がないことから，同一動物を再び
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使ってもさしっかえないといえる．
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1）第7改正日本薬局方，第1部，P・461（1961）
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　University　Press
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Summary

On　the　冊wice　Use　of　Same　Fow1．　for　tLe

Oxyt㏄in　A朋ay．　Kaku血a　NAGAsAwム　and　Hideo

FUKUDA

　　For　the　o翠ytocill　assay，　the　fowl　was　used

twice　to　know　hσw　difβerent　the．assay　data

between　the　first　and．　the　second。

　　The　results　were　as　follows：

　　1）There　were　no　differences　between　the

two　assay　ill　the　mean　blood　pressure，　the　regres－

sion　coe伍cient，　and　the　variance．

　　2）The　sensibility　of　the　fowl　to　oxytocin

was　higher　ill　the　second　assay　tha鳳in　the　first．

　　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日）

血圧剤の血圧作用と血流量との関係について（第1報）

ニケタミド，アドレナリン，ノルアドレナリン，セロトニソ，ヒスタミン，

アセチルコリン，バソプレシン，カリクレイン，シアン化カリウム，亜硝酸

ナトリウムおよびニトログリセリンについて

長沢佳熊・福田秀男

　血圧剤いわゆる血圧を上昇または下降させる薬物の

実験動物に対する血圧作用は，動物種，麻酔剤，麻酔

深度，注射方法および速度などによってきわめて異な

る結果を示す．中枢作用の影響を小さくした深麻酔動

物において．その根本となる2因子は強心作用の強弱

と血管の収縮などに基づく血流抵抗の増減とであると

考えてよいであろう．著者らは，11種の血圧剤の前記

2因子に対する作用が，ウレタン麻酔ウサギのけい動

脈血圧および血流量にいかに現われるかを知るために

つぎの実験を行なった．なお，血流量の測定には，7一

放射体を用いる方法1”2），サーミスターを用いた温度

測定に基づく方法3），ファラデー電流に基づく電磁式

方法3”4）などがあるが，著者らは，電磁式を用いた．

実　験　材　料

adrenaline　l　Z－adr㎝aline（Merk＞

noradre亘aline：41－noradrenaline　（三共）

acetylchQline：「オビソート」（第一製薬）

histamine：histamiPe　diphosphate（宝製薬）

serotonin：（第一化学）

vasopressioロ：　「Pitressinゴ　（20　P／mZ＞（Parke，

．Davis）

Potassiu皿cyanide：（和光純薬）

　kallikrei且：（Bayer）

　蛆kethamide：「コラミン注射液」（武田薬品）

　sodium　nitrite：分析用試薬（武田薬品）

　nitro91ycerin：「ニトログリセリン錠」（日本化薬）

からエタノールで抽出し，水で2倍に希釈したもの．

実　験　方　法

　実験動物：体重3～4・5kgの雄家ウサギに1．9／kg

のウレタンを腹腔内注射して麻酔したもの．．

　血流量および血圧の測定装置：日本光電工業株式会

社製電磁流量計トランスジューサー（MF－2T），圧力

トランスジューサー（MP－4T）を多用途監視記録装

置（RM－150＞に連結した．

　操作＝前記麻酔ウサギを四位に固定して，けい動脈

を露出し切断してその両端を0・9％生理食塩液で満た

したガラスカニューレと内径約4mmのビニール管と

で，電磁流量計トランスジューサーに連絡し，このビ

ニール管の途中から枝管で圧力トランスジューサーに

連結し，血流量および血圧を自動記録した．記録され

た血流量および血圧は，それぞれ既知の生理食塩液の

標準流量および，マノメ一側ー測定による血圧と比較

し校正した．
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　　　　　　　実　験　結　果

　1・　けい動脈血圧と血流量

　前記麻酔ウサギユ6例の平均血流量は0・185±0・083

（SD＞mJ／sec，平均血圧は86．4±19．2（SD）m加Hgで

あった，

A

　2．各種薬物による血流量と血圧との関係

　イ）♂一2drenaline（adr．）；：1～5　pg／kgで血圧は上昇

し，血流量は初め一時的な増加があり，続いて急激に

減少した（Fig．1，　AおよびB）．

　ロ＞4Z－noradrenaline（41一且orad．）：2～10　pg／kgで

adr．と非常によく似た曲線を示したくFig・1Cおよ
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　　　　　　　　　Circulatoエ」y　changes　due　to　administration　of　various　drugs

　　　　　　　　　　　　　　　I，J：serotoni且　　　　　　　　　　N：nikethamide

C，D：4」一noradrenaline　　　　K：vasopressin　　　　　　O：soφum　nitrite

E：acetylcholine　　　　　　 L：potassiu瓢cyanide　　　　P＝nitτoglyceri且

F，G，1｛：histamine　　　　Mlkallikrei且
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びD）．‘．』’、

『ン・）．acetシ1dholine（ach・）30・3～3．Pg／kgで血流量の

減少と血庄め低下がまったく同期してい．る（Fig・1，　Eり・

　二）histamine（hist．）1．3～20“g／kgでFig．1；F，

Gおよび．Hめ3’種が観察され；・ウサギのhist・『に対

する血圧反応の不定性5）が血流量にも現おれていだ♂

　ホ）serotonin（5－HT）：3～10　Pg／kgで・血圧はほ

とんど全例が下降し，血流量も減少したが（Fig・1，1），

増加した例（Fig・1，　J）もあった．

　へ）マasopressin（vasoP・）：0・03～0・3　u／kgで・血圧

は上昇して持続し，血流は前半血圧の上昇によケ単加

するが，血圧の上昇が落着くにしたがい減少し始あ，．

注射前よりも少し低下して持続し，血圧の回復に同期

して回復した（Fig．1，　K＞．

　ト）P・捻ssi・m・y・・id・・0・1～0・3　mg／kg轡吸高

進を伴ない，血圧，血流量：がともに増加するが，血圧

は多くの場合1～3分で回復するに反して，1 圏ｬ量は

5～10分持続する傾向があった（Fig・1・L）・

　チ）kallikrein：0・5～2・Ou／kgで乳初期ρ血圧下

降に伴って血流も一時減少するがジ血圧の下降が落着

くにしたがい，末稻血管抵抗の減少のためρ増加カミ現

われ，比較的長期にわたってこの増加が持続した」こ

の持続は血圧下降の持続期間と一致pズし＼序（Fig・1，

M）．

　リ）瓢k・th・mid・・30～40　mg／kgで・初期にば典

圧，血流量がともに減少し，続いてともに上昇して持

続した（Fig．1，　N＞．

　ヌ）sodium　nitriteおよびnitroglycerin：前者は

1．5～5mg／kgでFig・1・0・後者は0・1mg／kgで’

Fig．1，　Pのような曲線を示した・

考 察

　血圧，血流量に対する以上の結果を各薬物について

従来の知見と比較してみよう．

　adr．，4∫一110rad．については，強心作用，末稽血管

収縮作用が知られており，ここに見られた曲線A，B，

CおよびDでもそれが現われている・すなわち，初

期において強心作用のため血圧が上昇し，その影響で

血流量も増加するが，続いて起こる末稽血管の収縮に

よって血流量が減少したと考えることができる．adr．

および〃一norad．のBおよびDは，血圧上昇作用．

が等しいような用量を注射したもので，adrによる血

圧は後半に低下するが，盛norad・の揚合にはそれが

見られず，そのためかadr・による血流量は4」一nor－

ad．によるそれよりも常に大きく減少する傾向があっ

たが，これについてぽ，さらに種々な投与量の実験や～

ら結論を導きたいと考えている．

　　ach．については，心臓の収縮力を抑制し，拍動数

　を減少するとともに三二血管の拡大を起こすことが知

　られており，これは麻酔動物における神経支配を考慮

　に入れで考えるのが当然ではあるものの；一応それが

　曲線Eに現われている1：

　　5－HTについては，一般にウレタン麻酔ウサギでぽ

　血圧を下降させる6〕といわれており，本実験でもそれ
’』 F確めら蓋附・；の曲線はach・のE曲線と非常によ

　く似ていて，・5pHTに副交感神経末端からach・を遊

　離させる作用があるという報告6動もあり，よく一致

　しているがジエ．ρ例では・．比較のため5－HTの注射

　の前後に注射して得たach睡り血流，血圧曲線とは異

　なっている．hist．とともに5－HTの循環系への作用

　機転の複雑さを示すものであろう．hist・では用量の

　大小により心拍の促準と抑制とが認められたが・従来

　の文献にもそφ両方および血管の拡大または収縮が記

　載されている．

　　VaSOP・については，著者らのウレタン麻酔ウサギ

　の実験12）では，腎動脈血洗量の増大をみているが，こ

　れらについては近年多くの文献13・14）があり，別に報告

　する予定であるので，．ここでは論及しない．

　　potassium　cyanideについては，一般に末稽血管

　の拡大および血圧の上昇を起こす1吋1）といわれ，本

　実験では血圧の回復後もなお血流量の増加が持続する

　ことがあだっ．た．

　　kallikreinについては，強心作用および三二血管の

　拡大作用が知られており，後者がよく曲線Mに現わ

　れている．一般に・末稽血管抵抗が減少する場合にに，

　曲線Mのように血圧および血流の曲線が互に対称と

　なって現われると考えてよいであろう．

　　nikethamideは，心拍作用を促進するが，本実験で

　は血圧の上昇とその持続が著明であり，血流量は末稽

　血管抵抗の増加のためか一時減少したが，注射前より

　も増えて多少持続している．

　　鋤dium　nitriteおよびnitroglyceri鳳では，ともに

　小動脈，毛細血管および小静脈血管などを強く拡大す

　るといわれる．したがって，血圧が低下することは考

　えられるが，当然増加すると思われる血流：量がまった

　く増加せず，むしろ減少している．

　　　　　　　　　　総　　　括

　血圧剤11種目ついて，ウレタン麻酔ウサギに与え

るけい動脈の血圧と血流との関係を調べ，大別すると

つぎのようになった．

　1）血圧，血流ともセヒ減少させたもの

　’acetylcholine（0．3～3｝ルg／kg），』s6rotonln（3～10

　pg／kg），　sodium　nitrite（15～51ng／kg．）1．nitrogly一
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ceriロ（0．1mg／kg）

2）血圧，血流ともに増加させたもの　　　　　，ピ、
　　niketamide（30～4σ加g／kg），　potassi血士n　cyahid6∵．『．

（0．1～0．3mg／kg）

3＞血圧は上昇，血流は一時増加後，．減少さ・せ．．た．もの．

　　1－adrenaline（1～5卜しg／kg），　4」一noradre1旧line（2

㌘10ド＄／k琴い争r・P・ρssl耳．（0・03～0・3咋g！．

4）．決ｳは下降，血流は一時減少後1増加させたもの
　　kallikrein（0。5ゆ・2．0ロ／kg）．．．　』：．　・．　．．　・畠．、．1

5）血圧，血．流反応ともに不定であったもめ・㌧．．l

　　histamine．（3佃2q　pg／kg）　．．．．：、．．、　　r　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．　． ・．．　．．：，．．．．．．：i
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解熱薬の効力検定法に関する研究

桑村司。重松瑞穗・田中悟

　解熱薬の効力検定法として温穿刺法，・発熱物質を用

いる法，あるいは非発熱動物による方法など1）がある

が，いまだ確立された方式はない，また，非発熱動物

と発熱動物の解熱薬に対する感度の比較吟味すらもな

されていない．これらのことは，実験的に，希望する

ある一定時間，平坦な発熱曲線を得ようとすることが

非常に困難なことがらであって，いまなお満足するほ

どに解決されていない，ということに原因があるもの

と思われる．だから解熱薬の効力検定を行なおうとす

る場合には，この平坦な発熱曲線を作り出すごとがま

ず第一の条件であろうかと考える・

　私たちは今回，ウサギにおいて，解熱薬の効力検定

に可能な，5～6時間にわたる比較的平坦な発熱曲線

を作り出すことができ，これにもとづき，アスピリ

ン，フェナセチン，およびアンチピリンについて効力

検定を試みたので報告する．

実　験　方　法

　使用したウサギは，25土3Qの室温下で飼育した，

外見上健康な1・8～2・7kgの白色雄性ウサギである．

なお，実験中の給餌，給水は廃した．

　体温は横井ら2）’の首輪式固定による電気的ウサギ体

温測定法にしたがい，記録間隔90sec，感熱体にニッ

ケル抵抗体を用いた電子管式自動平衡自記温度記録計

（飯尾電機，東京＞2）を使用して持続的に直腸温を測定

記録した．

　平坦な発熱曲線を得るために用いた発熱物質は市販

の腸チフス・パラチフス混合ワクチン（チフスワク

チン）であって，使用する場合には，このものを発

熱陰性の5％ブドウ糖液で所要濃度に希釈し，注射

は1mJ／kgの割合で，注入は10　mJ／kg／hrの速度を

もって耳静脈内に投与した．注入は先端に注射針の刺

入部を，後端には注射筒をつけた内径1・7mm，外径

1mm，長さ約1mのビニール管を介して，自動注入

装置（夏目製作所，東京）により自動的に行なった．

解熱薬は胃管を介して投与した．しかし普通の経口投

与法のように，薬物投与時に胃管を胃内に送入すると

きには動物があばれたりして成績に影響をおよぼすこ

とが考えられた・そこで胃管として内径1・5mm，外

径2mm，長さ約30　cmのポリエチレン管を用い，

それを体温測定開始前あらかじめ鼻腔を通して胃内に

送入しておき，そして任意の時間にその鼻孔端から注

射器を用いて薬物を胃内に注入するようにした．

　投与する薬物は，水道水で10％にしたアラビヤゴ

ム液にその所要量を加え，懸濁液として投与した．対

照群には10％アラビヤゴムのみを投与した．懸濁液

としての投与量は発熱動物における実験の場合には，

2m！／kg，非発熱動物の場合は6mZ／kgとした．投与

後胃管内に残っておる液は水道水21nJをもって胃内

に完全に流し込んだ．

実　験　成　績

　1＞平坦な発熱曲線を得るための発熱物質の投与法

　種々の条件を試行して，最終的につぎのように決定

した．すなわち，体温測定開始後その体温が安定した

頃，1：100に希釈したチフスワクチン1m1／kgを耳

静脈内に注射する．ついでこの注射後3時間目から，

はじめの2時間には1：100／10n1」／hr，つぎの2時間

には1150／10mJ／hr，これ以後は1：25／10　mJ／hr

というふうに段階的に投与量を増しながら持続的に耳

静脈内に注入する．

　　　　　　　　　　　　　注　入
　　　　　　　　．1〃吻伽1翻伽　　　ノ’25派／か
　（℃】

墨i｛［竪／　　へ ＼

，。L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
一1’0

第1図
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パイロジエン持続注入時の体温一・・

時間曲線

　このようにして10例について得た平均体温一時間

曲線を20分間隔で示したのが図1であって，最初の

注射後6時間頃から比較的平坦な発熱曲線となり，こ

の時間以後であれば解熱薬の効力検定のみならず，発

熱動物を必要とする実験にもまた利用し得よう・

　2）発熱ウサギにおける解熱薬の解熱効果

　かくしてほぼ満足し得る発熱曲線を作り得たので，

1群6匹のウサギを用い，アスピリン，フェナセチン

およびアンチピリンのそれぞれ150，300，600mg／kg

の3用量について解熱効果を調べてみたところ，その
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模様ならびに用量と反応との関係をよく把握するζと

ができた（図2，3，4，5）・また以上の成績から効力比

を求めてみたところ，アスピリンの効力を工とした場

合，ブェナセチソはそれの絶，アンチピリンは約3

倍であった（表ユ）・

一i

第1表　発熱動物に解熱薬を経口投与した場

　　　　合の相対効力

第2図　アスピリンの発熱ウサギに対する

　　　　解熱作用
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解熱作用
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　3）非発熱ウサギにおける解熱薬の体温下降作用

　3薬物とも本実験の高用．量においては体温下降作用

を観察することができたが，低用量においてはほとん

ど観察できなかった（図6）・また，3者とも，それぞ

れの高用量以上では興奮あるいは運動失調などの症状

が投与後数分以内に現われ，ときには死亡する場合も

あって，効力検定を行なおうとするにはあまりにも用
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量範囲が狭すぎるこ．とがわかった・

．、 b上のように，非発熱動物での効力検定の試みは失

敗したが，本成績からの非発熱動物において発熱動物

と伺程度の体温下降を得るには売発熱動物の場合より

少なくとも10倍以上の投与量が必要であると思われ
る．

　な歯，’ここでアスピリン1とフェナセチンの両者を比

較した場合，ここで得られた成績は発熱動物で得られ

た成績と異なり，発熱動物では前者の効力が大で，ll非

発熱動物ではその逆という興味ある結果が得られた・

考 察

　動物を発熱させる手段として，温穿刺および発熱物

質による方法があるが，前者は技術的困難さρ＃め現

今では専ら後者が利用されている．しかし動物に発熱

物質を投与するとき，．その発熱曲線は普通マ峰性かゴ

あるいは二峰性の山形を描ぐ♂、このような状態下で解

．熱薬を投与し牽際ゴ投与時期が体温上昇期であっ、た孝

すれば，．その際には該薬物の発熱抑制作用をみること

となって真の解熱作用を知ることができない・また「

方，下降期であったとすれば，その下降は薬物によっ

たものか自然下降によったものかの区別がつかなくな

う・したがって，解熱薬の効力七半を行なおうとする

丁合には，平坦な発熱曲線を作り出すことがまず第一

の条件となってくる，

　このような発熱曲線を作り出そうとする努力は，

Smithら3），　Brownlee4），　Nussら5）によってなされて

きた．しかしながら，彼らが用いた動物はいまだ体温

の測定法すら十分吟味されていないところのラットあ

るいはネコであった・

　今回発熱物質としてテラスワクチンを用いてほ翠満

足し得る発熱曲線を作り出すことができたのは，ウサ

ギにおいてであって∫ウサギの体温測定法については

発熱物質試験の面からこれまで十分検討されてきたと

ころである．

　かくして，アスピリン，フェナセチンおよびアンチ

ピリンを経口的に投与してそれらの解熱作用．を検した

結果，今回も用いた用量で分散分析の結果，対数用量

と反応間に直線性ならびに平行性が認められ，解熱薬

の効力検定にほぼ満足し得る：方法であることを示すこ

とができた・

　他方，検定法として正常動物をもちいる方法がある

ことはすでにふれた・

　もし正常動物の解熱薬に対する感度が発熱動物と同

．程度とすれば，解熱薬の効力検定に発熱動物は必ずし

も必要ではないということになる．そこで本問題を明

らかにするため，非発熱ウサギと発熱ウサギの感度を

比較しようとした．非発熱ウサギでも今回用いた3薬

物の一定量においては明らかに体温下降作用を示した

け泥も辺かしその確度醗出物砒べ恥し
く劣り，．迦うるに作用：量と中毒量との幅があま．りにち

狭く，効力検定の試みは失敗に終わったの

　ところで，解熱薬は発熱時の体温はよく下降させる

が乳．中毒：量以下㊧必至量では正常体温を下降さ！せ合い

と一般にいわれている．

　本成績は従来いわれてきたことを確認したものであ

り，反面からは，正常動物は解熱薬の効力検定には適

当でない，という結論を導き出すものであろう．

　なお，本実験でアスピリンとフェナセチンを比較し

た蜴食・．発熱動物に如いて前者は後者よりも解熱度が

大で．あり，非発熱動物ではその逆の結果が得られたこ

とは興味あることであって，解熱薬の作用機序をづか

がおうとする際考慮しなければならない点を示唆ずる

ものであろう．

結 論

　ウサギにおいてうチフス’ワクチンを用い，その投与

量を段階的に増しながら耳静脈内に持続的に注入する

ことにより，解熱薬の効力検定にほぼ満足な5～6時

間にわたる比較的平坦な発熱曲線を作り出し拙「これ

にもとづき，アスピリン，フェナセチンおよび．アンチ

ピリンの解熱効果を比較した．これら薬物の解熱効果

は用量150～600mg／kg．の範囲において対数用量どφ

間に直線性が認められた．効力比はアスピリン1に対

し，フェナセチン．：0・532，アンチピリン3・108であ

った．

　また，非発熱動物にういてこれら3薬物の体温下降

作用を調べた．その結果，作用量と中毒量の幅が狭く

また感度は発熱動物の％以下で，非発熱動物は解熱

薬の効力検定に適当であるとはいえない，という結論

を得た．

　本研究にあたり終始御懇篤な御指導を賜わった池田

良雄毒性部長ならびに大森義仁薬理部長に深謝しま

す．
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　　　　　　　　　　　　　Summary

Studies　on　the　Bioassay　of

TOκゴcoJ．　ノ珍ρZ．

A並tipyretic5．

Tsukasa　KuwAMuRA，　Mizuho　SHIGEMATsu　and　Satoru

TANAKA

　　　In　rabbit，　relatively　fiat　fever　curve　for　5　to

6hr　was　prepared　by　mea且s　of　intravenous　i血一

fusion　continuously　with　a　series　of　graded　doses

of　the　typhoid　vaccine．

　　　0血this　curve，　the　oral　antipyretic　effects　of

aspirin，　phenacetin　and　antipyrine　were　co塒pared．

The　degrees　of　fever　reduction　of　these　drugs

were　related　to　log　doses　within　the　range　of

150to　600　mg／kg．　The　re】ative　potencies　among

these　were　estimated　to　be　O．532　for　phenacetin

and　3．108　for　antipyrine　to　l　of　aspiri血．

　　　　The　effects　of　these　antipyretics　upoll　the

body　tempeτature　of　no五一febrile　rabbits　were

compared　with　the　results　obtained　in　the　febrile

rabbits．　The　sensitivities　of　the　former　to　these

drugs　were　less　than　1／100f　the　latter．

　　　　It　was　concluded　from　the　presellt　study　that

the　no且一febrile　rabbit　is　not　suitable　for　the　assay

of　a－tipyr6tics．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）
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ガスクロマトグラフィーによるアレスリン油剤の定量

河　合 聰・下谷美知子

　工aForgeによって合成されたアレスリソは1），そ

の殺虫効力におい七天然ピレトリンにまさるといわれ

今日広く使用されている．アレスリソの定量法には特

異性のあるものが少なく，加水分解によって生じた第

一菊酸をアルカリ滴定する方法2），硫化ナトリウムと

熱して生ずる燈～赤色を5401nμで比色する方法2），

その他が知られているにすぎない．いずれもアレスリ

ソに特異的ではなく天然ピレトリンとの区別ほできな

い．著者らはかスクロマトグラブィー（GC）を製剤

中のアレスリンの迅速定量に応用し良好な結果を得

た・この方法によれぽ天然ピレトリンと朔確に区別で

きる点できわて有用である．

1）装置試薬および標準液

　ガスクロマトグラブ装置：島津製作所製水素炎検

出器付GC－1B．型．充てん剤：塩酸三一後ジメチル

ジクロルシランでシラン処理を行なったGas－chrom

P（60～80メッシュ〉に3・5％ジエチレソグリコール

サクシネートポリエステル（DEGS）をろ過

法でコーティングしたもの．　分離管＝内径

4mm，長さ1．5mのステンレス製U字管．

　アレスリン標準液：アレスリソ標準品（住

友化学工業KK製品）約50　mgを精密に秤

取し，アセトンを加えて10mZとする．バイ

ジッド標準液：バイジッド標準品（住友化学

工業KK製品）約200　mgを精密に受取し，

アセトンを加えて10mJとする．

2）検量線の作成

　4本の試験管にバイジツド標準液1mZを

入れ，これにアレスリン標準液0。5，1．0，

1・5，2・Om1を順次加えてよく混和する．こ

の調製液について検量線を作成する．内標準

物質であるバイジッドのピーク高がほぼ等し

くなるよ5にGCへの注入量を注意しながら

各々3回注入する．バイジッドに対するアレ

　検出器の感度：100，range：0．8

　記録紙送り速度：10mm／min

3）アレスリン油剤の分析

　0・5％アレスリン油剤1mZにバイジッド標準液1

鰯を加えてよく混和する．この検液について検量線

作成の場合と同様にしてクロマトグラムを描かせる．

パイジッドに対するアレスリンのピーク高の比を求め

検量線より製剤中のアレスリンの含量％を算出する．．

4＞結果と考察

　アピェゾンやSE－30のような非極性の分離管を用

いたときは内標準物質としてステアリン酸メチルが適

当であり不純物として含まれるパルミチン酸メチルは

アレスリンのピークを障害しない．しかしバイジヅド

その他の油剤の分析の場合にもみられたよ5に3）1，基

柱として用いられている灯油によってアレスリンのピ

ークは障害を受け（Fig．1），アルミナカラムによる前

処理3）（アルミナカラムを用い油剤をπ一ヘキサンで展
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　　　Fig。1。　Separation　of　O．5％allethrin　oil

Column：2％SE－300n　silanized　Gas－chrom　P（60／80
mesh），1．51n　x　4　mm　　Detector：Flame　ionization
Temperature：Colunln　170。，　Inlet　2000，　Detector　2200

Flow　rate：N290　mηmi11

スリンのピーク高の比を求め各々3回の平均値を算出

する．分析条件はつぎの通りである・

　分離管温度：195。

　検出器温度：220。

　注入口温度＝250。

　キャリヤーガス（窒素）流速190mJ／min

開して基剤を除去する操作）を行なっても基剤による

障害は除去できなかった．ピペロニルブトキサイドは

アレスリン油剤に加えられるシネルギストの一種であ

り，かなりおくれて流出する・

　SE－30の代わりにDEGSの分離管を使用した場合

はFig・2にみられるように基剤による障害は全く除

Satoshi　KAwA！and　Michiko　SITAYA：Determination　of　Allethrin　Oil　by　Gas　Chromatography
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　　　Fig．2．　Separation　of　O．5％allethri血oil

Colu㎜：3．5％DEGS，1．5m　　Temperature：Co1ロmh
195。　Other　conditiom　the　same　as　Fig．工’

去1され，ペンタ．クロルフェ．ノ1一ル（PCP）またはバイ．

ジッドを内標準物質として精度のよい定量が可能で．あ．

つた，各種殺虫剤の相対保持時間をTable　1匠表示

．Table’1．　Relative　retention　time　of　various

　　　　　in6ecticides　．

（a11ethrin；1．00，　retention　time＝3．51nin．）

したが，基剤の影響を防止するためにアレス

リンよりおぐれこ（流出する物質が内標準物質

として適当であると考えPCPまたはバイジ

ットドをえらんだ．検量線はいつれを内標準

物質として用いた場合にも原点をとおる直線

となった．定量には各ピークの高さの比を用

いた．半値一法や切抜き法などの面積の比を

用いる方法よりも誤差が少なく良好な結果を

得た．ただし，水素炎検出器を使用した場合

には，アレスリソに比べてPCPまたはバイ

ジ・ッドの減度は著しく低く約％～種であ．る．

ので検量線¢）作成にあたってはこの点を留意

する必要がある．以上の方法に基づいて自製

の既知濃度のアレぢ胆ン油剤について行なつ．

た回収試験の結果がTable　2である・．内標

準物質としてバイジ・ッドを用いた・分析条件

その他すべて2）および3）のとおりであるr

標準偏差（％）は0・4％であり製剤分析として満足す

べき結果といえる・これによってアレスリ．ン油剤の定

量法としてGCの採用は充分実用性のあることが立証

された．

Table　21　Recovery　test　of　O．5％．allethrin　oi1

Compounds

Methyl　palmitate

Aldri且

Isodri且．

Allethrin

7－BHC
PCP
Malathion

Baycid

Dieldrin

rumithion

Piperonyl　butoxide

3．5％DEGS　1．5　m，1950

1：器

1：麗

1：窒

搬
；：釜

｛　　3．14
　　4．15

Av．．（foq耳d％）．

No．　of　detns

Stdこdev・（％）

100．1

．7

　0．4

　最後｝と本研究をすすめるにあたり種々御援助下さい

ました住友化学工業KKの山崎八一に感謝いたしま

す．
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綜合感冒剤の定量に関する研究
アセチルサリチル酸の比色定量

立沢政義・橋場茂子

’綜合感冒剤の実用的かつ一般性のある定：量法を確立

するため一連の研究を行なっているが，ここにアセチ

ルサリチル酸（AS＞の定量法を確立したので報告する．

　ASの定量法には滴定法として中和法1），臭素法2），

非水溶媒法2”13），また比色法として鉄塩法6商，その他

紫外部吸収法9噌13）などがある．

　簡単な処方では抽出法，クロマト法で前処理すれば

滴定法，紫外部吸収法で定量できるが複雑な処方では

共存物の影響が多く，＝それらの方法は利用できない場

合が多い．したがって比較的選択性のある反応を利用

する必要がある．実用性のある方法として鉄塩法が考

えられるので，この方法について検討し，さきに綜合

感冒剤の統一試験法として発表したが，その後若干め

改良を加え綜合感冒剤中のASの定量法を確立した．1．

　実験方法
　日立分光光度計EPU　2A型

　硝酸第二鉄溶液：硝酸第二鉄501ngをモノクロル

酢酸アンモニウム・塩酸緩衝液（pH：2．5）100　mZに溶

かす．

　緩衝液ゴ0．2ルτモノクロル酢酸アンモニウム溶液

50mZをとり，0．2M塩酸を加えてpH　2．5に調製し

水を加えて盆00mJとする．

　0．12V塩酸，0．11V水酸化ナトリウム液，0．12V塩

化ナトリウム液，クロロホルム（試薬特級）

　定量法（錠剤，散剤，カプセル剤〉

　本品20個または20包以上をとりその重量を精密

に量り，粉末とする．

　AS　100　mgに相当する量を論せん約三角フラスコ

にとり，クロロホルム30mJを加えよくふり混ぜた

のち分液漏斗中にろ過する・残留物はさらにクロロホ

ルム10mZで3回洗い，全クロロホルム抽出液は合

する．これに0・1N水酸化ナトリウム液20　mZを加

えてふり混ぜたのち，分液してクロロホルム層を除

く．水層をさらにクロロホルム5認で2回洗い，全

クロロホルムを合わせ，0．12V水酸化ナトリウム液

5mJで抽出し，この液をさきの0・12V水酸化ナトリ

ウム液と合わせ，100mZのメスフラスコに入れ10一

問放置し，水を加えて正確に100mJとする．この液

10m’を正確に量り，0・1N塩酸で中和し，水を加え

て100mZとし試料溶液とする・

　別にAS（日局7四品を硫酸デシケーターで5時間

乾燥）100mgを精密に量り，0．12V水酸化ナトリウ

ム液251n1を正確に加え，10分間放置後，水を加え

て正確に100mZとし，この液10　mJを正確に量り，

0・11V塩酸で中和し，さらに水を加えて100皿とし

これをAS標準液とする．

　標準液（S＞，試料溶液（T）および水（B＞の101nJ

ずつを正確に量り，それぞれ25mZのメスフラスコに

入れ，この液にそれぞれ硝酸第二鉄溶液（1→200）5mJ

および緩衝液（pH　2・5）．を加えて25　mJとし，．10分

間放置したのち，Bを対照として525mpにおける吸

光度EsおよびETを測定する．
・・（CgH804）の量國一騨品の量（m・）・長

　実験結果
　本法はASをアルカリ性で脱アせチル化してサリ

チル酸となし，これを野塩と反応させ比色定量する方

法であるので，次の項目にっき定量条件の検討を行な、

つた．

　1・アルカリによる分解速度

　本品のエタノール溶液に0・1N：水酸化ナトリウム

液を分解剤として加え室温および沸騰水浴中で1～30

分間放置し，定量法に従ってそれぞれの吸光度を測定

し，分解速度の検討を行なった・Fig・1に示すとおり

室温で10分以内，浴騰水浴中で速かに分解すること

が判明した．ASは加熱せずとも室温で十分分解する

から分解条件は室温で15分と決定した．

　2・反応時間および呈色液の安定性

　ASと鉄塩との反応時間およびその呈色体の安定性

を検討するため試薬添加後各時間における吸光値を測

定したところ，約5分で一定となり，以後1時間以上

変化なく安定であった．

　従って放置時間は10分間と決定した．

　3・pHの変化による影響および緩衝液の検討

M・・ay・shi　TAT・u・Aw・㎜d　Shigek・E・…B・・（沁1・rim・t・i・D・t・ゆ・ati・且・f　A・ety1寧・1i・yli…id　in

Pharmaceutical　Preparations
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q4

α3

02

0，1

△

x

　　　　　　．10　　　　　20　　　　　30

　　　　　　　　　解吻・ε・ま加θ（痴）

Fig．1．　Effect　of　hydrolysis　time　on　absor－

　　　　bance　at　525　mμ

　1000　・

一｛1α瞥

　従来の定量法は発色試薬の酸性度が強く測定時の

PHは1．5～1・8付近となり，この領域ではpHのわ

ずかな変動による吸光値の変化が大でこのましくなか

った．従って至適pHを決定するためpH　1．5～4に

おいて発色試薬を加え，それぞれの吸光度を測定した

ところFig．2に示すとおり，　pH　2．0～3．0の範囲で

吸光値が最も高くほとんど一定であった・またこの範

囲ではpHの変動に対して比較的安定であるから至

α4

02

適pHを2・5と決定した．

　次に至適pH域に使用する緩衝液を選択するため二

三のものについて検討を行なったところ，塩化カリウ

ム・塩酸緩衝液は緩衝限度がpH　2．3まででこの領域

では緩衝能力が若干悪く，フタル水素酸カリウム・塩

酸緩衝液は鉄塩と反応して沈澱を生ずるため適当でな

かった．モノクロル酢酸アンモニウム・塩酸緩衝液は

pH　2．2～2・8の範囲ではpHの変動はほとんどなく

安定であった・この緩衝液の短所としてはpH　2・3以

上では発色試薬自身が着色し測定波長域に吸収を示す

ようになることであるが，これはブランクを差引くこ

とにより補正すれば良い．以上の結果pH　2・5のモノ

クロル酢酸アンモニウム・塩酸緩衝液を用いることに

決定した・

　4・共存物質の影響

　市販の感冒剤中はん用される約40種の薬品につき

定量法にもとづいてその影響を検討した．

　前処理なしで定量した場合ピラゾロソ系サリチル酸

系，プテリジン系医薬品などは鉄塩とキレート化合物

を作り発色するため妨害するが，ピラゾβン系，医薬

品はアルカリ性でクロロホルム抽出することにより，

分離できる・またサリチル酸系医薬品共存の場合は酸

性でク戸ロホルム抽出し，クロロホルムを歯茎後残留

物を無水エタノールに溶かし，アルカリ分解せず鉄塩

と発色させ，サリチル酸量を測定し，別にアルカリ分

解したのち，総サリチル専意を測定し，前サリチル酸

量を差引くことにより，ASの定量ができる．

　5．モデルサンプルおよび市販製贔の定：量目

　Table　1，2に示すとおり良好な結果をえた・複雑

Table　1， Results　of　determ至nation　of　acety1－

slicylic　acid　in　the　knowu　mixtures

　　　　　｝．5　　　　　　　20　　　　　　25　　　　　　aO

　　　　　　　　　　　　　pH

Fig．2．　Effect　of　pH　on　the　absorbance　at

　　　　525mμ

Compound A B

Acetylsalicylic　acid
　　n19100 8gmg

Aceta鳳ilide 100
一

Phenacetin 100
一

Caffeine 50 10

Bromovalerylurea 50
『

Dialuminate
一
50

Sodium　Cycralnate
一

2

Ethoxybenzamide
一 一

Starch
一

55

Talc
一

2

Lactose 200
一

κ（％〉 99．8　　　99．3

6　　　6

0．53　　　0．59

　C

　mg250

100

50

25

10

99．5

6

0．55
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な処方の定量法としては満足すべき結果であるのでこ

れは綜合感冒剤中のASの定量法に適している・

Table　2．　Results　of　determination　of　acetyi－

　　　　　salicylic　acid　in　the　commercial　p－

　　　　　reparations

Sample

π

Ai・
101．6

　3

C

103．9

　3

100．3

　3
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綜合感冒剤の定量に関する研究
アセチルサルチル酸アルミニウ、ムの比色定量

立沢政義・橋場茂子

　最近総合感冒剤中にはアセチルサリチル酸（AS）に

代わってナセチルサリチル酸アルミニウム（ASAI）を

配合した処方が多くな6たので，その定量法を検討し

た．

　アヂルザリチル酸アルミニウムの定量法についての

報告はあまりないが，アスピリンをフツ化ナトリウム

ークロロホルム抽出後紫外部吸収法で定量する方法1），

鉄塩による比色定量法2）などがある．NF3）は前者を採

用している．

　紫外部吸収法は混合製剤の場合共存物の影響を受け

やすく好ましくないので，鉄塩法を検討し，さきに総

合感冒剤の統一試験法4）として発表したが，その後前

報のア毛チルサリチル酸の定量法にもとづいて若干改

良を加え総合感冒剤中のASA1の定量法を確立した・

　実’験：方法

　装置．：．前報5）と同様．

　水酸化ナトリウム酸（1→20）

　フツ化ナトリウム・塩酸溶液：フッ化ナトリウム

0．59塩0．11V塩酸に溶かして100　m’とする．

（用時調製）

　0．1N塩化ナトリウム液

　無水エタノール

　その他試薬は前報5）と同様．

　定：量法（錠剤，散剤またはカプセル剤）

　本刑20個または20包以上をとり，その重量を精

密に量り粉末とし次の方法で定量する．

　A法：ASA1100　mgに相当する量を回せん付遠沈

管にとり，エーテル20mJを加えてしんとう機で’5’

分間ふり混ぜたのち遠心分離し，上澄液をすてる・残

留物に串一テル20mJを加えて2回．同様の操作を行

ない，残留物に水酸化ナトリウム液（1→20）を加え充

分ふり混ぜた後10分間放置する．これを100血Zの

メスフラスコに移し’，遠沈管は水で良く洗い，洗液は

メスフラスコに移し，水を加えて100m’とする・こ

の液を乾燥ろ紙を用いて炉過し，始めの10mJを除

き，後の液101n1を正確にとり，0・11V塩酸を加え

て中和した後水を加えて100m！とし，これを試料溶

液とする・

　Masayoshi　TATsuzAwA　and　Shigeko　HAsH【BA：

cylate　in　PharmaceUtical　prepar3tion呂

Colorimetric　Determinatioll　of　Alumi垣um　Acetylsali一
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　別にAS（日局7適品を硫酸デジケーター中で5時

間乾燥）100mgを精密に量り，水酸化ナトリウム溶

液（1→20）10mJを加えて10分間放置し，水を加え

て100m’とし，その10　mZを正確にとり，0．11V

塩酸で中和し，水を加えて100mJとし，これをAS

標準液とする．

　標準液（S），試料溶液（T）および水（B＞のそれぞれ

れ10mJを正確にとり，前報5）のASの定量法に準

じ定量する．

　ASA1（C18H150gAI）の量（m9）

　　　一門品の量（m・〉・葺・…2

　B法：ASAI　100　mg｝と相当する量を分液漏斗にと

り，フツ化ナトリウム塩酸溶液40mJを加えて5分

間振り混ぜたのち，ときどきふり混ぜながら10分間

放置する．つぎにクロロホルム30mJずつで6回抽

出し，クロロホルム抽出液を合わせ，水浴上で窒素を

送風しながら蒸発乾滅する．残留物に無水エタノール

50mJを加えて溶かし，さらに無水エタノールを加え

て正確に100mZとし，これを試料溶液とする．．

　別にAS（日局7適品を硫酸デシケーター中で5時

間乾燥）100mgを精密に量り，試料溶液と同様処理

する．

　標準液（S），試料溶液（T）のそれぞれ10mJを正確

に100m1のメスフラスコにとり，0。1N水酸化ナト

リウム液20mJを正確に加えて水浴上で10分間加熱

し，唇面0・11V塩酸20　mZを正確に加え，さらに水

を加えて100mJとする．また別に標準液（S’），試料

溶液（T’）のそれぞれ10m～を正確に100　mJのメスフ

ラスコにとり0・12V塩化ナトリウム20　mZおよび水

を加えて100m！とする．

　S，T，　S’，　T’のそれぞれ10　mZを25　mJのメス

フラスコに正確にとり’C以後回報5）のASの定量法

に準じて定量する．

　ASA1（C18H150gA1＞の量（mg）

　　　　　　　　　　　　　ET－ET’
　　　標準品の：量＝（mg）×　　　　　　　　　　　　　　　　　×1．12
　　　　　　　　　　　　　Es－Es’

　実験結果
　A法はASA1が有機溶媒に不溶な性質を利用し，

エーテを抽出により他の可溶成分を除去し，残留した

本品をアルカリで分解してサリチル酸とし，鉄塩と反

応さも比色定量する方法である．B法はフッ化ナトリ

ウムで分解してアセチルサリチル酸となし，酸性でク

ロロホルム抽出した後，これをアルカル分解して総サ

リチル酸量を求め，別に未処理で共存する・遊離サリ

チル寸寸を定量し（ASは反応しない），総サリチル

一門から差引いて真のアセチルサリチル酸量を定量す

る方法である・

　従って定量条件をつぎの項目につき．検討した・

　1．アルカリまたフツ化ナトリウムによる分解速度

　0．11＞および1V水酸化ナトリウム液を用い室温で

1～30分間放置し，A法により各時間における吸光度

を測定したところ，ASA11001ngに対し0．1N水酸

化ナトリウム10mJ以下では難溶で，かつ水酸化ア

ルミニウム液の沈でんを生ずるが，エV水酸化ナトリウ

ム液では5mJで直ちに澄明に溶け一定の吸光値を示

した・アルカリ性の場合品品は分解して溶解するので

溶解し終った点を分解の終った点と見なしてよい・

　つぎに0．25％，0．5％，1％フッ化ナトリウム溶液

を分解剤とし1～30分間放置し，B法によりそれぞれ

の吸光度を測定したところ，室温で10～15分で完全

に分解した．フツ化ナトリウム液による分解速度は遅

く充分振とうした後10分以上放置しないと澄明に溶

解しなかった・温時では分解速度が速いが，一たん分

解して生成したASがサリチル酸（SA）にまで分解す

るため，本法の主目的であるASとSAの分離定量

、示不可能となるから，分解は室温で行なうべきであ

る・またフッ化ナトリウム液が高濃度になると定量：値

が低下する・以上の結果，A法では水酸化ナトリウム

液（1→20＞101nZで10分間，　B法では0・5％フツ化

ナトリウム・塩酸溶液40mZで15分問放置と決定し

た．

　2．抽出法および抽出溶媒選択

　A法で他の物質を抽出除去するための至適溶媒およ

びその操作法について検討を行なった・抽出分離には

遠沈法と炉過法とあるが本望は結晶形が微細なため前

者を適用することにした・また遠沈法の場合溶媒とし

てクロロホルムは比重が大であるから不溶物が沈着せ

ず分離不十分があった・エタノールの場合澄明に分離

しない場合が多く，エーテルが最も良好であった・

　3．アセチルサリチル酸の回収率

　B法はASA1を分解後ASとして抽出し定量する

方法であるので，抽出Fスを検討するためASにっ

きB法により定量を行なったところ，その回収率は

98％前後であった・またフッ化ナトリウム液を加えず

クロロルム抽出を行なった結果99％の回収率であっ

た．これはクロロホルム抽出においてフヅ化ナトリウ

ムが若干妨害するためと思われる・

　したがってB法の場合，標準液と試料と同様の抽出

操作をすることにした・

　4・共存物の影響

　ASの場合と同様約40種の薬品についてA法で検

討したところ，エーテール可溶成分のピラゾロソ系，

サリチル町回医薬品は妨害しなかった・しかし，サリ



和田，．柴崎：殺虫剤ジプロムの定量法 47

Table　1．　Results　of　determinatio■of

　　　alumi1亘um　acetylsalicylate　in

　　　the　know入植xtures

Compo皿ds

Aluminium　acetyl　salicylate

Thiaminedisulfide

Ascorbic　acid

Corido茸e

Aminopyrine

Quinine　sulfate

Caffeine

Chlortheophy1Hコe

Diphellylpylaline

　　　　．　hydrochloride

Methylephedrine

　　　　　　hydrochloride
Starch

工actose

．pehydroxyalmini㎜acetate

Method　A κ（％）

Method　B ズ（％）

A

　mg150

　5．7

25

　9

25

98．8

3

98．5

3

B

　mg150

60

45

30

15

2

100

C

　mg150

50

10

50

チル酸系薬品が共存する場合は影響するからB法が適

当である．

　5．モデルサンプルおよび市販製品の定量例

　Table　1，2に示すとおり良好な結果を得た・した

がって総合感冒剤中のASA1の定量法として適当で
ある．

Table　2．　Results　of　determination　of

　　　aluminium　acetylsalicylate　in

　　　the　commercial　preparations

Sample iA
Method　A 多（％）

5

Method　B κ（％〉

98．0

3

97．5

3

1・i・
101．5

　3

98．3

3

104．1

　3

99．7

3

300

25

98．5　99。3

3　　　3

98．7　　97．8

3　　　3’
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殺虫剤ジブロムの定量法の検討

和田悠紀子・柴崎利雄

　ジブロム　〔o，o一ジメチルー1，2一（ジブロムー2，2一ジク

ロルエチル）一ホスフェイト〕の試験規格および試験法

を殺虫剤指針＊に新収載するにあたり，エタノール。

アセトン・アルカリ法1）によるジブロムの定量法を検

討したので報告する。

　試薬　基準液：ジブロム0．2mg／mZまたは0・4mg

／mZエタノール溶液・

　アゼトソ，無水エタノール，かブタノール2試薬特

級．

　ケロシン：市販品3種．

　希水酸化カリウム・エタノール試薬：日本薬局方．

　発色操作　ジブロム約0・29およびジブロム基準品

約0・29を精密に量り，それぞれ無水エタノールを用

いて50mJのかっ色メスフラスコに洗い入れ50　mZ

とする・各10mJずつを正確に量り，100　mZのかっ

色メスフラスコにとり，無水エタノールを加えてそれ

ぞれ100m1とし，試料溶液および基準溶液とする・

ABC　3本の50　m1のかっ色メスフラスコを用い

て，Aには基準溶液5m1，　Bには試料溶液51nJ，　C

には無水エタノール5mZを正確に入れ，各メスフラ

スコに無水エタノール10．Om1を加え，つぎにA，

B，Cにアセトン15・01n’，さらに全フラスコに希水

酸化カリウム・エタノール試薬4．OmZずつを加え，

ふり混ぜたのちせんをして30Q±10の水槽中でときど

きふり混ぜ，正確に2時間放置したのち，流水中で冷

却し，ただちにすうめたエタノール（3→10）を加えて

　Yukiko　WADA　and　Toshio　SmBAzAKI；

＊　厚生省薬務局製薬課編（1965年）

Colorimetric　Detennination　of　Dibrom
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それぞれ501nJとする・晶出につきエタ！一ルを対

照液とし，乱訴10mmで，波長373　mpにおける吸

光度EA，　EB，およびEcを測定し，次式によりジブ

ロムの量を：算出する・

　ジブロム（C4H704Br2CI2P）の量．（％）

　　　一一1≡護・蓑禦綴認・…

　発色条件の検討

　（1）アセトンの添加量

　基準液（0．2mg／mZ）10・Om’，希水酸化カリウム・

エタノール試液2・OmJとし，そのほかは発色操作中

のEAおよびEcの測定を行なって，アセトンの添加

：量と吸光度との関係について検討した・
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Fig．2．　Effect　Qf　conce五tratio箆of　KOH

　　　　　　　　　　　　（35mg／n》EfOH）

　　〔1）：Dibrom　2　mg－curve（2）

　　（2）＝Reagent　blank

　　　　681012141618
　　　　　　　　　　　（C月3）2CO　加ノ

　Fig．1。　Effect　of　acetone　concentration

（1）：Dibrom　2　mg（Referepce：Reagent　blank）

（2）：Reagent　blallk

　Fig．1から無水エタノールの量に対してアセトン

の量が大であるとき，吸光度は増加するが室試験液の

吸光度も増加した・したがって無：水エタノールとアセ

トンめ比は等量が適当と思われた・

　（2）希水酸化カリウム・エタノール試液の添加：量

　基準液（0．2mg／mJ）10．　O　mJにつき，発色操作中の

EAおよびEc．の測定操作を行ない，希水酸化カリウ

ム・エタノール試写1．0～5．Om∫に無水エタノール

を加えて，おのおのの全量を5．OmJとした液5，0mτ

を加えて，希水酸化カリウム・エタノール質的の添加

量を検討したところFig・2に示すように希水酸化カ

リウム・エタノール三三3mZ（水酸化カリウム約100

mg＞からほぼ一定の値を示した・これらから無水エ

タノール5血」，またはアセトン．5mJにつき，希水酸

化カリウム・エタノールの：量は1．0～1．2mJ（水酸化

カリウム35～42mg）が適当と思われる・

　（3）希釈溶媒

　反応終了後，液が白濁し吸光度の測定を妨害したの

でこれを澄明にするため，希釈溶媒について検討し

た・95，90，70，50，30％エタノールおよび水を用い

て50mJとし吸光度を測定したところ50％以下のエ

タノールの添加は白濁を認めなかった・白濁したもの

はろ過直後すみやかに吸光度を測定するときいずれも

一様の値を示した．以上より希釈溶媒は30％エタノ

ールが適当と思われた・

　（4）反応温度

　基準液（0．2mg／m1）10．　O　mJ，をとり，無水エタノ

ール5．OmJを加え，以下発色操作中のEAおよびEc

の測定操作を行ない，10～500における反応温度の変

化による吸光値はFig．3に示すように30～350が適

当であった・
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Fig．3．　Effect　of　temperature　on　the

　　　　developme且t　of　color

（1）：Dibrom　2　mg－curve（3）

（2）：Dibrom　l　mg－curve（3）

⑧3Reagent　blank

．（5＞反応時間

基準液（0．2mg／mZ＞10．0．・nZに無水手．タ、ノー，ル臥0
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血」’�ﾁえ1以下発色操作中EAおまびEc幽の測定操

作を行ない｝反応温度35bにおける反応時間の変化に

よる吸光度はFig．4に示すよづに約80分働dまぼ

一定の値を示した．　　　　　　　　　　”い“
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準液を同時に操作するのが望ましい．

　呈色液の近紫外吸収スペクトルほFig・6に示すよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘うに，そのλ㎜は373fn晒にあった．
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．Fig．6．　Absorptioll　spectrum　of　the　color

　curve〔1）；Dibrom　about　2加g／50　mJ

　　　　　　（Reference＝Reagent　blankプ

　℃urve（2）：Reagent　blank

　　　　20　　　　　　　　60　　　　　　　・｝00　　一　　　・140

　　　　　　　　　　　717ηθ6η1η）

Fig．4．　Effect　of　time　on　the　development

　　　　of　color

　〔1）：Dibrom　2　mg－curve（2）
　（2）：Reagent　blank』’二

　（6）検量線および近紫外吸収スペクトル

　以上の結果から，さきにのべた発色操作は満足なも

のと思われたので，発色操作中のEAおよびEcの測

定操作法により，「ジブロム1～3mg／5　mZエタノー

ルの液」5・OmZにつき検量線を作ったところ，　Fig・5

に示すような検量線が得られた．
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Fig．5．　Calibration　curve

3　6卿z師2

　なおこの呈色反応は，わずかの条件の変化により吸

光値を異にすることがあるので，その都度試料液と基

製剤②定量

　（1）油．剤

　原薬で定めた発色操作を準用したところ，30％エ

タノール添加により，油のために濁って吸光度の測定

ができなかった・そこで濁りを防止するために，反応

液の量を減じ，さらに油分を除去する操作を行なった

が油の種類および香料な撫よる影響を認めたので・

つぎのように定めたところ，添加ジブロム量に対する

相対平均残差は0・8％であった・

　油剤のジプロム（C4H704Br2C12P）約0。159に対応

する量およびジブロム基準品約0・159を精密に量り，

それぞれ無水エタノールを用いて50即1のかっ色の

メスラフスコに洗い入れ，50m1とする・、．ζの液10

劔ずつを正確に：量り，それぞれ10α回のかっ色の

メスフラスコにとり，無水午タノrルを加えて100

劔とし試料液および基準渡とする．

　A，B，　C三本のネスラー管に，　Aンこは試料液5mJ

および基準液5mZ，　Bには試料液5n1乙および無水エ

タノール5mJ，　Cには無水エタノール10　mZをそれ

ぞれ正確に量り，つぎにA，B，　Cにアセトン10．　O

mZおよび希水酸化カリウム・エタノール三三2・Om～

を加えてふり混ぜ，ゆるやかにせんをして，30±1。の

水槽に入れ，ときどきふり混ぜながら放置後，ただち

に水10．OmZを加えふり混ぜ，放置し逝i離した油分

を除き，乾燥ろ紙を用いてろ過し，はじめのろ液5mZ

を除き，つぎのろ液20mJを正確に量り，これらに

〃一ブタノールおよびエタノールの等量混液10．01nJ

を加えてふり混ぜたのち，Cを対照液とし，373mp

における吸光度EA，　EBを測定し，次式により，ジブ

ロムの量を算出する・．
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　ジブロム（C4H704Br2C12P）の量（％）

　　　　　　　EB－0．023
　　　一　（EA－0。023）一（EB－0．023）

　　　・叢齢芳1親。・…

　（2）乳剤

　香料のはいってない乳剤は原薬と同様な方法で操作

し，基準液と比較するときほとんど同様な結果を得た

が，香料のはいったものは数パーセントのプラスの結

果を得た．油剤の方法を準用したところ好結果を得た

ので，つぎのように定量操作を定めた・

　油剤の方法と同様にして試料液および基準液を調製

する．

　A，B，　C三本の50　mJかっ色メスフラスコを整え

Aには試料液5mZおよび基準液5mJ・Bには試料

液5mZおよび無水エタノール5皿」，　Cには無水エタ

ノ＿ル101nZをそれぞれ正確に量りとり，つぎにA，

B，Cにアセトン10．OmZおよび希水酸化カリウム・

エタノール試液2．OmZを加えてふり混ぜ，ゆるやか

にせんをし，30土1。の水槽に入れときどきふり混ぜ

ながら放置後，ただちに水10・OmJ・％一ブタノール

10．OmJおよび無水小鮮ノ喉ルを加えて50m∫とし

ふり混ぜたのち，Cを対照液とし，373m晒における

吸光度EA，　EBを測定し，次式によりジブロムの量を

算出する・

　ジブロム（C4H704Br2C12P）の量（％）

　　　　　　　EB－0．025
　　　　（EA－0．025）一（EB－0．025）

　　　・妻籍戦船・…

（0．023および0．025は検量線が原点を通らないので

その補正のための値である）・

　結　び

　呈色液は比較的安定であった・従来の油剤，香料な

どによる定量阻害を除去した．

　原案の作成に御協力いただいた防疫殺虫剤協会，三

指導いただいた医薬品部山本展由博士に感謝致しま

す．

　　文　　献

1）満井喬，尾崎博ら；C加肱P肋7解・βππ・・

　　11，　619（1963）

　　　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日）

殺虫剤バイテックスの定量法の検討

鯉淵昌信・柴崎利雄

　o，o一ジメチルー。一（4一メチルメルカプトー3一メチルブ

ェニル）一チオノホスフェイト（ノミイテックス〉の試験

規格および試験法を殺虫剤指針＊に新収載するにあた

り，バイテックスを加水分解して生ずる4一メチルメ

ルカプトー3一メチルフェノールと3一ニトロアニリソー4

一スルポソ酸のジアゾ溶液とから生ずる色を比色する

定量法1）を検討したので，報告する・

　試　　薬

　基準液；4一メチルメルカプトー3一メチルフェノール

5．5mgを精密に量り，エチルセロソルブ10・01nZ・

水酸化カリウム1・09および水を加えて正確に100

mZとし，氷室中に貯える．

　エチルセロソルブ：市販品を精留して沸点135～

137。のものを使用・

　3一ニトロアニリンー4一スルホン酸のジアゾ溶液33一

ニトロアニリンー4一スルホン酸（市販品）0．359を1N

水酸化カリウム液5mZに溶かし，水約350　mZを加

え，氷水中で冷却したのち，塩酸5回目を加え，0～3。

に保ち，ふり混ぜっっ，0．1ルf亜硝酸ナトリウム液を

徐々に霊牌してジアゾ化する・滴定の終点は0・11匠

亜硝酸ナトリウム液を滴加してから約3分後にヨウ化

カリウムデソプン紙を用いて判定する・ジアゾ化後．

同様に冷却した水を加えて500mJとし，0～5。に保

ち10～20分間後使用する（0・1114亜硝酸ナトリウム

液約16．5m∫を消費する〉・

　緩脛液＝無水炭酸ナトリウム溶液（10．6→100），お

よび炭酸水素ナトリウム溶液（5→100）を適当に混合

して所定のpHとする・

　定量操作

　パイジッド約100mg．を精密に量り，エチルセロソ

ルブを加えて正確に100mJとする・この液25　m1を

正確に量り，50m’の分解フラスコに入れ水酸化力

　M臼sa血obu　KoIBucHI　and　Toshio　SHIBAzAK1：

＊　厚生省薬務局製薬課編（1965）

golorimetric　Detemlination　of　Baytex
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リウム2・5gを加えて，．約80　cmの室気冷却器を付

け，．8時間加熱分解する．分解後250mJのメスフラ

スコに水を用いて洗い移し，250mZとしたのち，乾

燥ろ紙でろ過し，はじめのろ液20mJを除き，あと

のろ液5mJを正確に量り，50　m『のメスフラスコに

入れ，イソプロパノール3．Om’，　pH　10．4の緩衝液

30m’を加え，0～3。に冷却し，つぎに0～㌍に冷却

した．3一ニトロアニリソー4一スルホン酸のジアゾ溶液

8・OmJをこの順序に加え，さらに緩衝液を加えて50

mJとし，20。で2時間放置後，層長10　mmのセルに

ふたをし，波長530mpにおける吸光度E1を測定す

る・別に同様の方法で空試験を行ない得た液を対照液

とする・

　基準液5mJを正確に量り，5b　mZのメスフフラス

コに入れ，以下試料溶液と同様に操作して，吸光度

E2を測定する．

　バイテックスの：量（％）

　　　　Eユ　　基準品の：量（mg）×1．805
　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100　　　＝一可×試料の量（mg＞

　発色条件の検討

　（1）ジアゾ溶液の量：

　基準液5．OmJ，イソバプロパノール3・Om1，緩衝

液（pH　10．4）30．　O　mJおよびジアゾ溶液2～10　mJ

を0～30で順次混合したのち，約20。で2時間放置後

吸光度を測定したところ，Fig・1に示すように，ジア

ゾ溶液7～8mJが適当と思われた．
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Fig．2．　Effect　of　pH

！0．5 pH

3。で」乙次混合したのち，緩衝液で50．OmJとし，約

20。で2時間放置後吸光度を測定したところ，Fig・3

に示すように3m互以上が適当であった．イソプロパ

ノールの添加は，呈色液の安定性を増し吸光度を高め

るばかりでなく，油剤および乳剤について定量すると

きその比色液の濁りを澄明にする効果をもたらした・
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Fig．1．　Effect　of　the　amount　of　diazosolution

　（2）pH

　基準液5．OmJ，イソプロパノール3。OmZ，緩衝液

（pH　9．5～10．9＞30．　O　mZおよ．びジアゾ溶液8・OmJ

を0～3。で順次混合したのち，緩衝液で50mZとし，

約200で2時間：放置後吸光度を測定したところ，Fig・

2に示すように，PH　10・3～10．5が適当であった．

　（3）イソプ戸パノールの量

　基準液5．Om’，イソプロパノール0～5mJ，緩衝液

（pH　10．4）30。　O　mJ，およびジアゾ溶液8・OmZを0～

　　　　】　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5
　　　　　　　　εSOprOPαη0ど　　万，2

Fig．3．　Effect　of　isopropanol　conce黛甘atio且

　（4）呈色の安定性

　基準液5．Om1，イソプロパノール3．OmJ，緩衝液

（pH　10．4）30．　O　mZおよびジアゾ溶液8．0ユnJを，0～

30で順次混合したのち，緩冷で50．Om1にし，約20。

で放置したところ，約1時間後に一定の値を示し，そ

の後は安定であった．

　（5）検量線および可視部吸収スペクトル

　基準液の調製法に準じて，その5・OmJ中に4一メチ

ルメルカプトー3一メチルフェノール110F9，220P9，

275Fg，330　Pg，440　Pgを含む液を調製し，各液の

5．OmJにイソプロパノール3．　O　mJ，緩衝液（pH　10．

4）30．01n1，ジアゾ溶液8・OmZ．を0～3。で順次混合

し，200で2時間放置後，吸光度を測定したところ，一

Fig・4に示すような検量線が得られた．なお吸光度

は実験の度にやや異なることがあるので，定量に当っ

ては基準液と同時に操作する方がよい．

　その可視部吸収スペクトルは，Fig・5に示すよう

に，約530m晒に吸収極大を有していた・
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1躍を’とり，以下前述の定量操作を準用してパイジシ

ドの含量を求めたところ，Fig．6に示すように水酸化

カリウ．ムの量は2・59以上が適当であった・
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（2）加水分解時間

　水酸化カリウムを2．59とし，定量操作たしたがい

分解時間と回収率との関係を検討したところ，Fig・

7に示すよ5に7時間以上が適当であっだ

　　400　　　　　　　　　　　500　　　　　　　　　　600　　　　　　　　　　700　矧乙

Eig．5．　AbsorptiQn　spectrum　of　the　color

curve〔1）：4－methylmercapto－3－methyl

　　　　　　phenol　O．28　mg／50　mJ

　〃　　（2）＝’Reage且t　blank

　バイテックスの加水分解

層バイテックスはこれと類似榊造を有する他の有機リ

ン剤より水酸化アルカリに対して安定であるため，特

に高沸点の溶媒と多量の水酸化カリウムを要した．

　（1）水酸化カリウムの量

　バイテックスのエチルセロソルブ溶液（1mg／m’＞

25・OmJをとり，水酸化カリウムをそれぞれ19，29，

2．5g，3g，3．5g加え，約80　cmの室気冷却器をつ

け，10時間直火で加熱したのち，各液に希水酸化カリ

ウム試液または希塩酸を加えて，水酸化カリウム2．5

9・を加えたものと同一条件としたのち，水で正確に

250認にうすめ，各液は沈澱が生じたら乾燥ろ紙で

ろ過し，初めの10mJを除き，あとのろ液より，5．0

％

100

ミ

書
90．

o

●

　　　24681012　　　　　　　　　で’」ηθぐみr）

Fig．7．　Eeffect　of　heatillg　time　for

　　　　hydrolysis

　おわりに原案の作成に御協力いただいた，防疫殺虫

剤協会ならびに日本特殊農薬製造株式会社高瀬巌氏，

三指単いただいた医薬品部長山本展由博士に感謝し

ます．

文　　献

1）斎藤純一，松島 清：農薬生産技術，6，45（1962＞

（昭和40年5月31日受付）
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　最近綜合感冒剤には多くの成分を混合したものが多

いので，各成分を適確に分析することがむつかしく，

従来の化学的方法では定：一転可能な場合が多い・近年

赤外吸収スペクトル（IR）の特性を利用して，混合製

剤の定量が行なわれるようになり，綜合感冒剤につい

ての報告も数多くある1酎5）・最近機器の発達により，

従来のNaC1領域（4000～650　cm－1＞．からK：Br．領域

（650～400cln一工）まで利用されるようになりその報告

もレばしば見られる6卍8＞・・また複雑な処方については

占卜理として専らクロマトグラフ法が併用され，大井

ら9）は薄層グロマト法を併用．し，総合感冒剤の定量を

行なっている；1Rは特性吸収帯の数が多く混合物の

分析にはおのおのの物質の特性吸収帯をキイバγドと

してその岐収強度により定量ずるもめであり，通常チ「

ヤrトを比較してキイバンドを選択するが，複雑な処

方では各成分の吸収帯を比較するのははん雑な場合が

多い．

　筆者はこのはん雑さをさけるため吸収帯の一覧表を

作熟することを試み，現在市販されている綜合感冒剤

中ほん用されている医薬品につきIR（4000～400c坦一1）

を測定し，分子構造別に分類し通常定量に用いられる

1800ん400cm－1の領域につき実線で吸収の位置を明

示した．

　通常定量の際，溶液法としては二硫化炭素（CS2），

四塩化炭素（CC14），クロロホルム（CHC13）が用いられ

るが，CS2，　CC14等はNaCl領域における吸収が少

なく，適当な溶媒であるけれども溶解度の点から利用

できない場合が多い・KBr領域においては比較的溶

解度の良いジオキサン，アセトン，ニトロメタン，ジ

メチルホルムアミド，エ「テル等は吸収が少なく適当

な溶媒である．今後定量に利用する場合，溶媒に対す

る溶解度の差により分別定量を行ない，またK：Br領

域における吸収帯を利用して溶媒の適用範囲を広げる

ことを目的として各溶媒に対する溶解度を測定した・

　さらにこれら溶媒の0．1m孤セルを用いた場合の
　　　　　　　　　　　　　　
IRを測定し使用可能範，囲、娠の末尾に記した・・

　従って定量の際は本表中の目的成分の吸収帯よりキ

イバンドを選択し，さらにチヤールトにより吸収帯の

位置，強度を測定し，その領域における適当な溶媒を

末表により選択する．複雑な処方では溶解度法，クロ

マト法でなるべく少数の成分に分離して定量を行な
う．

　実験の部

　1・赤外線分光器

　　日立EPIS2型

　2。試料および測定法

　　試料は市販のピラゾロン系，アニリン系，サ．リチ

　ル前途，尿素系，バルビッール酸系，プリン系医薬

　品，アルカロイド，抗ヒスタミン剤，ビタミン剤，

　アミノ酸類，合成甘味料，糖類等約80種につき

　KBr錠剤法で測定した・

文 献

1）大場：衛生二二，74，25（1956）

2）大場，小川，佐子必砿，77，67（1959）

3）大井，蔭山：薬誌，77，439（1957）

．4）A．L　Hayden，0．　R．　Sammu1：匹A彿．　P肱7解．

　ノ13∫oo．，　Sc6．θ4。，　49，489（1960）　．

5）大井：第18回日本薬学大会講演（1963）

6）大井：分析化学会討論会講演（1961）

7）大井：第19回日本薬学大会シンポジウム講演（19

　　64）

8）大井巨醒4・

9）大井：勿鼠

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

Masayoshi　TATsuzAwA：Infrared　Absorption　Spectroscopy　of　Anti－cold　Pharmaceutical　Preparations
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国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）ジゴキシン

標準品およびジギトキシン標準品について

長澤佳熊・川村次良・升田貞
　　木島敬二・玉野美矢子

　日本薬局方ジゴシン，同散，同注射液の確認試験な

らびに定量法および略本薬局方ジギトキシン，血脈，

同注射液の定量法，同寸の純度試験に用いられる標準

品として，国立衛生試験所標準品ジゴキシン標準品お

よびジギトキシン標準品を製造したので，それらの試

験成績を報告する・

　実験装置

　日局W融点測定装置，Rudoiph分光旋光計200S－

80型，日立分光光度計EPU－2A型，日立自記分光光

度計ESP－2型，日本分光赤外分光器DS　301型

　ジゴキシン標準品

　この標準品は，原料の融点が文献値1）（約265。）より

低い値（約2300）を示したので，85％エタノールから

再結晶したものである．なお，U．S．　P・標準品の測定

値は約254。（分解）であった・

　外観　白色結晶性の粉末

　融点　約26（P（分解）

旋光度　　〔α瑠侃：＋13．50（減圧，1050，1時間乾

　　面出，0．59，ピリジン，5m’，100　mm＞

吸光度　　109ε（2191np）：4．18（乾燥後，5mg，

　　エタノール，250mJ，10　mm）なお，　U．　S．　P．

　　標準品の測定値は4．19であった．

’薄層クロマトグラフ

　吸着剤：K：ieselgel　Gを厚さ250　Pにひき，1100

　で3時間乾燥したのち使用した・

　展開操作：エタノールに溶解した試料約2F9を

　スポットし，展開溶媒〔メチレンクロライド＝メ

　タノール：ホルムアミド（80＝19：1）〕を用いて

　25。で約1時間展開した・

　検出法：検出試薬〔トリク戸ル酢酸3クロラミン

　T（15：1）〕を噴霧し，110。で10分間加熱した

　のち，紫外線（3650A）を照射するとき，　U．S．P．

　標準品を同様に操作して得た主スポットと同じ位

　置（Rf：0．68）に，紫青色のけい光を発する主ス

　ポットを認めた・なお，U・S・P・標準品と同じ位

　Kakulna　NAGAsAwA，　Jir6　K：AwAMuRA，　Sada　MAsuDA，　Keiji　KulMA　a且d　Miyako　TAMANo：Japanese　Ph－

armacopoeia　Standard‘‘Digoユdll　Sta血dard”and‘‘Digitoxin　Standard”
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　置（Rf：0．70）に，不純物と考られる極めて微

　量のけい光を発するスポットを認めた．

強熱残分　　0．06％

赤外吸収スペクトル　　Fig・1・（KBr法）

旋光度　　〔α〕llg：＋17．5。（減圧，100。，2時間乾燥

　　後，0・259，クロロホルム，50m1，100m］m）

吸光度　　109ε（217mp）：4．19（乾燥後，5mg，

　　エタノール，250m1，10皿m）なお，　U．　S．　P．

　　　　　　標準品の測定値は4・19であった・

v

4000　　　　　　　30GO　　　　　　22GO　　　　　　　r700　　　　　　　1300　　　　　　　1σ50　　　　　　　850

　　　　　　　　Fig．1．　J．　P．　Digoxin　Standard

　　　　薄層クロマトグラフ

　　　　　ジゴキシン標準品の薄層クロマトグラフ

　　　　　ィーと同様に操作するとぎ，US・P・標

　　　　　準品の主スポットと同じ位置（Rf：0．75）

　　　　　に，紫青色のけい光を発するスポットを

　　　　　認めた．

65σcが　強熱半分　　0・02％

　　　　赤外吸収スペクトル　　Fig．2・（KBr法）

　ジギトシン標準品

　この標準品は，原料の融点が交献値2）

（約236。）よりやや低い値（約233。）を示し

たので，ジゴキシン標準品と同様に，85％

エタノールから再結晶したが，その値は変

わらなかったので，原料を標準品として採

用した．なお，U・S・P・．標準品の測定値は

約250。であった．

　外観　自色結晶性の粉末

　融　点　　約233。（分解）
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避妊薬中の酢酸フェニール水銀の

　　　ポーラログラフ定量法

佐　藤 寿・島　峯　望　彦

　酢酸フェニール水銀（P・M．A．〉は殺精子剤として避

妊に，また殺菌剤として種子消毒に，いずれもその殺

菌力のすぐれている点が認められ，現在相当広く用い

られている．

　酢酸フェニール水銀についてのポーラログラフ的基

礎研究はPage，1）Beコesch，2）Vojir，3）梶村・山本4），

佐藤5）らによりそれぞれ報告されているが，避妊薬中

の酢酸フェニール水銀のポーラログラフ定量について

は見当らない・避妊薬の現行基準では，酢酸フェニー

ル水銀を含む製剤を硫酸。発煙硝酸により分解した水

銀塩を最終的に硫シアン化アンモニウム液で滴定して

定量している・この化学的定量法は正確であるが，有害

　Hisashi　SATo　aロd　Mochihiko　SHIMAMI餌E：Polarographic　Detem虹nation　of　Phenylmercuric　Acetate　in

Contraceptives
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ガスリ発生と処理に長時間を要し，迅速な定量：は困難

である・したがってもっと速かな定量法が必要となり

著者らはポーラ戸グラフ法によって避妊薬中の酢酸フ

ニニール水銀を直接定量できるか否か試みたところ，

一応の成果をえたので，以下それらの概要をのべる．

　実験方法

　1、装　　置

　Yanagimoto　penイecording　AC－DC　Polarograph

Type　PA－101，水銀滴下電極は，　h＝70　cm，　open

cせcuitにて，　m2／3t1！6＝1．658，電極間距離1cm，電解

液の内部抵抗は500Ω以下・

　2・材　　料

　酢酸フェニール水銀（mp．149。〉

　避妊薬：錠剤（A，D＞，親水性坐剤（B），ゼリー剤

（C，E），泡沫剤（エアゾル）（F）．

　3・操　　作

　1m1匠酢酸フェニール：水銀エタノール液5mJ引水

5mZ十1M塩化リチウム液51nJ→エタノールで全量

を50mJ（酢酸フェニール水銀濃度0。1m．M，酢酸フ

ェ4一ル水銀含量：1．68mg）として酢酸フェニール水

銀標準液とする・

　各製剤については，用時の分量を50mJのメスフ

ラス自中に秤りとる．例えば錠剤（A，D），親水性坐

剤（B）は1錠あるいは1球，ゼリー剤（C，E）は1チ

ューブあるいは器具による1回分の使用量，泡沫剤

（F）も同じく注入器による1回分の使用量：・

　つぎに錠剤（A，D），・ゼリー剤（C，　E）は最：初に水

5mJを加え，発泡溶解させたのち1ルf塩化リチウム

液5mJを入れ全量をエタノールで501nJとし試料

液とする．

　親：水性坐剤（B），丁抹剤（F）についてはエタノール

約10m1加えて溶解する．ただし，（B）は外部より

熱湯で加温して溶解したのち放冷する・つぎに水5mZ

と1114塩化リチウム液51n∫を加え全量をエタノー

ルで50mJとし試料液とする．

　標準液および試料液各5mJに対して1％ゼラチン

液1滴を加え，25土0・5。のサーモモジュール式恒温

水槽中で窒素を15分以上通じたのちポーラグラフィ

ーを行なった．

　結果および考察

　酢酸フェニール：水銀標準液および各製剤（A～F）

のポーラログラムをFig．1にしめす．

　各製剤はいずれもP．M．A・特有の明瞭な2段波を

示すが，第2段波の半波電位（一E狛）は各製剤中に

存在する波形妨害物質に影響されて苦干変動している

ことが認められた（Fig・1・，　Table　1・参照）．

　定量に当っては，第1段波の残余電流は不明瞭で，

蒸
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　　　　　　　　　　Vo乙亡α2e

　　Fig．1．　Polarograms　of　phenyllnercuric

　　　　acetate　in　contraceptives

S：0．1mM　P．　M．　A．　Standard（1．68　mg／50π1Z），

A，D＝Tablets，　　B　3　Jelly，　cone，

C，E＝Jellies，　　F：Aerosol　foam。

　　　　Sens．0．01　pA／mm，100　pF．

波高を求めるための作図がやや困難であるから，著者

らは作図の容易な第2段波の波高を測定してRM・A・

の定量を行なった．なお現行の化学的定量法“避妊薬

検定基準”による各製剤中のRM・A・の含有量をも

併せ記した・

　Table　1．において，ポーラログラフ法と化学法か

らえられたP．M．　A，の定量値を比較すると，両方法

はA，B，　C，　Eの各製剤については，ほぼ一致して

いるが，D，　Fの両製剤についてはかなり異なった結

果がえられた・これは両製剤の半波電位だけは，S

（P．M。A．の標準液）にくらべてとくに離れている・．

すなわち両製剤中には波形を変動させる妨害物質がか

なり多：量に含有されているためであると推定された．

これらの対策につていはさらに研究を進めている・
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　Table　1．　Pola鞘ographic　and　chemical

determ量nations　of　P．　M．　A．　in　contraceptives

Sample

S

A
B
C

D
E
F

Polarographic　Method

一E施＊Wave　Height＊＊

　　V　　　　mm　　　　mg

In　O．1ルf　LiC1，　Q．01％Gelatin

　－80％Ethano1．

1．10

1。05

1．09

1．05

1．23

1．04

1．28

69．0

62．3

44．7

107．7

34．2

52．0

108．9

1．68

1．53

1．10

2．65

0．84

1．28

2．68

Chemica1

Method＊＊＊

mg

1．68

1．57

1．07

2．78

1．14

1．30

2．30

S：0．1mルf　P．　M．　A．　Standard（1．68　mg／50　mの，

A，D＝Tablets，　　B：Jelly　cone，

C，E：Jellies，　　F：Aerosol　foam．

＊　Half－wave　potential　of　the　2且d．　step．

＊＊Sens．0．004　pA／mm，100　pF．

＊＊＊0伍cial　method．

　総　　括

　酢酸フエニール水銀（P．M．A・）のポーラログラフ

定量法に関しては既報告1解5）があるが，避妊薬中の

P．M．　A．の定量についてはポーラログラフ法を用いた

報告がない．著者らはこれらについて種種検討した処

つぎの結果がえられた・

　各製剤はいずれもP．M．A・の明瞭な2段波を示し

たが，それらの第2段波の半波電位は標準のP．M・A・

にくらべてやや変動していることが認められた・とく

に変動値の大きいD，F両製剤のポーラログラフ定量

値と，それらの“避妊薬検定基準”による化学的定量

値の間では値が相当異なることが判った・この原因は

両製剤中にとくに多量存在するポーラログラフ波妨害

物質の影響と考えられ，目下防止対策法を研究中であ

る．

　以上，D，　F両製剤を除く他のA，　B，　C，　E各製剤

のポーラログラフ定：量値は，現行基準による定量値と

ほぼ一致していることが認められた・

　本研究に際して，種種御高配いただいた療品部長

藤井正道博士，医薬品部長山本展由博士，同部室長1

柴崎利雄技官の各氏に深謝致します・
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ガスクロマトグラフによるディルドリン

　　　　およびエンドリソの分析

佐　藤 寿・島　峯　望　彦

　前報1）に各種有機化合物に対しガスクロマトグラフ

ィーを用い高温，高流速による迅速分析を試みたが，

ここに著者らはディルドリンおよびエンドリソに対し

内部標準物質としてジイソブチルフタレートを用い実

験を行なったところ・若干の知見を得たのでここに…報

告する・なお殺虫剤指針2）においてはディルドリンの

定量は化学的方法によっている・

　実験材料

　ディルドリン（シェル石油KK）

　　　　〃　　　（三明化成KK）

　エンドリソ（シェル石油KK＞

　ディルドリン，エンドリンはともにメタノールより

二回再結晶を行なった・融点はそれぞれ173。，245。で

あった．

　実験方法および結果

　ディルドリン（エンドリン）500～1，500mgの範囲

を数点とり，約10m1ガラス共心フラスコに正確に

秤取し，キシレン2mJで溶解し，更にジイソブチル

フタレート溶液（キシレン1mZ中にジイソブチルフ

タレート約100mgを正確に含むもの）2mJを加え，

Hisashi　SATo　and　Mochihiko　SHエMAMINE　l　Gaschromatographic　Determination　of　Dieldrin　and　Endrin
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よく混合し，重量比〔ディルドリン（エンドリン〉／ジ

イソブチルフタレート〕2．5～7．5にわたる数種の混合

物を製する．その20μをマイクロシリソジでとり，

下記の条件によりクロマトグラムを得る．その各種条

件および結果はつぎのとおりである．なおクロマトグ

ラムの一部をFig・1・，　Fig．2・に示した．またディル

ドリンについて行なった検量線作成図はFig・3・に示

した．

　Instrument：Yanagimoto　Type　GCG－2

　Stationary　phase：High　vacuum　Silicone　grease

　　　　　　（DC）20％／Celite　545（32～48）mesh，

　　　　　　stainless　pipe　5　mmφx21n

　Column　temp．＝235。

　Caτrier　gas：He　　Flow　rate：200　m1／min

　Recorder　sens，：2mV

　Bridge　curr．＝70　mA

　Chart　speed：10　mm／mi血
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Fig．1．　Gaschromatogram　of　Dieldrin

　　　a．　Diisobutylphthalate

　　　b．　Dieldrin

Table　1． Retention　time　of　Dieldrin

and　Endri亘

Compounds

Diisobutylphthalate

Dieldrin

Endrin

鋤1・…1・・（㎜n）

Xylene

「　〃

　〃

　3．0

　8．2
10．6，　14．8

　総　　括

　ディルドリンについてはFig．11，．Fig．3．からも容

易に察せられると思うが良好な結果が得られ，定量法

として用いることが可能である．一方エンドリソにつ

いて’はまだ波形がシャープでなくもっと良い条件を見

いだす必要を感じている．今後各種製剤についてなる

べく前処理を行なわないで，直接ガスクロマトグラフ

ィーを行なうよう検討中である・

　終わりに本実験を行なうにあたり，種々御高配をい

ただいた療品部長藤井正道博士に深謝いたします・ま

た試料を提供して下さった三明化成株式会社杉井守・

鈴木昭一両氏に深謝い牝します・
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塩化ビニル樹脂製血液バック用フィルムの研究

藤井正道・佐藤　寿・島峯望彦

　塩化ビニル樹脂製血液バッグについて　物理的，化

学的試験は前号において報告1）したが，今回塩化ビニ

ル樹脂製フィルムを4種入手できたので，それらにつ

いて前回同様の試験および新たに電導度測定，抗張力

試験器による物理的試験を試みた・それを以下報告す

る．なお塩化ビニル樹脂製血液バッグおよびフィルム

の例を図1に示す・

表1・塩化ビニル樹脂製血液バック用

　　　フィルムの試験結果

繍轡

蝿鎌鑛鑑欝灘一
図1．塩化ビニル樹脂製血液バッグおよびフィルム

　試験方法および結果

　（1＞前報に記した部分の試験方法は省略するが，

鉛試験をポーラロ法2）でも行なった・その概略はフィ

ルムを加熱灰化後，硝酸にとかし，蒸発乾固し，1N

塩酸5mZにとかし試料溶液とする・別に鉛標準液を

含む1N塩酸溶液を製し，両液のポーラログラムをと

り，波高を比較して標準液を含む溶液以下でなければ

ならないとする・また溶出物試験の項目中にも重金属

の試験を行なった・それは浸出液10mZをとり，日局

一般試験法の重金属試験を行ない，重金属の検出の有

無を調べる．以上の試験結果を表1に示した・

　（2＞　電導度測定

　東亜電波工業株式会社製数字式電導度計（CM－1DB

型）により，注射用蒸溜水による溶出物試験の項で得

られた浸出液について測定した．その結果は表2に示

す．なお同時に行なった蒸溜水および塩化ナトリウム

溶液についてのデータも表示した．

　（3）　抗張力試験器による物理的試験

　抗張力試験器により，塩化ビニル樹脂製フィルムの

タテ，ヨコ別に最大荷重（標点距離20mm），引張り

強さ，伸び，伸度を測定した・その結果を表3に示

試　　験　　項　　目

厚　　　　　さ

強　熱　残　二

重　　金　　属

　　ジチゾン法鉛｛

　　ポーラロ法

溶　　出　　物

　a）外　　　観

　　　加熱変化

　b）外　　　観

　　　加熱変化

　　　pH

　　　アンモニウム

　　　塩　化物

　　　硫　酸塩
　　　重　金　属

過マンガン酸カリウム

　　還元性物質

蒸発残渣

試 料

A　　B　　C　　D

＼　＼　＼　＼

＼　＼　＼　＼

＼　＼　＼　＼

＼　＼　＼　＼

＼　＼　＼　＼

／　／　／　／

／　＼　／　／

／　／　／　＼

＼　＼　＼　＼

＼　＼　＼　＼

／　／　ノ　／

＼　＼　＼　＼

＼：限度以内　　　／：限度以上

一：異常を認めない，着色しない

表2．フイルム浸出液の電導度

試 料 電導度四／cm

　　　A

　　　B
　　　C
　　　D
　蒸　溜　水

　25ppm　NaC1

250ppm　NaC1

2，500ppm　NaC1

0．825　×　102

1．365　×　10

0．660　×　102

1．375　×　　10

1．400　×　1

5．555　×　10

5．180　×　102

4．610　×　103

す．

　総　　括

　今回はフィルムについて行ったが，ほとんど保存液

入り　塩化ビニル樹脂製血液バッグについて行った結

Masamichi　FulII，　Hisashi　SATo　and　Mochihiko　SHIMAMINE：Studies　on　PVC　Film　for　Blood　Bag
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表．3　フィルムの抗張力試験器による物理的試験結果

試　料

A

B

C

D

タテ，ヨコ

の区別

｛ζζ

｛至ζ

ばζ
｛ζζ

巾

mm

10．1

10．1

10．0

10．1

厚さ

rnm

0．38

0．39

0．34

0．38

　最大荷重kg

（標点距離20mm）

7．0

5．9

8．3

8．1

5．2

5．3

7．4

6．2

引張り強さ

kg／cm2

179．4

153．9

209．1

214．5

152．5

156．3

192．8

162．0

伸び
mrn

89．0

103．3

92．1

99．6

98．6

87．3

92．2

94．8

伸　度

345

417

361

398

393

336

361

374

果と同じであった・また新らたに試みた電導度試験に

ついては，カッター・ラボラトリース・パシフィック

KK3）では浸出液の条件は異なるが製品管理上の重要

項目にあげているので，行なってみたが，かなり相違

を生じた・この点もっと検討を加える必要を感じた．

抗張力試験器による物理的試験の結果は各製品とも大

差ないようである．

　最後に本試験を行なうにあたって，・試料を提供して

下さった住友化学工業KK，日本ブラツドバンクKK

（現KKミドリ十字），カッター・ラボラトリース・

パシフィックKKの各社に深謝する．またいろいろと

御助力いただいた療細部堀部隆，篠崎正両技官ならび

に厚生省中務挿薬事課竹内勝，三浦重博両技官の各氏

に深謝いたします・

文　　献

1）藤i井正道，佐藤　寿ら：衛生試報，82，90（1964＞

2＞塩化ビニル樹脂製血液バッグ基準（印刷中）

3）Cutter　Laboratories　Plastic　Blood　Bag　Chem－

　ical　Test　Details

　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

紙綿類の基準について（第2報）

伊東宏・堀部隆・篠崎正

　著者らは，応報1）において紙綿類の基準である薬発

心173号（昭和36年4月26日）の問題点について述

べた，紙綿類の試験法についての基本的な考え方とし

ては，i）衛生的であり，かつ，ある程度の効果を持

つことを要求する・ii）化学パルプ，水和性を付加し

たものなどを対象外とすることなくすべて試験できる

ようにする．iii）成型品は構成材料別に試験しないで

そのままの形で試験できるようにする・iv）混合物で

も試験できるようにする・v）単品製品と成型品の試

験法を別につくる・以上の諸点を考慮して，本報告で

は主に成型品についての吸水量試験，強さ，防水効

果，螢光などの試験結果を報告する・

　実験方法および結果

　1．吸水量試験

　現行法では，化学パルプか紙であるか区別できない

ものや，パルプと脱脂した綿との混合物などは試験で

きない．また沈下したかごをただちに引き上げて測定

するので吸水：量が変動しやすいことや，かごにつめる

方法が規定されていないことなど問題点が多い．これ

らの欠点をなくすため以下の方法を考案した・

　「試料を強防水紙（着色〉を除いてデシケーター（塩

化カルシウム〉中で24時間乾燥したのち秤量し，試

料の一端から便用面を外側にしてまるめて試験かご

（局方規定）に入れ，または局方ガーゼ（一定重量の

もので吸水量既知）につつみ水面上約10mmの高さ

から水中に静かに落し，水底に3分間放置したのち，

水中から静かに取り出し10メツシユの金網上に1分

間横において水を滴下させ，ビーカーに入れその重量

を量るとき，吸水量は下記の限度以上である．

　　　　試料量・讐（・）」

市販品について上記方法により得た成績は表1のとお

Hiroshi　ITo，　Takashi　HoRIBE　and　Masashi　SHINoz八KI：Research　on　Standard　for　Sanitary　Napkins』．
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りである．

表　1． 吸　　水　　：量　　試　　験

構 成 材 料 試料量（9） 吸水量（9） 限　度（9）

紙，防水紙

紙，防水紙，不織布

　　　　〃

紙，防水紙，不織布，パルプ

　　　　〃

強弱防水紙，不織布，パルプ

　　　　〃

紙，防水紙，ガーゼ，パルプ

紙，防水紙，不織布，脱脂した綿，レーヨン

4．8

4．3

5．8

9．2

10．0

4．8

3．2

5．4

4．3

80．7

78．3

110．5

118．2

168．0

86．2

54．3

89．5

94．9

68．6

60．2

81．2

129．8

140．0＊

68．6

44．8

・75．6

60．2

＊　ガーゼ法で行なった・

ついで試料量と吸水量の関係を知る目的で単品につ　　／本法を用い市販品について行なった成績は表3のと

いて実験を行ない，表2の結果を得た・　　　　　　　　おりである・

　　　　　　表2．試料量と吸水量との関係・
3．漏出試験

試料量（・）1・｛・ 6 ・1・・

　　　紙　　A

　　　〃　　B

脱脂した綿（カット）

　　〃　　（大　版）

56．79

55．9

76．8

86．1

84．49

86．2

116。2

123．5

99．29

100．2

128．0

142．0

一9

140

ユ60

148．Og

141．4

　以上の晶果から3～6gの間である程度直線関係が

認められたが，109のものは，この直線にはのらなか

った・また脱脂した綿は10gでは試験かごに入らな

かった，

　2．強度試験

　製品にはある程度の強さが要求されると思われるの

で以下の試験を行なった・

　「試料の中央より左右に約5c皿の部分を3cmの

巾で板にはさみ，振子式（引張速度は1分間300皿m）

または散弾式試験機で長軸方向に引張試験を行なうと

き，切断までの最大加重の3回の平均は2］㎏以上で

ある」／

表3．強　度　試　験

　製品の性質上，一定量の吸水をす

ることと漏出しないことが要求され

るので以下の試験を試みた・

「試料を，鼠紙をのせたガラス板上

にひろげ，その中央部にビュレット

より10～15mZの水を滴下してしみ

こませ，その部分に1kg（直径5

cm）の加重をかけるとき3分間以内に防水紙を通し

て液が漏出してはならない」

　市販品21品目中，以上の液量によって規格からは

ずれたものは表4のとおりである・

表4・漏　出　試　三

紙，防水紙

紙，防水紙，不織布

紙，防水紙，ガーゼ，パルプ

強弱防水紙，不織布，パルプ

紙，防水紙，脱脂した綿，レー
ヨン，ステープル

10　15120

○　○
○　　×

×　　　×

○　○

○　○

X

×

×

構　　成　　材　　料 1強さ（・・〉 ×は漏出したもの

紙，防水紙

紙，防水紙，不織布（1）

　　　〃　　薄　型（2）

紙，防水紙，レーヨン紙（1）

　　　〃　　　　　　（2）

紙，防水紙，パルプ，ガーゼ

紙，防水紙，パルプ，不織布

強弱防水紙，パルプ，不織布

3．5

3；1

2．1

2．2

5．3

9．5

7．4

3．1

　4．螢光増白剤

　現行法では判定基準がはっきりしていないく小斑点

も全面にあってはならないともいわれている）これら

の点を考慮して以下の方法を案出した・

「試料（強防水紙を除く）．に，暗所で，20cmの距離

から紫外線（ランプを規定）を照射するとき，その全

面から著しい螢光を発してはならない・また判別しに

くいときは螢光光度計を用いて標準品と比較してもよ
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い」

　（1）市販品の螢光強度

　測定器：島津コタキ反射型徴量螢光光度計MR型

炉紙螢光標準品：東洋炉紙No・512×5cm　3枚を

Kayco11－BW（二曹〉溶液（3・Omg／100　mJ＞30　mZに

1時間債けたのち水洗し，自然乾燥したもの　　酸化

マグネシウム蚕光標準品3酸化マグネシウム（特級，

粉末）19中にKayco11－BW　98　Pgを吸収させたのち

成形し，自然乾燥したもの．

　以上の条件で市販品螢光強度を測定した結果は表5

のとおりである・

表5．市販品の螢光強度
　　　　　炉紙標準品肉眼観察
　　　　　　（100％）

酸化マグネシウム
標準品（100％）

　条件：Kaycoll（日曹，スチルペソ系混合物）0．0216

9／200m1の液およびこれを更に種々の濃度にうすめ

た液20mZに，それぞれ東洋炉紙No・512×5cm

2枚（浴比0．169：20mJ）を浸漬し，　これに1％水

酸化ナトリウム液1mJまたはうすめた塩酸（1→100）

1mZを加え，1時間放置したのち，水洗し，自然乾燥

して試料とした・測定器は前記のもの，フィルターは

UV－Dユ，　UV－qを使用した．測定結果は表6のとお

りである．

　この結果，反射法，アルカリ性のものだけが濃度と

螢光強度との間に大体片側対数の直線関係が成立する

　　　　　　ことがわかった．

　　　　　　　考　　察

A－1不　織　布

　　　　　紙

A－2不　織　布
　　　　　紙

A－3化学パルプ

　　　不織　布

B　　　紙

C　化学パルプ

　　　　　”

D　脱脂した綿

十

十

　十

　十

十十十

16

37

14

37

36

15

48

35

19

110以上

34

12

33．6

44．2

110以上

　（2）螢光増白剤による条件の検討

　食品等の現場試験法（環発第318号，昭和37・8・231

では，試料をアンモニア徴アルカリ性で浸出し，その

浸出液にガーゼを入れ，塩酸で弱酸性にして水浴上で

加温し，そのガーゼに紫外線を照射して螢光をしらべ

ている．著者らは螢光増白剤のpHによる螢光強度の

変化を知る目的で，Kaycollを用いつぎの実験を行

なった．

表6．　螢光測定の条件の検討

　イ）成型品は通常3～79のものでま

れに109のものがある．109のものは

吸水量試験で試験かごに入らないし，無

理につめても吸水量ほ低い値を示す・こ

の場合局方ガーゼで包んで同様な試験を

行なうのがよい・

　ロ、製品の強度試験では，市販品を行

なった結果から限度を2kg以上とした

が，今後短軸方向の強さ，湿式での強さ

も考慮する必要がある・』

　ハ）製品のまま防水効果を知る目的で

この試験法を考案したが，液量および加重量はなお検

討を要する・またこの方法は，実際にそくした吸水の

試験にも適用できると思う．

　二）紫外線照射による肉限的観察と螢光光度計によ

る測定値の間にはある程度平行関係がみられたが，判

定の困難なものについては，定性（紫外部吸収）や定

量（反射法によるか，吸収法によるか）はなお検討中

である．

＼＼聖y・・11mg／100　mZ

　　測込
反射法認カリ窪

卿法履堪

10，8　　7．6　　5．4　　2．1　　1．O　Blank

39　　2．8

35

26

56

　この調査に種々御教示いただいた療

品部長藤井正道博：±：に感謝いたします

100　　　74　　　67　　　50

－　　　64　　62　　50

100　　　　92　　　　84　　　　48

102　　　99．5　　102　　　　85

文 献

1）伊東　宏・堀部　隆，篠崎　正：衛

　画幅報，82，97（1964）

　　　　（昭和40年5月31日受付）
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食胎中残留農薬に関する研究（第4報）

植物生長調整剤の薄層クロマグラフィー

細　貝　祐太郎・川　城 町

　現在わが国において，この種の薬品については農薬

取締法の対象となっていないが，その使用方法いかん

によっては除草：剤ともなり，また，毒性を有するもの

もあってアメリカその他の国々では食品中の残留許容

量：の規定がある．

　そして一般に実用化されているものとしては，nap－

hthaleneacetic　acid，　indoleacetic　acidおよびma1－

eic　hydrazideなどがあるが，これらの薄層クロマト

グラフィー1阿3）についてはあまり行なわれていない・

著者らはこれらについて薄層クロマトグラフィーを行

ない知見をえたので報告する・

　実験方法

　1）試料　　naphthaleneacetic　acid，圭且doleacetic

acidおよびmaleic　hydrazideは市販品をそれぞれ

アルコールから再結晶し，融点133。，168～170。およ

び分解点約200。のものを使用した．試料検液は1w／v

％のアルコール溶液を用いた．

　皿）展開操作　　吸着剤にはkieselgel　G（Merck

社製，gips含量13％）を用い，250　Pの厚さに塗布，

110。で30分乾燥したものを用い，1cmの間隔に5P9

ずつスポットした．

　皿）展開溶媒およびRf値　種々検討した結果つ

ぎの組成のものを使用してRf値を測定した・それら

の結果は第1表のとおりである・

Table　1．　Rf－value　of　plant　growth　regulators

Solvent　system

Naphthaleneacetic　acid

Indoleacetic　acid

Maleic　hy¢razide

S1 S2 S3 S4 S5 S6

0．12

0．0

0．0

0．35

0．07

0．0

0．60

0．20

0．05

0．70

0．25

0．14

0．74

0．51

0．44

0．99

0．98

0．90

S1＝η一］E【exane：

S2＝

S3＝

S4＝

S5＝

S5＝

”

〃

”

〃

〃

Glacial　acetic　acid（20＝2＞

　　　　　　　　　（20：5）

　　　　　　　　　（20：10）

　　　　　　　　　（20：15）

　　　　　　　　　（20：20）

　　　　　　　　　（20：30）

　］V＞発色剤　　発色剤としては従来まで濃硫酸，三

塩化アンチモン2・3）などが使用されていたが，その試

薬の調製，発色操作など必らずしも簡便ではない・こ

のような理由から本実験にに炭酸ナトリウムアルカリ

性の0・5％過マソガソ酸カリウム液を使用した・各ス

ポットはこの試薬を脱色し黄色を呈する・

　実験結果および考察

　展開溶媒の選択にあたり対象試料naPhthaleneac－

etic　acid，　illdoleacetic　acidおよびmaleic　hydrazide

はη一ヘキサンなどの無極性溶媒では移動せず，また，

メタノールなどの極性溶媒では各スポットのテーリン

グがはなはだしく，両者混合溶媒の場合でもこの傾向

がみられることが実験結果より判った．そこで液性の

変化による各スポットの状態について検討を加えるた

め％一ヘキサソを主体としこれに氷酢酸を加えた組成

の溶媒について検討したところ各スポットの分離もよ

く好結果をえた・

　第1表に示すように氷酢酸の量が多くなるにしたが

って各Rf値は高くなっている・そして展開溶媒S3

からS5までがよい分離能を示している・

　そこで今後は，さらにこれら同一グループに属する

化合物についても検討を行なう予定である・

文 献

1）細貝祐太郎，川城　巌：食衛誌，6・390（1965）

　YutarQ　HosAGAI　and　Iwao　KAwAsHIRo：Studies　on　Pesticide　Residue　in　Food．　y．

matography　for　Plant　Growth　Regulators

Thin－1ayer　Chro一



68 衛　二二　験　所報　二 二83号（1965）

2）J．Macmillan，　J．　P．　Suter：ハ砺’π7θ，197，790

　（1963）

3）T．Kagawa，　T．　Fukinbara　and　Y．　Sumiki：

ノ192㌔　・Bゴ。ム　C乃6〃z．，　27，　598（1963）

（昭和40年5月31日受付〉

食品中天然色素の分析について（第1報）

　　抽出分離法および吸収スペクトル

加　　藤 三　　郎

　食品の人工着色に天然色素類が着目される傾向にあ

り，また食品本体の品質の試験のためにも，食：品の天

然色素を簡易明確に分析する方法の必要が感じられ

る・そこでまず油溶性，主としてカロチノイド色素の

食品からの抽出分離法を検討し，あわせて代表的カロ

チノイド（着色用および食用植物中）の吸収スペクト

ルを測定した．

　実験試料および調製法

　工．食品着色用カロチノイド：β一CaroteneはH・

Roche社のa11－trans合成品，・β一Apo－8’一carotena1

は同社製剤（30％糖コーテング）よりヘキサン抽出，

β一Apo－8Lcarotenic　ac圭d　ethyl　esterは，同社製剤

‘‘ barophy1110”よりヘキサン抽出したものを用いた・

　β一Carotene：．C．、。H・6

β一Apo－8i－carotenal：C3。H・DO

β一Apo－8Lcar（⊃tenoic　acid：C、じH、。02

CHO

COOH

　皿．食用植物中カロチノイド：文献工削5）により，代

表的な資源よりその主要色素を目的として，下記の方

法により抽出分離，精製し，吸収スペクトルを測定し

た．カラムおよび薄層クロマトグラィーも併用して同

定した．使用した主な資源（主要色素）はつぎの市販

品を用いた・

　にんじん（α一およびβ一Carotene），かき（蜂屋柿）

（Lycopene，　C1・yptoxanthin），　ト・マト　（Lyc6pene），か

ぼちゃ（α一，β一CarQtelle，　Cryptoxallthin，　Lutei11），

ほうれんそう（β一Carotene，　Lutein，　Violaxanthiロ〉，

とうがらし（Capsanthin，　Violaxanthin，β一Carotene），

ほほずき果（Physalien＝Zeaxa且thin　d二palmitate）．

　実験方法，実験結果および考察

　工．抽出：試料を細切し，約1％の炭酸マグネシウ

ムを混和し，・約80％になるようにアセトン（必要な

らば水〉を加えてゆるくホモジナイズし，これにろ過

補助剤（Celite）を適宜に混和して，ろ紙上にもCelite

を敷いて吸引ろ過する．ろ塊は80％アセトンを流し，

色素を完全に溶出する・

　水分の多い試料を多量に扱うときは，そのままCe－

1ite　545を10～20％混和し，ろ紙上のCelite層も厚

めにしてろ過すれば，油性色素のほとんどがろ塊にと

どまるから，このろ塊からアセトンで溶出する・

　抽出液を濃縮するには，ロータリーエバボレーター

または窒素気流中で減圧にして行なう・

　トマト中のLycope■eは，トマトペーストを直接に

けん化し，Celiteを混和してろ過したろ塊からアセト

ンで溶出し，このアセトン抽出液を放置して結晶とし

て得られた4）・

　皿．けん化：濃縮液に25％メタノール性水酸化カ

リウムを等容量加え放置（50。以下）してけん化する．

　けん化液は水でうすめて石油エーテル，ついでエー

テルで振って色素を抽出する．（NaC1またはNa2SO4

を加えると抽出しやすい・ゲル化の激しいときはメタ

ノール少量：を加える）・

　減圧下に溶剤を留去し，ヘキサソ（必要なときは他

の溶剤〉に溶かしてクロマトグラフィーの試料とす

る．

　炭化水素系色素（Carotene，　hycopen）のみをクロ

マトグラフにかけるときは，油脂分が少なければけん

Saburo　KATo＝Analysis　of　Natural　Food　Colours．1．
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化しなくてもよい．

　Chlorophy11類はヶン化によって水溶性となる・炭

化水素系以下のカロチノイドも多くの揚合」種々なエ

ステルとして存在する・このままの状態で分析しよう

とする場合はけん化しないが，一般にはけん化によっ

て油脂分を除くとともに色素も単純化される．

　皿．カラムクロマトグラフィー：酸化マグネシム

（軽質）十Celite（545）（1：1）を1000で4時間乾燥した

のちヘキサンで詰めて（径1～2cm）長さ10～15　cm

のカラムとし，その上に無水硫酸ナトリウムを約1cm

積層する・

　試料を吸着させたρち，ヘキサン，ついで毅階的に

濃度を上げたアセトン・ヘキサン混液を流下させて展

開溶出する．

　　　　　　　　　　Table　1．

　Caroteneはヘキサンのみで溶出してくるが，・αと

βに分離するにはさらに水酸化カルシウムのカラムを

用いる．

　このようにして分離溶出させた主色帯のフラクショ

ンをふたたびカラムクロマトグラフィーによって主色

素だけを分取し精製した・

　y・吸収スペクトル測定：日立自記分光光度計によ

り測定した可視域吸収スペクトルをTable　1および

Fig・1～4に示した・溶剤の極性によってλ螂は相

当に移動する・またカロチノイド全般に類似した形の

スペクトルを示すので，これのみによる確認や純度検

定はむつかしいと考える．

　カロチノイドの溶液は三塩化アンチモン試液および

過塩素酸唾液によっても青変ずる．これらは共通反

Spectral　absorption　maxima　of　some　food　carote且〇三ds

　　Name
Formula（group）

β一Apo－8’一ca1’otenal

C30】ヨ［400　（Aldehyde）

β一Apo－8’一carotenoic　acid

C30H4002（Mono　acid）

　　　Ethyl　ester

β一Carotene

C40H56（正【ydrocarbone）

α一Carotelle

C40H：56　（Hydrocarbone）

Lycopene

C40H56（HydrocarbQne）

Cryptoxanthin

C40H560（Mollo1）

Lutei且

C40H5602（Dio1＞

Capsa且thin

C40H5803～Monoketo　diQ1＞

V三〇1axanthin

C40H5604（Diepoxide　diol）

AbsQrption　maximum（mの

Solvent：　Reported Observed

P：478，451，（427）モ

H＝481，452，425

C：429，466
P　：　472，　443，　416｛

H＝　475，　445，　420

　1ヨ【：　504，　472，　443

　B：522，487，455
　C　：　5ユ7，　480，　453

　正［：　477，　451，（427）

　B：

　C＝479，463，433

PB：　477，447，420．｛

　B：486，457，433
CS2：　508，　475，　445

PB＝　505，475｛

　B：（510），483

CS2：　542，　503

　B：483，453，427
｛

CS2：　501，　470，　440

H：（482），456，（433）｛

D：　　　468

C：　　　476
H　：　472，　444，（422）｛

D＝（475），455

C　：　（480），458

481，　453，（425）

474，　445，　420

504，　472，　445

522，　486，　457

478，　450，（426＞

（490），646，　435

488，　458，　432

516，484

488，　453，　428

Solvent　P：Petroleum（ether），　正｛：π＿Hexane，　B：Benzen，

D：Di血ethylforlnamid（D．　M．　F．），　PB：Petrolum　benzin．

（　　　）　indicates　a　shoulder　on　spectral　absorption　spectra

C：Chloroform，
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Fig。2．　Spectra　ofβ一apo－8’一carotenoic

　　　　acid　ethylester

応1）であるが，エーテル＋メタノール（1＝1）溶液と

して濃塩酸を加えて振るときエポキシ基の数に応じて

青変ずる反応5）によりViolaxanthin，　Capsanthinな

どを確かめた・

　結　　論

　食品着色用および食品中の代表的カロチノイドにつ

いて抽出分離法を検討し，吸収スペクトルを測定し

た・これらの色素について行なった薄層クロマトグラ

フィーについては別に報告する・遊離のカロチノrド

酸類は分離精製に充分な成果が得られなかったので，

さらに検討中である・

　なおこれらの実験匠際し，ご指導いただいた元食品’

部第一室長岡田太郎博士，ならびに試料を提供された

λ．勿∠　　　　400　　　　　　　　　　　　　　　500　　　　　　　600

　　Fig．3。　Spectra　Qf　lycopeコe

　　Fig．4．　Spectra　Qf　lntein

三共製薬，日清長野K．K：．，東京セールス社に謝意を

表する．

　文　　　献

1）P．Karrer，　E．　Junker＝Carotinoide，1948，

　Verlag　Birkh加ser，　Base1．

2）A．L．　Cur1：匹恥04　Scゴ．，25，670（1960）；孟

　ノ48γ。1勉04　Clz8η2．，　10，　504（1960）

3）C．T．　Tan，　F．　J．　Francis＝／∴Fbo4　Soゴ．，27，

　232（1961＞

4）W．B．　Davis：肋α」．　C乃卿．，21，1226（平949）

5＞A．LCur1，　G．　F。　Bailey＝匹ノ197。　Fbo4　C乃θ翅．，

　9，　403（1961）

（昭和40年5月31日受付）
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玩具用色紙の着色料について

神 蔵 美枝子

　昭和39年末色紙（おりがみ）により皮膚に炎症を　　　ロマトグラフィーはエ二一ノール＋強アンモニア水＋

起すという事態が発生し，厚生省食品化学課からの依　　水‘3：8：13）1），直接染料の場合にはπ一ブタノール

頼により使用着色料の判定を行なったので，その結果　　　＋ピリジン＋水＋強アンモニア水（4：5：4：1）2）を

について報告する．　　　　　　　　　　　　　　　　　用いた・また塩基性染料はシリカゲル（Camag　D　5）

　試験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のフ．レートを用い％一プロバノール＋ギ酸（80：20）に

　衛生検査指針によった・ただし塩基性染料のロ紙ク　　より薄層クロマトグラフィー3）を行なった・

　試験結果

　　　　　　　　　　　Table　1．　Results　of　analysis　of　dyes　on　colour－printed　papers（Origami＞

No． Colour　of　paper Dye　found C。耳．（1956）4）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

red

yellow

blueish　purple

reddish　orange

light　ydlowish　green

dark　reddish　orange

light　greenish　blue

red　purple

blue　purple

pink

light　blueish　purple

purplish　red

green

ye11Qwish　orange

grayish　black

1ight　blueish　gray

1ight　red　puエple

　New　Coccine（R　102）｛

　Orange皿

　Auramine
　Gentian　Violet＊1

　New　Coccine（R　102＞｛

　Orange皿

　Auramine｛

　Malachite　Green

　New　Coccine（R　102＞｛

　Orange皿
　Leonol　Blue＊2

　Rhodamine　B（R　213）

　Methylene　Blue（B　401）｛

　Gentian　Violet＊1

　New　Coccine（R　102）｛

　Orange皿
　Crystal　Violet

　New　Coccine（R　102）｛

　Orange∬：

　Rhodamine　B（R　213）

　Diamond　Gree皿｛

　Auramine

　Ora烈ge皿

　Nigrosine

　Acid　Blue　Black　10　B

　Metanil　Yellow

　Orange皿
　Nigros三ne

　Acid　Blue　Black　10　B

　Meta血1　Ye11QW

　Orange皿
　Phloxine　（R　104）

16255

15510

41000

16255

15510

41000

42000

16255

15510

45170

52015

16255

15510

42555

16255

15510

45170

42040

41000

15510

50420

20470

13065

15510

50420

20470

13065

15510

45410

Mieko　KAMIKURA： Analysis　of　Dyes　Printed　on‘‘Origami”（Coloured　Paper）
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No． Colour　of　paper Dye　found C．1．（1956）4）

18

19

20

21

22

purplish　blue

light　brOwn

dull　red

pale　greenish　blue

pale　green

　Methylene　Blue（B　401）

　Orange皿｛

　Indigo　Carmine（B　2＞
　　　」
　Orange皿｛

　New　Coccine（R　102＞

　Rhoduline　Blue

　Naphthol　Yellow　S（Y　1）｛

　Azure　Blue　VX（B　101）

52015

15510

73015

15510

16255

42025

10316

42045

Code　number　i且parentheses　followi且g　name　of　dye　represents　o伍cial　name　in　Japan．

Amixture　of　Crystal　and　Methyl　Violet．　Sulfonated　cQpper　phthalocyanine．

　考　　察

　以上の試験結果は総数22件中塩基性染料を含むも

の10件，直接染料を含むもの1件，酸性染料のみを

含むもの11件で，それらのうち薬事法指定色素のみ

によるもの4件，そして食品衛生法指定色素のみによ

るものは1件であった・

　皮膚炎の原因がとくに上記の検出色素によるかどう

か明らかではないが，工業用の不純色素が使用されて

いるので，不純物の混入による影響なども考えられ

る．

　なお本実験に際し種々御助言をたまわった食品添加

物部長藤井清次博士に感謝する．

　　文　　　献

1）藤井清次：衛生試報，73，335（1955＞

2）田尻弘水：工化，61，（3＞，74（1958）

3）藤井清次，神蔵美枝子：化学の領域，増刊64号

　　薄層クロマトグラフィー第2集，p。173～184

　　（1964）

4＞“Colour　Index”211d　Ed．，（1956）．；Supplement

　　（1963）

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

国立衛生試験標準品（色素標準品）オ’イルオレンジ

　SS標準品，ナフトールエローS標準品および

　　　　　　ポンソー3R標準品について

藤井清次・神蔵美枝子・岡　信江

　食用，医薬品および化粧品用色素として用いられる

オイルオレンジSS，ナフトールエローS，ポソソー

3Rの確認試験または定量に用いられる標準品として

オイルオレンジSS標準品，ナフト」ノレエローS標準

晶およびポンソー3R標準品を製造したので，それら

の試験成績を報告する・

　実験装置

　日立分光光度計EPU－2A型，日．立自記分光光度計

EPS－2型，日本分光赤外分光器　DS301型．

　オイルオレンジ　SS標準品

　性状　とう色粉末

　確認試験　食品添加物公定書中確認試験の項（1）～（5）

までの試験に適合する・極大吸収波長492mp（クロ

ロホルム）．

吸収スペクトル　　Fig．1．

赤外スペクトル　　Fig．2（クロロホルム）・

　純度試験　（1）融点　　131．9◎．

　〔2）溶状　澄明（0・1％四塩化炭素溶液）・

　（3）四塩化炭素不溶物　0．11％．

　＠）　ヒ素　0．1ppm（A8203として）．

　（5）重金属　4ppm（Pbとして〉．

　（6）他の色素　1％クロロホルム溶液0・01mZ

についてロ紙クロマトグラフィー（展開溶媒　アセ

　トソ＋水（7：3＞およびメタノール＋氷酢酸＋水（16

　：1：3），薄層クロマトグラフィー（吸着剤　シリカ

ゲル，展開溶媒　ジクロルメタン）を行なうときオ

　Seiji　Fu」II，　Mieko　K：AMIKuRA　and　Nobue　OKA：Dye　Standards　of　Natiollal　I且stitute　of　Hygienic　Sci－

ence5，‘‘Oil　Orange　SS　Standard，”‘‘Naphthol　Yellow　S　Staロdard”and‘‘Ponceau　3　R　Sta且dard．”



．、藤井芝神蔵ほか：オイルオレンジSS標準品，．ナフトー・ルエローS標準品およびポソソー3R標準品　73

　イルオレソジSS以外のスポットを認めない．

　　ω　オルトトルイジソ　‘‘Methods　of　Analysis

　A．0．A．　C’Rgth　Ed．、に規定する方法kよるとき

　0．003％．

　　〔8）ベタナフトール　　‘‘Methods　of　Analysis

　A．0．A．　C”（9th　Ed．）に規定する方法によると

　き検出しない・

　草乞燥減量　　0．06％（1g，1000，　6時間）．

　含量99・9％（0・．19，硫酸デシケーター15mm　Hg

24時間乾燥後三塩化チタン法）．

　　（6）重金属　　5ppm（Pbとして）・

　　（7）他の色素　　1％水溶液G．05卑Zについて食

　品添加物公定書に規定する：方法でナ7トールエロー

　S以外のスポットを認めない．

　　（8）マーチウスエロー　‘‘Methods　Qf　Analysis

　A・O．A・C”（9　th　Ed．）に規定する方法によるとき

　検出しない．

　乾燥減：量　　5．84％（1g，135。，6時間）．

　含量　95％（0．39，硫酸デシケ「ター15mm　Hg，

24時間乾燥後三塩化チタン法）．
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釦00　　3200　　2400　　igOO　　I700　　｝5QO　　i300　　i100

　　　　　　　Fig．2．　Oi10rallge　SS　Standard

ナフトールエロー　S　標準品

性状　とう黄色粉末

確認試験　食品添加物公定書中確認試験の項（1〕～（5）

までの試験に適合する・極大吸収波長430m

P（0．022V酢酸アンモニウム溶液）・

　吸収スペクトルFig。3。

　赤外スペクトルFig。4（K：Br法）．

　純度試験　〔D　溶状　澄明（0・1％水溶液〉・

　　②　水不溶物　0．04％．

　　（3）　塩イヒ物　　　　0，01％．

　　㈲　硫酸塩　　0．30％．　　　　　　　　糊

　　（5）ヒ　素　　0．1ppm（As203として）．

800

　220　　　　　300　　　　　　　400　　　　　　　500　　　　　　　600

　　　　　　　　　　　入（蹴μ）

　Fig．3．　Naphthol　Yellow　S　Standard

Curve　1：0．02N　AcONH4，　2：0．12V　HC1，

　　　3：0．12V　NaOH，　conc．10　mg／」

　　　　　ポンソー　3R　標準品

　　　　　性状　暗赤色の粉末

　　　　確認試験　　　　　　　　　食品添加物公定書中確認試験

　　　の項（1）～⑤までの試験に適合する・極大吸

　　　収波長508mp（0．02N酢酸アンモニウム
　　　溶液）メ．

　　　　吸収スペクトルFig．5．
7000ガ　　赤外スペクトルFig．6（KBr法）．

　　　　純度試験　〔1）回状　澄明（0・1％水溶液〉・

（2）水不溶物　0．03％．

（3）　塩イヒ物　　　　0．03％．

㈲　硫酸塩　　0。06％．

3200　　　　　　2400　　　　　　旧00　　　　　　胃00　　　　　　i500　　　　　　1300　　　　　　110D　　　　　　　800

　　　Fig．4．　Naphthol　Yellow　S　Standard

700cガ
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　　（5）　ヒ　素　　0・1ppm（As203として）．

　　（6）重金属　　8ppm（Pbとして）．

　　（7）他の色素　　1％水溶液0・1mJについて食品

　添加物公定書に規定する方法でポソソー3R以外の

　スポットを認めない・

　硫酸性灰分　　27．57％．

　乾燥減量　　3．12％（19，135。，6時間）．

　含　量　　98％（1・59，硫酸デシケーター15mm

Hg，24時間乾燥後鼻塩化チタン法）．

　なお上記の色素標準品製造については三栄化学工業

株式会社色素部長黒川和男氏ならびに同検査課長神原

秀三郎氏のご協力をいただいた・ここに謝意を表する・

　0．5

§

ミ
房

霊

＼

＼

’“
2

4ρ00　　　　司OOO　　　　21200　　　　L700　　　　　ち300　　　　】ρ50　　　　　850

　　　　　　　　Fig．6．　Ponceau　3R　Stalldard

鼠

“　　ノ．1

＼へ＼3疹マ曳

220

650αガ

　　30Q　　　　　　　　400　　　　　　　500

　　　　　　　　入（彫）　・

Fig．5．　Ponceau　3　R　Standard

Curve　1：0．02ハr　AcONH4，

　　　2：0．11VHC1，

　　　3：

600

0．12V　NaO亘，　conc・10　mg／」

（昭和40年5，月31日受付）

輸入食品中の90Srおよび1肝Csの定量（第1報）

亀谷勝昭・池淵秀治

　1961年9月，10月および1962年8月から12月の

．間のソ連およびアメリカの大量の核実験の影響で1963

年以降の雨水，農産物の放射能汚染はかなり著しいと

予想された・

　著者らは，われわれ日本人の食料のうち，特に消費

：量が大きく，また，輸入にたよっている脱脂粉乳，小

麦，大豆について，90Srおよび137Cs汚染の調査を行

なった．1962年度においては，わが国の粉乳について

同様の調査を行なったが，1963年以降の国産粉乳につ

いては，二，三の分析例しかない・これら国産粉乳の

値と比較すると輸入食品ではかなり高い汚染度を示す

結果を得た．以下に定量結果を報告する．

　実験：方法

　1・測定装置　日本無線医理学研究所製Aloka，

LBC－1型低バックグラウンド放射能測定装置。

　2．分析方法　90Srは科学技術庁編，ストロンチウ

’ム分析法により行ない1），137Csの分析は，長沢らの方

法2）に従って行なった・

　実験結果

　脱脂粉乳16検体，小麦8検体，大豆2検体につい

て各々1009当りの90Srおよび137Csの濃度を求め

た・結果をTable　1に示す．

　考察およびむすび

　脱脂粉乳，小麦中の90Srの汚染はかなり大きく最：

高汚染度はそれぞれ61．8ppc／100　g，82．7pFc／100　g

であり，これらの平均値はそれぞれ29・9ppc／1009，

31。5陣。／1009という高い値を示している・

　なお，脱脂粉乳と小麦との90Srおよび137Csの平

均値を比較すると，9①Srについて大きな差は認められ

なかったが，ユ37Csについては，小麦の濃度は，脱脂

粉乳に比べてかなり低い値を示している・

Katsuaki　K：AMETANI　and正Edeharu　IKEBucH1＝90Sr　and　137Cs　Conce且tration　in　Imported　Foods．1．
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Table　1．9①Sr　and三37Cs　co■celltration　i且imported　foods

Date　of

　product

　　　　1963

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃
　　　　1964

　　　　〃

　　　　〃
　　　　1963

　　　　〃
March，1964

〃

”

〃

〃

”

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

April，1964

　　　　〃

Food　category

Wheat

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

Soybean

　　〃

Dry　skim〕milk

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

Sampling　Places

Manitoba，　Canada

　　〃　　　　　　　〃
　　　　，
Washington，　USA

　　〃　　　　　　　〃
　　　　　，
Kansas，　USA

USA
　〃

　〃

New　Oreans，　USA

Illinois，　USA

Minnesota，　USA

　　”　　　，　　〃

　　〃　　　，　　〃

　　〃　　　　，　　”

Iowa，　USA

　〃　　　　〃
　　，

　〃　　　　〃
　　，

Wisconsin，　USA

　　〃　　　　，　　’ノ

　　〃　　　　　　　〃
　　　　　，
South　Dakota，　USA

　　　〃　　　　　　　〃
　　　　　　，
North　Dakota，　USA

　　　〃　　　　　　　　〃
　　　　　　，
Nebraska，　USA

California，　USA

New　Zealand

Ash
（g／100g）

1．72

1．70

1．30

1．50

1．50

1．50

1．50

1．50

3．10

4．50

8．00

8．05

8．00

8．00

8．00

7．50

8．10

8．00

8．00

8．00

7，55

8．00

8．15

8．10

8．25

7．55

7．50

・・S・陣C／1Qd

42．3　（±　0．6）

82。7（±1．4）

33。0　（±　0。2＞

5．3　（土　0．3）

14．3　（土　0．5）

11．4　（±　0．4）

36．7　（±　1．2）

26．5　（ニヒ0．9）

5．3　（土　0．3）

1．8（±0．2）

61．8　（±　1曾4）

31．8（±1．1）

28．8　（±　0。9）

19．6　（＝ヒ　0．9）

15。3　（土　0．7）

30．3　（土　0．9）

49．3　（±　1．3）

21．2（土0。8）

17．6　（±　0．8＞

37。1　（＝と　1．1＞

25．4　（土0．9＞

54．1　（±　1．3＞

61．5　（土　1．3＞

6。7　（土0．5＞

12．5　（土0。5）

6．4　（±　0．4）

…C・陣。／1 ﾕ§、

48．2　（土　0．9＞

47．0　（土　0．9）

30．7　（土　0．7）

19．5　（土　0．8）

48．2　（土1．4）

　5．6　（±　0．3）

176．9　（＝ヒ　9．4）

123．9（±4．6）

15．8　（土　0。7）

　0．5　（土0．1）

174．5　（土　6．9＞

149。1　（±　6。4）

93．4　（土　5．5＞

64．8　（土　4・8）

121．3　（土　6．5）

130．6　（土6．3）

141．6　（土　6．6）

51．4（土2。8）

44．0　（土　2・6）

131．4　（土　6．3）

79．2（土4．8）

55．6　（土4．5）

80．5（土5・2＞

51．1　（土　4．4＞

39．3　（土　4・0）

15。8　（土　0．7）

　大豆については2検体のみしか分析しなかったが，

90Srおよびエ37Csの汚染度はいずれも少なかった・

　試験した粉乳は米国のMinぬesota，　Iowa，　North

Dakota，　South　Dakota，　Nebraska，　Wisconsinの6州

で生産されたものである・

　これらの州で同年同月生産された殺菌乳中の90Sr

Table　2．　90Sr　and　137Cs　conce茸tratiQn　in

　　　　　pasteurized血ilk，　March　1964

　（Average　concentrations　in　p晒。／L）

Sampling　locations

Minnesota

Iowa

Wisconsin

South　Dakota

North　Dakota

Nebraska

90Sr

30

26

18

30

39

26

137Cs

195

110

160

175

155

110

と137Csの濃度はTable　2に示す数字が報告3）され

ており，米国内でも比較的汚染の高い地域である・

　したがって，粉乳中にかなりの9。Srとユ37Csの濃

度を認めたのは，これらの比較的汚染の高い地域で採

乳した原料に由来するものと思われる・

　なお，この6州の相互の比較でも，殺菌乳の90Sr

とエ37Cs汚染の高い州から輸入された脱脂粉乳はやは

り90Sr，ユ37Csの濃度は高いという結果を得た．

　小麦中90Srと137Csの濃度については，米国の報

告4・5）に，Ka鮎asおよびWashingtQnで1963年に

生産されたものについておおよそ90Srは8㌻50　ppc／

100g，137Csは34～41　ppc／100　gという数字がみら

れ，筆者らの結果とあまり差はみられない・

　文　　　献

1）科学技術庁編：放射性ストロンチウム分析法，

　（1963）

2）長沢佳熊，亀谷勝昭：衛生試報，81，73（1963）
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3）U．S．　Department　of　Health，　Education　and

　Welfare　3　R副oJ⑫σα」」％ψ乃Dα’σ，5，（7），

　315（1964）

4）　ゴ乃∫4，5，　（6），　282（1964）

5）D．C．　Sutton，　K．　R．　Dwyer：So∫6πσθ，145，486

　（1964）

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

水深性ポマードのセルロイド器具に

　　　　およぼす影響について

南　城 実・狩　野　静　雄

　男性用整髪料として従来使用されているものは，油

脂性の固状または液状ポマードがそのほとんどである

が，最近油脂性でない新整髪料として水溶性のポマー

ドが布面され，前者にくらべて洗髪時簡便なことなど

から使用率も高まっている．ところがこの水溶性ポマ

ード類により，櫛，眼鏡の縁などが腐蝕されると言う

使用者の声があるので調査したところ，男性整髪用の

櫛の90％がセルロイド製であり，また眼鏡の縁につ

いては一部のベッ甲金属をのぞけば，ほとんど100％

がセルロイド製であることがわかった・したがってこ

れら櫛および眼鏡の縁用のセルロイド生地板を資料と

して，製品および処方中の主成分原料のおよぼす影響

を検討した．

　1・セル回イド板におよほす影響の観察

　櫛用セルロイド生地板に製品および原料を塗付して

そのまま室温（10～15。）に放置したのち，ガーゼでか

るく拭き取ってから微温湯で洗い，セルロイド表面の

変化状況を観察した・この操作を2日，4日，6日ご

とに反復して行なった・

　製品では液状より固状のものがはるかに影響が大き

く，原料ではポリオキシエチレン硬化ヒマシ油誘導

体，オキシポリエトキシドデカンおよび水溶型のポリ

アルキレングリコール誘導体（ユニルーブ50MB－26）

による変化が著しく，また塗付後長時間放置すること

より反復塗付することによる影響が大であった（第1

表）．

　2・セルロイド板の硬度変化

　製品，原料およびそれらの溶液を櫛および眼鏡の縁

用セルロイド生地板に塗付または，それらに浸漬して

室温に放置し，2日ごとに取出し，Durometer（Type

D）で硬度を測定して，未処理のセルロイド生地板の

値を100として比較した．

　浸潰した場合の硬度低下は，製品では液状のものが

固状のものより著しく，原料ではポリオキシエチレン

第1表・　セルロイドにおよぼす影響の観察

検　体

1

皿

皿

V

X

x皿

XIV

XV
XVI

XV皿

XV皿

2日　　4日　　6日　　8日　10日　12日

十

十

十

十

十

十

温

温　　　十

　　　一

斗 冊

冊

十

冊

一

溜

十

冊

冊
冊

十

冊

十

冊

珊

十

十

柵

十

十

冊

十

冊

十

十

冊

柵

柵

冊

十

冊

十

柵
冊

耳

硬化ヒマシ油誘導体，水溶型のポリアルキレソグリ．コ

ール誘導体などに硬度の低下が見られ，これらはエタ

ノールが共存するときさらに著しく，この場合また単

体では影響をしめさなかった非水型のポリアルキレソ

グリコール誘導体（ユニルーブMB－370）についても

同様に変化が認められた・したがって液状製品の著し

い硬度の低下はエタノールを含むことによるものと思

われる（第2表）・

　塗付した場合の硬度低下は，製品では浸潰の場合と

は逆に液状のものより固状のものが著しく，原料では

ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油誘導体が著しく，オ

キシポリエトキシドデカン，ポリオキシエチレンセチ

ルアルコールエーテルおよび水溶型のポリアルキレン

グリコール誘導体なども硬度低下が認められた（第3

Minoru　NANJo　and　Shizuo　KANo；E鉦ect　of　Watef　Soluble　Pomade　o血Celluloid
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第2表　硬度の変化（浸漬）

検　体

1

皿

皿

V

五一s

皿

K－s

X－s

X卜s

X皿

XIV

XV

XV皿

XV皿

2日　4日　6日　8日10日12日

78　　73　　67

96　　96　　94

98　　98　　98

96　　96　　96

88　　71　　64

100　　　100　　　　99

86　　82　　73

98　　94　　89

88　　85　　82

92　　89　　87

92　　89　　87

99　　98　　98

100　　100　　100

99　　99　　99

73　　71　　65

82　　79　　79

88　　88　　88

65　　64　　61

94　　94　　94

96　　96　　94

96　　96　　96

44　　35　　34

98　　98　　98

61　　61　　59

87　　85　　85

76　　71　　59

86　　85　　85

85　　82　　82

98　　96　　96

100　　100　　　99

99　　99　　99

62　　59　　53

76　　76　　74

85　　85　　85

第3表　硬度の変化（塗付）

検体
　1

皿

皿

V

孤

X

XV
XVI

2日　4日　6日　8日10日12日

99

94

92

96

98

99

100

98

96

89

94

99

88

87

98

92

92

94

98

99

100

96

94

87

89

99

88

86

96

92

92

94

96

98

100

96

94

87

88

99

86

85

96

85

88

88

95

96

99

94

92

87

88

99

82

79

94

82

82

85

92

96

99

94

88

82

82

99

76

79

92

80

82

82

92

94

99

92

85

80

76

99

76

79

表）．

　3．試験に使用した製品および原料

　1）A社製品（液状）

　五＞A社製品（固状No・1＞

　皿、A社製品（固状No・2）

　］V）B社製品（固状＞

　V、C社製品（液状）

　W）C社製品（チック状〉

　粗）非水型ポリアルキレソグリコール誘導体（ユニ

ルーブMB－370），およびその50％エタノール溶液

（匹s＞

　皿）水溶型ポリアルキレングリコール誘導体（ユニ

ルーブ50MB－26）

　K）オキシポリエトキシドデカン，およびその50％

エタノール溶液（K－s）

　X）ポリオキシエチレンセチルアルコールエーテル

およびその50％エタノール溶液（X－s）

　X）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油誘導体，およ

びその50％エタノール溶液（X［一s）

　X旺）イソプロピルミリステート

　X珊流動パラフィン

　XIV）グリセリン

　XV＞ポリエチレングリコール　＃300

　XV工）ポリエチレングリコール　＃1500

　XV皿）70％エタノール

　XV皿）50％エタノール

　考　　察

　櫛および眼鏡の縁などのほとんどがセルロイド製品

であるので現在市販の水溶性ポマードによる多少の影

響変化は止むを得ないものと考えられる．それはまた

ポリオキシエチレソ硬化ヒマシ油誘導体，オキシポリ

エトキシドデカン，水溶型のポリアルキレソグリコー

ル誘導体などの含量の多い程著しいと考えられ，製品

では液状のものより固状のものが実際使用状態におけ

る影響が大きい．

　上記試験と同時に製品を毛髪に反復塗付して，その

破断重量を測定したところ，これについての顕著な変

化は認められなかった・

　本試験について御指導をいただいた当所療品部堀部

技官，大日本セルロイド株式会社小林氏に深く感謝致

します．

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）
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毛髪の酸吸着および染色について

南　　城 実

　女性毛髪に対するコールドパーヤやヘヤダイは現代

の生活様式および美的感覚の変化に伴い美容整髪上そ

の必要性を高めて来たが，これらの毛髪に対する化学

的処理による障害は毛髪の種類によって大きく左右さ

れる・毛髪には個体差，個人差，年令差があって一定

ではなく，これらは物理的，化学的組成に基づくもの

と思われるが未だ必ずしも明らかにされていない・従

って毛髪の障害防止について検討するには先ず毛質を

究明した上で薬剤と使用法の適正な条件が決定されな

ければならない．このため成人黒髪，老人白髪の酸吸

着および染着量による個人差，年令差について検討を

行なった．

　1・毛髪の酸吸着および染色理論

　蛋白繊維の酸吸着および染色理論1）は次式のように

考えられている・

　NH3＋　　　NH3÷　　　NH3CI　　　NH3D
　l　　　　l　　　　l　　　　［
　W十HL→W十C1’一→W十D’津W十C1’
　l　　　　l　　　　l　　　　l
　COO－　　　　　　COOH　　　COOH　　　COOH

　2．酸の吸着

　（1）　試料および試料の処理

　コールドパーマやヘヤダイ等化学的処理を行なった

ことのない成人黒髪および老人白髪を，40～50。の1％

ラウリル硫酸ナトリウム水溶液中で5～10分間加温後

水洗し，充分流水で洗い風乾し，湿度75％（200）で

24時間保存する・

　（2）試験法

　試料を0・1mm以下に細切し，その1・OgをpH

1．5，2．0，3。0，4．0の塩酸溶液100mJに15，30分，

1，3，5時間浸漬したのちろ過し，ろ液について酸溶

液に対応する水酸化ナトリウム規定液で滴定し，吸着

量を求めた．

（3）試験結果

第1表　pH　4・0における酸吸着量mg／9 第3表pH　2．0における酸吸着量mg／9

時種別
間No．
↓　→

15min

30　〃

1hr

3〃

5〃

成 人

黒 黒

30　　　29

0．102

0．118

0．120

0．139

0．149

0．106

0．109

0．118

0．139

0．153

老

白

45

0．040

0．047

0．058

0．080

0．102

白

44

0．055

0．069

0．080

0．095

0．120

黒

25

0．051

0．055

0．073

0．091

0．098

人

0．026

0．040

0，055

0．080

0．095

15min

30　〃

1hr

3〃

5〃

1．094

1．313

2．333

4．375

5．396

黒

29

1．240

1．750

2．479

4，375

5．542

老 人

白

45

0．583

0．729

1．604

3．281

4．494

白

44

0．729

0．948

2．188

4．521

5．104

黒

25

0．948

1．094

1．531

3．646

3．792

黒

31

0．510

1，167

1．385

3．646

3．865

第2表　pH　3．0における酸吸着量mg／9 第4表　pH　1．5における酸吸着量mg／9

時種別
間No．
↓　→

15miロ

30　〃

1hr

3〃

5〃

成 人

黒

30

0．401

0．438

0．802

1．057

1．240

黒

29

1．149

1．221

1，313

1．860

2．060

老 人

白

45

0．529

0．565

0．711

0．893

0．966

白

44

0．729

0．784

1．057

1．440

1．823

黒

25

0．201

0．237

0．383

0．419

0．429

　　時種別
・・闇N乞

黒

0．274

0．346

0．492

0．930

1．039

15min

30　〃

1hr

3〃

5〃

成 人

黒

30

黒

29

老 人

白

45

7．292　　3．063

8．750　　5．834

13．126　10，209

20．126　19．688

20．855　22．605

2．917

8．750

11．230

18．230

18．959

白

44

黒 黒

25 31

　　　　4，0841　3。646
牝。。。15．、。4

14，584　　9．480

18．959．16．042

20．418　17．501

6．563

7．292

11．667

17．501

18．230

Minoru　NANJo：Adsorption　of　Acid　and　Dyeing　of　Ha三r
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　3．染着量

　（1）色　素

　酸性アゾ色素である化粧品用黒色201号（ナフトー

ルブルーブラック）を使用した．

　（2）試験法

　30～40mmに切断した試料約100　mgを精秤し，

pH　2・0および4．0に調整した0・1％色素溶液10倍

量を加えて5時間浸漬したのち60。で15分間染色す

る．流水で水洗したのち風乾し水溶上で35％ピリジ

ン溶液を用いて色素を抽出し吸光度を測定して色素量

を求める・

　（3）試験結果

試　料

No．

36

40

48

35

51

31

43

32

41

29

年　令

79

79

72

75

79

63

20

20

毛　髪

種　別

白　髪

　’ノ

黒　髪

白　髪

　〃

　〃

黒　髪

白　髪

黒　髪

　〃

染　着　量　陪／9

pH　4．0 P王｛2．0

24二75

17．85

17．69

16．28

12．63

11．95

10．74

9．21

6，96

6．29

33，75

35．00

35．18

41．14

47．08

47．70

51．19

60．62

62．36

57．34

　考　　察

　酸吸着量は酸濃度および浸漬時間に比例する．成人

毛髪の方が老人毛髪に比べて吸着量が多く，年令差が

認められる．また老人の方の個人差が大きい．このこ

乏は毛髪繊維組織の密度のほか酸吸着基の差異を示し

ているものと考えられる・

　染着量は染溶の酸濃度，色素濃度，温度および時間

に比例して増加するが，本実験においては，色素濃

度，温度および時間は一定であるので酸濃度に比例し

て増加している．成人．老人共個人差があるが老人の

方が偏差が大きく年令差が認められる・興味あること

は，pH　2．0と4．0における染着量の順位が逆になる

ことである．このことは，染着量は酸濃度に比例する

ため酸濃度の低い領域に：おいて酸吸着量炉多いときは

染浴の酸濃度が低下し色素分子の動きが不活発となり

親和力が低下するものと思われる．その臨界はpH

3．0と4．0の間にあると考える．従来羊毛に比べて人

毛髪の染着量が少ないのはシスチンの抵抗によるもの

と言われているが，本実験の場合染着量の差異は色素

結合時における染浴の酸濃度と毛髪の酸吸着量：による

ものと考える，

文　　献

1）T．VickerstofE：

　ing　（1954）

The　Physical　Chem．　of　Dye一

（昭和40年5月31日受付）

過酸化水素脱色毛髪のコールドパーマ

　　　　による強度変化について

南　城 実・狩　野　静　雄

　最近女性頭髪の脱色（ヘアブリーチ〉染毛（ヘアダ

イ）は美容上の目的から一般にもかなり行なわれてい

る，前山1）において，アンモニアアルカリ性過酸化水

素液で脱色のみ行なう場合の毛髪の強度変化は比較的

少ないことが認められたが，実際にはこれら脱色染毛

後コールドパーマ処理を行なう場合があるので，過酸

化水素で脱色したのちコールドパーマ処理した場合の

毛髪の強度変化について検討した。

　1．過酸化水素液による脱色処理

　前報1）にしたがって行なった．

2・コールドパーマ液による処理

　市販コールドパーマ液（強力）に35。で5分間およ

び15分間浸したのち流水で約15分間水洗する．つぎ

に第2剤として臭素酸カリウム溶液（59／150mZ）中

に35。で30分間浸したのち流水で約15分間水洗し，

風乾後湿度75％（20。〉中に保存する・

3．毛髪の破断重量の測定

前報1）にしたがって行なった（表）・

　Minoru　NANJo　and　Shizuo　K：ANo＝On　the　Stre■gth　of　Hair　Treated　by　Cold　Permanent　Wave　So－

1ut三〇n　After　the　Treatment　Qf　HydrogeロPerQxide
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表

過酸化水素脱色条件

脱　色　液

H202未処理毛髪

pH　8

H2024％

pH　8

H2026％

pH　8

H2028％

pH　8

H20210％

pH　10

H2024％

pH　10

H2026％

pH　10

H2028％

pH　10

H20210％

処理時間

（min）

　5

10

15

30

60

　5

10

15

30

60

　5

10

15

30

60

　5

10

15

30

60

　5

10

15

30

60

　5

10

15

30

60

　5

10

15

30

60

　5

10

15

30

60

コールドパーマ液5分処理

破　　断 重　　：量

kg／mm2

17．86

17．77

17．38

16．85

16．67

15．88

16．87

16．24

15．76

15．35

15，37

16．55

15．57

14β7

13．12

12．95

16．14

15．86

14．57

14．00

12．75

16．02

15．01

16．01

14．21

13．81

15．46

15．10

14．80

13．72

13．05

14．93

14．52

14，23

13．85

13．48

13．65

13．52

13．40

13．41

13．26

低下率％

一14．42

一14．85

－16．72

－19．26

－20．12

－23．91

一19．17

－22．18

－24．48

　　26．45

　　26．35

一20．70

－25．40

－28．75

－37．13

－37．95

　　22，66

　　24．01

－30．19

－32．92

－38．91

一23．24

－28．08

　　23．29

－31．91

－33．83

一25．92

－27．65

－29．08

－34．20

－37．47

一28．46

－30．43

－31．82

－33．64

－35．41

一34．60

－35．25

－35．79

－35．75

－36．46

コ＿ルドパ＿マ液15分処理

破　　断　　重　　量

kg／mm2

12．89

11．96

11．95

11．92

11，85

10．65

11．56

11．55

11．55

11．56

10。25

11．72

10．90

10．72

10．57

10．24

11．65

10．85

10．86

10．02

9，98

11．24

11．20

10．83

9．35

8．89

11．02

10．75

9．28

9．09

8．15

10．96

10．25

10．24

8．53

7．54

10．56

9，99

8．94

8．53

8．53

低下率％

30．00

一42．69

－42．74

－42．88

－43．22

－48．97

　　44．61

－44．66

－44．66

－44．61

－50．89

　　43．84

－47．78

－48．63

－49．35

－50．93

．一 S4．18

－48．01

－47。96

－51．89

－52．32

一46．14

－46．33

－48．11

－55．20

　　57．40

　　47．95

　　48．49

－55．53

－56．44

－60．95

一47．48

－50．89

－50．93

－59．13

－63．87

一49．40

－52．13

－57．16

－59．13

－59．13
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過酸化水素脱色条件

脱　色　液

pH　12

H2024％

pH　12

H2026％

pH　12

H2028％

pH　12

H20210％

処理時間

（miコ）

5

10

15

30

60

5

10

15

30

60

5

10

15

30

60

5

10

15

30

60

コールドパーマ液5分処理 コールドパーマ液15分処理

破　　断　　重　　量

kg／mm2

14．00

14．01

14．00

13．88

13．36

14，02

14．00

14．01

13．66

13．30

14，10

14．00

13．83

13．57

13．02

13．90

13．28

13．25

13．00

12．73

低下率％

一32．92

－32，87

－32．92

－33．49

－35．98

一32．82

－32．92

－32．87

－34．55

－36．27

一32．44

－32．92

－33．73

＿34，98

－37．61

一33．40

＿36．37

＿36．51

－37．71

＿39．00

破　　断　　重　　量

kg／mm2 低下率％

10．78

10．51

9．54

8．88

8．23

10．85

10．35

9．07

8．52

．3．．15

10．13

10．06

9．83

8．36

7．34

10．22

8．86

8．25

8．11

6．01

48．01

50．41

56．54

59．18

60．95

51．46

51．80

52．90

59．94

64．83

　51．46

　51．80

　52．90

＿59．94

　．64．83

51．03

57．55

60．47

61．14

71．20

　考　　察

　アソモニアアルリカ性過酸化水素液による脱色処理

のみでは毛髪の強度に著しい変化は認められなかった

が，これを更にコールドパーマ液で処理した場合，脱

色処理を行なってない毛髪と比較して破断重量：の低下

が大きく，これが脱色の際のpH，過酸化水素濃度お

よび処理時間などに著しく影響されることが認められ

た，したがって，ヘアブリーチの処理条件については

毛髪の傷害防止上その後のコールドパーマ液処理をも

考慮して定める必要があるものと考えられる・

　　文　　　献
1）．

?骼ﾀ，狩野静雄：衛生試i報，82，99（1964）

　　　　　　　　　　　（昭和40年与月31日受付）

環境衛生から見た頭髪中の鉛量について

外村正治・南城実・狩野静雄

　近年我が国の自動車の普及は著しく，特に東京，大

阪等の大都市では，自動車排気ガスが工場などから排

出されるばい煙とともに大都市の大気を汚染してい

る．自動車排気ガスは，自動測定記録計による定点測

定1・2），また東京3），大阪4），横浜5）などで汚染物質の

沿道的な測定が行なわれているが，一酸化炭素，鉛な

ど自動車排気ガスの特有な汚染物質は測定点付近の交

通量ならびに道路よりの距離に関連性が見出される・

一方大気汚染の測定には，降下ばいじんのデポジット

ゲージ法6），亜硫酸ガスの二酸化鉛法7）ならびにアル

カリろ紙法8）などの地域的な環境汚染度を比較する方

法がある・著者らは自動車交通量の差を地区別に選定

　Masaharu　ToNoMuRA，　Minoru　NANJo　and　Shizuo　KANo：AStudy　on　the　Amount　of　Lead　in　the

Hair　of　Regional　Inhabitants



82 衛生試』験所報二 二83号　（1965＞

しそれらの地区の住人の頭髪中に残存する鉛量な測定

して，官動車排気ガスの地域的な汚染度を比較推定す

る資料とすることを試みた・

　交通量の多い地区住人として，東京都新宿区の住人

と淀橋警察署外勤交通従事者，少い地区として各薬用

植物栽培試験場勤務者，中間的な地区として埼玉県本

庄市の住人を選び，個人について勤務地と居住地の市

街地，郊外の区別を明記させて，汚染度の区別をでき

るだけ明らかにした．

　採集した頭髪を1％ラウリル硫酸ナトリウム溶液中

で40～50。で約10分間洗浄，水洗，風乾した．．

　頭髪500mgを硫硝酸で分解し，冷後，’水で希釈，

パーマネント・ウエーブ用剤基準（厚生省告示第233

号昭和35年8月1日）中の鉛の定量法で行ない，表

の結果を得た。

　一般的に女性の方が男性より高い値を示した．、地区

的に見ると，最低値には地区の差があまり認められな

かったが，平均値ならびに最高値については東京が他

に比較して高い値を示している．埼玉県本庄と東京以

外の地区との差はなかった．また職業別に見ると，淀

橋署外勤交通従事者が，同一地区の一般男性に比べて

平均値，最低値で高い値を示，している・

文 献

表　頭髪中の鉛量測定結果（p9／9）

地区別翻1平雛1最．高画面「低値

一橋警察署． j

東’ i｛婁

麟本庄｛婁

名寄｛婁

南伊豆｛婁

・和歌山｛婁

軒口｛婁

43．16

34．05

45．33

22．73

39．07

18，82

28．17

23．17

29．71

23．47

37．60

25．75

38．03

75．78

．123．85

138．66

32．30

48．04

26．07

44．96

40．33

31．30

41．03

48．80

35．96

46．25

26．37

13．07

29．84

12．17

28．23

11．22

11，38

13．77

27．32

9．69

29．97

13．99

30．96

1＞外村，山手，辻；大気汚染研究全国協議会第5回

　総会（1964．5．28）

2）1同上：第20回日本薬学大会（1965．4．7＞

3＞市川，山手：衛生試報，77，19（1959）

　外村，山手，辻：同誌，82，155（1964）

4）渡辺ら：大阪市衛生研究所報告，25，25（1963）

5）小林ら：分析化学，12，1057（1963＞

6），7＞，8＞大気汚染研究全国協議会第二小委員会編

　　：大気汚染の測定，P．360（1962＞，コロナ社

　　　　　　　　　　．（昭和40年5月31日受付）

新固定法によるネコの体温測定

田中　悟・近岡昭典・堀内茂友

　Seibert1）が発熱性物質試験用ないしは発熱性物質

研究用の動物としてウサギが適当であると示唆して以

来，この面の研究はほとんどウサギを用いておこなわ

れてきた．

　しかしながら，ウサギめ発熱性物質に対する感受性

は必らずしも他の動物に優れているとはいえないし，

また，中枢に関する実験を目的とする場合，ウサギは

ネコ，イヌなどに較らべて体温調節中枢の発達が遅れ

ているため良好な実験材料でないと一般にいわれてい

る．ところがこれらの動物についても体温の基礎的研

究のみならず固定法の吟味すらこれまでになされてき

ていない．

　そこで著者らは，まずネコについて，堀内ら2）が体

温測定用として新しく考案した固定法により，その体

温を自記温度記録計を用いて測定記録して検討すると

ともに，併せてそれに影響をおよぼすと思われる2，

3の条件について検討したので報告する・

　実験方法

　ネコは動物商から購入した．実験には実験前10日

間以上25土1。の室温下で飼育した外見上健康な2～3

kgの雄性ネコのみを使用した・なお，実験当日の給

餌，給水は廃した。

　体温は，Floxboro社製自記白金抵抗温度記録計を

用い10川in間隔で連続的に直腸温を記録した．直腸

内に挿入した記録計感温部の深さは，肛門から7cm

とし，感温部が直腸内から離脱しないように纐帯を用

　SatQru　TANAKA，　Akinori・CHIKAoK4　alld　ShigetQmo　HoRlucHI：

perature　with　a　New　FixingrMethod

Measurgment　of　the　Cat’s　Body　Tem一
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いてその導線を尾に固定した．

Fig．　1．

　ネコの固定1却ま堀内ら2）の方法に従った・実際の模

様をFig・1に示す・以下その概略を記す．まずネコ

に背部縦軸にチャック締めをして着脱が自由にできる

目のあらいサラン布製胴衣を着せる．ついでそのネコ

を，100cエn×50　cmの黒色セルロイド板が雨樋状に取

り付けてあるところの可動架台上にのせる．最後に，

架台の四隅に取り付けてある直径1cm，長さ20　cm

のスプリングバネの遊離端を胴衣背部に止金をもって

とめる．

　以上のようにして固定することによりネコはスプリ

ングバネの伸縮可能な範囲にわたり自由に動くことが

でき，従来の固定法に比べて自然に近い状態下でネコ

の体温を測定することが可能となった・

　なお，対照として用いたウサギは首枷式固定法3）を

用い，その他の実験条件はネコと同一とした．光，音

30

20

例

数

10

37．0　　375　　38，0　　3a5　　3aQ　385　40、0

　　　　　体　温　（OC）

　Fig・2．ネコ体温分布図

　m　：38．330　　　　　σ：0．450

室温25土1。　湿度50～60％

0．5

0

一q5

　一1，0

体

温一1．5

変

1ピーao

（℃）一a5

一3ρ

　　　0　　　1　　2　　　3　　4　　　5　　　6

　　　　　　　　　hr

　　Fig．3．ネコの固定による体温変化

．一 鼈鼈鼈齦 ?ﾊ固定　　　　　　　　高位固定

刺戟条件については実験の項で説明する・

　実験結果と考察

　1＞体温の性質

　固定後2hrにおけるネコ75例の体温値はFig．2

に示す如くで，平均値は38．33。，標準偏差は0．45。で

あった．

　Fig．3はネコ固定後6hr内における体温変化曲線

を示したもので，腹位固定ではこの間ほとんど動揺が

認められなかった．他方，背幅固定にした場合体温は

急速に下降し，固定後大体3hr位で最低値となり，

ついで晶々に回復にむかったが，6hrを経過しても

なお回復の傾向を示さない例もみられた・

　以上の実験から，本復位固定法は従前の固定法に比

べてネコの体温測定用としてはかなり優れた方式であ

　　0
体

温『α5

変α5

化

（ち）0

　－0．5

　0，5

黒

狂

層0

一〇．5

［

音劇戟

光刺戟’

（：蜘〉＜
（ネコ）

　　0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5

　　　　　　　　ゐr

　　Fig．4．音光刺激と体温の変化

室温：25土1．0。　　湿度：50～60％
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るといえよう．

　2）　光，音刺戟の体温におよぼす影響

　光，音刺戟を与えて，両刺戟の体温におよぼす影響

を，ウサギを対照として比較検討した・

　音刺戟には直径約15cmの鐘を用い，刺戟条件は

固定後体温の安定した時，動物の前方約1mで2min

打ち鳴らした．結果はFig・4に示す如く，本条件下

の音刺戟ではネコ，ウサギともに著明な変動は認めら

れなかった．

　一方光刺戟の場合には（勅戟条件は，個定後体温が

安定したのち500Wのライト2個を動物の1m前方

から連続照射）ネコ，ウサギとも体温の変動は音刺戟

の場合より大で，特にネコにおいては，上昇あるいは

下降と一定ではないがその変動は著明であった（Fig・

4・〉．

　このことは本実験条件下では，外界刺戟に対してネ

コの反応性がウサギより高いという結果を得た・
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抄 録．

　Studies　on　Cinnoline8．’11．　On　Nitration　of　Cin＿

　noline　1－Oxide．

　Ikuo　SuzuKI，　Toshiaki．　NAKAsHIMA，　Natsuko

　NAGAsAwA　and　Takanobu　ITAI：C加初．　P肋7御．

　Bz〃Z．，　12，　1090（1964＞

　Ci且noline　1－oxide．（1＞gave　4－nitrocinnoli豆e．1－

oxide（∬）and　a　s皿all　amount　of　5－nitrocinnoline

ノ＼〈

111二一
〉＼Nグ
　　　↓

　　O　I
↓・・C1・

　　耳H・

〉＼Nノ

　皿

1－oxide（V＞on　war血illg　with　nitric　and　sulfuric

acids，　a且d　gave　4，5－dinitrocinnoline　1－oxide（y）

1）yusillg　fuming　nitric　acid　in　sulfuric　ac襲娯．　The

nitratiQn　of　I　with　benzoyl　nitr皐te　afforded　3rni－

trocinnoli皿e　1－oxide（W）．　I　was　co且verted　into　4－

chlorocinnoline（田）on　the　treatment虚ith　phos－

phoryl　chloride．　’

　AcONH4
＜一一一一一

↑H・

　　甲。・

ノ＼〈

H随・
＼／＼Nク
　　　↓

　　0　皿
　　i

　　　？c・H・

〉＼Nグ

　　↓

02N　NO2
　　　　　　

ρrい
〉＼Nグ
　　　↓

　　　o　y

　　↑

　　l

NO2
　　

ノ＼／＼

ll［歯
〉＼Nグ
　　　↓

　　O　V

〉＼Nグ

ρ∩〔N儀璽．

〉＼Nグ
　　　↓

解熱鎮痛剤中のアミノピリンの非水滴定による定量

法

辻　章夫，北条正躬：衛生化学，10，184（1964）

　綜合感冒剤中のアミノピリンの定量法として現在市

販され℃いる複雑な処方の感冒剤に適用できる定量法

を確立した．感冒剤中のアミノピリンをエーテル，ま

たはクロロホルムで抽出し，溶媒を除き，非水滴定用

；氷酢酸にとかして過塩素酸液で非水滴定する・

　本法では，散剤，錠剤，穎粒剤，カプセル剤などの

場合は，試料を粉末とし，エーテル抽出することによ

り，少量のアルカロイドハロゲン塩，抗ヒスタミン

剤，バルビタール類，カフェイン，アセチルサリチル

酸，スルピリソなどが共存していても，アミノピリン

を定量することができたが，スルピリソを配合した内

服液では，スルピリンの分解物である，N一メチルア

ミノアンチピリンが混入して，アミノピリンの定量を

阻害する・溶剤として氷酢酸・無水酢酸混液（4：1）を

V［　0

蔽oc恥
〉＼Nグ
　　　↓

　　0　皿

用いると，N一メチルアミノアンチピリンは容易にア

セチル化されて過塩素酸を消費せず，アミノピリンの

みを滴定することができた・本法によるモデルサンプ

ルの定：量では散剤の場合σ＝1．03％＠＝7），内服液の

場合σ＝1．07％（％；7》であった・

リンモリブデン酸によるスルピリン配合内服液中の

アミノピリンの比色定量

辻　章夫，中村晃忠：分析化学，13，1121（1964♪

　アミノピリンの還元性を利用して，リンモリブデン

酸によるアミノピリンの比色定量法を確立した．至適

条件は最終検液濃度7．5pg／mJで，検液調整時に炭

酸水素ナトリウム飽和溶液を加えてアルカリ性とした

検液10mZに15％リソモリブデン酸溶液1mZを加

え，60分間放置後，800mpで測定する・また，スル

ピリソによる妨害の除去法について検討し，アセチル

化操作を加えることにより目的を達した・通常の感冒
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薬に配合される40種の薬品の影響について検討した・

製剤分析として注意を要するものは，リソ酸コデイン

のみであった・正確に調整したモデソサソプル，およ

び市販製品に適用したところ良好な結果を得た．

解熱鎮痛剤中のN一アセチルーP一アミノフェノール

の比色定量法（第2報）

辻　章夫，北条正躬：衛生化学，1①，241（1964）

　ナトリウムペソタシアノアソミンフェロアート法

（NPA法）とインドフェノール法（IP法）を検討した・

N一アセチルーρ一アミノフェノールは加水分解すると

ρ一アミノフェノールとなる・ρ一アミノフェノールは

NPAとアルカリ性で配位子置換を行ない，有色のペ

ソタシアノパラアミノフェノールフエロエート錯アニ

ォソ〈〔Fe（CN）5。C6H7NO〕3一）となり緑青色に呈色す

る（λ㎜、：700mp）・本呈色反応を利用してN一アセ

チルーかアミノフェノールの新比色定量法（NPA法〉

を確立した．また，N一アセチル「ρ一アミノフェノール

を加水分解してかアミノフェノールとし，次亜塩素

酸ナトリウムの存在でフェノールと酸化カップリング

させてインドフェノールに導き呈色させて比色定量す

る（λ㎜：620nや）IP法を確立した・感冒剤に配合

される多数の薬品は常用配合量では定量を障害しな

い．スルピリン，アスコルビン酸など還元性化合物は

両定量法を妨害するが，適当な前処理により分離除去

できる，モデルサンプルについて両定量法の測定精度

を検討した．NPA法は98～100％の回収率で，標準

偏差0．5％，IP法は99～102％の回収率で標準偏差

0，8％であった．

ジエチルジチオカルバミン酸銀塩による微量ヒ素定

量法の改良

金田吉男，河内敬朝：衛生化学，11，一（1965）　掲

載予定

　微量ヒ素の定量法であるジエチルジチオカルバミン

酸銀塩法は，測定値の変動が大きいとされているが，

ヒ化水素発生フラスコを25土1。の水浴に．ヒ化水素

吸収管は10土1。の水浴に浸して操作し，とくにヒ化

水素をほとんど完全に吸収させる目的でヒ化水素吸収

管にガラス棒を挿入して気泡を細かくする操作を加え

たところ，測定値の変動が少なくなり，微量ヒ国定：量

法として充分な精度がえられた．

　第七改正日本薬局方収載医薬品12品目につき10pg

の三酸化ヒ素を添加し，前述の操作に従って回収試験

を行なったところ，相対誤差は3・6％以内，変化係数

4％以内，最低検出限度は0・2p9（三酸化ヒ素とし

て〉であった．

Studie8①n　the　Ckemical　Isomerization　of　Vit－

8皿iR　D・1・CLemic“11some夏蚕zation　of　Vi聾臨mi且

D2　to　I80tacbysteτol　by　Acetyl　Chloride．

Tadashi　KoBAYAsHI：．乙yげ’α初動oJ．，11，48（1965＞

　In　the　colorimetric　reactio且of　vitamin　D　with　　’

antimony　trichloride，　chemical　isomeriz包tion　of

vita魚in　D　were　studied．　Vita1ロin　D2　in　ethyle皿e

dichloride　was　able　to　1）e　easily　isomerized　to　iso－

tachysterol　by　acetyl　chloride　at　room　tempera－

ture．　When　antimony　trichloride　without　acety1－

chloride　was　added　toi　sotachystero1，笈。　color　was

produced．　Therefore，量t　may　be　co皿cluded　that

the　isomerization　of　vitamin　D2　by　acetyl　chloride

has　no　relation　with　thls　colorimetric　reaction．

　市販アンプル入り栄養内服液中のアスコルビン酸の

　安定性

　朝比奈正人，谷村顕雄，足立．透；衛生化学，11，

70（1965＞；昭和38年および39年厚生科学研究報告

　市販アンプル入り栄養内服液21種について，その

中のアスコルビン酸の経時変化を調べるため，25cで

は3ケ月，6ケ月，9ケ月，12ケ月保存後アスコルビ

ン酸を定量し，一方アスコルビン酸の水溶液中での活

性化エネルギーを21kca1／moleと仮定して，理論的

考察を行ない，40。および50。保存のものについて，

25。における上記4回の測定のときと同程度分解して

いると推定される日をそれぞれ試験予定日と定めてア

スコルビン酸の定量を行なった．その結果40cで67

日保存した場合が，250で1年保存した場合とアスコ

ルビン酸の分解の程度が同じであった・そこで40。で

2ケ月保存という条件がこのような製剤中のアスコル

ビン酸の虐待試験の条件として適当であると結論し

た・なお，アスコルビン酸は25。1年で10～40％（平

均27％）分解した．

合成樹脂アンプル中のビタミンの安定性

朝比奈正人，谷村顕雄，南原精一，中路幸雄，足立

透：昭和39年度厚生科学研究報告，医薬品の安定

性に関する研究339（1965＞

　栄養内服液の容器として用いられている，あるいは

用いられる可能性のある合成樹脂アンプル3種につい

て，ガラスアンプルを対照として，9種のビタミンの

単味水溶液の37。2ケ月保存の際の安定性を調べた・
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　塩酸チアミン，リン酸リボフラビソ，塩酸ピリドキ

シン，シアノコバラミン，ニコチン酸，ニコチン酸ア

ミド，葉酸では，特に不安定となることはない．アス

コルビン酸はポリプロピレンやポリスチレン容器では

著しく不安定であるが，サランコーティングしたアク

リルニトリルスチレソ共重合体ではガラスの場合とほ

ぼ同様であった．メナジオン亜硫酸水素ナトリウムで

は合成樹脂容器でやや分解が早かった・

ヘロインの検出法

朝比奈晴世：衛生化学，11，（1965＞投稿中

　ヘロインの検出法として，〔1）融点測定，②呈色反

応，〔3）結晶形成，㈲紫外部吸収の測定，（5）ろ紙ク

ロマト法，⑥薄層クロマト法，（7）ガスクロマト法，

（8）赤外部吸収の測定などを述べ，混合物，偽和物の

試験と，尿中の麻薬の検出にもふれた・

あへんアルカロイドのけし全心抽出方法に関する

研究

朝比奈晴世：昭和39年度厚生科学研究報告．

　けし全草抽出法に関する研究の一部として，けし果

実中のモルヒネ含量を，α一ニトロソーβ一ナフトールに

よる比色法により定：量した．

　モルヒネ含量は，主軸の果実0．27％，第一枝の果

実0・29％，第二枝の果実0・32％であり，果実1個あ

たりのモルヒネ量はそれぞれ27mg，27　mg，28　mg

であった．

Trite叩ene　Methy1胱hers　from　Rb量zome　of

11配Pθrα診α　C〃琵π6Jr∫Cα　var．η第ε♂’α．

H3CO
I

H

1耳

（1）

H

（II）

（皿）

R
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．T．　OHMoTo，＊K．　NlsHIMoTo，　M．　ITo，　S．　NAToRI：

C1診θ〃宰．勘αプ〃z．β〃1ム，　13，　224（1965）　「

　茅根（J．P．　W，2部収載，チガヤ1初ρθ纏ασy伽一

47加var．翅64勿の根茎）より2種のトリテルペソ

を分離，その一はEglintonら（T6伽加〃。π五θ∫’θ7s，

1964，2323＞によって・47襯40co郷ρ’6％σから分離が

報告され（工）式があたえられているarundoin，　mp

242～2430，〔α〕D－5．30（CHC13）と一致した（この構造

の誤りたついては後報）．

　他の一は，mp　269～270。，〔α〕D十60。（CHC13），　C31

H520の新トリトルペンでcylindrinと命名．　IR，　N

MRからCH30基1個，3置換2重結合1個の存在

が判り，Massスペクトルと併せて5環性と考えられ
る．

　このものは酸異性化反応，SeO2脱水素反応に抵抗

を示し，〔α〕Dの値から想像されるようなoleanane，

ufsane，　hopane系の45化合物などではなく，　con－

formational　dribing　forceの存在しない環系である

ことが判る・その二重結合周辺の構造はepoxideの

形成，その酸挙挙によってえられるdiene（五），　ket－

one（皿）の〔α〕D，　UV，　ORDから13β，14αにメチ

ル基を持ち，∠9（11）であることが明らかにされた．こ

れはMassスペクトルによっても支持される．

　以上の条件を満たす5環性トリテルペソとしては，

最近Dlerassiら（・4πη・，668，57（1963））によって

arborino1（IVa），　isoarborino1（yb）が報告されてい

る・そこでこれらとの関連をつけようとして，HBr－

Ac20－pheno1－CHC13で処理してacetate，　mp　288。を

え，これがybのacetateと一致することを明らか

にした・さらに，yb，3－keto且eに導いて同定した．

　最後にこれらの誘導：に際して3位の配位に変化のな

I

H

H

（IVa）

（IVb）

（IVc）

｝

　2sec．　CH　3

　1tert．　CH3

　C8H11

　！OH
R＝＼H

／HO
＼H

／OC耳・

＼H．

いことを知るため，］Vb

をメチル化してcylind－

rinがえられることを確

かめた・以上の結果から

cylindrinをまisoarborin－

01methyl　ether　（］Vc）

で示されるが，そのD，

E環についてはさらに研

究中である．

＊　東邦大学薬学部
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Fem　Con8tituent8＝Adiane血e」Filicene，7－Fem－

em，180femene　8nd　Dip10日頃ene．　Triterpemid

Hydmcarbons　1601ated　from温伽η加m恥0πOCゐ一

zα7πy｛ぬ

H．AG£TA，＊K：．　IwATA，＊S．　NATo副：Tθ’名α加4〆。π

Lθ’∫82r∫，　1964，3413

　ハコネジダ（ノ14勿π’％ηz〃30πoc〃σ〃3ys　EATON）から

次．の5種のトリテルペソを分離・

　isofernene（fern－8－ene）（1）mp　189～190。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔α〕D十180ノ

　／adia尊en6（adian－5－ene）（皿）．　190．5～191。50　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十51。

　7－ferllene（fem－7－ene＞（皿〉．．．208．5～209」5。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一270

　filicelle（且1ic－3－ene＞（17）　　228～2290　　　　　　十500

　．diploptene（hopene－b）（V）．210～2110　　　十61。

（1），（V＞は既知化合物．（皿），（皿），（W）については

IR，　NMR，〔α〕Dの比較；酸異性化反応による（1）へ

の誘導，その他の反応等から，それぞれ下記の式で示

されることを明かにした．

＊昭和薬科大学

H H
3

H

（II）

了／

・H

　3ノ．H

H γ

（1工1＞

H　H
l　　l

H γ

．（IV）

Sy血thetical　Approaches　t①the　pri8time㎡n　Ch＿

r①mophore・

J．A．　H肌，＊A．　W．　JoHNsoN，＊T．　J．　KING，＊Sl　NA－

ToRi＊＊and　S．W．　TAM＊：匹Cぬ伽．　Soo．，361（1965）

ニシキギ科植物のトリテルペンpristimerin（工）の

A，B環に見られる

4級炭素によってブ

ロックされているメ

チレソキノソ（キノ

ソメチド）構造モデ

ルの合成と反応が試

みられた．

0

HO
A B

H

，COOCH3
’

＊　Department　of　Chemistry，　University　of

　Nottingham

＊＊British　Council　Scholar（1958～1959），当時東

　　京大学薬学部所属

Gas　Chm血atography　of　Trite叩ene8．1．　Ur8ane，

Olea】㎜Lne　and　互湖pane　Gτoup8・

N．IKEKAwA，＊S．　NAToRI，　H．　IToKAwA，＊＊S．　ToBK

NAGA＊＊＊and　M．　MATsuI＊：C加初．　P勿瑠．　Bπ〃”

13易　316（1965）

”種の条件におけるretention　timeを検し，化李構

造との相関を確かめた・これらは，サポニシ・トリテ

ルペンを含む生薬，植物の分析の基礎になるもので
ある．’

＊理化学研究所　　　＊＊東京理科大学薬学部

＊＊＊昭和薬科大学

　ステロイド領域では多くの研究のあるガスクロマト

グラフィーが，トリテルペソにおいてはあまり系統的

に報告されていないので，ursane，01eanalle，および

lupane系に属する代表的トリテルペソについて各”

Gas　Chromatog■aphy　of　Triterpenes．　IL　Hopa＿

ne－Ze①ril愉ne　and　Onoceτane　Groups．

N．IKEKAwA，＊S．　NAToRI，　H．　AGET馬＊＊K．　IwATA＊＊

and　M．　MATsuI＊：C丁目．昂α筋．β〃1．，13｝320

（1965）

　hopa■e系列について2重結合の異性体を揃えるこ

とができたので，retentio豆timeと2重結合の位置，

onocerane系においても異性体相互間の関係を明らか

にした．その結果は，本系統化合物に見られる酸異性

化反応，Chemotaxonomy等，広く応用されるもので

ある・

＊理化学研究所

＊＊昭和薬科大学

The　Ubip血o皿e－1ike　Activity　of　Naturally　Oc－

curring　Bel田oquinone　De「ivative8・

1｛．OzAwA，＊K．　MoMosE，＊S．　NAToRI，　H．　OGAwA，

K．YAMAGuc田：βゴ。σ乃6勉．　Bゼ。助ys．〆10’σ，86，395

（1964）
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　呼吸酵素系におけるユビキノンの役割については種

々の報告があるが，その化学構造が（1）のようなペソ

ゾキノソ誘導体であることは特異的であるので，これ

と構造上の類縁のあるオキシアルキルベンゾキノン類

およびその誘導体20種についてユビキノン様活性を

検討した．豚心筋ミトコンドリアをアセトン処理し，

そのコハク面々化酵素活性が，これらのキノン類と菌

体リピド粗エキスで回復されるかどうかを検圧法によ

り測定した・

　使用した化合物のうち，ユビキノン様活性の高いも

のは，rapanone（五），　embelin（皿），　maesaquinone

（恥，dihydromaesaquinolle（V），　helicobasidin（W），／

　　　　　　O　　　　　　　CH3　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ

　　H3CO＼　　／（CH2－CH＝C－CH2）n・H　　　　　R＼　　／OH

＿α．
　　　（1）

／3－octadecy1－2，5－dihydroxybenzoquinone（皿）等で

あって，これらはユビキノソの70～90％程度の回復；

を示し（0・5mル1），回復された活性はアンチマイシン．

Aで阻害された．

　今回検したベンゾキノン類について認められた構造

一活性相関を要約すると次のようになる・（i）1個

ないし2個の水酸基と脂肪族側鎖が必要である・（ii）

2個水酸基のあるものの方がより活性が高い・（iii）

側鎖は今回の化合物の範囲では長い方がよい・（iv＞

水酸基をメチル化すると活性が認められなくなる・

。。颯，

　　6

Anthraquinone　Metabolites　of　7rαZαγo配〃σθε

αひeπαr認麗s　C．R．　BENJA瓢夏N　and　Pre脇8s‘α

η昭砺8PoアαCA夏N

S．NAToR1，　F．　SATo　and　S．　UDAGAwA：C乃θ翅．

勘α7〃z．jgπ〃．，　13，　385（1965）

　菌類のキノン系化合物の医薬資源としての利用およ

び生合成研究の一部として題記菌類の代謝物を検索し

前者からemobin（1），ω一hydroxyemodin（皿〉，　emo＿

dlc　acid（皿），後者からskyrin（y）を分離同定した・

OHOHO
　　　　　ロ　　　　

ノ＼〈／＼
Hαし旧t 1

＼ノ＼／＼R
6

（1）　R＝CH3

（豆＞　　　CH20H

（皿）　　COOH

　　OH　O　OH
　　　　　　　　　　　　　

一。〔〕り＿

　　　1　　　11

　　｝0
　　　2　　（y）

キキョウ根の成分で第1報〉サポニンの検索

山ロー孝，伊藤己代子，西本和光，名取信策：生薬

学雑誌，18，12（1964）

　代表的なサポニン生薬の一つであるキキ・ウ根の成

分としては，辻本によってPlatycodinと命名された

サポニンおよびそのゲニソPlatycodige虹豆その他が

報告されているが，その本体等は全く不明である・そ

こでサポニン生薬の理化学的評価法の研究の基礎とし

て，キキョウ根のサポニンとその関連化合物の検索7戸

＊東北大学医学部薬学科

（∬）R：Cユ3H27

（皿）

（w）

（V）

（w）

（皿）

”を行なった．

　　　　　　　　R’：H

C11H23　　　　　　　　H

ClgH37　　　　　　　　CH3

ClgH3g　　　　　　　　CH3

1，2，2－trimethylcyclopentyl

C18H37　　　　　　　　H

CH3

　辻本法およびBuOH：抽出法を中心とした精製法を

行なってサポニンの分離を試み，各フラクシ・ンにつ

いて薄層クロマトグラフィー（TLC）で検索した所，

単一なサポニンはえられず，主として4種のサポニン

の混合物がえられた．これらの分離には成功しなかっ

たので，混合物のまま加水分解を行ない，酸性部と中

性部に分け，それぞれ分離精製を試みたが，TLCで

前者は7種以上，後者は4種以上のゲニン体の混合物

で，わずかに後者の一を皿P276～2780，　acetate　mP

256～258。として分離し，IR，　NMR等から，3置換

2重結合1個，OH基3個を持つ新トリテルペノイド

と推定したに止まった．

　これらの粗サポニンについては溶血作用を明らかに

した．

　キキョウ根の成分（第2報）α一sp童鵡sterol，α一spi一

　㎜　8terylβ』一glucogide，　betulin等の分離

　伊藤己代子，西本和光，名取信策，池川信夫＊：生

薬学雑誌，18，16（1964）

　前面で報告したサポニン類の抽出分離の際えられた

その他フラクションから題記化合物を分離同定した・

α一spi職astery1β一D－91ucosideについては文献が不備

であったので，酸加水分解，酵素分解等も行なって，

確かめた・

　ステロイド類のガスクロマトグラブィーについては

多くの報告があるが，α一spinastero1とその配糖体の

加水分解物についてもこれを応用して，α一spinastero1



90 衛生試　験所報　告 第83号（19651

には∠7－stigmasteno1が爽写すること，その配糖体の

酸水解に際して∠7が∠8（14》に異性化しやすいこと

を明らかにした・

＊　理化学研究所

アジア産薬用植物の抗腫蕩性スクリーニングテスト

（第1報）

山ロー孝，木村碩志，名取信策，伊東　宏，西本和

光，板東きみ子，水野伝一＊，石黒正子＊：薬学雑誌

84，　373（1964）

　インド産を主とする37種のアジア産薬用植物につ

いて，そのアセトンおよび酒石酸エキスを製して，各

種呈色反応の予試験を行なう一方，ハツカネズミの腹

水ガン移植に対する延命率，体重増加曲線，固形ガソ

重量に対する影響を検討した・

＊東京大学薬学部

蘇葉の研究（第2報）イソエゴマケトンについて

伊東　宏：薬誌，84，1123（1964）

　現在まで数種の蘇葉原植物について成分の検索を行

なっていたが，神奈川県産カタメンジソ（鈎7”σノンー

躍召36θπ3BR1TToN　var．67’3ραDEcAls層Eノ＝己」げ3coloア

MAKlNO）といわれている品種からの精油は二つの主要

成分があり，ガスクロマトグラムでペリラアルデヒド

を1とした相対保持時間は0．93（約40％含有）と1．

43（約30％含有〉であった・これらをガスクロマト

グラフィーで分取し，それぞれIRスペクトルで既知

成分と比較したところ，前者はペリラヶトンと思わ

れUV，　IRスペクトルも一致し，2，4一ジニトロフェ

ニルヒドラゾンmp　150～151。は三品と混融して降下

せず，亜硝酸アミルとナトリウムとの分解によりβ一

フランカルボン酸mp　122～1230を得てペラケトン

（1）と同定した・後者のIRスペクトルは既知成分の

いずれとも一致せず，フラン環の特性吸収とカルボニ

ル基の存在を示し新化合物と思われるのでこれについ

て研究を行なった．水蒸気蒸留で得られた原油を精密

分留，分取用ガスクロマトグラフィーで分取を行ない

減圧蒸留で精製した．

　bpユ77～80。，分析値はCloH1202に一致し2，4一ジニ

トロフェニルヒドラゾソmp　179～180。を与える．

IR　cm－1：〃。－H　3153，ン。＝c　1561および1505，レ。－o－c

1160，δc－H（面外）874，764，にβ一フラン環の特性吸

収があり，1668cm－1の吸収帯は共役したツ。．oとみ

られ，1160cm－1の吸収とともに強度の大きな吸収で

あることからβ一フリルケトンであると思われる．

1622cm甲1にyc嘗。，1397，1357　cm－1にイソプロピル

基のδc－H，985cm－1にtrans二重結合のδcH（面外〉

の吸収が認められた．UV吸収では一般に伽フリル

ケトンは275mpに吸収極大があり，β一フリルケトン

では250～255mpに現われることが知られており，

前者のカルボニル基にさらに二重結合が共役したナギ

ナタケトソについては295加pに深色移動することが

知られているが，ペリラケトンのUV吸収は207　mp

（ε14100＞，253mp（ε5800＞が報告されている．本物

質（皿）のλ蟹Hmp（ε）：235（11000），約275（5700）

（shoulder）はβ一フリルケトンにエチレン結合が共役

したものとして説明される・本品（皿）の亜硝酸アミル

とナトリウムによる分解によってβ一フラソカルボン

酸mp　123。を得た．二品と混融，　IRスペクトルで比

較してよく一致した・またオゾン酸化によって分解し

揮発性成分としてイソ酪酸が得られることをメチルエ

ステルのガスクロマトグラムによって証明した．また

（皿〉を白金黒によって接触還元すれば水素1ルfを吸

収して側鎖の二重結合が還元されペリラケトソを得，

IR，2．4ジニトロフェニルヒドラゾソも一致した・さ

らに本物質（五）のNMRスペクトルをペリラケトン

のそれと比較してつぎの結果が得られた・（CC14溶液

Me4Si内部標準，τ値）2・02（1H・furan　H・1）要2・60

（1H，　furanのHα〉，3・25（1H，　furanのHβ），3・08

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
（1H，　quartet（JAB　15　cps，　JAx　6．5cps），一CO－C嵩C－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　H
CHく），3．61（1H，　doublet（JAB　15cpsrCO－C＝C－CH〈〉，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
・53（凪m・1t・p1・・（…ad）・CH－C嘆く8暮1）・・88（・

恥ub1・・（J…p・）・一CH毒吾：）すなわち（・）式を

支持しその二重結合はIRスペクトルの985　cm－1の

吸収とあわせ考えてtransであることを示している・

以上の諸点から考えて剛比はエゴマケトン（皿）の異性

体である（皿）式の構造で示されるもので，イソエゴマ

ケトンと呼ぶことにする・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　HB

＼O／

ll

l1

1脚㎜朋く器摯B郵磯
（1）

・C・一CH・C・・C＜8琵：

齢11

＼0／　（皿）

＼0／ （∬〉

蘇葉の研究（第3報）各種蘇葉の精油成分

伊東宏：生薬学雑誌，18，58（1964＞

　前報までにdihydroperillaalcoho1（1＞およびiso＿

egomaketo血eをそれぞれ確認した・今回は各種蘇葉
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の精油について成分を検討した・シソ類の母種である

エゴマの精油については，上田らによってperillak一

・・…（・）（R一・・一C・・一C・・一CH＜脇罠一H＞・・1・h一

・lt・・・・・・…（・）（R－CH・R－C・一CH・一CH〈ε葺：）・

・・g・m・・・・・…（・）（R一・H訳一・・一CH・C〈8吾：）・

・g・m・k…n・（皿）（R一ρ・一C・・一C・・C〈誰H一・）

をそれぞれ主要成分とすることが報告され，また最近

ではegomaketo皿eを主要成分とするシソがあること

も報告されている・著者は11種の蘇葉原植物につい

て成分を検索し，perillaaldehyde（工’）とfurylketo－

ne類（皿）を主要成分とする二群に分けることができ

た．試料として入手できた11種について当所春日部

分場で栽培し開花；期に収穫し水蒸気蒸留した・収油単

では一般にチリメソジソ系のものは他のものより少な

く，比重はfurylketone類含有のものが，　perillaal－

dehyde含有のものより値が大きかった・

　精油成分の分析はガスクロマトグラムで比較し，，お

のおのの成分については，perillaaldehyde（1’）を1

として既知成分の相対保持時間（R・R・T＞から推定

した・さらに相対保持時間の近接したものおよび主要

成分については，分取用ガスクロマトグラフィーで分

取し，IR，誘導体によって同定した・この分析の結果

からi）perillaaldehydeを主要成分とし，　Z－1imo丑e－

ne，’一mentho1などを含むのにチリメンアオジソ3

種，チリメンジソ1種，カタメンジソ1種があり，

ii＞perillaketone，　isoegomaketoneを主要成分とす

るチリメンジソ，カタメソジソ，チリメンカタメンジ

ソがおのおの1種あり，iii）perillaketone，　naginat－

aketone　と　elsholtziaketone，　elsholtziaketone　をそ・

れそれ主要成分とするチリメンジソ3種があった．ま

た一部は精油の時期別変化を調査した．

　1＞蘇葉採集的時期として8月下旬花穂の出現から

開花初めの9月上旬までが精油：量多く適期と思われ，

蒸留の時期が精油含量に影響する．2）perillaaldehy－

deを主要成分としたものは，その気は芳香であるが，

furylketone類などを含んだものは不快臭があり，薬

用には使用できないのではないだろうか．3）薬物書

などに“チリメンジ．ソを用うべし”といわれているが，

外観上のチリメンジソということだけでは薬用に必ず

しも適しているとはいえない．4）形態上の分類と成

　　　　CH20H　　　COH
　　　　l　　　　　　　　　　　　　l

〈ll 〈Il
V　　　　　＞
　　　　　　　　モ　　　　　　　

／＼　　　　　〈
（1＞　　　　（1’）

ll＿／R
1［

＼0／＼Rノ

（皿）
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分による分類の間の相互関係はまだはっきりしたこと

はいえない．

タラ肉中のホルムアルデヒドについて

藤巻昌子，武見和子，天野立爾，川田公平，川城巌

＝食衛試，6，（1965）投稿中

　タラ肉のけん濁液にトリクロル酢酸を加えて除タソ

白し，そのろ液に，酢酸および酢酸アンモニウムを加

え，さらにアセチルアセトンを加えて加温発色させ比

色する方法により，比較的簡単，正確にホルムアルデ

ヒドを定量することができた・この方法を用いて冷凍

タラ，およびスケソウダラのホルムアルデヒドについ

て定量し，検討を行なった．その結果これらの魚肉中

に自然の状態においてもホルムアルデヒドを検出する

ことを認めた・その含量は個体差がいちじるしく，タ

ラの背肉の部については，1・3～4・8mg％・スケソウ

ダラについては同部で3．7～5．7mg％であった・さ

らに魚体各部位別のホルムアルデヒド検出量において

はいずれも背肉の部に比して皮の部，および血あい肉

の部が多かった．また冷凍保存中ホルムアルデヒドの

含量の変化においては保存の初期では多少増加する傾

向がみられた・また保存中鮮度低下をきたし揮発性塩

基窒素：量の検出：量の多いものについてはホルムアルア

ヒドは減少の傾向がみられた・

食品添加物の分析について（第6報）分析法その後

の進歩（1963・》1964）

川城　巌，細貝祐太郎：旧臣誌，6，44（1965）

　官報に引続き1963年から1964年に至る防腐剤・抗

酸化剤，人工甘味料，漂白料などの分析法に関する総

説．丈献92．

色素

藤井清次，神蔵美枝子：化学の領域，増刊64号，

薄層クロマトグラフィー第2集173～184（1964）

　水溶性色素，油溶性色素，有機顔料およびアントラ

キノン色素，天然色素ならびに還元成績体の薄層クロ

マトグラフィーについて実験法および実例について述

べた．図2，表12，文献35・

錠剤の崩壊に関する諸商題およびアスピリン錠とイ

ソニアジド錠の崩壊について

吉村　淳，伊賀宗一郎，八木諄子，野口　衛，柴田

正：大阪医薬品協会会報，195号（1965）

錠剤の崩壊に関する研究および崩壊過程をその中に
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含む研究に関する解説と第20回薬学大会での講演内　　の通りである．

容をのべた．錠剤崩壊に関連した研究の一覧表は別表

　　　　　　　　　　　別表　錠剤崩壊に関連した研究の一覧表

1

皿

皿

V

研 究 方 法

ユロソ　ソむ

in　vitro対象剤型

の別
使用動物

in　vivO

同　上

目　上

目　上

錠剤を含常用され

む各種回る各種動

型　　　物及び人

屋　上

水溶液に

し得るも

の

錠剤1）

同　上

魚　類
（金魚等）

犬，兎等

比較的大

きな動物

及び人

測定の対象と

なる諸特性

医薬品の吸収
．・ 剽ｭ・排泄
等の様子をし

らべる

同　　上

実 施 法

玉nvitro

同　上

錠剤2）

錠　剤

各種の製剤または原薬を何

等かの方法で投与し血液・

尿その他の体液または組織

を採取し，目的物を分析す
る．

上と同じであるが医薬品を
アイソトープでラベルし，

各種放射能測定器で迅速に
分析する・

医薬品の吸収

をしらべる．

1薬品の各種1鍍の水溶液に

金魚等を入れ，死ぬまでの

時間を測る・

錠剤崩壊の測硫酸バリウム・酸化チタン

況を直撫た1等x線で識別できる物質で

は写真で観察
する・

1またはそれを混和して，錠
剤をつくり，裸錠のまま，

または剤皮をかけ動物に服
用させ崩壊過程をX線で観

1箋醸諒猛晶壊叢凄

　しらべる。

＼

＼

＼

程の基礎現象

を物理的・化

1学的に研究す
る．

鱒の巖過

＼

＼

＼

＼

、

＼

、

＼

！各種の操作を加えて崩壊現

象を観察し，それと熱的変

化，界面現象その他測定可

能な現象との間の関係をし

らべる．

打錠圧，打錠規定の崩壊試験の他に各禰

の速度その他の機械工学的測定器を用い

製造の条件及て物理学的データを測定す
び製造されたる．

錠剤の諸特性
（磨耗試験，

硬度試験及び
重量偏差等）

研　究　の　特　長

製剤のavailab11ity（可利用性〉を

生理学的に証明するには本法のよう

な方法によらなければならないが，

錠剤の崩壊過程が生体内の適当な部

位で行なわれているかどうかは必ず

しも明らかではない・医薬品の生体

内での動きに関しては生体膜の透過

に焦点が絞られている・

同 上

特定の薬物に関しLD50等を指標と

して濃度と時間の関係の検量線をつ

くっておけば化学分析をせずに短時

間で薬物の吸収（過程）を測定でき

る．ただし制限事項が多い．

錠剤を動物に服用させた場合，体内

のどの部位でどのよ5に崩壊してゆ

くかを見るには，そのものズバリの

方法である・

崩壊現象に関しては各種の規格化さ

れた方法（JP　W法，　JP皿法等）

及びその他の方法で測定できる・

崩壊の原因と見なし得る現象の測定

法は大別して①湿潤熱等の熱的変

化の測定，②毛管侵入等の界面現

象的考察に基づく測定，⑧錠剤内
に存在する室気または崩壊の際生じ

る気体等の役割に注目する各種の測

定等がある．

処方（頼粒の製造条件等も含む），

打錠機の調整条件（環境条件も含む）

及び製品に関する各種測定値から製

造の最適条件を追求する．大量製造

の際の工程管理法としての品質管理

が主たる目的であるが．崩壊性に関

して云えば薬局方収載品は勿論のこ

と，それ以外の錠剤も局方の崩壊試

験法（またはそれを準用したもの）

が一応の指標とされる・

（注）1）錠剤のみならず穎粒を含んだカプセル剤等にも適用できる・
　　2）穎粒も微視的に見ればこれに準じて考えることができる・

、
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Early　and　Transversal　Measurement　of　Amalgam

Expa皿sion．

Takao　FusAYAMA，＊Megumu　SHIMIzu，＊Hiroyasu

HosoDA＊and　Takashi　HoRIBE：／b％アπα」げ1）θ撹α1

1～¢3θα70乃，43，　194（1964）

　　By　using　an　air　micrometer　and　a　self－devised

accessory，　vertical　and　transversal　dimens…onal

challges　of　cyli鳳drical　amalgam　specimens　were

measured　from　5　minutes　after　the　start　of　tritu－

ration，　namely，　immediately　after　packing．　Resid－

ua1．mercury　content　and　Knoop　hardnesses　Qf

toP，　middle，　and　bDttQm　portions　of　those　speci－

mens　were　also　investigated　in　correlation　with

difEerence　in　dimensional　change．　The　following

丘ndings　were　obtained．

　　Remarkable　initial　contraction　was　fo11nd　dur－

ing　the　first　10　minutes，　which　was　neglected　by

the　co獄vent圭011al　tests，　which　start　at　15皿inutes

after　the　start　of　trituration．　Farly　measurement

thus　resulted　in　greater　initial　contraction　aロd

smaller且nal　expantion．　This　was　considered

more　realistic．　Such　a且early　measurement　can

also　show　greater　or　reverse　dif6erence　betweeロ

the　dimensional　changes　by　different　techniques　in

comparison　with　the　conve蝕tional　measurement，

0wing　to　considerable　change　i且early　initial

contraction．

　　In　transversal　measurement，　top　Portions　of

cylindrical　specimens　showed　earlier　and　smallar

initial　contractiQ江，　and　delayed　and　greater　sub－

sequent　expansion。　Bottom　portiolls　were　reverse．

Amalgam　expansion　seemed　uniform　in　l〕oth

v6rtical　and　transversal　directions　in　individual

portions．　Tra血sversal　expansion　of　the　toP　layers

really　afFecting　lnarginal　closure　of　filling　was

greater　than　vertical　expansion　of　the　wllole

length　previously　used．

　　Residual　mercury　content　was　highest　in　top

portions　and　lowest　in　bottom　portions。1｛ardness

was，　however，10west　in　the　bottom　pQrtions「with

the　lowest　mercury　cQntent　and　highest　in　the　top

portions．

＊Tokyo　Medical　and　Dental　University

放射性医薬品の品質および試験法に関する研究（第

1報）1311およびエ251製剤のペーパークロマトグラ

録 93

　　フィー

　浦久保五郎，城戸靖雅，長谷川明：’Rα4弼30彦⑫θ・

　投稿中

　純度試験を目的として，1311および1251の種々の製

剤について種々の展開溶媒を用いてペーパークロマト

グラフィーを行なった．

　実験に用いた種々の溶媒のうち，次のものがこれら

の試験に好適であることを知った・

　放射性ヨウ化ナトリウム注射液およびカプセルにつ

いては，エタノール・水・ペソゼソ（65：35：1）およ

びメタノール・水（75：25）．

　放射性トリヨードサイロニンについては，π一ブタノ

ール，ジオキサン（4：1）を2N一炭酸アンモニウムで

飽和したもの・

　放射性オルトヨウ化馬尿酸ナトリウムについては，

％一ブタノール・エタノール（4：1＞を2N炭酸アンモ

ニウムで飽和したもの・

　放射性医薬品1251，1311製剤のγ線測定における各

　種溶媒の吸収について

　浦久保五郎，長谷川明：薬剤学，24，45（1964）

　放射性医薬品の規格試験のうち定量法には井戸型シ

ンチレーシ・ソ計数装置を用いるγ．線測定が行なわ

れるが，このとき用いる各種溶媒が1251および1311

のγ線計数に及ぼす吸収の影響を実測した．

　　その結果，1311に対してはそれほどの相異を示さな

いが，1251のγ線に対しては溶媒の相異による計数

値への影響は大きなものがあることがわかった・それ

で1251の製剤の定量において，標準品と試料との比

較を正確に行なうには，必ず同じ溶媒を用いる必要が

ある．

1251に対する水中および空気中の最大許容濃度の試

算について

浦久保五郎，城戸靖雅：1～α4弼30’（ψθ，13，488（19

64）

X線および軟7線のみを放射し，適当な半減期を

もつ長所から，放射性医薬品として1251の価値が注

目されて来たが，本核種の許容量については，わが国

を初め，諸外国で制定されている許容量表には記載が

ない・そこでICRP勧告の算出方法にしたがい，職業

人に対する各種臓器および全身をReference　Organ

とする1251の水中および室気中の最大許容濃度を試

算した．

　試算にあたって必要な数値はICRP勧告（1959年〉

および種々丈献値を用い，交献に記載のなかったもの
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はICRP勧告にしたがってそれぞれ算出した・

　各種臓器および全身について算出した結果をTable

に示す．

Table　Maximum　permissible　concentrations

　　　of　1251　in　air　and　in　water　for　occu－

　　　pational　exposure

　また照射によって羊かんは官能試験的に変化はな

い。

Maximum　permiss三ble　coコce11－
trations　　　　　　　　　　　　（｝ルC／cm3）

原子力潜水艦と放射能汚染

浦久保五郎：メディカルカルチュア，6，980（1964）

Organs　of

reference

Thyroid

Total　body

Liver

Kid且ey

Spleen

Testes

For　40　hour　week

（MPC）w

7×10口5

7x10－3

2×10－2

2×10　2

7×10－2

9x10－3

（MPC）、

1×10－8

1×10－6

4×10－6

3×10－6

1×10－5

1×10闇6

For　168　hour

　week
（MPC）w

3×10－5

2×10－3

9×10－3

8×10－3

2×10－2

3×10－3

（MPC）。

4x10－9

3×10－7

1x10－6

1×10－6

3×10－6

4×10－7

工場排水の放射化学的試験（1）　工場排水分布調査

のための水中1311の簡易測定

亀谷勝昭，浦久保五郎：衛生化学，11，65（1965）

　工場排水の河川水中への分布を測定するために，排

水中に1311を混入して，河川水中の放射能の強さを

測定することを考案し，そのため種々の水中の1311

の簡易で迅速な測定方法を検討した・

　測定方法は，試料水にcarrierとしてKIを加え，

酸性にして硝酸銀溶液を加えて1を沈でんさせ，沈で

んを集めて50％Nal溶液に再び溶かし，ウエルタイ

プシンチレーション計数装置でッ線を計数するもの

である．

　蒸留水，河川水，工場排水など種々の条件の水を試

料としてこの方法による1311の回収率について実験

を行なった結；果，回収率としては約10％の低下はあ

るが，ふれはさほどみられず，工場排水分布の調査の

ためにはこの方法を充分用い得ることを知った．

　γ線照射による羊かんの防かび実験

　浦久保五郎，亀谷勝昭，宇田川俊一：食品衛生学雑

誌6，24（1965）

　合成樹脂製容器に収められた羊かんに00Coγ線を

照射して，かびの生育を防止し得るか否かを実験し

た．

　155，000rの線量でかなり羊かんが保存でき，775，

000r照射した羊かんでは1ヵ月ふらん器中に放置し

ても，かびの生育は殆どみられなかった．糖含量の多

い食品などによく生育するTo7％Zσ3αco加万Corda

に対してもγ線の効果が明らかにみられた．

　原子力潜水艦による放射性物質の放出，核種と量を

想定し，海水の汚染から人体までの関係や許容量など

の議論を行ない，原子力潜水艦の寄港が安全力き否かと

いう問題について紹介した．図1，表3，文献2．

Uptake　of　Free　Fatty　Acid8　by　Ehrlich　Agcites

Tumor　Cells．

Arthur　A．　SpEcToR，　Akira　TANAKA；勘吻名α彦ゴ。π

P700．，23，1017（1964）；　Arthur　A．　SpEcToR，　Da－

niel　STEINBERG　and　Akira　TANAKA：．ハ」BげoJ．　Cゐ一

θ〃z．，240，　1032（1965）

　Plasma　free　fatty　acid（FFA）がアルブミンから

細胞へ輸送される機序を明らかにするために一般哺乳

動物の細胞によく似たmetabolic　pattemをもつエー

リッヒ腹水癌細胞を実験材料として研究を行なった・

　FFA　uptakeそれ自体とFFAの代謝とを区別する

ため，一般脂肪酸としてpalmitic　acid－14Cを用い，

脂肪酸類似体としては3，3，12，12－tetramethylmyris－

tic　acid－3H（TMM＞を用いて比較をおこなった・

　その結果FFAは急速にアルブミンからエーリッヒ

腹水癌細胞へ輸送され，1分間以内で細胞内のunes－

teri且ed『palmitateの含量は平衡状態に達し，更に1

時間のincubationでは含量は僅に上昇した．

　これに対しTMMのuptakeは急速であるが・エ

ステル化の速度はおそく細胞内のunesteri且ed　TMM

の含量は1時間内に徐々に増加した．

　細胞に1分間で取り込まれたFFAの含量の少なく

とも50％は可逆的に結合しているものと考えられる，

　FFA　uptakeの量は細胞外の（FFA一アルブミン）

のモル比（V）によってきまるが一定のVではFFAの

全濃度にはそれ程影響されなかった・

　代謝結滞物質や脂質代謝に関係するホルモンやブド

ウ糖の添加は1分間のFFA　uptakeに殆ど効果を示

さなかったが，アルブミンが存在しなくても細胞は

pa1皿itateを取り込み，その量はアルブミンが存在す

るときの取り込みと同程度であった・しかしアルブミ

ンが取り込みを容易にするという考えを無視するわけ

にはいかない・FFAは可逆的にアルブミンから細胞

表面かその近辺の結合部位に輸送され，FFAが利用

される前にnonexchangeable　poo1に移行するものと

考えられるがnonexchangeable　poo1におけるFFA
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の蓄積は代謝のおそいTMMについてのみ観察され
た．

Studies　on　tLe　Formation　of　Biotin　from　De8－

tl匡iobiot量］巴　and　Sulfate　in　Sαcoんαroη包〃。θ8　0θ7．8一

ひ181αθ。1．On　Bioti蹴Fomation　fmm　Desthio－

biotin　by　Washed　Cell　Suspension　of　Yea8t

Toshio　NIIMuRA，　Takao　SuzuKI　and　Yoshikazu

SA　H瓦sHI：　ノ．72彦σ〃z初01081ソ，10，218（1964）

　　本誌81号抄録の「Sαoc加70〃3ycθ3　c6紹擁s‘αθ菌浮

遊液によるデスチオビオチンよりビオチンの生合成」

と同じ．　　　　　　　　　　－

Studie80n　t血e　For皿ation　of　B量otin　from　Des－

thiobiotin　and　Sulfate　in　Sαccんαro㎜〃。ε8　cθ卜

θ麗8∫αθ．II．　On　S瓢lfur　Sources　of　Biotin　For－

mation　by　Washed　Cell　Suspension　of　Yeast．

Toshio　NIIMuRA，　Takao　SuzuKI　and　Yoshikazu

SAHAsHI：　ノ．　V㍑α〃2勿oJogy，10，224（1964）

　　本誌81号抄録中の「Sσoc加70〃zyc68　cθ紹麗ε伽菌

浮遊液によるデスチオピオチソよりビオチンの生合成

（∬）ビオチン生合成における硫黄源」と同じ．

Studie80n　the　Formation　of　Biotin　form　l）e8－

thiob量otin　and　Sulfate　in　Sαccんαroη曜。θ80θr一

εoεε施θ．IIL　Isotopic　S加dies　on　Biotin　For一

皿ation　from　Desthiobiotin　and　35S－Lebelled

Sulfate　by　Wasbed　Cell　Suspen8ion　of　Yeast．

Toshio　NIIMuRA，　Takao　SuzuKI　and　Yoshikazu

SAHAsHI零：　ノ．　y露σ卯¢勿¢oJogy，10，231（1964）

　　本説：82号抄録中の「Sαo酌α70〃zycθs　oθ7爾ε伽菌

浮遊液によるデスチオビオチソよりビオチソの生合成

（皿）ビオチン生合成における硫黄源（2）35S標識硫酸

と反応した菌体の35S分布」および’rSαoo加70〃2yoθε

6θ柳魏α9菌浮遊液によるデスチオビオチソよりピオ

チンの生合成（V［〉ビオチソ生合成における硫黄源（5）

訪S一メチオニンより35S一ビオチンの生合成」と同じ．

AStudy　of　Abso叩tion　Mechanism　of　Amino

Acids　through　Intestinal　Wa1L　　Exchange

Reaction　of　L－Histidhe　and　L＿Metbionine．

Kenshu　MocHIDA，　K：azuko　SAKuRAI＊and　Masalni

SuDA：　1，　Bゴ。σぬθ〃zげ3なy，57，497（1965）

　　In　this　report，　using　everted　sac　of　rat　intes－

tine勿痂70，　a　stimulating　efFect　of　methionine
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on　the　release　of　histidine　was　observed，　and　the

mechanism　of　the　excha㎎e　process　was　analyzed。

Evidence　is　presented　that　the　inhibition　of　histi－

dine　transport　by　methionine　was　the　result　of

an　intra－cellular　exchange　reactioll　between　these

two　amino　acids．

　　1．　Using　everted　rat　intestine，　an　accelerated

release　of　histidi且e　from　the　serosa　to　the　muco－

sa　was　observed　on　addition　of　lnethionine　to　the

external　nledium．

　　2．When　intestinal　segments　prepacked　with

histidine　were血cubated　with　methionine，　a　rapid

release　of　histidine　took　place　an廿simultaneously

the　rate　of　transfer　of　methionine　into　the　tissue

was　markedly　enhanced．　There　was　rapid　exch－

ange　diffusion　between　histidine　in　the　tissue　and

methion三ne　in　the　medium．

　　3，The　tissue　segments　were　allowed　to　equili－

brate　with　cold　histidine　an4　then　brought　into

contact　with　histidine　C14　and　the　rate　of　accumu－

1ation　of　radioactivity　was　measuでed　with　time．

The　accumulation　curve　increased　lihearly　during

the　first　nオnute　and　then　sloped　off　to　the　final

speci且。　activity．　From　the　bi－phasic　shape　of　the

curve　it　was　assumed　that　in　the　intestinal　tissue

there　are　at　least　two　compartments，　the且rst　with

rapid　exchangeability　and　the　second　with　a　slow

accumulatio且　p双）cess．．　Furthermore，　the　rapid

exchange　reaction　was　shown　to　be亘ot　coupled

with　an　energy　yieldi㎎system，　and　an　interesting

di廷erence　in　the　modes　of　inhibition　of　methiQnine

and　DNP　is　that，　the　former　acts　as　a　potent

releaser　while　the　latter　acts　as　a血inhib三tor　of

the　accumulating　Process．

　　4。In　the　presence　of　methionine，　the　a㏄umu－

1ation　of　C14　into　the　first　compartment　was　not

impaired，　while　the　total　amount　of．　histidine

decreased，　and　further　accnlulation　of　histidine

C14　was　remarkably　reduced．

　　5，　From　kinetic　deta，　it　seems　that　one－third

of　the　histidine　in　the　tissue　might　be　localized

in　the　first　compartment，　in　which　exchange

difEusion　takes　place　very　rapidly．

　　6．Interference　between　hist三dine　a且d　methiQ－

nine　could　be　interpreted　on　the　basis　of　exchan－

ge　difεusion　at　the　surface　of　the　cell　membrane．

　　7，The　accumulatioll　process　in　the　second
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compartment　was　inhibited　by　DNP，　but　no　effect

of　DNP　oa　the　rapid　exchange　process　was

detected．　DNP，　unlike　methionine，　did　not　cause

release　of　prepacked　histidine．

　8．Possible　mechanisms　for　the　compartmenti－

zation　of　the　exchangeable　amino　acid　and　the

accmulating　process　are　discussed，

＊The　Division　of　Metabolism，　the　Institute

　for　Protein　Research，　University　Osaka

アザウラシルおよびアザチミンの作用により大腸菌

培養液中に蓄積する核酸代謝産物

足立　透，南原精一，朝比奈正人：ビタミン，31・

4（1965）

　Azauraci1およびAzathymineのB．　coZ’Bに対

する作用をみるため増殖阻害後蓄積された培地中の核

酸代謝産物を，主として塩基およびそのNucleoside

を中心としてイオン交換樹脂カラムクロマトグラフィ

ーにより分離を行なった・

　実験方法は8．co面BをAzauraci1またはAza－

thymineの5x10－41匠濃度を含む2」中で25。，24

時間振盈培養を行ない，遠心分離し，培養液中の核酸

関連物質を活性炭カラムに吸着させ，2％濃アンモニ

ア水を含む50％エタノール溶液で溶出し，濃縮後分

析試料とする．次いで試料をDowex　1×2（C1型〉の

カラムを用いて種々の溶離剤で溶出する・

　各フラクシ・ソについて紫外部吸収スペクトルなど

で分析した結果，Azauraci1添加培養液中では多量の

Azauridine，　Orotic　acidの蓄積することがよく知

られているが，この実験でもこれを確かめた．また

Orotidylic　acidと考えられる物質を認めたのも文献

と一致する・

　これに反しAzathymineの存在で培養したばあい

にはAzathymine　ribosideおよびdeoxyribosideは

検出されなかったが，比較的多量のUraci1とHypo－

xanthineを検出した．このことはAzathymineの

作用機作を暗示しているものと思われる．

熱帯魚グッピーによるパラチオンおよびシアン化カ

リウムの定量とパラチオンのLD50およびシアン化

カリウムのED5。

長沢佳熊，越村栄之助，福田秀男言分析化学に投稿

予定

　水中に含まれるパラチオン，シアン化カリウム等の

毒物について，熱帯魚グッピーを4群準備し，2群を

標準品群，他の2群を試料群とし，パラチオンでは死

亡数，シアン化カリウムでは運動不能になったものの

数をそれぞれプロビットに変換して計算を行なった・

パラチオンでは1群約20～25匹，高用量0．0562PPm．

低用量0．0375ppm（用量比1．5）で検定を行なった結

果，効価比0・92（実際賢聖比1．00＞信頼限界54・4～

156％（P＝0．05），シアン化カリウムでは1群20匹，

高用量0二800PPln，低用量0．7272　PPm（用量比1．1、

で検定を行なった結果，効価比0・98～1・00（実際効価

比1．00＞信頼限界は最も良くないと思われるもの

では90．8～108％（p＝0．05）であった．パラチオンの

LD50は24～48時間では0．044～0．032　PPm，信頼限

界は79．8～124％，83．0～133％，シァソ化カリウム

のED50は1時間30分～2時間45分では0．767～0．

70g　PPm，信頼限界は88．8～111％，92．1～107％であ

った．
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　辻　章夫，立沢政義，河合　聰，北条正躬，中村晃

忠，和田秋枝，加藤せえ，小滝美和子：電熱鎮痛剤中

のスルピリン，アミノピリンアセトアミドフェノール

の定量法

　　第19回日本薬学大会（1964．4．4）

　辻　章夫，中村晃忠：芳香族ニトロ化合物の呈色反

応一フェニルアセトニトリルによる呈色

　　日本分析化学冷血13年会（1963．9．30）

　芳香族ニトロ化合物は，活性メチレソを持つ化合物

の一つである．phenylaceto且itrile（工）とdimethylf－

ormamide（DMF＞中アルカリ性で反応し，黄色から

青にわたる広範な色を呈する・62種のニトロ化合物

について，スポットテストの条件で，色，確認限界，

λ㎜・．を求め，さらにnitrobellzene（皿〉，ρ一halogen－

onitrobenzene（y）の呈色反応機構を検討し，（皿）の

定量条件を確立した・電子吸引性基を持つニトロ化合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お物，特にオルト，パラ置換体は鋭敏に赤から青に呈

色，電子供与二二を持つものは黄から赤に呈色した．

o－dinitrobenzeneは最も鋭敏で検出限界は0．1Pg，λ

㎜600mpであった・

　柴崎利雄，鯉淵昌信，和田悠紀子：混合製剤中のア

セチルサリチル酸の吸光光度法による定量

　　日本分析化学会第13年会（1964．9．28）

　分析化学第12巻第4号において“o一ヒドロオキシ

カルボニル化合物のホウ素キレートのケイ光”を報告

したが，この反応を吸光光度法に利用し，感冒薬中の

アセチルサリチル酸の定量を行なった．

大野昌子：麻薬のガスクロマトグラフィーについて

　第20回日本薬学大会（1965・4・6）

本誌報文中の同題目のものと同じ．

朝比奈晴世：ヘロインの検出法

　第20回日本薬学大会，衛生化学，公衆衛生部会

シンポジウム“麻薬に関する諸問題一特にモルヒ

ネを中心として”（1965・4・6＞

本誌抄録中の同題目のものと同じ．

　朝比奈晴世：ヘロインの検出法　麻薬に関する諸問

題一特にモルヒネを中心として

　　第20回日本薬学大会，衛生化学：公衆衛生部会

　シンポジウム（1965．4．6）
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要 旨

本誌抄録中の同問題のものと同じ・

　朝比奈正人，小林　正：日本薬局方ビタミンA定量

法の改定について

　　第92回脂溶性ビタミン総合研究委員会（1964・11

　27）

　日本薬局方（肝油）のビタミンA定量法中の計算式

が近く改定されることになったので，その科学的根拠

を，文献のデータを参照しながら解説し，また理論的

な考察を行なった．換算係数の改定，三点補正法の原

理，fの計算式の改定，　fの規定について，吸収が直

線的でない物質の混在に対する考察，ビタミンA異性

体の影響，英国全油法との比較等にわけて証した・

　なおこの講演の要旨は大阪医薬品協会会報（昭和40

年3月・第194号）にのっている．

　朝比奈正人，小林　正＝ビタミンA定量法の検討

（第1報＞BPシクロヘキサン全油法におけ多ネオビ

タミンAの影響

　　第92回脂溶性ビタミン総合研究委員会（1964・

　11．27＞

　各国薬局方A定量法のうち同じイソプロパノール傅

けん化物補正法を採用しながら補正係数および換算係

数において異なるUSP　XVI，　DAB　W，　Jp皿の三法

についてのneo－A混在時の影響はすでに検討し，

USP　XVI法による定量値が生物学的効力値にもっと

も近似した値をあたえることをすでに報告した（ビタ

ミン，28，144，1963）．今回は同一原理にもとつくが

その方法において前三法と異なるBP法について同様

の検討を行なった．BP法とは比較的純粋な試料にた

いしてはシクロヘキサン全油法を適用し，このときの

検液の吸収極大または補正係数が一定限度を超えると

きにはUSP　XVI法と同じイソプロパノール不けん化

物法を適用する方法である．1960年に採用された本

法は1963年に燈油法のみ測定波長，補正係数の計算

式が改定された．著者は純粋なa11－tra船一Aアセテ

ートおよびneo－Aアセテートをシクロヘキサソに溶

かし，両者の重量比が9：1～0：10になるように混合

した検液を作り，これらのBP　1960法およびBP

1963法によるA量値と計算より得た生物学的効力値

との差を求めて次の結論を得た．

　（1）9：1～5：5の検液についてはシクロヘキサ

ン全油法が適用され，定量値と計算値の差はBP　1960

法では十〇．9～十1．7％，BP　1963法では十1・7～十
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5．3％であった．

　（2）4；6～0：10の検液では両法とも全同法の適

用外であった．

　朝比奈正人，小林　正：ビタミンA定量法の検討

（第2報）一般試料のUSP　XVI法およびBP法によ

るビタミンA定量値の比較

　　第92回脂溶性ビタミン総合研究委員会（1964・

　11．27）

　斎藤（ビタミン29，220，1964）はUSP　XVI，　BP

1960および1963の三法がいずれもa11－tra船一Aの恒

数を基礎にした定量法であるにもかかわらず一般試料

について定量するときUSP　XVI法による値がBP

1960法による値と比べて約3％，BP　1963法による

値と比べて約5％低くなると報告している．著者らも

一般試料について前記三法による定量値の比較を行な

い，次の結果を得た．

USP　XVI　BP　1960　BP　1963

る・そこで著者らは長期保存の各種試料合計21種に

ついてアルミナクロマト前後のA定量値を比較するこ

とにより定量妨害性不純物の存在を調べたところ，少

数の試料のクロマト後の定量値がクロマト前に比べて

若干（その程度は非常に小さい）高くなった以外はク

ロマト前後の定量：値は誤差範囲にあった．この結：果よ

り考えて日局A定量法改定にあたってアルミナクロマ

ト法の併用を考慮する必要はないのではなかろうか・

衛試A油標準品

合成A油（6種平均）

肝油（4種平均）

100

100

100

101．5　　 101．8

99．0　　101．7

100．1　　103．5

　全試料の不けん化物について薄層クロマトグラフィ

ーを行なったところ，衛試A油標準品を除いてすべて

a11－trans－Aの他にneo－Aのスポットを確認した．

以上の結果より大体次の結論が得られる・

　（1）衛試A油標準品のUSP　XVI法による定：量値

がBP　2法に比べて少し低いのは不けん化物抽出操作

時の損失によるためである・

　（2）肝油試料のBP　1963法による定量：値が他法

による定量値と比べて少し高いのはneo－Aの影響に

よるためである・

　朝比奈正人，小林　正：ビタミンA定量法の検討

（第3報）長期保存試料のアルミナクロマトケラ7イ

ー前後のビタミンA定量値の比較

　　第92回脂溶性ビタミン総合研究委員会（1964．

　11．27）

　A定量：法においてロeo－A混在時の影響をいかに解

決するかということは最大の問題点であるが，前報ま

での検討でほとんど解決し得たと考える．本報ではも

う一つの大きな問題点であるA効力はないが測定波長

間で非直線性の吸収スペクトルを示すゆえに定量を妨

害する不純物の影響をいかに解決するかとい5問題の

検討を行なった．この種不純物はneo－Aの場合と異

なり，アルミナクロマトによりAとの分離が容易であ

　　　　　　　　　　　　　亀

太幡利一：製剤中のビタミンAの定量にあたりMor－

to距St曲s法による補正値を過補正させる因子として

のトコフェ量刑ルの除去法について

　　日本ビタミン学会第17回大会（1965．5．12）

　USP　XVIまたはBPではビタミンA（V．　A）の測定

を行なうに当って，Morton　Studs補正法を採用して

いるが，その補正値の限界をきめている．それは製剤

の保存中妨害物質が多くできてきたり処方によりまた

は，製剤原料によって，妨害物質が多く混在している

場合，真の値を示さない例が多いからである・演者ら

は，V．Aに対して，重量比として50倍以上のトコフ

垂ローールを含む製剤の場合，高い過補正が起こって，

f値がマイナスを示すことさえあることを指摘し，報

告した．（1960年）

　ところが，アルミナを強アルカリで処理したカラム

は，π一ヘキサン溶液でトコフェロールを強く吸着し，

V．Aをほとんど吸着しない性質があるので，3251np

における吸光度はほとんど変化せずf値のみを高くす

ることができることから，トコフェロールの影響を除

くことができることを認めた．

　この方法によれば，カロチン，ビタミンD，および

コレステロールなども同時に吸着されることなしに誘

出してくるので，これらを除く目的には，再クロマト

をする必要がある・特にビタミンD定量時のトコフェ

ロールの妨害も，この方法との組合わせにより除くこ

とができるので，本法はこの方面にも応用が可能であ

る．

　太幡利一，荒川武夫：オール・トランス型V・Aの

異性化促進を起こす一因子について，およびその測定

のための吸収螢光光度計の試作検討

　　日本ビタミン学会第17回大会（1965．5．12）

　製剤用原料としてのオールトランスAの，異性化に

よる生理的効果の低下については，すでに多くの報告

がある・従って製剤に当っては，異性化を起こす因子

は最小限にとどめなければならない．その目的で演者

等はその異性化の過程の追及を行なっているが，今回

は，その異性化を促進させる因子と思われるものとし
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て，肝臓内成分の一つであるphosphoHpidを分離し

オールトランスビタミンAと混和して，40。に加温保

存することにより，異常にマレイン価を増大させるこ

とができた．従って肝油製造に当っての異性化の促進

因子として，phospho11pidが大きな役割を果してい

ることを認めた・その異性化の過程を観察するために

ビタミンAおのおののフラクションを，吸光度法と螢

光法のつかいわけにより測定した・兼用器の装置は，

サーボモーターによりメータースケール幅を拡大させ

よみとり誤差およびフラツキを最小限にとどめた．こ

の場合の光源としては，紫外螢光塗料を塗布した低圧

水銀灯を用い，電光板としては，・紫外用干渉フィルタ

ー（フジ真室試作品）を各種試作して組合わせて用い

た・また，測定値をデジタル管（数字指示用放電管）

により直読することも試みたが，指示した数値に，現

状で土0．5％の誤差があった．光学系は，二光路方式

とし，電磁粘性スリットにより光の交流化をし，交流

増幅を行なうことにより，受光部の感度を増大させて

0．01国際単位／mZのV．　Aの検出を可能とした・

　小林　正＝塩化アセチルによるビタミンD2の

180tachystemlへの異性化反応機構について

　第17回日本ビタミン学会大会（1965・5・12）

　さきにビタミンD2が塩化エチレン溶液中塩化アセ

チルの作用により容易にIsotachysterolに異性化さ

れることを報告したが． iビタミン30，219，1964）今

回はこの異性化反応機構をガスクロマトグラフィ（G

C）により追及した・まず室温（12。）でD2の塩化エ

チレン溶液に塩化アセチルを作用させ，5，10，20，

30，60，90分後（それぞれを反応物1～6と呼ぶ）に

：水酸化ナトリウム液を加えて反応を止め，それぞれ紫

外部吸収スペクトルを測定した結果D2→5，6－trans－

D2→Isocalcifero1→Isotachystero1の経路が予想され

た．そこでそれぞれの四品についてGCによる分離

確認が可能かどうかを試みたところ，1・5％SE－30の

0．6×75cmカラム，カラム温度220。，キャリアーガ

ス窒素，流速60mZ／minの条件で分離確認が可能で

あった・前記各反応物についてこの条件でGCを行

なったところ反応物1～4よりはD2とIsocalcifero1，

反応物5よりはIsocalcifero1とIsotachystero1と少

量の5，6－trans－D2一，反応物6よりはIsotachystero1

と少量の5，6－trans－D2が確認された・以上の結果よ

りD2→Isocalcifero1→Isotachystero1の経路で異性化

反応が進行することが確認されたが，反応物5および

6で確認された少：量の5，6－trans－D2は反応副産物で

はないかと考える・

　新村寿夫，鈴木隆男，佐橋佳一：SαCCゐ・Cθγθ0ε8ε一

αθにおけるデスチオビオチンの摂取とビオチンの生

成

　　日本農芸化学会大会（1965，4．1）

　Sα06肱C67θ〃魏σθ菌浮遊液によるデスチオビオチ

ン（DTB）よりビオチソの生成は，ぶどう糖の添加に

より促進されるので，DTBの摂取にactiveなtra－

nsportが存在するか否かを検討した・数段階のビオ

チンプラスDTB含量の菌体とDTBを1時間接触

させたばあい，ビオチンプラスDTB含量の少ない菌

体ほどDTBを多く摂取し，ほぼ一定のレベルまで達

する・DTBの摂取はぶどう糖の添加により非常に促

進され，ジニトロフェノールおよびヨード酢酸の添加

により抑制される．DTBの摂取にはエネルギー生成

の共役が必要と思われる．DTBからビオチンへの転

換率はその至適条件において，ぶどう糖を添加した方

が約2・5倍も高く，ビオチン生成にも力源が必要と思

われる．

　新村寿夫，鈴木隆男，佐橋佳一：酵母菌体よりビオ

チン活性物質の分離について

　　Microbioassay集談会（1964。6・6）

　本誌82号抄録の「Sσoc加70解yoε3　c6プθ漉sゴαθ菌浮

遊液によるデスチオビオチソよりビオチソの生合成

（V）ビオチン生合成における硫黄源（4）酵母菌体中よ

りビオチソ活性業歴の分離および同定」と同1》

　南原精一，朝比奈正人：ニコチン酸構造類似体とし

てのピリダジン化合物の微生物に対する作用

　　日本ビタミン学会第17回大会（1965・5・12）

　ニコチン酸（NiA）の拮抗物質として3一アセチルピ

リジソ，6一アミノニコチン酸などが知られているが，

核がピリジソ核以外の化合物はまだあまり知られてい

ない．われわれはピリダジソカルボソ酸がNiAの構

造類似体であることに着目し，まずピリダジンニ3一カ

ルボン酸（py－3－C∞H）を合成し，それがし・α翅ゐレ

％03π317～5，E．6015　BにたいしNiAの拮抗物質と

なるかどうかを調べた．

　Roberts・Sne11のNiA定量用培地を用いL．α7研

房％os％317～5に対する増殖抑制をみたところ5×

10－7！14のNiAが存在するばあいのpy－3－COOHの

50％抑制濃度は1．25×10－31風1×10－61レfのばあいは

2．2×10－3！風2×10－6114の1まあいは4．4×10－3Mで

拮抗指数を算出すると，それぞれ2500，2200，2200

となり拮抗はせり合い的であることを示した．E・oo1ゴ

BはYates・Pardeeの用いた塩類・1ぶどう糖合成培

地中で37。で24時間5mZのスケールで静置培養し
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たところ完全増殖抑制濃度は1．25×10－3Mとなりこ

の増殖抑制はNjAにより非せり合い的に打ち消さ

れ，他のB群ビタミン，金属（Fe2＋，　Mn2＋，　Z112＋），

トリプトファンにより回復されなかった．また5×

10－4M　py－3－C∞Hによる増殖抑制のNiA，　NAA

の回復効果を4×10－8～4×10－7ルfの範囲で比較した

がNiAの方が回復力が強かった．

　小沢　光＊，百瀬和享＊，名取信策，小川秀子，山ロ

ー孝：天然ベンゾキノン誘導体のユビキノン様活性

　　第19回日本薬学大会（1964．4．7）

　本誌抄録中の同題目のものと同じ・

＊東北大学医学部薬学科
の

　小川秀子，重久幸子＊，名取信策，山ロー孝：やぶ

こうじ科植物のbe凪zoquinone誘導体．1・maesa－

quinOneの構造の再確認とdihydmmaesaquinomの

改良合成

　　第19回日本薬学大会（1964．4．6）

　菌類代謝産物およびやぶこうじ科その他の高等植物

成分として知られているhydroxybenzoquino■e類カミ

構造の類似するubiqui血。ロe（CoQ）と似た生理活性を

示すことが知られたので，やぶこうじ科のイズセンリ

ョゥ1吻θ3σノ砂。πゴ。σMORITZIから平本（薬誌59，

665（i939），62，460，464（1942））により分離された

maesaquinoneの平本式（1）の妥当性を，われわれが

helicobasidinの構造研究に当って整理したIR．　UV

の法則性を応用し，N．M．Rから確かめ，また側鎖に

ついては酸化物のガスクロを行なって明らかにした．

さらにFieser法を応用してdihydro体を合成した

ところ，天然物からのdihydro体と一致した・従っ

　　　　　一認局

　　　　　　　認

　　　　　　　　　　　　　　　　fern－7－ene
　　　　　／　　　　　　　　　（nI）　　　　　　　　　　　（VII）

　（V）　　　　　　　　（II）

　　　　　♀

鷲D：翫＿＿
　　　　（1）

て（1＞式にはThomsonの指摘したような疑問は残

らないことになった．

＊　国立衛生試験所旧研究生

　大本太一＊，西本和光，伊藤巳代子，名取信策：茅

根のトりテルペノイドについて（第1報〉

　　日本薬学会関東支部11月例会（1964・11・21）

　本誌抄録中のTriterpene　Methyl　Ethers　from

Rhizome　of加ρ67π’σ‘yJ痂〃加var．物θ42σと同

じ．

＊東邦大学薬学部

　H．AGETA，＊K．　IwATA，＊Y．　OTAKB＊，　S．　NAToRI：

New　Trite叩enoid80f　the　Reaπanged　Hopane　Se－

ries　from　Fem8

　　1UPAC：Intemational　Symposium　on　the　C－

　hemistry　of　Natural　Products（国際天然物化学会

　議）1964．4．17

　ハコネシダ∠44ゴαπ伽物初。πoo勿翅ysの炭化水素の

構造については抄録の項を参照．クジャクシダA4か

αη吻祝ρβ吻伽〃Zから分離した炭化水素と既報の化合

物を含めて，シダ植物のrearranged　hopane系トリ

テルペソの生合成的相関を明らかにした（Fig・1）．

＊昭和薬科大学

○ ○

　　　　↓　　l　　l

デφ画「〆γ♂で
’　R　　　　　　　　　　　　　　　　　　adian－5－ene

　R＝Me，　CO　2H　　　　　　（X）

　fern－9－ene　and

　　　　davallic　acid

H

fern－8－ene

　（VI）

○
↓

白’ ﾅ

fnlc－3－ene
（VIII）

　↓

H

5

0　adiantoxide

　　（XID

Hopane系 Fernane系

Fig．　1

Adianane Filicane系



講　　演　　要　　旨 101

　西本和光，名取信策＝Triterpenoid8の8ilica　ge1－

AgNO3　mixt腿reによるthin－1ayer　chromatography

　　日本生薬学会金沢大会（1964．9・19）

　Silica　ge1－AgNO3　mixtureを用いるthin－1ayer

chromatogfaphy（以下T．　L・C・）は01e魚類の分離

に有効な：方法であるが，これをtriterpenoidsに応用

した報：文は見られない．また従来のT・C・C・では同

一のfunctionをもち二重結合の位置を異にするもの

を明らかに分離することは困難な場合が多い・そこで

hopane系化合物10種についてsiHca　gel－20％Ag

NO3　mixtureによるT．　L．　C・を行なったところ，従

来のT．L．C・よりすぐれた分離能が認められ，分子

の中央部位に二重結倉があるもの嫡IRfが大で，これ

に反して端部位にあるものは小であることが観察され

た．さらにtriterpe赴e　etherについてもすぐれた分

離能を認めた．この結：果，AgNO3　mixtureを用いる

T．L．C．はこれらの化合物の単離精製あるいは同定に

かなりの利用度があるものと考える・

　犬伏康夫＊，津田喜典＊，佐野武弘＊，河口和代＊，上

田博之＊＊，大竹良幸＊＊，名取信策：7員環を有するト

リテルペノイド8elrate鵬己iolの構造と合成

　　第8回天然有機化合物討論会（1964・10・32）

　トウゲシバ（Lツcoρo伽彫387γ徽〃z）その他同属植

物に含まれるトリテルペ

ソserratenedio1の構造

が，7員環のC環を持つ

新しいon㏄erane系の

化合物（1）であることを

明らかにした・ HO
凸

肯

H

（1）

＊大阪大学薬学部　　＊＊昭和薬科大学

」bH

　下村　孟，下村裕子＊，重弘美智子＊：3t葉の生薬学

的研究

　第19回日本薬学大会（1964．45）

　支葉はヨモギまたはオオヨモギの葉を乾燥したもの

で，熟支（もぐさ）の原料とされるほか収敏および止

血薬としても用いられる．支葉の研究は成分に関する

のみで，詳しい内部形態についての報告がない・そこ

で本州，四国，九州に普通に見られ熟支の原料とされ

るヨモギおよび引台ヨモギ，最も外部形態の似ている

ユキヨモギ，参考品としてオトコヨモギおよびイヌヨ

モギの5種について市販寸寸6種を対照として剖見を

行なった．その結果，これら5種の内部形態を明らか

にするとともに，葉体の中央部葉豚付近の横断面およ

び葉体表皮の表面視鏡検によりそれぞれの鑑別を可能

にした・また熟支は丁字毛と腺毛からなると記載され

ているが，市販品中には腺毛は見当らず，上質の乱交

は丁字毛の中央部分の含：量が大である結果を得た・

＊　東京薬科大学女子部

　近藤竜雄，川城　巌こP－NitrobenzenediazO皿ium

血uorobomteによるフェノール類の分析薄層クロマ

トグラフィーによる検出

　　第20回日本薬学大会（1965．4．7＞

　舞薬および食品添加物を含むフェノール類の微量分

析を目的として，約100種のフェノールについて，そ

の0。001％メタノール溶液5mZに0、．2N水酸化カリ．

ウムメタノール溶液2mJと0．03％ρ一Nitrobenzen－

ediazo憾um且uoroborateメタノール溶液3mZを加

え，15分間放置後の呈色について分光光学的に検討

した・また，そのフェノール類の一部について微量検

出を目的とし，呈色物質のクロロホルム抽出液を用い

て薄層クロマトグラフィーを行なった結果，1スポッ

ト当り各フェノールとして0．05pg以下で分離検出で

きた．

　吸着剤：silica　gel　G，厚さ250．P，1100で1時間乾

　　思したもの・

　展開溶媒：1．シクロヘキサン：クロロホルム（1：

　　1＞，皿．シクロヘキサン：イソプロピルエーテル

　　：クロロホルム（7：1：7）

　展開距離：10cm，　Rf値＝フェノール：10．02，

　　皿0。13，チモ「ル：10．06，皿0．28，ρ一メト

　　キシフェノール：10．24，皿0．47，3－BHA：

　　1　0．45，∬0．62，2－BHA：1　0．38，五〇．59，

　　o一フェニルフェノール：工0．08，皿0．21，α一ナ

　　フトール；10．31，皿0．54，β一ナフトール＝1

　　0．17，五〇．39．（食品衛生学雑誌に投稿予定）

　神蔵美枝子，藤井清次：薄層クロマトグラフィーに

よる色素の分析　還元成績体によるアゾ色素の確認

　　第20回日本薬学大会（1965．4．7）

　アゾ色素の確認法として用いられる還元試験は，こ

れらの色素について，きわめて有効な方法であると考

え，アゾ色素の還元によって生成したアミン類の薄層

ク戸マトグラフィーによる分離確認を意図し，これを

食用アゾ色素に試みた．

　水溶性色素は水に溶かし，油溶性色素はアルコール

溶液として40％塩化第一スズ塩酸溶液により熱時還

元脱色したのち，この還元液をセルロース末（Camag）

のプレート上にスポットしクρロホルム十メタノール
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＋水（1：4：1）などで展開する・ジアゾ成分は展開後

のプレートに亜硝酸ナトリウム十塩酸を噴霧したのち

1一ナフトールー4一スルホソ酸などにより，またアゾ成

分からの生成アミンは展開後のプレートにただちにピ

リジソー2一アルデヒドを噴霧することにより良好な呈

色を示した・

　神蔵美枝子＝薄層クロマトヴラ7イーによる色素の

分列について

　　第21回日本公衆衛生学会（1964・9・20）

　前記において油溶性色素の薄層クロマトグラフィー

について検討したが，さらにいままで分離の困難であ

ったオイルレッド，XO，オイルオレンジSS，オイル

エローABおよびOBの分離を目的とし，併せてこ

れらをも含めた18種類の油溶性色素についてシリカ

ゲルのプレートを用い各種の混合溶媒による展開を試

みた．とくに酢酸イソアミル＋π一ヘキサン（15；100）

により上記4種類の色素を完全に分離することができ

た．これらの多成分系混合溶媒によって展開するとき

の色素のRf順位は，単一溶媒による場合とまったく

異なり，ABとOBおよびSSとXOは逆転する・

またこの逆転はTrappe氏の溶媒極性順位において

ジエチルエーテル以上の極性のものを混合した場合に

起こることを見出した・さらに本法による色素構成成

分の分離検出を試みた・

　加藤三郎，神蔵美枝子，藤井清次：食品中天然色素

の分析について

　　第20回日本薬学大会（1965・4・7＞

　食品中の天然色素および食品着色料としての天然色

素が，近年ふたたび着目される傾向にあるので，これ

らの色素と合成着色料の分別判定は，食品中着色料の

試験において必要である．

　そこで代表的な天然色素，たとえば，カロチノイド

類，クロロフィル類，タルクミソなどについて合成着

色料試験におけるこれらの挙動を追究し，さらに薄層

クロマトグラフィーによる分離，判定について検討し

た．

　薄層クロマトグラフィーにおいては個々の色素に分

離したのち，そのRf，五塩化アンチモン，塩化第一

スズ，過酸化水素などによる変化および溶出液の分光

スペクトルにより，合成着色料と天然色素とを比較し

てこれらの判定法とした．

吉村　淳，伊賀宗一郎，八木諄子，野口　衛，柴田

正：錠剤崩壊に関する研究

　第20回日本薬学大会（1965・4・5）

　錠剤の崩壊過程をアスピリン錠およびイソニアジド

錠を試料とし，Washbumの式を根拠として，液体

の毛管侵入という視点から，基礎的研究を行なった・

得られた成果は，1）静止金網法を考案した・2）アス

ピリン錠の崩壊について検討した結果，粘度と崩壊時

間との間に直線関係が成立することを認めた・3）イ

ソニアジド錠の場合は両者の間は直線関係にならない

が，これには主薬の溶解性が一部関与していると思わ

れる．4＞界面活性剤は崩壊を抑制しないで，むしろ

促進させる．

　藤井正道，堀部　隆，菊池　寛3即時硬化レジンの

物理的並びに化学的性質について

　第16回日本歯科材料器機学会総会（1964．11・23）

　最近出廻っている新種の即時硬化レジンについて，

硬化時間，ブリネル硬度，たわみ試験による曲げ強

さ，弾性係数，重合の際の収縮，紫外線による耐光

性，吸水量並びに溶解量について，比較測定を行なっ

た．

（試料〉歯牙充填用即時硬化レジン7種，義歯用レペ

　アーレジソ4種の他に仮橋義歯用レジン，レジソセ

　メソト，トレー作製用レジン各1種

（結果）in　vitroにおける新しい即時硬化レジンの

　成積では，従来のレジンに比べて優れた点があるが

　かなりの欠点も認められた・

　藤井正道，堀部　隆：即時硬化レジンの変色につい

て

　　第109回日本歯科材料器機学会例会（1965・2・16）

　新種の即時硬化レジンについて，in　vitroに於いて

変色を重点において硬化時の収縮，および吸水による

膨脹，硬度曲げ強さ，吸水及び溶解量：，紫外線照射の

際の色の変化およびカスクロマトグラフによるモノマ

ーの分析について測定し，若干の変色に関する考察を

行なった．試料は充填用レジン7種，repainレジン

5種（国産3種）その他3種につき測定を行なった結

果は次の通りである．（1）合金粉末を混入したAlc－

hem　gold，　Silver，　Sp㏄tvum　gold，　Silverは硬さを

増したが，脆くなり曲げ強さが劣化した．（2）91ass

fiberを混入したchameleon，　Meldon－7は吸水，溶

解量を増し，特にchameleonは曲げ強さが弱く見掛

けの硬化後も収縮を続け水を吸水して膨脹したが硬化

時の重合収縮は補い得なかった．（3）スルフィソ平

起媒方式をとるSevvito血は硬化も早く紫外線による

変色が最も少なかったが，吸水溶解量：はやや多かっ

た．（4）repain用即時硬化レジンは吸水，溶解量は

少なく，強度は充分であるが，紫外線による安定性は
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劣っていることが認められた・

　堀部　隆，和久本貞雄＊，佐藤　宏＊：歯科用合金の

変色の測定について

　　第16回日本歯科材料器機学会（1964．11．22）

　歯科用合金の変色の測定は従来より肉眼的観察によ

り行なわれていたため，色の表現には主観が入ったり

照明条件により左右されやすく不明瞭で再現性が少な

かった・これらの欠点を除くためカラーアナライザー

によって色の表現および変色の程度を数値にて表わす

ことを研究した，色の測定は島津Bosh　Lombカラー

アナライザーにより，415～685mpの光を投射し，反

射強度を測定し，JIS規格に準拠して《x，・y，）Yの値

を計算した．

　試料は金銀Pb合金14種，銀合金14種，銅合金

9種，錫アンチモン2種につき，飽和硫化水素水0．1

％硫化ソーダ，人工唾液37。，30分，1日3日間全漬

し，前後の色彩の測定を行なった結果

（1＞　カラーアナライーにより歯科用合金の色および

　変色の程度を数値的に表現することができた・

（2＞人工唾液では最も明度の低下が少なく，硫化ソ

　ーダ，飽和硫化水素水はほとんど同程度に明度の低

　下が認めれた．

（3）　歯科用合金の変色では，明度の低下がかなり多

　く，色相彩度の変化は少ないことが認められた．

　大気中に存在する微量のSO2ガスを連続測定する

ため，溶液導電率法による測定装置を作り，大気中の

SO2ガスの連続測定を行った．吸収液としてH2SO4

によって約pH　4の酸性とした250における導電率

約25pv／cmの0．006％H202水溶液を使用し，こ

れに大気を通じ，含有するSO2ガスを吸収させる・

吸収されたSO2は酸化されてH2SO4となり，このた

め吸収液の導電率がSO2ガス濃度に比例して増加す

る・したがってこの吸収液の導電率増加分を測定する

ことによって，大気中のSO2ガス濃度を求めること

ができる・導電率測定法は四電極法を採用した・測定

は1時間に1回の間一式で，計器の目盛はスイッチの

切換によって0～1，0～5ppmを選ぶことができる．

＊電気化学計器（株）

　山手　昇，西山正孝＊，津田　耀＊：大気中炭化水素

の連続測定記録計について

　　第5回防災化学研究発表会（1965．1．24＞

　自動車のクランクケースおよび排気管から放出され

る炭化水素は1日車1000台当り0・2～0・4トソとい

われており，都市大気におけるスモッグ形成の要因と

なっている．演者らは大気中の微量炭化水素の連続測

定を目的とし，分析機能をも備えた測定計を試作し，

2，3の検討を行なった．

＊　柳本製作所員

＊　東京医科歯科大学歯学部

　山手　昇，柳沢三郎＊，光沢二曲＊，森正樹＊＊：大

気中のNO，　NO2ガス濃度の連続測定

　　第5回防災化学研究発表会（1965．1．24）

　大気中の微量のNO，　NO2ガス濃度を自動的に連続

分離測定する装置を製作し，実際に大気の測定を連続

しておこなった．測定方式は改良Saltzman試薬を

吸収液とした光電比色法により，30分間に1回の周

期で間漱測定をおこない，測定値はこの周期中におけ

る平均値として得られる・また光電比色法の電気回路

は比率計の方式としたので，吸収液を循環させて，繰

返し使用することができる・目盛りは0～5ppmで，

対数的な目盛特性となるから，低濃度側を読みやすい

ようになっている．

＊慶応大学工学部　　＊＊電気化学計器（株）

　山手　昇，森　正樹＊：大気中のSO2ガス濃度の連

続測定

　第5回防災化学研究発表会（1965・1・24）

　山手　昇，辻　楠雄，外村正治：連続測定記録計に

よる大気汚染に関する調査研究（第2報）　東京都内3

地点における測定結果（昭和39年4月～12月〉

　　第20回日本薬学大会（1965．4．7）

　東京都内の霞ケ関，新宿，板橋の3地点において，

自動車の排気ガスによる汚染の実態を把握する目的で

行なった．

　一酸化炭素は自動車の交通量と相関の関係にあっ

た．亜硫酸ガスも交通量と有意義な関係であるが，板

橋は工場から排出される亜硫酸ガスに相当影響があら

われている様である・窒素酸化物では，一酸化窒素は

交通量や時間について大した変化はみられないが，二

酸化窒素は，時間による変化が大きい．浮遊ふんじん

は，交通量や建設事業等にも関連はあるが，最も大き

い影響を与えたものは気象条件によるものであった・

　以上の結果により，大都市の汚染源としての自動車

の排気ガスは，重要な部分をしめ，これらの事実を解

明することによって，将来の汚染の推定ならびに対策

についての重要な研究資料となるものである・



104 衛　生試験所報二 二83号（1965＞

　柴崎利雄，山手　昇，荒川武夫，辻楠雄，太幡利

一＝大気汚染による日光中の赤斑光線量とプロビタミ

ンDよりビタミンDへの転換量

　　第17回日本ビタミン学会（1965・5・12）

　昨年オランダ，フランス，英国，アメリカなどに立

ち寄る機会を得たので，紫外線不足によるD不足に対

する各国のとっている対策などについて調査してみた

そして紫外線の強いハワイでさえ市乳中に相当量のエ

ルゴステロールを添加している事実を知り，わが国各

地における大気汚染度と，赤斑紫外線量との関鋼性に

ついて，さらに検討を加える必要性を感じた・昨年は

定性的な調査が主体であって等径の石英話中に入れた

ブローDのアルコール溶液について吸収スペクトルの

変化の有無を観察し，その結果を報告した・今回はさ

らに紫外部の太陽光線の量を定：量的に測定し，日照積

算量とブローDのDへの転換率と比較検討した結果・

簡便な検出用機器として260mpの吸光度の変化を測

定することにより間接的に日照量を知る装置を試作し

て良好な結果を得た・

　池田良雄，堀内茂友，川俣一也，大森義仁，田中

悟：薬剤のウサギの胎児に及ぼす影響について（第1

報）正常ウサギの妊娠に関する基礎的研究

　　第38回日本薬理学会総会（1965・4・2＞

　1962年以降各種動物を用い，サリドマイドによる

催奇型実験が報告され，なかでもウサギがPhocome－

1iaを作り得るということで注目をあびた・しかし本

邦ではウ・ナギを用いた医薬品の催奇型実験は甚だ少な

いので，妊娠動物への薬物投与時期や用量を決定する

に必要な基礎研究を行ない，本邦産ウサギによるサリ

ドマイドの催奇型作用についても検討を加えた．

　ウサギは日本白色種直系で生後8ケ月以後，体重

2．5kg以上の雌を，生後12ケ月以上の雄と交配し

た．

　正常ウサギの受胎率は80％で高率を示し，平均仔

数は7．8匹，30～31日で出産するものが多く，この

結果より実験には妊娠29日目で開腹し，胎児をとり

出す方法を採用した・

　人工授精実験では，無処置ウサギでは受胎率は9．5

％と低かったが，性腺刺戟ホルモン（H．C．G）300単

位注射で100％の受胎率を示した・しかし産仔数は少

なく胎児の吸収死亡が多かった・正常ウサギの産仔死

亡率は1．9％で，外形奇型は3・5％認め‘れた・

　池田良雄，堀内茂友，川俣一也，大森義仁，田中

悟：薬剤のウサギの胎児に及ぼす影響について（第2

報）サリドマイドの胎児に及ぼす影響

　薬物の胎児に及ぼす影響は，従来，主として催奇型

作用という形態学的分野から追及されてきているが，

層次，生化学的研究も進歩し，この両面より奇形発現

機構の解明にかなりの業績があげられるようになって

きた・医薬贔の胎児に及ぼす影響を検討するにあたり

まず従前の方法にならって奇型発現の有無につき実験

を行った．

　ウサギ（生後8ケ月以上）の妊娠8～15日の8日間

に，サリドマイドの純麗粉末を50mg／kg，150　mg／kg

300mg／kg，600　mg／㎏1日1回5％アラビヤゴム懸

独液として，ウナギ用胃ゾンデで強制経口投与し，対

照群には5％アラビヤゴム液を用い，歯群とも妊娠

29日目に母体開腹し胎児の死亡率，外形検査，骨格

標本検査等を調べた，

　1）外形検査においては，各群とも高用量になるに

したがって，異常仔出現が多くなり内反足，有茎趾や

血腫がみとめられ，出現場所も，低用量群では頭部及

び上肢であるが，高用量群になるにしたがい下肢及び

尾に多く認められた．

　2）　骨格検査においては，サリドマイド投与により

頭蓋骨の分割，縫合異常，後頭骨に変化がみられ，

とくに上肢の骨格主として手の骨の欠損，発育遅延が

著明であったが，腕の骨の欠損はみとめられず典型的

Phocomeliaを認め得なかった。魎幹骨の異常は比較

的少なく，下肢では距骨，腓骨に欠損や遊離が現われ，

尾骨にも同様に骨の欠損，癒合，屈曲等の変化が観察

された．これの骨変化は主として，150mg以上の投

与群に著明に認められた・

　池田良雄，大森義仁，吉本浜子，中尾　健，平賀興

吾，桐沢義雄，浦田芳子，大手基江：Morphi血eと内

分泌　（1＞Morpbine連続投与ラット内分泌臓器の

病理組織学的変化，（2）Morphineと副腎皮質機能

　　第37回日本薬理学会総会（1964・4・25）

　ラットはmorphineの連用により体重の増加が減

少し，興奮性の中毒症状が注射時に認められるように

なり，またnalorphineにより流涯，下痢などの症状

を現わすようになる・

　内分泌機器では，副腎の重量増加が著明に現われる

とともに，ACTHに対する反応性も減弱した・

　また，イヌではmorphineの連続投与により尿中

の17－OHCS，17－KSの排泄は影響がみられなかった

が，ACTH注射後に現われる尿中17－OHCSの増加

割合は低下した．

　田中　悟，小野田欽一，近岡昭典，大森義仁，、池田

良雄：実験的Athero8dem8isと血清粘度，血圧，お
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よび大動脈の変化（第2報）

　　第37回日本薬理学会（1964．4．26＞

　雄ウサギを1％cholestero1食餌で飼育し，約3ケ

月頃から大動脈のatherosclerosisの発現することを

認めた・10ケ月までの観察では，大動脈の内膜のat－

heroma変性像が経過と共に増大し，中膜を圧迫する

が，結合織の著明な増殖や石灰化はみられなかった・

　血清cholestero1値は急速に上昇し実験対照群の15

倍位に達するものがあったが，約12週後はほぼその

値を保った・

　血清粘度も，血清cholestero1と同様な経過を辿っ

たが，血圧は全実験期間中，対照と実験群間に差が認

められなかった．

　池田良雄，大森義仁，降矢　強，中浦慎介：食用色

素101号の慢性毒性に関する研究

　　第38回日本薬理学会（1965．4．2）

　近時食品添加物の人体に及ぼす影響ということが世

界的に関心の持たれるようになり，その毒性に関する

再検討ということが重要な問題となってきている・我

々は，24種のタール系食用色素の内，赤色101号の

慢性毒性試験を行ったのでその結果を報告した・

　動物はウィスタ一系ラットを用い，1群20匹，4群

を用いた・検体は国家検定に合格したもので，飼料に

5・0，1・0，0．2％の割合で混入して15ケ月間ラット

に与えたところ，対照と比較しいずれの群においても

飼料摂取量および死亡率に面変はないが，5．0および

1．0％群において生長抑制がみられた・3，7月および

15ケ月目において解剖した動物の病理学的所見につ

いては，全期を通じて，いずれの濃度のものにおいて

も肝の著明な重量増加，又15ケ月例においては5．0

および0．2％に各1例に肝腫瘍（腺腫）が認められた

また肉眼的にこのような腫瘍のみられない例において

も著明な結節状増殖が認められた・腎においてはいず

れにも3ケ月目から尿細管の著明な変化が現われ15

ケ月目のものでは糸球体の変化が加わっている．

　大森義仁，池田良雄，高仲　正，降矢　強：カン入

オレンジジュースによる中毒の原因究明について

　　第38回目本薬理学会（1965．4．2）

　昭和38年8月，39年7月にカソ入りオレンジジュ

ースに由来すると考えられる中毒事件が発生した・中

毒症状としては嘔吐，下痢，発熱などが主で，中毒を

起したカソ入りジュースは，いずれも錫含量が大で，

対照として用いたジュースの4～5倍の値を示した・

成熟マウス，ラットに各0．5ならびに5m互の検体を

経口投与したが軽度の下痢を起した程度で著変を認め

なかったがネコに10m1／kgの割合で与えると1時間

後頃から嘔吐が現われた．又濃縮して錫含：量が増大す

るとともに症状の発現時間がやや短くなる傾向を認め

た・クエソ酸ナトリウム錫（錫29．5％含有）をネコ

に30。41ng／㎏以上の経口投与で嘔吐が必発すること

を認めた．次いでネコに対して症状を現わさないオレ

ンジジュースにクエン酸ナトリウム錫を加えると，ほ

ぼ同様な症状が発現し，硫化水素ガス処理で錫を除く

ことにより症状は消失するが，この処理液にクエソ酸

ナトリウム錫の同量を添加すると再び嘔吐が現われ

た・これらのデータから，カン入りオレンジジュース

中毒と錫との関係について考察した・

　桑村　司，重松瑞穂：ウサギにおける細菌性発熱物

質による発熱第3峰について（第1報）その生物学的

性質（1）

　　第30回日本薬理学会関東部会（1964．6・13）

　細菌性発熱物質をウサギに静注するとき，2峰性発

熱曲線を示すことはよく知られた事実であるが，更に

長時間にわたって体温観察を続けるときには，第2峰

が消失するあたりから第3の峰が出現して来るのを見

る．この第3峰については未だ文献上記載がない・

　今回その生物学的性質について検索した結果，第3

峰の出現は，一定用量において，種々の細菌に共通し

た性質であることが推定され，また，耐性現象も認め

られることがわかった．

　つぎに白血球変動と第3峰との関係を調べたが，こ

こでは一定の関係を認める成績は得られなかった・

　横井泰生＊，桑村　司：情動による体温変化

　　第38回目本薬理学会（1965．4．1＞

　動物を固定するとき体温が降下するが，Grantはこ

の現象に対して情動性体温下降という概念を提唱し

た・ところが古人から人間では精神的影響で体温が上

昇することが推定されている．この一一見矛寂すのかの

ように見える事柄に興味をもち，ウサギを用い種々の

環境旗下で固定器を変更して直腸温，皮膚温ならびに

EMGの変動を観察記録して検討した結果・すでに数

種の薬物について報告があると同じように，情動にも

とずく体温変化もまた環境温度によって決定されると

の見解に達した．

＊東大・薬理
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　　　　　　　　　　　　　　　　　衛　　試

　所員の研究，試験および検査に関する発表を主とす

る「衛試例会」は，昭和36年6月から毎月本所講堂

において開催されているが，昭和39年4月から昭和

40年3月までの発表は下記のとおりである・

第35回（昭和39年4月13日＞

1．避妊薬中の酢酸フェニル水銀の比色定量

　　　　　　　　医薬品部鯉淵昌信
2。混合製剤の分析（第5報〉カフェインの比色定量

　　　　　　　　医薬品部立沢政義
3．自動車排気ガスによる大気汚染について

　　　　　　　　環境衛生化学部辻　楠雄
4・高分子医薬品の分子量規制

　　　　　　　　大　阪　支　所　吉　村　　　淳

5・医薬品の胎児に及ぼす影響

　　　　　　　　薬　　理　　部　大　森　義仁

第36回（昭和39年5月11日）

1．4－Chloroおよび4－Methoxyrinnoli葺eのN－ox－

　　idationについて

　　　　　　　　製薬研究部　中島利章
2・阿片アルカロイドの微生物分解について

　　　　　　　　大　阪　支　所　伊　阪　　　博

3．医薬品の妊娠ならびに奇形作用に及ぼす影響の試

　　験について（第1報）

　　　　　　　　薬　　理　　部　堀　内　茂　友

4．内毒素の生理作用

　　　　　　　　衛生微生物部　石岡忠一
5・ヒト屍体肺臓の真菌フローラに関する研究

　　　　　　　　衛生微生物部　倉田　　浩

第37回（昭和39年6月8日）

1・幕属クロ’マトグラフィーによる殺虫剤の分離（規

　　格のための検討）

　　　　　　　　医薬品部平野美枝子
2．Piperinの定電位電解還元について

　　　　　　　　療　　品　　部　佐　藤　　　寿

3・包装豆腐の保存性

　　　　　　　　衛生微生物部鈴木　昭
4．天然ベンゾキノソ及び関連化合物のCoQ作用

　　　　　　　　生　　薬　　部　名　取　信　策

第38回（昭和39年7，月13日）

1・動脈硬化症と大動脈中のリソ化合物に関する研究

　　　　　　　　衛生微生物部　増山裕子

例　　会

2・食品中天然色素の薄層クロマトグラフィー

　　　　　　　　食品添加物部　加藤三郎
3・芳香異項環N一オキシド類の一新反応

　　　　　　　　製薬研究部　夏目幸子
4．合成粕畠に対する各種酵素の影響について一と

　　くにCMC　CMSおよびMCについて

　　　　　　　　食品添加物部林　敏夫
5．塩化アセチルによるビタミンDの化学的異性化

　　　　　　　　大阪支所小林　正

第39回（昭和39年8月10日）

1．食品防腐剤の細菌胞子におよぼす影響

　　　　　　　　衛生微生物部　小島秩夫
2・ミルカーによる生乳中への細菌汚染について

　　　　　　　　衛生微生物部　宮沢文雄
3・大腸菌に対する6－Azauraci1および6－Azathim－

　　ineの作用

　　　　　　　　ビタミン化学部足立　透
4．トリメチルラウリルアソモニウム2，4，5一トリク

　　ロルフェノキサイドの分析

　　　　　　　　食　　品　　部　鹿　島　　　哲

第40回（昭和39年9月14日）
1．ガスクロマトグラフィーkよるペニシリン類の分

　　析

　　　　　　　　医薬品部橋場茂子
2．フェニルァセトニトリルによる芳香族モノニトロ

　　化合物の呈色反応とその機構

　　　　　　　　医薬品部中村晃忠
3．ヘパリンの研究一組織ヘパリナー・ぜについて一

　　　　　　　　生物化学部　陸羽　　力
4・サリドマイドの代謝

　　　　　　　　放射線化学部　田中　　学

績41回（昭和39年10月12日）

1．Morphi且eと内分泌臓器

　　　　　　　　薬　　理　　部　吉　本　浜　子

2。サルにおける赤痢菌感染実験について

　　　　　　　　衛生微生物部　林　　長男

3．0．11V硝酸銀液および0．1Nチオシアン酸アンモ

　　ニウム液の各種標定方法の比較検討

　　　　　　　　医　薬　品　部　　和　田　悠紀子

4．蘇葉の研究（第2報）イソエコマケトソについて

　　　　　　　　療　　品　　部　伊藤　　　宏

5。Silver　Diethyldithiocarbamate（SDDC）による
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　　微量ヒ素の比色定量法について

　　　　　　　　大阪支所河内敬朝
6．栄養剤中のアスコルビソ酸の分解

　　　　　　　　ビタミン化学部谷村顕雄

第42回（昭和39年耳月9日）

1．4一アミノアンチピリンによるクロルフェノール類

　　の定量（第2報）薄層クロマトグラフィーによる

　　検出

　　　　　　　　食　　品　　部　近　藤　竜　雄

2．モルヒネの比色定量

　　　　　　　　碑　薬　部　大野昌子
3・医真菌分離用培地の検討

　　　　　　　　衛生微生物部　坂部　フ　ミ

4．成人病とコレステロールの代謝に関する研究（第

　　5報）コレステロール投与休止後の家兎大動脈の

　　変化ならびに血圧，血清コレステβ一ル値及び血

　　清粘度の変化について

　　　　　　　　薬　　理　　部　田　中　　　悟

5．ヤブコウジ科のBenzoquinone類Maesaquillo－

　　neの構造の再確認とその前駆物質について

　　　　　　　　生薬部小川秀子
6．赤外線吸収スペクトルによるチューイソガムペー

　　スの分析について

　　　　　　　　食品添加物部原田基夫

第43回（昭和39年12月14日）

1．赤外吸収スペクトルによる局方医薬品のPoly－

　　morphismに関する研究（2）

　　　　　　　　医薬品部小山良子
2，食品中微量金属のポーラログラフィーによる定量

　　法の検討

　　　　　　　　大　阪　支　所　遠　藤　　　勝

3．医療技術の改善に関する研究

　　インスタントアマルガムについて

　　　　　　　　療　　品　　部　堀　部　　　隆

4．3Acety1－4－hydroxycoumarin（AHC）および

　　Dehydroacetic　acid（DHA）の抗微生物作用機作

　　（第3報）AHCの酵母succinate　dehydrogenase

　　抑制

　　　　　　　　医　薬　品　部　江　島　　　昭

5．薄層クロマトグラフィーによる色素の分析（続報）

　　　　　　　　食品添加物部　神　蔵　美枝子

6．薬物の効力及び毒性に及ぼす薬物の代謝活性につ

　　いて

　　　　　　　　薬理部加藤隆一

第44回（昭和40年1月11日）

1．径口糖尿病治療薬の作用機序に関する研究’

　　　　　　　　毒　性　部戸部満寿夫
2．原子吸光分析による食品中の微量水銀の定量

　　　　　　　　食　　品　　部　天　野　立　爾

3．ビリダジソ化合物の微生物に対する作用

　　　　　　　　ビタミン化学部南原精一
4．ニコチン酸の拮抗物質について

　　　　　　　　ビタミン化学部　朝比奈　正　人

第45回（昭和40年2月8日＞

1．ガスクロマトグラフィーによる殺虫剤製剤の定量

　　　　　　　　医　薬　品　部　河　合　　　聰

2．罐入オレンジジュース中への錫の異常溶出の原因

　　について
　　　　　　　　食　　品　　部．辰　濃　　　隆

3・罐入オレンジジュースによる中毒の原因について

　　　　　　　　毒　　性　　部　降　矢　　　強

4．ヒト屍体肺臓内の真菌フローラ皿

　　検出菌の種類と分布

　　　　　　　　衛生微生物部倉田　浩
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所　内　講　演　会

昭和38年度特別研究報告会（昭和39年6月22日）

1・制がん剤創製に関する研究

　（1＞試験検体の合成研究　　　製薬研究部

　（2）制がん剤の効力試験（1）　衛生微生物部

　（3）制がん剤の効力試験（皿）薬理部
2・農薬の衛生上に及ぼす影響に関する研究

　（1）食品中の残留農薬に関する研究　食　品　部

　（2）有機リソ剤中毒の治療剤に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬　理部

　（3）酵素による農薬試験法の研究　　生物化学部

3・工場排水の化学的処理方法に関する研究

　（1）工場排水の規整に関する研究　　生物化学部

4・動脈硬化の生化学的研究及び治療剤に関する研究

　（1）動脈硬化とコレステロール代謝　薬　理　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　製薬研究部

　（2）動脈硬化症発生理論に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　衛生微生物部

　（3）ヘパリンと動脈硬化症について　生物化学部

第33回講演会（昭和39年5月18日）

　安定同位元素018を利用するヒドロキシアミノ酸の

　：主合成の研究について

　　　　　　　東京医科歯科大学　　田　宮　信　男

第34回講演会（昭和39年6月16日）

　放射性Rbによる冠状動脈血流速度の研究

　　　　　　　　　ウェイソ大学　Dr．　B1廿mcchen

第35回講演会（昭和39年8月8日）

　電荷移動型錯体について

　　　　　　　　三共高峰研究所上田省吾

第36回講演会（昭和39年9月21日）

　融点と凝固点およびその測定法について

　　　　　　　　　　ロッシュ社石井輝司

第37回講演会（昭和39年10月26日）’

　ビタミンの薄層クロマトグラフィーについて

　　　　　　　　　エーザイ（株）　勝　井　五一郎

第38回講演会醗雛1躍謂）

　分子軌道法について

　　　　　　　東京医科歯科大学　金　子　主　税

第39回講演会（昭和39年11月27日〉

　トレースアナリシスにおける分離と濃縮について

　　　　　　　　東京大学工学部水池　敦

第40回講演会（昭和40年1，月18日）

　微生物ageと生理活性について

　　　　　　　　　　東大応微研　柳　田 友　道

第41回講演会（昭和40年3月22日〉

　ド・クメンテーション（文献情報活動）について

　　　　　　　　　　癌　　　研　溝　口　歌　子
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国家検定，国家検査等の試験状況報告

総　務　部　業　務　課

　昭和39年度（昭和39年4月～昭和40年3月〉に

おける試験検査などの状況はつぎのとおりである．

　国家検定については昨年同様ブドウ糖注射液がもっ

とも多く，全体の41．1％をしめ，ついでイソニアジ

ド錠，イソニアジド，リンゲル液，2一エチルチオイソ

ニコチナミド錠，2一エチルチオイソニコチナミド，避

妊薬（ゼリー剤）の順となり，以上7品目で全体の

75．4％におよんでいる．

　総件数では，昨年に比し本所は漸減し，支所は漸増

であり，全体として0・9％の減少となっている・

　また，製品検査は昨年同様サッカリンナトリウムが

もっとも多く，全体の37．2％をしめ，以下ズルチン，

タール色素の2品目を加えると全体の83・0％におよ

んでいる・総件数では本所，支所とも横ばいであって

全体では昨年に比し1．3％の増加となっている．

　以上のほか，輸入検査（薬品），特別審査試験がや

や増加した以外はいつれも昨年度より減少した・この

うち昨年に比し著しく減少した輸出検査（昨鉦度比

99．6％減〉および淫行試験（昨住度比68・9％減）は

それぞれ注射筒，注射針の検査の移管および麻薬関係

試験の減少によるものである・

　なお試験検査全体では21，582件で，昨年度に比し

20．7％の減少である．

衛生試験所における検査状況

（昭和39年度）

件 名

国　　家　　検　　定

国　　家　　　検　　　査

製　　　品　　　検　　　査

輸出検査（医療用具）

輸入検査
o

特

特

等

　行

般　依

斉　取

別　審

　薬

　食

油

頼　年

齢　試

査　試

品

品

験

験

鬼

子

伊

野　　　験 機 関

東 京 大 阪

1，566

　96

6，067

件

15　　▼

45

366

205

771

530

1，388

11，049

1，422

　57

6，863

　　0

137

562

381

561

550

0

10，533

件

合 計

2，988

　153

12，930

15

182

928

586

1，332

1，080

1，388

21，582

件
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国 家

品 名

イ　ソニ　ア　ジ　ド

イソニアジド錠

東京
大阪

東京
大阪

・・一アジ・注

イソニアジドメタソ
スルホソ酸ナトリウ
ム

イソニアジドメタソ
スルホソ酸ナトリウ
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スルホソ酸ナトリウ
ム穎粒

グルクロノラクトン
イソニアゾン

イソニアジドグルク
ロン酸ナトリウム

イソニアジドグルク
ロン酸ナトリウム錠

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

4

合
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3
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7
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1
1
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不
合
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0
0

計
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0
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不
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5
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4一エチルスルフォニ
ルベンズアルデヒド
チオセミカルバゾン

4一エチルスルフオニルペン
ズアルデヒドチオセミカル
バゾン錠

4一エチルスルフオニルペン
ズアルデヒドチオセミカル
バゾン散

ピラジナ　ミ　ド
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検 定（Nα1） 昭和39年度
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国 家

品 名

二二チ・臓

翻意副蕪
パラアミノサリチル「東京

酸イソニアジド願粒休阪

イソニアジドスル・フ

イソミジン錠

イソニアジドスルフ
イソミジン散

イソニアジドスルフ
イソキサゾール錠

イソニアジドスルフ
イソキサゾール散

2一エチル・チオイソ

ニコチナミド

2一エチル。チオイソ

ニコチナミド錠

薙

蕪

蕪

蕪

薙

薙
2一エチル・チオイソ
ニコチナミド坐剤 薙

避妊薬（ゼ・一剤

避妊薬（クリーム剤）

丁丁薬（錠　剤）

避妊薬（坐剤〉

避妊薬（親水性坐剤）

避丁丁（泡発性坐剤〉

避妊薬（泡発性特定）

避妊薬（液　剤）

インシュリン注射液

プロタミソインシュ
リン亜鉛水性懸濁注
射液

イソフェンインシュ
リン水性懸濁注射液

薙

重

重

重

重

蕪

蕪

薙

蕪

薙

4

ゴ合

格

不
合　計
格1

5

合．

格

＿1＿
」
　1「

」　＿
一1一

」　＿
一1一

不
合
格
計

　1

一［一
」＿
一1一

6

合

格

不
合
格
計

7 8

合

格

不
合
格
計
壮士1計

司

9

ヨー
「　一

合

損

不
合
格
計

一1一

一1一
一1

「
＝1＝＝l
　I　　　　I

」＿
」
　1

一1一一1－
　l　　　　l

＝因＝
　l　I

司

　1

コ
　1

司

「 判
11 1i　lli・／8

1010
910

11

2 0　　2

118

1 0

」　＿

ヨー

判
・11811
11

1

｝1 8｝1
ζ

2

一一Pヨー一H一　　『i　　　　　 『」　　　　　 一…　　　　　 一i　　　　　　一1　　　　　　一

7 0

一＝

7 4 0

目≠1一

d
一＝｝＝1＝

一一一一

81
81

0 2

18
＿1

網06

4　　5

目＝

判5

2　　0　　2　　5
12　　0，12　　8

8 誓

1 0

一　　7

1

9　　0　　9　17 0

0　　7 ㌍
判＝

3　　5 0　　5

d
3 0

d

判子
・7い8

「一

・【・8

－1

一＝

‡

1 0　　1 1 0　　1

一1

3　6　016

‡
d
2

1

4

0

0

0

2

1

4

4

1

1

d＝

d
0　　4

0　　1

0　　1

4

1

」＿
　1

d＝

一1一

一1一

‡

0　41　5

一『一
0　　1 1

0　　5

0　　1

6

1

2　　0　　2　　2　　0　　2　　2

　　　　

一1一一
司

oi　6
　1

「　一
・1・

「

6｝　0

」
　1

6

1

1 31　3
－1

0　　1

1 4



国家検定，国家検査など試験成績報告 113

検 定（Nα2） 昭和39年度

10 11 12

合

格

不
合
計
計

口

格

Aii不
合計格

合

格

不
合
格
計

」

1

一1一

合

格

司＝

不
合
格
計

2

合

格

不
合
格
計

3 計

＝LL
＝「＝

8
5

4
6

0
0
8
5

0　4
0　6

1

コ＝1

合

格

一1 黶

司＝＝

不
合
格
計
合

格

」」
一一P一

一ト
「

＝Ll＝

判＝＝

不
合
格

5

1

7

1

2

＝1一

1

3

1

8

0
0
1

3

0　1
0　8

0

＝目＝

5

0　1

10・0　10

6

1

1

0

1

d＝
8

1

3

3

2

2

司＝

0

0

1

0

0

6

1

4

2

2

一目二

2
6
0

0
2
6

4　0　4
3　0　3

5

7

1

司＝

0

0

0

5

7

1

1

4
0
0
1

4

3　0　3
2　0　2

9

判＝

0

3

1

5

1

gl　3

0

0

3

1

0

0

1

3

判＝ 『＝

2　0　2
2　0　2
2
4

7

0　2
0　4

0　7

司＝

6 0 6

40：41　0　1
7
6

15

4

111

1 16

0　4

一1一

57
65

69
80

τ

0
0

0
0

2

τ

0 2 2

1牢

3 0

1

1

57

0

」1 0

d＝

判＝
網』』
0　1

2　2　1 3

1
0　1

57

11

26

0

0

0

2

0

4

計

57
65

69
80

τ

101

1

57

8

59

11

30



114 衛生試　験所報告 第83号　（1965）

国 家

品 名

グ戸ビソ亜鉛インシ
ュリン注射液

インシュリン亜鉛水
性懸濁注射液

結晶性インシュリン
亜鉛水性懸濁注射液

無晶性インシュリン
亜鉛水性懸濁注射液

脳下垂体後葉注射液

オキシトシン注射液

オキシトシンマレイ
ン酸エルゴメトリン
注射液

バソプレシン注射液

タンニン酸バソプレ
シン油性懸濁注射液

ヘキシルレゾルシン
丸

ブドウ糖注射液

リ　ソ　ゲ　ル　液

ロ　ッ　ク　液

転化糖注射液

イソニアジド散

：東京

大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

4

合

格

不
合
格
計

司‡

5

合

格

不
合
格
計

6

判o
1 0

判3

2

1

1

司4

到2

司

0

0

0

合

格

3

1

4

不
合
格
計

咽二
1

1

0　　1

0 1

7

合

格

不
合
格
計

8

1

合

格

‡
半』

半2三

不
合
格

0

0

3　　0　　3　一

計

3

1

6

1

鯛1
d

0 1

9

一＝

35
79

4
9

2
0

1

0

d
37
79

5
9

26
75

7

10

目＝

0

0

0

0

26
75

7
10

36
83

7
10

合

格

判＝

4

1

1

4

司1

6

0　　1

0　36
0　83

0　　7

0　10

司一

‡
29　　0　29　38
68　　0　68　61

8　　0　　8　　3

13　　0　13　8

判
判
1

0

0

0

39
61

3
8

27
60

6
5

一

不
合
格

三

0

万 三

0

0

0

0

三 0 ・卜
一一

0
0

0
0

計

イソニアジド穎粒

避妊薬（エアゾール
製剤）

イソニアジドスルフ
イソメゾール散

小 計

合 計

酬＝
東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪
142　　3145
140　　0140

282 3 285

104
132

236

4

0

0

0

104
132

236

1

1

4

6

三

116
142

258

℃

0
0

0

三

116
142

258

d一
146
116

262

1

0

1

147112
1161110

263 222

2
1

3

27
60

6
5

司一

判＝

114
111

225

136
104

240

1

0

1

137
104

241
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検 定（No．3） 昭和39年度

10

合

格

不
合
格
計

11

合

格

一＝

不
合
格
計

12

4

1

2

1

1

37
71

0

0

0

0

0

0
0

4 2

半
2

1

1

1

2

司＝

37
71
25
61

0

0

0

1

合

格

三

三

⇒＝

半 0

2

1

孕
1

d2
0

0

計

3

1

3 5

⇒＝

d＝

0
0
25
61
41
71

1

2

0　5

3
0
44
71

・1

合

格

三

三
計

2

1

1

1

合

格

‡
o［1
「一
0

0

1

1

4

2

1

不
合
格
計

一＝

0　4

0 2

0　1

3

合

格

不
合
格
計

計

7
15

2

129
123

252

0
0
7
15
6
9

石

0

2
0

2

半

131
123

254

118
106

224

1

0

τ

7
9

至

10
6

三

4

1

0　4

0　1

2　0　2

27
45

0　10　5
0　6　6

1

0
28
45

0　5
0　6

1

1

τ 三

41
60

7
8

司＝

司＝

5

1

0

0

1 2　0　1

合

格

司＝

5 34

司2

0 2

1

1

11

16

0　1

⇒＝

2　0　2　32

司＝

司＝

0　41
0　60
40　1
83　0

3

3
0

3

121
106

227

140　　　3　　143　101

125　　　0　　125　　78

265 3 268 179

0　7
0　8

41
83

4
10

1

0

1

2』2＝

102139　2
78105　1

180 244 3

141
106

247

ヨ

162
138

300

0　4
1　11

万

3
1

4

ヨ

165
139

304

402
817

74
109

玉

三

6

ヨ

1，545
1，419

1，964

不
合
格

1

0

0

2

1

0

0

8
0

2
1

τ

℃

0

τ

21
3

24

計

35

12

11

18

33

3

3

410
817

76
110

τ

写

6

ヨ

1，566

1，422

2，988



116
衛生試験所報告 第83号（1965）

国 家

品 名

アンプル入栄養剤

日局ガーゼ
日局外サントニン含
有散剤

ヘヤスプレー

衛生サック

衛　　生　　綿

日局スルフイソミジ
ン錠

小 計

合 計

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

4

合

格

不
合
格
計

5

合

格

不
合
格
計

6

合

格

不
合
格
計

13　　　0　　13　　14　　　0　　14　　10　　　0　　10

7

合

格

三

三

2
15

17

τ

τ

0
0

0

三 了

三＝

2
15

17

1

15

16

て 三至一石

司＝

0
0

0

1

15

16

2
12

14

0
0

0

至＝
1

2　1
12　＿

14 1

不
合
格
格

0　1

0　1

0 1

8

合

格

不
合
格
計

‡
目一

‡

十

9

合

格

ヨ

至

3

不
合
格
計

τ

τ

0

至

至

3
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検 査 昭和39年度

10

合

格

不
合
格
計

d＝

11

14

14

14

合

格

不
合
格

d＝

‡

計

1

1

1

乖
15

15

15

15

15
2

17

2　17

2　17
0　2
2 19

12

合

格

不
合
格
計

1

合

格

判＝

不
合
格
計

2

1011

10　1

10 1

11

11

11

17

17

17

1

合

格

18 22

‡
一＝

1

1

18

18

22

22

不
合
格

1

1

1

計

23

23

23

3

合

格

不
合
格
計

判＝
4
9

三

4
10

14

2
0

τ

6
9

三

2　6
0　10

2 16

計

合

格

5
37

ヨ

1

1

τ

78

4
9

不
合
格

0
0

τ

0
0

τ

6

計

5
37

1
1

1

竃

84

2　60　 9

’司τ
写

88
57

145

8　96
0　57
8 153

●



118 衛生試験所報告 第83号（1965）

製 品

品 名

サッカリンナトリウ
ム

ズ　　ル　　チ　　ン

タ　一　ル　色素

ニトロフラゾーソ

ニトロフラゾーソ製
剤

希釈過酸化ペソゾイ
ノレ

ニトロフリルアクリ
ル酸アミド

ニトロフリルアクリ
ル酸アミド十倍散

ニトロフリルアクリ
ル酸アミドニトロフ
ラゾーン混合十倍散

ソルフラソ散

保鮮フラスキソ末

保鮮乙フラン末

小 計

合 計

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

東京
大阪

4

合

格

167
103

118
85

74
104

竃

82

露

露

万

至

441
402

843

不
合
格

0
0

0

5

0
0

0

0

0

0

0

τ

0

5

5

計

167
103

118
90

74
104

5

82

露

露

万

羽

441
407

848

5

合

格

不
合
格
計

6

合

格

不
合
格
計

7

合

格

不
合
格
計

8

210
175

102
164

93
140

τ

0
0

0
0

0
0

0

合

格

210　202　　　0　202　188　　　0　188　239

175　140　　　0　140　223　　　0　223　173

102
164

93
140

121
134

75
151

固τ

0121
0134

0
1

75
152

τ一召

69　　　0　　69　105

192　　　1　193　180

68　　　0　　68　136

113　　　0　113　186

τ 万 玉 菊

不
合
格

0
0

計

239
173

0105
0180

0136
2188

0 て

9

82

示

正

蕊

0

τ

τ

τ

2’U

三

487
562

1，049

τ

0
0

0

合

格

288
170

82

垢

石

118

颪

充

0

τ

τ

118

蕊

石

141
171

68
122

65

蕊

葱

0　65

0

万

盃

弱

τ

99　0　99　80

弱

垣

万

石

葱

21

27

22

不
合
格

0
0

鶉

2

房

ヨ

て

0

話

了

0
0

0
2

痴

2

0

コ

石

2

0

0

π

ヨ

一

℃

応

彊

ヨ

τ

τ

凋・

三 0

計

288
170

1

487
562

1，049

516
529

1，0妬

141
171

68
124

0
1

工

‡
516
530

1，046

390
625

1，015

玉

80

一ヨ
0 了

死

牽

語

0　390　579　　　0　579　577
1　626　686　　　2　688　563

1 1，016 1，265 2 1，267 1，140

至

＿1＿
＿1＿　1

0577
2565

21，正42

●
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検 査 昭和39年度

10

合

格

210
214

145
172

96
173

不
合
格

0

0

0
0

0
0

計

210
214

145
172

96
173

　　　」

ヨ　o

90

蕊

あ

3

0

0

0

τ

90

弱

60

一［

Ol コ

541
658

1，1，9

0

0

0

541
658

1，199

11

合

格

163
190

151
188

68
125

ヨ

85

7

30

不
合
格

0
0

0
0

0
0

コ

0

τ

0

計

163
190

151
188

68
125

ヨ

85

〒

蕊

12

2 τ

合

格

297
289

172
289

130
132

不
合
格

0

0

0

0

1

0

3

86

8

ヨ

0

0

τ

τ

計

297
289

172
289

131
132

万

至 嘱

吾

86

8

三

て

応

万

至

1

合

格

166
134

56
56

62
149

ヨ

不
合
格

0

0

0
0

0

0

寿

計

166
134

56
56

62
149

ヨ

2

467
546
0
0

81 0

10 て

合

格

173
183

82
91

123
108

玉

」
」
　1

81

10

50 0 弱

83

菊

弱

死

不
合

格

0

0

0
0

0

0

467
546
685
775

τ

0

応

三

τ

1，013

　1

011・013

1

0

1，460 1

τ

686
775

1，461

365
404

769

0
0

0

τ

・i・

365
404

769

461
483

944

τ

0

0

0

計

173
183

82
91

123
108

玉

83

弱

39

26

2

461
483

944

3

合

格

323
197

76
156

73
131

至

85

嘉

房

石

至

557
619

L1％

不
合
格

0
0

0
0

0
0

0

0

応

計

323
197

76
156

73
131

三

85

需

・1

0

弱

石

」
0

0

0

至

557
619

　1

011・176

計

合

格

2，626

2，191

1，338

1，878

1，066

1｝634

蕊

1，036

31万

2万

548

死

不
合
格

0
0

0
6

1

5

τ

0

て

τ

τ

τ

　［

「
「
　1

・1・

計

2，626

2，191

1，338

1，884

1，067

1，639

あ

1，036

300

2豆

548

27

至

6，066

6，852

12，918

　1

11

12

6，067
6，863

12，930
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国立衛生試験所標準品
総務部，生物化学部，食品添加物部

国立衛生試験所において製造し，交付している標準品は別表のとおりである・

別　　表 日本薬局方標準品（1）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

標　　準　　品　　目

アスコルビソ酸

安息香酸エストラジオール

イ ソ　　　シ　　ュ リ　　ン

エストラジオール
塩　　酸　　チ　　ア　　ミ　　ン

塩酸ピリドキシソ
含　　糖　　ペ　　プ　　シ　　ン

ギ ト キ シ ソ

血清性性腺刺激ホルモン

酢酸デスオキシコルトン

ジエチルスチルベストロール

ジ キ　　　タ リ
ス

ジ　　ギ　　ト　　キ　　シ　　ソ

ジ コ● キ シ ソ

酒石酸水素エピレナミソ

酒石酸水素ノルエピレナミン

胎盤性性腺刺激ホルモン

チ

ト 口

コ

口

ソ

チ

ジ

ビ

ソ

ン

ン

酸

単 位

19入　1本

20mg入1本

20mg入1本

20mg入1本

200mg入1本

200mg入1本

209入1本

20mg入1本
1，000単位入
アンプル1本

20mg入1本

20mg入1本

19入アンプル
3本

50mg入1本

50mg入1本

20mg入1本

20mg入1本

1，000単位入
　アンプル1本

5001ng弓長　1本

10mg入2本

500mg入1本

価　格

　　円
1，400

1，400

1，300

1，100

1，900

1，500

1，500

1，700

5，000

1，200

300

1，900

2，100

2，600

700

1，300

4，400

1，100

2，700

1，600

使 用 目 的

アスコルビソ霧散，同署，同注射液，注
射用コルチコトロピンおよび持続性コル
チコトロピン注射液の定量法

安息香酸エストラジオールの純度試験，
安息香酸エストラジオール注射液の定量
法

インシュリン注射液，インシュリン亜鉛
水性懸濁注射液，結晶性インシュリン亜
鉛水性懸濁注射液，無晶性インシュリン
亜鉛水性懸濁注射液，プβタミンインシ
ュリン亜鉛水性懸濁注射液，イソフェソ
インシュリソ水性懸濁注射液およびグロ
ピン亜鉛インシュリン水性懸濁注射液の
定量法，イソフェソイソシュリソ水性懸
濁注射液の純度試験

エストラジオールの純度試験

塩酸チアミソ，同散，同錠，同注射液，
乾燥酵母，硝酸チアミン，同散，同錠の
定量法

塩酸ピリドキシン注射液の定量法

含糖ペプシンのたん白消化力試験

ジゴキシン，同錠，同注射液の純度試験

血清性性腺刺激ホルモンおよび注射用血
清性性腺刺激ホルモンの定量法

酢酸デスオキシコルトンの確認試験，酢
酸デスオキシコルトソ注射液の定量：法

ジエチルスチルベストロール錠，同注射
液の定量法

ジギタリス，同末の定量法

ジギトキシン錠の純度試験，ジギトキシ
ン，同錠，同注射液の定量法

ジゴキシン，同錠，同注射液の確認試験
および定量法

エピレナミンの純度試験

エピレナミソの純度試験，酒石酸ノルエ
ピレナミン注射液の定量法

胎盤性性腺刺激ホルモンおよび注射用胎
盤性性腺刺激ホルモンの定量法

注射用ピアル目ニダーゼのチロジソ含量：
試験

トロンビンの定量法

ニコチγ酸錠，同注射液の定量法
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日本薬局方標準品（2）

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

標　　準　　品　　目

ニ　　コ　チ

脳　　下

ソ　酸　ア　ミ　ド

垂　　体　後　葉

パラァミノベンゾイルグルタミソ
酸

ピアルロニダーゼ
ヘパリソナトリウム

マレイ．ソ酸エルゴメトリソ

リ　　ボ　　フ　　ラ　　ピ　　ソ

硫　酸　プ　ロ　タ　ミ

リ　ソ酸　ヒ　ス　タ

ノレ

レ セ

チ

ノレ ピ

ン

ミ　　ソ

ン

ン

単 位

500mg入1本

10mg入2本

500mg入1本

5001ng入1本

1，200単位入
　アンプル1本

20mg入
　アンプル1本

200mg入1本

100mg入1本

20mg入
アンプル1本

500mg入1本

50mg入1本

価格

　　円
1，500

　800

1，600

1，700

1，900

1，400

1，400

1，600

600

1，200

2，000

使 用 目 的

ニコチン酸アミド錠，同注射液の定：量法

脳下垂体後葉注射液，オキシトシン注射
液およびバソプレシン注射液の定量法，
オキシトシソ注射液およびバソプレシン
注射液の純度試験

葉酸，同錠，同注射液の定量：法

注射用ピアルロニダーゼの定量法

ヘパリンナトリウム，同注射液の定：量法，
硫酸プ戸タミソ，同注射液の抗ヘパリン
試験

酒石酸エルゴタミン，同錠，同注射液，
バッカク，バッカク流エキス，マレイソ
酸エルゴメトリン，同錠，同注射液およ
びマレイン酸メチルエルゴメトリソの定
：量法

リボフラビソ，同散：，同錠リン酸リボフ
ラピソ注射液の定量法

イソフェソインシェリン水性懸濁注射液
の純度試験

注射用コルチコトロピンおよび持続性コ
ルチコトロピン注射液の純度試験

ルチン，同錠，同注射液の定量法

レセルピン，同散，同錠，同注射液の定
量法



122
衛生試験所報告 第83号　（1965）

国立衛生試験所標準品（1）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

標　　準　　品　　目

エ　　　ス　　　　ト　　　ロ　　　ン

塩　酸　チ　ア　ミ　ソ　液

デスオキシコルトソ

バレイショデンプン

ビタミンA油（ビタミンA検定用〉

プロゲステロン
プロピオン酸テストステロン

融　　点　　測　　定　　用

｛即言講1｝

ア　　　マ　　　　フ　　　ン　　　ス

イソジゴカルミソ
エ　　　　　オ　　　　　シ　　　　　ン

エ　　リ　　ス　　ロ　　シ　　　ソ

オイルエローAB

オイルエローOB

オイルオレンジSS

オイルレッドXO
サンセットエローFCF

タ　　一　　　ト　　ラ　　ジ　　　ソ

トルイジソ』レッド

ナフトールエローS

ニ　　ュ　　一　　コ　　ク　　シ　　ソ

パーマネソトオレンジ

ハ　　　ソ　　　サ　　エ　　　ロ　　一

単 位

20mg入1本

1mg入
アンプル10本

20mg入1本

　1009入1本

19（10，000単位）

入アンプル10本

10mg入1本

20mg入1本

　19入　6本

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

価格

　　円
　800

　500

1，500

1，700

1，600

1，200

　900

2，700

300

280

300

360

280

300

270

280

290

330

380

310

330

380

380

使 用 目 的．

エストロン製品の確認および定量法

デカビタミンその他チアミン製品の定量
法

デスオキシコルトソ製品の確認および定
：量法

パンクレアチン，ジアスター・ゼ製品のデ
ンプン消化力試験の参考

デカビタミンその他ビタミンA製品の定
量法

プロゲステロン製品の確認および定量法

プロピオン酸テストステロン製品の定量
法

融点測定用温度計，同装置の補正

食品，医薬品，化粧品および製剤中のア
マランスの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のイ
ンジゴカルミンの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のエ
オシンの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のエ
リスロシンの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のオ
イルエローABの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のオ
イルェローOBの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のオ
イルオレンジSSの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のオ
イルレッドXOの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のサ
ソセットエローFCFの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のタ
ートラジンの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のトル
イジンレッドの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のナ
フトールエローSの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のニ
ューコクシンの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のパー
マネントオレンジの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のハン
サエローの確認試験
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国立衛生試験場標準品（2、

24

25

26

27

標　　準　　品　　目

フ

ポ

ポ

口

ン

ン

キ

ソ

ソ

シ ソ

SX

3R

ローズベンガル

単 位

19入　1本

19入　1本

19入　1本

19入　1本

価格
　円
320

330

370

370

使 用 目 的

食品，医薬品，化粧品および製剤中のフ
ロキシソの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のポ
ンソーSXの確認試験

粘膜以外の外用医薬品，化粧品および製
剤中のポソソー3Rの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のロ
ーズベンガルの確認試験
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　　　　　　　　　　昭和39年度における標準品払出数量

体　 所・大阪支所）

品 名

アスコルビソ酸

安息香酸エストラジオール

イソシコ．リン

エストラジオール

エストロン

塩酸チアミソ

塩酸チアミン液

塩酸ピリドキシソ

含糖ペプシソ

ギトキシン

血清性牲腺刺激ホルモン

酢酸デスオキシコルトン

ジエチルスチルベストロー
ノレ

ジキタリス

ジギトキシソ

ジゴキシン

酒石酸水素エピレナミン

酒石酸水素ノルエピレナミ
ソ

胎盤性性腺刺激ホルモン

チロジソ

デスオキシコルトン

トロンビソ

ニコチソ酸

ニコチソ酸アミド

脳下垂体後葉

パラアミノベソゾイルグル
タミン酸

パレイショデソプソ

ビアルロニダーゼ

ビタミソA油（ビタミンA
検定用）

プロゲステロン

プロピオン酸テストステロ
ソ

ヘパリンナトリウム

マレイン酸エルゴメトリン

払　出

数量

460

　1

27

18

　9

421

561

170

17

　0

24

12

10

12

　0

　0

　0

　6

78

　3

　0

　1

14

85

24

39

49

　6

182

　5

　0

81

　5

自家消費
数　　量

23

0

2

0

0

16

11

2

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

1

9

5

4

0

1

0

34

0

0

0

3

計

483

　1

29

18

　9

437

572

172

17

　0

24

12

10

12

　0

　0

　1

　6

79

　3

　0

　2

23

90

28

39

50

　6

216

　5

　0

81

　8

品 名

融点測定用

リボフラビソ

硫酸プロタミン

リン酸ヒスタミン

ルチン

レセルピン

計

払出
数量

40

376

　3

　0

33

　7

2，779

自家消費
数　　量

0

1

0

0

0

2

116

計

40

377

　3

　0

33

　9

2，895

アマフソス

インジゴカルミソ

エオシソ

エリスロシソ

オイルエローAB

オィルエローOB

オイルオレソジSS

オイルレッドXO

サンセットェローFCF

タートラジン

トルイジンレッド

ナフトールエローS

ニューコクシン

パーマネントオレンジ

ハソサエロー

フ戸キシン

ポンソーSX

ポンソー3R

ローズペソガル

計

合 計

10

15

0

0

17

17

0

17

15

10

10

0

12

11

12

0

18

0

0

164

2，943

8

7

0

0

2

2

0

2

8

8

2

0

2

2

2

0

7

0

0

52

168

18

22

0

0

19

19

0

19

23

18

12

0

14

13

14

0

25

0

0

216

3，111
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ヶシ属の染色忌数

川谷豊：彦・大野忠郎

　まえがき　ケシ属」％ρ副θ7はケシ科Papaverace－

aeに属する1年生，2年生，または多年生の草本で，

約90種を包含するといわれ，主としてヨーロッパ，

アジア，北米に分布する・このほかアフリカ，オース

トラリアにも産するがその数はきわめて少なく，中・

南米には分布しない・本邦にはただ1種リシウヒナゲ

シを産する・

　ケシ属の染色体数については，TAHARA（1915），

LJu餅GDA肌　（1922），　YAsul（1921～1943），　KuzMINA

（1935），SuGluRA（1931～1944），FABERG逢（1942～1944），

KAwATANI　＆　OHNo　（1957＞，　K：AwATANI　＆　AsAHINA

（1959）などの研究があり，DARLINGToN＆WYuE

（1955）は26種を集録し記載している．KAWATANI＆

OHNO（1957）は32分類群（30種）の染色体数を観察

報告した．

　著者らはケシ（P．30脇加7％〃z）の品種改良を目的

としてその育種材料として広く世界的にしゅう集する

とともに，ケシ属のものをも広くしゅう乱して植物化

学的検索（モルヒネ含有の有無）ならびに細胞遺伝学

的研究をも平行して行なってきた．

　著者らが1954年目研究開始以来1963年末までの

10年間にしゅう集したケシ属植物は延べ914点で，

このうち染色体数を観察したものは延べ76点52分類

群（46種〉であり，うち25分類群（19種〉について

新しく染色体数を決定し，また5分類群（5種）につ

いては従来の染色体数のほか新しい染色体数を観察す

ることができた・これらの一部についてはすでに発表

したところであるが，ここにその詳細を報告する・

　本研究に対し終始懇篤な指導と激励を与えられた刈

米所長に謹んで感謝の意を表する・

　実験材料のしゅう集に御協力くださった東京山草会

会長　荒川一郎氏，北海道林務部　俵浩三・長谷川雄

七の両氏，林業試験場札幌支場の鮫島惇一郎博士をは

じめ，国外国内の多くの方々，植物園の各位，ならび

に実験の手助けをされた石原活磨元技官，藤田早苗之

助技官，逸見誠主郎技官をはじめ春日部薬用植物栽培

試験場の方々に対し深く感謝の意を表する・

実　験　材　料

供試したケシ属植物延べ76点52分類群（46種）の

入手先はTable　1のとおりである．外国産のものは

すべて種子である・本邦産および千島産のものはそれ

ぞれ種子および生株で譲受先は下記（括弧内は入手年

月〉のとおりである・

P，α」加ノ03％初var．βJo％8α’％吻　アライトヒナゲシ

　　　　　　荒川一郎氏より分譲（1962年4月）

Rルπ7麟　リシリヒナゲシ

　　　　　　東京において購入（生肝）（1961年11月）．

　　　　　　俵浩三氏より分譲（1962年7月）

　　　　　　鮫島惇一郎氏より分譲（1963年9月）

　　　　　　長谷川雄七氏より分譲（1964年11月）

P．翅砂σ加伽π翅　チシマヒナゲシ

　　　　　　東京において購入（生株）（1961年11月）

実　験　方　法

　材料植物はすべて播種して栽培するか，または旧株

を再植して活着を待って正常に生長している植物の根

端を用いた．染色体の観察は1956年7月までのもの

は根端細胞をナワシン液で固定し，フォイルゲン法で

染色するパラフィン切片法により，それ以後のものは

TJIo＆LEVAN法による根端細胞のおしつぶし法に．よ

った．8－oxyquinolille（0．002　mo1・）液処理は3～4時

間，加水分解はN一且C1，600で6～8分，染色はace－

tic　orceineによった。

実　験　結　果

　観察決定した染色丁数はTable　1のとおりである．

これを整理すればTable　2の示すように，新しく染

色体数を決定したもの25分類群（19種），従来の染

色体数のほか新しい染色体数を確認したもの5分類群

（5種），また従来の染色体数を確認したもの22分類

群（22種）となる・

　FEDDEに従いケシ属をOrthQrhoeades，　Argemono－

rhoeades，　Carinatae，　Mecones，　M三ltantha，　Pilo－

sa，　Macrantha，　Scapi且oraの8節に分けて染色体数

を整理すれば下記のごとくなる．（§ect．9Horridaに

属する唯一つの種P・α0嘘厩媚はしゅう集できな

かった．またP．翅厩76沢2％＝14），P，％074加812痂＿

α72〃〃z　ssp。　π02rd；診σ8r672ゴσπ％〃3　（2π＝56），　1｝．　ρs6z440一
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Table　1．　Chromosome　numbers　in　P⑳α砂θ7

Taxo11

P斜脚θ7

　　α」ゐ。アosθ3¢〃3　HULT．

　　　var．θJoπ8厩％初HULT．

　　αゐウゴπ36〃zL。

απo〃2α」％〃zFEDDE

¢ρ〃％御TENORE

α71喫η¢0匁θ　L．

α7召ηα吻翅M．BIEB．

α〃α窺ゴ。κ〃zBALL

σπηzπ’勿σ％勉LoIS肌．

わ7αC’6α∫％翅　1，1酊DL．

σσ」ケb7臨む％初A．　GRAY

σαπoα3伽7ηM．BIEB．

ω〃ゴ〃％〃2BσG卵H．

ω〃3〃吻’α∫％7πFISCH．

　　　　　　　　　　　　　　et　MEY．

ノ伽γ弼FEDDE

ガ07’加π4初ηzDESF．

81σπc％祝BOIss．　et

　　　　　　　　　　　　　　I｛AUSSKN．

加」47θげ。雇ゴBOIss．

乃ゴερゴ4％〃Z］しAM．

乃yゐ7’4¢4〃2L。

Zα’θ7髭‘π彫　KOCH

’θ00卿几AMOTTE

〃2αcπ♪5∫o〃2π翅Bo夏ss．

　　　　　　　　　　　　　　et　HUET

翅α〃擁BATT．

フ痂yσわ8伽κ初TATEW．

〃zo紹撹伽〃z　TRAUTV．

％074肋9召π伽吻zL6VE

　　ssp．ηoア4加96痂π麗〃z
　　　　　　　　　　　　　　　　　L6VE

π％認6α〃陀　L。

Or三gi亘

Japa職

Uppsala

W廿rzbu㎎
Dnepropetrovsk

Uppsala

Uppsala

Uppsala

Cologne

ROuen

Baku
Vienna

Munich
Cologne

Dul）lin

TorOnto

Lodz

Giessen

Heidelberg

Nan重es

Utrecht

Japaロ

．Japan

Geneva

Uppsala

I（1agenfurt

Vゑcrat6t

Dijon

Dubli皿

Berlin－Dahlem

Dublin

LondQn

Uppsala

Ereva皿

Muロich

Japan

Munich

Stockholm

Cologne

Geneva

　Somatic
chromosome
　number

42

14

14

14

28

70

14

42

42

28

14

14

42

14

14

14

14

14

28

14

56

56

14

14

14

42

14

14

14

14

14

14

14

14

42

14

56

14

14

　Date
observed

Apri128，1962

Aug．23，1955

Aug．15，1961

July　14，1961

Apri130，1962

May　11，1962

Aug．23，1955

Sept．　3，1955

May　7，1962

May　4，1962

Aug．29，1955

Sept．2，1955

Sept．　6，1955

Sept．　6，1955

Aug．18，1961

Aug．23，1961

Aug．23，1961

0ct．　23，1956

Dec．10，1956

July　28，1961

Nov．28，1961

Dec．　2，1963

June　13，1962

Aug．2，1955

Aug．2，1955

June　25，1963

May　12，1962

Sept．7，1955

Aug．29，1955

Sept．7，1955

Sept．27，1955

Aug．18，1955

May　1，1962

Sept，5，1955

Apri130，1962

Sept．　5，1955

May　11，1962

Sept．　6，1955

May　20，1959

Pub雌catiOP
　　of　the

　authors

1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

ユ957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

工957

Previous　dete㎜inations
　　　　　　　　　2π

η＝7　（1’JUNGDAHL　1922）

π＝6　（SUGIURA　1936　a）

12（BEALE　1939），

π＝21　（SuGluRA　1936　a）

π＝7（LJUNGDAHL　1922），
π＝6，7　（SUG互URA　1940）

14（YASUI　1936　a）

”＝6　〈SUGIURA　1937　b＞

14　（PHILP　1933）

π＝7　（SUGIURA　1940）

π＝7　（SUGIURA　1931），

14　（KuzMINA　1935）

π＝7　（SUGIUR八　1940）

η＝7（LJUNGDAHL　1922）

η＝7　（LJUNGDAHL　1922＞

7¢＝7　（IJUNGDAHL　1922），

14　（FABERG直　1942），
28　（正10RN　1938）
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Taxon

o脚効伽〃zRUPR．

07∫㈱彦αZ6L．

加”oπ勿％勉MEY．

ρθ7s伽泌LIN肌．

ρπ05％〃2SIBTH．　et　SMITH

ρ初％α姫伽祝MORIs

1）oZαアθPERF．

ρy7θ駕げ。％初KERN．

ρ3θ％40cαηθεoθπ3　Popov

ρ3θ露。－07伽’σ1¢MEDV．

功0θα3L．

　var．1α可b伽翅

7％ゐプげα％勉η’ゴσcπ〃3　DC．

〆zφ切rα8㍑彿BOiss．

　　　　　　　　　　　　et　REUT．

　　var，α〃σ窺ゴ。％勉BA肌

30雇π9毎π卿3FEDDE

ε8彦ゴ9召7％〃zDC．

so〃2π加7襯L．

var．α」伽〃z　DC．

var．〃zoη3〃03％〃2　GOEPP，

vaτ．　oZ6加7％〃2　HORT．

var．ρ01yα励α」獅z　HORT．

’απアゴooJ％7％BOIss．

f翻α⑳磁窺皐・・S・・、

Z〃ηゐ70ε多6〃z　HORT．

Origin

Rotterdam

Munich

Iくassel

Uppsala

London

Munich

Uppsala

Montpellier

Huniburg

Humbu㎎
Dublin

Uppsala

Moscow

Modena

Rome

Wagen三ngen

London

］旺elsinki

Basle

Vゑcr益t6t

Helsinki

Braunschweig

TObi魚gen

　Somatic
chromosome
　number

M会rseilles

Lisbon

Copenhagen

Torino

cult．　Japa且

（“Ai¢hiwase”）

cult．　Japan
（“lkkanshu”）

Rome
Copenhagen

Utrecht

Berlin－Dahlem

Dublin

Dubli虹

K：1agenfUlt

14

14

42

12

12

14

14

28

14

14

14

28

28

42

14

14

14

14

14

14

14

14

14

44

44

44

22

22

22

22

22

22

22

22

14

14

14

　Date
observed

July　28，1961

Sept．　6，1955

Aug．18，1955

A1ユg．23，1955

Aug．27，1955

Sept．　6，1955

Aug．29，1955

May　21，1959

Aug．18，1955

Aug．29，1955「

Sept．10，1955

May　2，1962

May　14，1962

May　14，1962

Aug．18，1955

Aug．29，1955

Sept．26，1956

Aug．23，1955

Aug．29，1955

June　25，1963

Aug．23，1955

Dec．10，1956

Aug。21，1961

July　27，1955

Oct．　31，1956

Nov．　2，1956

Sept．　7，1955

Sept．14，1955

Sept．　7，1955

Aug．6，1955

Sept．10，1955

Sept．7，1955

Sept．12，1955

Sept．12，1955

Sept．26，1956

Sept．22，1955

Sept．　3，1955

Pubhcation
　　of　the

　authorS

1

1

　　1957

ユ957，1959

　　1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

1957

Previous　determinations
　　　　　　　　　2〃

π＝7　（SUG正URA　1936　a）

％冨21　（TAHARA　1915），

28　（SNOAD　1952）

π＝6　（SuGluRA　1931）

η＝7　（LjUNGDA肌1922）

π＝7　（SUGIURA　1940），

92＝14　（LJuNgDAHL　1922）

％＝14　（SuGIuRA　1936　a），

π＝21　（SuGluRA　1937　a）

π＝7（TAHA孕A　1915）

π一6（SUG・・M　193631・

14　（SNO八D　1952）

η＝7　（SUGIUR41940）

π＝11　（SUGIPRA　1940），

π＝22　（1イJuNGDAHL　1922）・

44（KuzMINA　1935＞

π＝11（TAHARA　1．915），．

　　22　（KuzMINA　1935）

　　　　　　　．」

2z＝7　（LJUNGDAHL　1922＞

％＝＝14　（SUG王URA　1940）

14　（SuGluRA　193ユ）

Table　2．　Summarization　of　experimental　results

　　Total
populations

　．observed

76

　　　Total
taxa　（species）

　　o葦）served

52（46）

　Taxa（species）
　for　which　first
counts　are　reported

25（19）

　　　Taxa（species）
　　　for　which　llew

numbers　are　observed

5（5＞

　　．Taxa（species）

　for　which　similar
llumbers　are　verified

22（22）
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oσ％θ30θ％3（2π＝28）の3種はこの分類から除外した・）

κは基水数，2κ，4κ，…はそれぞれ2倍体，4倍体，

…を示す・

Sect．　1．　Orthorhoeades　　多＝7　　　2メ，　4労，　6ズ

P．α7・89¢σ7つκ甥．

P．σα」ゲb7πJcκ〃z

P．00〃勿％7η

P．00〃Z川南彦α’π祝

P．」ε009πだ

P．ρ甲州’解伽〃z

P．7乃0θα3

　　va鵡」σ’加」伽卿

P．π㎜わ70Sπ〃Z

28

14

28

14

14

28，42

14

14

14

Sect．2．　Argemonorhoeades

　R妙πzπ〃3

　P。α即〃30ηθ

　P．海3ρ掘πη3

　P．勿う7ゴ4πη3

　・P．ρ〃。πゴπ％解

Sect．3．　Carinatae

　P，7ησC703’0〃観〃3

Sect．4，　Mecones

　P、8’研σμ翅

　P．εθ’歪82グπ〃3

　P．30〃2π加7π翅

　　　var．　σ1う〃〃2

　　　var．

　　　　劣＝6，7

　12，14

　12，42

　14

　14

　12
κ＝7　　2κ

　14
躍＝7？，　11　　　2ズ，　4∫

　　14

　　22，44

　　22

　　〃20π0ε’70επ〃3

var．01θ加7㈱

var．ρoJycθρ加」κ〃z

22

22

22

22

Sect．5．　Miltantha　κ＝6，7　2労，4κ

　1D．　cα％σαsゴσ％〃z　　　　　　　12，　14

　P・　ノ707ゴゐκπ4％勉　　　　　　　14

　P」ρ6名3‘σπ〃3　　　　　14

　jP．　’απ2ゼ601z6〃2　　　　　　　14

　p．　，7・ゴπゴσ⑳κz6〃z　　　　　14，　28

Sect．6．　Pilosa　　ガ＝6，7　　　2劣，4κ，6κ

　P．　α〃4π∫σ歪μ勉　　　　　　　　12，　14

　P．　乃θZ47θ5c；魔ゴ　　　　　　　　14，　42

　P。’σ’¢7髭勉〃3　　　　　14

　R　甥。πσπ緬％〃¢　　　　14

　P。　07βoρ；箆1π〃；　　　　　　　14

　1）．　ρπ03π〃3　　　　　　　　　　14，　28

　」P．　7z6ρψ「7α8勿7η　　　　　　　12，　14

　　　var．　α’1α22あα6〃z　　14

　P．3c乃物2歪απz6〃2　　　　14

S㏄t．．7．Macrantha　κ＝7　　2κ，4κ，6劣

　R加己zo，6σ’z67π　　　　　14，42

2κ，6劣

　P．0ガθπ∫α」θ

　P．ρ3θ％‘0－07ゴ6〃’αZO

Sect，8．　Scapiflora

　P．αあ070εθ％〃Z

　　　var．　θ10〃即あ4吻

　P．α」μππ彿

　P．απ0〃霧αZ％〃3

　P．ακ2rαπ’毎。π解

　P．ル駕ηθゴ

　P．御砂αゐ。απ％〃2

　P．π％4ゴα2μzθ

　君ρ01σ〃

　P．ρy7伽α歪。％〃z

　P．724b7毎卿rα”海α‘多〃z

　28，42

　42
多＝7　　2κ，　4κ，　6劣，　8劣，　10ガ

42

14

28，70

14

56

42

14，28

14

14

14

　Orthorhoedes節には2π＝14，28，42の3群があ

る．基本数7．2倍体，4倍体，6倍体である・

　Argemonorhoeades節に1ま2〃＝12，14，42の3群

がある・基本数6，7・2倍体，6倍体であり，未だ4

倍体を観察しない．

　Carinatae節は7種が知られているが著者らの観察

したものは1種のみで2％＝14・基本数7，2倍体であ

る．

　Mecones節は2π＝22，44の2群がある・基本数

11・2倍体，4倍体である．SuGluRA（1940）は、P．

εθだ9θ鍬初（π＝11）を報告しているが，著者らは未

だこのcytotypeを見たことがない．

　P．gZ砺。π初は2π＝14で，7の倍数であることか

ら，KUZMINA（1935）は本種がケシの祖先たることを

否定するとともにMeCQnes節に包含させることを疑

問とした．またB八zlLEvsKAYA（1928），　VEssELovsKAYA

（1933）ともに本邸がケシと雑種をつくらぬことをi報じ

ケシとは近縁でなることを立証した．FULTON（1944）

は化学的検索を行ない主アルカロイドはrhoeadi訟e

と同じものであり，モルヒネその他あへんアルカロイ

ドの含有を認めず，化学的にケシよりもヒナゲシP・

痂。θα3に近いことを示した・

　P．S観解耀解はモルヒネを含有し，ケシときわめ

てよく交雑してF1（2π＝33）をつくる．　Fユ植物は発

芽，稔性ともに良好で，F2植物には2π＝22，23，…，

43，44のすべての染色体数をもつ個体が現われる．

F1，　F2植物すべてにモルヒネを含有する（ASAHmA　2’

σ乙　1957，KAwATANI　1963＞．

　Miltaatha節には2π＝12，14，28の3群がある．

基本数6，7・　2倍体，4倍体である・

　Pilosa節には2η＝12，14，28，42の4群がある・

基本数6，7．　2倍体，4倍体，6倍体である・

　Macra且tha節には2π＝14，28，42の3群がある・
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基本数7．2倍体，4倍体，6倍体である・

　Scapi且ora節には2π＝14，28，42，56，70の5群

がある．基本数7・2倍体，4倍体，6倍体，8倍

体，10倍体に相当する・

　Orthorhoeades，　Carinatae，　Macrantha，　ScapiHo－

raの各州は基本数を7とする正倍数性を示す・しか

してScapiHoraは著しく高次の正倍数性を示してい

る．Argemo且orhoeades，　Miltantha，　Pilosaは基本

数を6，7とする倍数性を示すがあまり高次の倍数体

はない．基本数6のものはArgemo一
刀＝4

する新減少説の立場から，つぎのごとく考えることも

可能である・すなわち4を基本数とする先行倍数性の

ようなもの％＝4，8，12があって，これから減数が

おこり，π＝3，7，11の群を生じ，これが倍加して，．

それぞれ〃＝6，12；π＝7，14，21，28，35；％＝11，

22が導かれたと考えるのである（Fig．1）．ヨモギ属

に見られたように（K：岬ATANI＆OHNo　1964），ケシ属

という一つのせまい属内にもすでにいくつかの進化の

基本様式が認められるのである・

norhQeadesのRρ副。〃勿％〃z（2倍体

2％＝12）1種のみで・SuGluRA（1936　　3

a，b）はRρ勿πα埼b伽＊1（4倍体

％＝12）を報告している・

　以上を要するにケシ属は6，7，11

を基本数とし，2π＝12，14，22，24，

28，42，44，56，70の9群かある・

　SUGIURA（1940）によればケシ科の染

色体数の原始基本数は3と4で，π＝7

と％＝11をつぎのように説明する・

　　（η＝7）＝3十4

　　（π＝11）＝4十4十3

　YAsul（1936，1937）もSuGluRAと

6

Fig．1．

は独立にRso〃彿加7瀦＠＝11）はつぎのようであ

ることを実験によって示した．

　　（7z＝11）＝4皿十31

　前川（1954，1958，1960，1963）の進化の機構に関

12

7

ノ4

／

8

2ノ

28

11

35

22

12　　（η｝o～or　1）o砂P’o‘吻）

加’ηor吻〆08吻

Phylogenetic　relatiOnship　w至th　special　referenc6

　　to　chro皿osome　numbers　in　P4ρσびθ7

　　　　　（Neo－reductio皿theory）

　　　薯者らが観察した52分類群（46種）のケシ属植物

　　における種としての染色体数の分布はTable　3のと

　　おりである．

Table　3．　Distribution　of　cllromosome　numbers　for　species　i且勘ρω〃

Sectio皿

Orthorhoeades

Argemo且orhoeades
Carinatae

Mecones

Mi1伽tha
Pilosa

Macrantha

Scapi且ora

not　classi且ed

TotaI

％

Total　no．

of　species
observed

8

5

1

3

5

8

3

10

3

46

Species

2π＝12

1

1

2

2π＝14

5

2

1

1？

3

4

5

1

22

48

2η＝22

1

1

2

2％＝28

2

1

3

7

2％＝42

1

2

3

7

2π＝56

1

1

2

4

2％＝70

Species　for　which
　　int臓specific
difEerences　in　ploidy－

　Ievel　are　reported

1

2

1

2

4

2

2

14

30

　各節とも2〃＝14の種がもっとも多く，総計では22

種（48％），2〃＝28，42の種がこれたっぎともに3種

（7％），2η＝56の種は著しく少なく2種（4％）である・

2％＝12の種はArge卑onorhoeadesのP・加ρo蛎一

＊1 {種はIndex　Kewensisに見当らない・
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郷彿1種目みである。

　種内に広義の倍数性を示すものが総計14種あり，

Carinatae節を除く曲節に見られる・

　このうち正倍数性を示すものが9種で，うち（2π＝

14，28）のものがもっとも多く3種ある（Miltalltha

節，Pilosa節，　ScaPi且ora節におのおの1種）・

　このほか（2π＝28，42＞のもの2種（Orthorhoea－

des節，　Macrantha節におのおの1種），（2π＝14，

42）のもの2種（Pilosa節，　Macra訟tha節におのお

の1種），（2π＝28，70）のもの1種（Scapifiora節），

（2％冨22，44）のもの1種（Mecones節）がある・

　種内に異数性の見られたものは5種であり，うち

　（2π＝12，14）のものは4種（A■gemonorhoeades

節1．種，Miltantha節1種，　Pilosa節2種），（2〃＝

12，42）のもの1種（Argemo且orhoeades節）で，正

倍数性を示すものに比しはるかに少ない・

　著者らがかつて染色体数を報告した32分類群30種

（KAwATANI＆OHNo　1957）についてペーパークロマト

グラフィーによってモルヒネの存否を検定した結果は

π＝11およびその倍数種の2種（E30吻％蜘7π初，　R

3捌解耀吻のみにモルヒネの含有を認め，他のすべ

てのものはπ＝6，7を基本数とするものであって，

これらにはモルヒネの含有を認めることができなかっ

た（ASAHINA　6’α1．1957）．

　本邦に自．生する唯一つのケシ属植物リシリヒナゲシ

P㌧勉π7癖（2π＝56）にはモルヒネの含有を認めない

（ASA田NA　unpuh）．＊2

　ケシ属は世界で約90種目るといわれる・従来まで

染色体数既知のもの26種に加えて，著者らの観察に

よって19種の染色体数が新しく決定されたから世界

のケシ属のほぼ半数の染色体数が解明されたことにな

るであろう．

　染色体数未決定の二二にMecones節のRg鵤一

〇漉，P・飽Cσお％誘の染色体数を観察し同時にそれら

の種のモルヒネの存否を決定することはchemotaxo－

nomyの問題としてもはなはだ興味のあるところであ

る。

摘 要

　1）1954年から1963年までの10年間に，世界的に

しゅう歯したケシ属植物76点52分類群（46種〉に

つい染色体数を観察した．

　2）このうち25分類群（19種）について新しく染色

体温を決定し，5分類群（5種）について従来の染色

体数のほか新しい染色体数を決定した・また22分類

群（22種）については従来の染色体数を確認した・

　3）ケシ属の種は染色体数によって2π＝12，14，22，

24，28，42，44，56，70の9群がある．2％＝14の種

が圧倒的に多く22種（48％），2％＝28，42の種がとも

に3種（7％），ほかのものははなはだ少ない（4種・

8％）・前記のほか種内に広義の倍数性を示すもの14

種（30％〉が認められた・

　4）ケシ属の染色体数の基本数は6，7，11である．

　5＞Orthorhoeades，　Carinatae，　Macra■tha，　Sca－

pi伽raの各節の染色体数の基本数は7である．しか

してScapi伽ra節は著しく高次の正倍数性を示して

いる．

　6）Argemonorhoeades，　Miltantha，　Pi1Qsaの各節

の染色体数の基本数は6，7である．
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　　Chromo80me　Number8　in　P＠ωθr．

　　Toyohiko　KAwAT4NI　and　Tadaro　OHNo

　　1）Chromosolne　numbers　are　reported　frQ血76

populations　of　52　taxa　（46　species）　i11　」F物メ》σzノθ7，

collected　from　the　world　during　a　period　of　10

years，　from　1954　to．1963．

　　2）Of　these，　chromosome　numbers　for　25　taxa

（19species）are　published　here　for　the　first　ti血e，

and　numbers　difFeri茸g　from　those　previously　pub－

1ished　are　reported　h15taxa　（5　species）．　．Previ－

ously　published　chromosome　numbers　of　22　taxa

（22species＞　are　veri且ed．

　　3＞There　are　9　grσups　ill　chromosQme　numbers

fo1’species　ill　P召ρσ”θア：2箆＝12，　14，　22，　24，　28，

42，　44，　56，and　70．　Of　these，2π＝14－chromoso高

me－spe¢ies　are　lnost　abundant，　there　being　22　spe－

cies． i48％）；2㌶＝28－and　2π＝42－chromosome－spe∴

cies　come　next，　thereもe血93species（7％），　res－

pectively；the－other－number－chrolnos6me－species

ar6　rare，　the　total　bei且94．species　（8％）．

　　In　addition　to　the　above－mentiQ皿ed，　i耳tra串peci一

丘cdifεerences　in　ploidy－1evel　are　reported　i且14

species　（30％）・

　　4）The　basic　numbers　in」％ρα詔7　are　6，乞and

11．

　　5）The　basic　number　in　the　sections　Orthorho－

eades，　Carinatael　Macrantha，　and　Scapi旦ora姑7．

・．・1耳t紅esection．Scapi鐸ora　there．is　orthoPIQidy　of

加uch　higher　order．．　　．．．

　　6）The㌃asic　nu卑夏ers　in　the　sectio耳s　Argglng7

尊orhoeadgsl．　Miltantha，．3ndρilosa　are　6．and．7。

．こ．．． @　．．　』．（昭和40年5丹31日受付）・
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ゼクリニン原料ヒトツバハギの栽培試験（第1報）

川谷豊彦・大野忠郎・久保木憲人＊

　　　真木義次＊・星野進乎＊

　ヒトツバハギεθo欝勿β8復εげγ％’ゴ603αREHD．はト

ウダイグサ科に属する雌雄異株の低木である・新アル

カロイド，セクリニンsecurinine（Cエ3H1502N）は全

ソ薬用香料植物研究所VILARの化学部でV・1・Mu－

RAv’EvA＆A．工BAN’KovsKII1）によってソ連ウスリー

地方の本植物の葉および若枝より分離され，中枢神経

系を興奮させる作用を有することが報告された・さら

にセクリニソは薬理作用の研究2）3）4）の結果，小児麻痺

後遺症の治療薬として有効なことがわかり，その硝酸

塩はソ連局方第9版（1961）に収載されている・

　ヒトツバハギはVILARのウスリー植物探検隊の

A．1．SHRETERによって1951年に発見されたもので，

ソ連では沿海地方，ハバロフスク地方南：方およびアム

ール州に自生し，西方はアルグソ河上流（チタ州）に

及んでいる・最近ウクライナ（フメルニッツキ州6））

モルダビアの両共和国，およびモスクワ州，北コーカ

サス（クラスノダルスク地方6））で栽培されている5）。

なお中国，朝鮮半島，琉球，台湾にも野生がある・本

邦では福島以南に産し，含有成分については未だ調べ

られていないようである・

　著者らは1961年からヒトツバノ・ギ種子をソ連をは

じめ諸外国からしゅう集して栽培試験を行なっている

が，1963年収穫（ソ連より入手のもの）のものにつ

いて分析してセクリニソを分離確認し，また生育，収

葉量：，総アルカロイド含量の時期的変化を追求したの

で，その結果をここに報告する．

実　験　　材　料

供試材料はつぎのようである．

試験明媚子翻1種子入手先

　1

2～7

1527

1526

入手年月日 学 名＊1）

Kuibyshev（ソ連）

　　　　〃

1962年1月5日

　　　〃

Sθc麗7初98〃ε切「プ％’ゴcoεσREHD．

S，．伽8920漉3Mu阻．　ARG・

実　験　方　法

　栽培の概要1962年4月3日植木鉢に播種して苗を

養成し，同年6月22日条間100cm，株間50　cmと

してほ場に定植した．肥料は定植時に基肥として堆肥

を10アール当り（以下同じ）375kgを施し，生育2

年目（1963年）4月18日硫安17・8kg，中石23・4kg・

塩加6．2k9を追肥した・収穫は検体1は1963年8月

2日，検体2～7（時期的変化の試験）はつぎのよう

であった．

　　　試験番号　　　　　　収穫期

　　　　2　　　　　　　　　6月1日

　　　　3　　　　　　　　7月1日

　　　　4　　　　　　　　　8月2日

　　　　　5　　　　　　　　　9月2日

　　　　　6　　　　　　　　10月3日

＊　群馬大学医学部付属病院薬剤部

＊1 ?關謔ｪ適用した学名によった・この両者はシ

　ノニムとみなされている・

　　　　7　　　　　　　　11月1日

　収穫は個体別に葉のみを摘み取った．各試験区は

19～20個体を供試した・

　総アルカロイドの定量は各試験区の葉を風乾したの

ち，全個体を均等に混ぜ合わせたものから3検体を取

って行なった。

　セクリニンの抽出　MuRAv’EvA＆BAN’KoBsKIIの方

法をすこしく改変した方法で行なった．すなわち，ヒ

トツバハギの乾燥葉を粉末としたもの5009をはか

り，これにエチレソジクβライド約2Lを混じ，こ

れに10％アンモニナ水50mJを加えてよく振とうし

た後15時間ときどき振とうしながら冷浸した・冷浸し

たものは吸引ろ過しエチレソジクロライド700m’で

2回洗浄した・ろ回した葉はもう一度同じ操作で冷浸

を行ない吸引ろ過し，エチレソジクロライド700m’

で2回洗浄して，2回分のろ液と洗液を合した（ろ洗

液は暗緑色）・合したろ洗液は約1しになるまで濃縮

し，その濃縮液を飽和食塩水と分液漏斗で振とうし，

飽和食塩水を除去し（濃縮液と飽和食塩水との境界が

不明瞭なので比較的長時間の放置を要する），10％硫
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酸100mZで4回抽出する（抽出液は茶褐色透明）・

硫酸層を28％アンモニア水でアルカリ性とし（アル

カリ性に変わるとき液は白濁する〉，これをクロロホ

ルム50血Zで4回抽出する（抽出液は赤褐色透明）・

溶媒を留嘱すると樹脂を含むと思われる粗結晶（茶褐

色）が得られるから，これに石油ベンジンを加えてよ

く撹拝しアルカロイドを溶解する．石油ベソジソは黄

色を呈する・不溶解物をろ別して溶媒を留去すると黄

色結晶が析出する．これをエチルアルコールと水の等

量混液を加温したものに溶解し，再結晶を行なうと光

沢のある黄色結晶が得られる・

　総アルカロイドの定量　検体約109を精密にはか

り，これを円筒ろ紙に入れ10％アンモニア水5m1

とエチレソジクロライド100mJを加えソクスレー抽

出器で筒舷門の抽出液がほとんど無色になるまで約6

時間以上抽出する・抽出液は約501田まで蒸発し，

分液漏斗に移し，容器は少量のエチレソジクロライド

で洗い，血液は抽出液と合わぜてN一硫酸30m’を数

回に分けて加え，振りまぜてアルカロイドを抽出し，

毎回のN一硫酸を合して少量のエチレソジクロライド

で洗った後，濃アンモニア試液でアルカリ性とし，直

ちにクロロホルム10mJずつで3回抽出し，抽出液を

合わせて水浴上で蒸発乾固し，そのままさらに15分

間加温してアンモニアを完全に去り，クロロホルム

5mZに溶かし，蒸発乾固して再び15分間加温し，こ

の残留物をクロロホルム5mJに溶かし，　N／50一硫酸

10mJを加え，水浴上で加温してクロロホルムを除き

冷後過劉の酸をN／50一水酸化ナトリウム液で滴定する

（指示薬メチルレッド）・

N／50一硫酸　　1mJ＝4．345　mg

10×（N／50一硫酸のフ・クター）一～誓1轍ヒナトリ皇ム液の瀕m’×4345・…一％

C13H1502N

Table　1，　Seasonal　variatioll　of　total　alkaloid，　growth　and　development，　and

1eaf　yield　per　plant　of　5θoπアゴ”6即3復がンrπ’ゴoo3σRE…m．　cultivated　at　Kasukabe　（1963＞

　　　　　　　　　（Second　year　growth，　sown　on　Apri13，1962）

Exp．　no．

2

3

4

5

6

7

Date　of
harvest

班　　1

珊：　1

粗　　2

K　　l

X　　3

X［　1

No．　of　plallts

　harvested

19

19

20

19

20

20

A．M．D．（0．05）b）

A．M．D．（0．01）

A．MD．（0．001）

Plants　height
　　（cm）

88．1

108．2

125．0

149．2

141．7

132．0

18．2

21．6

26．1

No．　of　primary

　branches

22．6

29．8

36．7

44．5

34．4

31．7

8，4

10．0

12．0

Leaf　yield　per　plant
（Air－dried　leaves）

　　　　（9）

　　　27．6

　　　74．6

　　　90．4

　　103．8

　　　24．O

A111eaves　fel1

29．3

35．2

42．2

Total　alkaloidの
　　　（％）

0．184

0．284

0．317

0．260

0．286

0．027

0．035

0．048

α）　Samples　analysed　were　air－dried　leaves

ゐ）Approximate　value　of　lnillimum　di任erence　by　Tukeゾs　procedure（q－test）for　signi且cance

　　at　the　5％leve1

実験結果および考察

　試験番号1の5009から前記の方法で抽出し，光沢

のあるセクリニンの黄色結晶（mp　142～143。）0．68　g

（含有率0・136％）が得られた＊2・

　生育，収葉量，総アルカロイド含量の時期的変化は

Table　1のとおりである．

　生育についてみると，草丈は9月までは次第に高く

　＊2ソ連の交献にまれば，セクリニソ含量は乾燥葉

中0・3％に及び6），製造原料としては少なくとも0・2

％が要求されるという7）・

なり，10月以後は伸長せず，また分枝数は9月まで

増大するが，それ以後は増さない・

　収葉量は6月は少ないが，次第に増加して9月置最

高に達し10月に入って著しく少なくなり，11月上旬

には全部落葉し収葉皆無となった・

　総アルカロイド含：量は6月から次第に高くなり8月

上旬のものが最高（0・317％）を示し，9月以降低下し

た．

　生育，収葉量，総アルカロイド含有率をあわせて考

慮すれば，8月前半の頃が収穫の適期と思われる・
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摘 要

．1、春日部で一栽培したソ連々．ヒトツバハ．ギの2年株

について，1963年8月2日に収穫した風乾葉からセク

リニソ約0．136％の含有が確認された．

　2）また・その2年株について1963年6月1日から

11月・1日まで葉の総アルカロイド含：量，生育，1株

当り収葉量の時期的変化を追求した．

　3）1株当りの乾葉中のセクリニソ含有率および二

葉量の最高に達する時期はそれぞれ8月（0．317％），9

月（103・89）であった・

　4＞生育，収葉量，アルカロイド含量をあわせ考慮

すれぽ，収穫適期は8月前半にあるように思われる．．
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Summary

　Cultivation　Experiment80f　Sθcロrεπθ9αsπf’rπ一

甜co8αREHD．　of　Securinine　Source　I．

　Toyohiko　KAwATANI，　Tadaro　OHNo，　Norito　KuBoKI，

Yoshitsugu　M八KI，　and　Nobuo　Hos田No

　1）The　second　year　growth　of　S¢o激勿θ即

sz6旋％あ60εσREHD．　of　Russian　origin，　cultivated　at

Kasukabe，　was　found　to　coata辻10．136％．　of　secu－

rinine　in　the　leaves，　on　air　dry　basis，　harvested

on　August　2，1963．

　2）The　seasonal　variation　ill　the　total　alkaloid－

al　content血the　leaves，　growth　and．dgve1Qpmellt，

and　leaf　yield　per　plant，宙ere　examined　with　the

second　year　growth　of　the　plant，　during　a　period

from　June　1，1963，　to　November　1，1963

（Table　1）．

　3）Seasons　in　which　the　total　alk：albidarcon－

tent　and　leaf　yield　per　plant　reached　the　maxima

were　August歌11d　September，　with　O．317％and

103．8g，　respectively．

　4）Optimum　harvesting　s夢ason　seem6　to　lie　in

the　first　half　of　August，　from　the　standpoint　of

total　alkaloidal　content，　growth，　and　leaf　yield．

　　　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付〉

碗伽伽30纏漉ηDUNALの試作栽培について

川谷豊．彦・大野忠郎

　躍舘加π勿30勉π⑳プσDUNALウま：インド，パキスタン，

アフガニスタン，パレスチナなど，またスペイン，南

アフリカに自生するナス科植物である・インドでぽ根

をアスワガソダ（またはアシワガンダ〉と称して，ア

ユルベルダ医学に古くから用いられている生薬で，イ

ンド局方にも収載され，栽培も行なわれている・

　アスワガンダは老人病科の強壮薬とし安全な家庭薬

として広く全インドに用いられ，老人の手指および四

肢振頗に奏効し，またあらゆる虚弱に処方して精力を

増進する．

　著者らは本植物の本邦における栽培の可能性を検討

する目的で1963年間ら試作を行なっているが，本報

では1963年に行なった土壌pH試験，土性別試験，

越冬試験，1964年に行なった根頭部ならびに根の越

冬試験，発芽試験などについて報告する・

実験材料

1963年の試験
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供試した碗’加”∫αεo〃zπ加7σDUNALの材料はつ ぎのようである．

系統略号 同番号 入手年月日 入 手 先

A
B
C

D

3895

4132

4205

4215

22／皿

6／V

27／V

31／V

1963

〃

〃

〃

伊豆薬用植物栽培試験場（パンジャブ大学）

　　　　〃　　　　　（アラブ連合共和国）

フライブルグ大学植物園

ボルト大学植物園（ポルトガル〉

　実験方法

　苗の養成　系統Aは1963年2月23日温室内で植木

鉢に播種（播種量15粒）・3月下旬発芽（8本〉．5月

下旬直径30cmの植木鉢に1本植とする・系統Bは

5月6日447粒を温室内で木箱に播種・5月下旬発芽，

6月中旬温室外に出した・7月10日生存株210，草

丈4～7cm，葉数5～6枚であった．系統Cは169粒

を5月27日B系統と同様に播種し6月中旬温室外に

出した．発芽は6月中旬，7月1日の調査では生存株

47，葉数4～9枚であった・系統Dは播種（387粒）

6月14日，発芽6月下旬，7月10日の調査では172

個体生存，草丈3～6cm，葉数5枚であった・

　定植　B，C，　Dの3系統は7，月22日条間75　cm，

株間45cmに定植した．定植時の草丈，葉数はそれ

ぞれB：3～6cm　4～10枚，　C：2～6　cm　4～10枚，

D：4～10cm　4～8枚であった．

　土壌pH試験　面積1．5m2深さ40　cmのコンク

リート粋を用い，土壌pHを5水準とし，条間90　cm，

株間45cmに1枠6本植，1区1連制，7月22日定

植．各試験区の試験開始時と終了時の土壌pHの実測

値はつぎのようであった・

＼　試験区

　　、．番号

pi協＼
1

2

3

4

5

　　工

系　統　B
火山灰質壌土

pH　6．1　pH　6。2

　6．5　』　6．4

　6．8　　　7．0

　7．6　　　7．4

　7．8　　　7．8

系　統　B
火山灰質壌土

pH　5．5　pH　6．1

　6．0　　　6．3

　6．7　　　7．0

　7．4　　　7．7

　7．7　　　7．8

系　統　C

埴　壌　土
pH　6．3　pH　6．4

　6．3　　　6．4

　7．1　　　7，3

　7．6　　　7．6

　7．7　　　7．6

　　V
系　統　D
火山灰質壌土

pH　5．8　pH　5．5

　6．0　　　6．3

　6．7　　　7．1

　7．3　　　7．6

　7．4　　　7．7

系　統　D
火山灰質壌土

pH　5．3　pH　5。7

　6．0　　　6．1

　6．3　　 ．6．7・

　7．3　　　7．4

　7．4　　　7．7

　土性別試験（試験区番号皿）　前記試験と同様の枠

を用い，埴壌土，軽埴壌土，火山灰質壌土，砂土，腐

植土の5種の土性について行なった・定植法は前記試

験と同じ・供試系統B・

　越冬試験　上記の系統Aを植木鉢に定植した8個体

と，系統Dを7月22日ワグナーポット（2000分の1

アール）に定植した11個体とを用いて，露地に放置

区，温室内（最低10Q）区，ガラス室内（無毒房）区の

3区を設けて越冬の可否を試験した・なおほ場に定植

したもの全部（74株）およびコンクリート枠試験の一

部のもの（試験区皿30株，W30株）も収穫を行なわ

ないままとして越冬の可能性を調査した．

　実験結果および考察

　ほ場に定植したものの生育調査の結果はTable　1

のとおりである・

　草丈については3系統B，C，　Dいずれも約50　cm

に達し，系統間に差は認められないが，第1次分枝数

と葉数は系統Cが多い傾向がみられた．

　土壌pH試験　　生育については，草丈，第1次分

枝数（7月22日から12月16日まで7回），葉数（7

月22日から9月11日まで3回〉の調査を行なった・

また12，月16日収穫のものにつき（試験区1，皿，V，

V［）全通重，地上部四重，生根重，風乾根重，根頭部

直径，主根直径，根長につき調査した・草丈，第1次

分枝数には生育の初期に土壌pH区間に有意差が認め

られたが，その後は有意差が認められなかった・また

生育初期に有意差が認められた場合でも土壌pHとの

関係は一定の傾向を示さなかった．収穫調査の結果は

Table　2のとおりであり，僅かに1の全二重，1，皿

の主根直径と皿の署長に有意差が認められたが（土壌

pHとの一定の傾向はなく〉他のすべての項目（全生

重，地上部生重，生三重は表示してない）については

有意差は認められなかった．この程度の土壌pHの差

は生育，収量に影響しないのではないかと思われるが

さらに試験を行なう必要がある・

　土性別試験（試験区番号皿）　生育調査の結果は，

Table　3のとおりである．また試験区Wと同様に越冬

を調査するために，収穫は行なわなかった・生育は軽
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Table　1． Growth　of　1γ∫読α短αεo彿”加7αDuNAL　cultivated　at　Kasukabe（1963）

　　　　　　　　　　　　　　　　Plant　height（cm）

　　　　Date

Strai11

B
C
D

4／K 17／K 8／X 3／）鉦 20／）江 16／）皿

18．4

18．8

13．6

πα）

39

11

25

26．7

33．0

23．8

41

10

26

45．0

47．9

39．6

π

41

10

23

53．5

50．2

47．8

41

10

23

56．6

50．6

47．7

π

41

10

23

52．7

48．7

45．7

π

41

10

23

Number　of　primary　bra且ches

B
C

D

1．0

1．5

2．6

39

11

25

1．5

2．1

6．8

π

41

10

26

12．2

19。3

10．1

41

10

23

17，9

25．0

17．4

π

41

10

23

16．7

22．0

14．9

41

10

23

17．0

琴2．1

13．7

41

10

22

Number　of　leaves

B
C

D

18．4

47．5

23．3

39

11

25

35．9

107．9

50．9

41

10

26

のNumber　of　plants　examined

　　　Table　2，　Innuence　of　soil　pH　on　the　growth　and　yield　of例漉α鋭σεo翅π膨7σDuNAL（1963）

俘1・・t・dJ・1y　22，1963；h・・v・・t・d　Dec．16，1963；・・il，　v・1・anic　a・h　1・am；m・a・urem・且t　p・・pla飢）

Exp．

Plot　no．

　　　　I

Strain　B

　　　Soil　pHの

　　at　　　　at

planting　harvest

6．1

6．5

6．8

7．6

7．8

6．2

6．4

7．0

7．4

7．8

No，　of

　Plants
examined

4

6

5

6

6

A．M．D．（0．05＞b）

A．M．D．（0。01）

Strain　B

5．8

6．0

6．7

7．4

7．7

6．1

6．3

7．0

7．7

7．8

5

6

5

6

6

A．M．　D．（0．05＞

A。M．　D．（0．01）

　　　V

Strain　D

5．8

6．0

6．7

7．3

7．4

5．5

6．3

7．1

7．6

．7．7

6

4

6

5

4

A。M．　D．（0．05）

A．M．D．（0．01）

Plant
height
（cm）

28．8

48．3

34．0

56．2

43．8

not　sig．

32．2

46．2

28．2

53．5

54．8

　　　　コnot　s19。

33．3

49．3

59．8

38．2

35．3

皿ot　sig．

Diam．　of

root　crown
　　（cm）

5．6

8．3

6．1

13．3

4．3

not　sig．

3．4

12．5

5．0

11．2

10．5

not　sig．

3．4

6．7

12．0

4．1

4．7

not　sig．

1．3

’1．7

1．9

2．8

1．9

not　sig。

2．0

2．7

1．8

2，6

2．5

　　　　ロnot　s19．

1．6

1．6

2．1

1．5

1．6

　　　　コ且ots19．

Diam．　of
main　root
　　（cm＞

0．9

1．5

0．8

1．1

1．3

0．6

0．8

1．0

1．6

1．0

1．4

1．3

0．5

0．7

ユ．0

0．7

0．9

0．8

1．0

not　sig．

Root　length

　　（cm）

23．0

31．3

24．4

30．3

30．0

　　　　ロnot　s19．

28．6

21．7

22．2

29．3

31．5

8．8

10．8

32．0

31．3

33．8

28．6

35．5

　　　　ロnot　Slg。
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Exp．．

Plot　nQ．

Straip　D

　　Soil　pHα）

　at　　　at
Planting　harvest

5．3　　5．7

6．0　　6．1

6．3　　6，7

7．3　　7．4

7．4　　7．7

No．　of

　Plallts
examined

4

6

5

4

4

A．M．D．（0．05）

A．M．D．（0．01）

Plant
height
（cm）

Air－dried
wt．　of　roots

　　（9）

36．0

48．8

24．4

19．3

58．8

1
3．3

5．6

3．2

1．6

6．4

Diam．　of

rQot　crown
　（cm）

not　s19．

1

ムot　sig．

1．5

1．5

1．0

1．0

2．2

not　s19。

Diam．　of

main　root
　（cm）

0．7

1．0

0．8

0．7

0．9

Root　Ie且g山

　（cm）　’

40．5

31．0

17．6

23．3

26．3

not　sig． not　s19。

α）Concrete－frame　culture

b）　Approximate　value　of　lnillimum　d玉fference　by　Tuk！ey’s　procedure（蟻一test＞for

　　significance　at　the　5％1eve1

埴壌土におけるものが他の土性のものに比してすぐれ　　ラス室では系統Aは枯死したが系統Dは全株越冬し

ていた・本植物は軽埴壌土に好適するものと思われ　　　た．最低100に保った温室では，系統Aは3株中2株

る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が越冬し，系統Dは全株越冬できた．

　　　　T。bl。3．1。伽ence。f、。il。1asseS。。　th。　g。。wih。f　　　　またほ場に定植した74株

　　　　　晒’肋痂σ30翅η吻駕DuNAL（1963＞（Strain　B）　　　　　　　　およびコンクリート枠試験

Exp．

Plot　no．

皿

Soil　class

Clayey　loamα）

Light　clayey　loam

Volcanic　ash　loam

Sa且dy　soil

Humus　soi1

M．D．（0．05＞δ）

M．D。（0．01）

M．D。（0．001）

Plant　height
　16／）皿
　　（cm）

52．0

90．0

65．2

62．5

60．3

11．7

14．5

18．2

No．　of
leaves

17／K

57．2

202．8

54．5

95．0

64．7

93．9

116．6

146．1

　　　No．　of

primary　branches
　　　17／K

3．0

8．3

2．5

4．2

4．2

（皿，】V）のものも全株枯死し

た．

　要するに春日部においては

露地では越冬不訂能であって

温室（最低100）またはガラ

ス室において越冬可能であ

る。

4．7

5．8
1964年の．試験

の　Each　plot　consists　of　6．plants　in　concrete－frame　culture

わ）　Minimum　difEerence　by　Tukey’s　procedure（q－test）for

　　signi且cance　at　the　5％1eveI

　越冬試験　越冬試験の結果はTable　4のとおりで

ある．露地区はすべて地上部も地下部も枯死した・ガ

　Table　4．　Overwintering　of催論α〃ゴα

εo勿π加7αDu翼肌at　Kasukabe（1963～1964）

Pla，e　　N・・．　gf

晶・血舳，驚踊、

　実験方法

　苗の養成　　前年秋にほ場

で採種したA，B，　C，　Dの種

子を温室（最低10。），ガラス

Strain

A

D

No。　of
Plants
11／）互1963

3　　Greell　house（min．　t．10。＞　2

3　　Glass　house　　　　　　　　O．

2　　　0pen　air　　　　　　　　　　　　　　O

4　　Greeロhouse（min．　t．10。）　4

4　　Glass　house　　　　　　　　4

3　　　0pen　air　　　　　　　　　　　　　　O

室，露地に，3月30日播種（温室，ガラス室のもの

は木箱に，露地は幅1mの床播）して苗を養成した・

ガラス室のものは病害と，アカダニが発生し，ホリド

ール乳剤，水銀ボルドー剤を散布したが定植苗は得ら

れなかった．

　定植7月13日三間60cm，株間45　cmに系統
別，育苗場所別に定植した．定植時の苗の草丈は，系

統A（温室育苗）4～12cm，同（露地＞9～32　cm，

系統B（温室，露地ともに）25～80cm，系統C（温

室，露地ともに）17～50cm，系統D〈温室，露地と

もに）21～50cmであり，系統Aは他に比し明らかに

小さかった．

　越冬試験　　12月7日収根時に根頭部と根の越冬の
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可否を試験した。根頭部は，収根後根の上部から3～4

cmの部位で切断した（直径3～4　cm）もので，それ

以下の部分を根部とした．根部は直径1．5～4cm，長

さ16～40cmであった．根頭部はB，　C，　Dの3系

統の混合したものを用いた・木箱に赤土（壌土）を入

れ，これに根頭部を垂直に埋没（覆土約1cm＞し温

室区（最低10。，50個体），ガラス室区（50個体），露

地区（古俵で覆いをする・36個体）の3区とし，19

64年12月5日から試験した．

　根部は温室（最低10。）のみで行ないB，Cの2系

統混合のものを用い，50個体を（5個ずつ直径30cm

の植木鉢に赤土を用い）垂直に上部が僅かに地上に出

る程度に埋めた．

　上記の各区は1965年3月30日生存個体を調査し

Table　5．

た．

　発芽試験　発芽の適温を知るために0。，5。，10。，

15。，20。，25。，30。，350の各区を設け，温度別の発芽

試験を行なった．発芽床はシャーレにろ紙を敷いたも

のを用い，1シャーレ100粒，1区5連制．供試系統

D・実験は1965年1月～2月に行なった・

　種子の調査　1果中の種子粒数，種子千粒重を調査

した．

　実験結果および考察

　本年は発芽が一般に不良で，育苗方法（露地，ガラ

ス室，温室）に関しては，相互間の比較はできなかっ

た．しかし露地育苗によっても栽培可能であることが

明らかとなった．各系統のほ場栽培の結：果はTable　5

のとおりである・

Growth　and　yield　of冊露加π血so〃z％加7αDuNAL　cultivated　at　Kasukabe（1964）

Strain

A

・｛

・｛

・｛

Place　of

pusery－bed

Green　house

Greell　house

　Ope且air

Green　house

　Opell　air

（｝reen　house

　Open　air

Air－dried　Yield　of
wt。　of　　air－dried
　roots　　　　roots　per
　（g）　　　10ares　（kg＞

Diam．
of　root
　　む　ロ

（cm＞

Diam．
of　main
roots
（cm）

讐．灘
2

5

37

5

51

17

23

6．5

98．8

76．4

42．2

65．9

84．7

76．4

0．1

26．2

　　フz＊
23．4
　　27
6．6

20．6

　　％＊
23．2
　　11
19．4

0．4

95．1

84．9

24．0

74．8

84ざ2

70．4

0．5

3．7

3．3

2．0

2．6

2．3

2．7

0．5

3．9

3．1

2．1

2．7

3．1

2．7

16。15

33，2

35．9

27．6

34．7

．33．4．

35．3

0

2．・3・

ユ」3

0．4

6．9

2．5

3．5

＊　Number　of　harvested　plants

　定植時は7月13日であってかなり遅く，苗の大き

さもやや大きすぎた（草丈約20～30αn）と思われた

にもかかわらず活着は良好であった・しかし系統Aは

前記のように苗が小さいばかりでなく活着も不良で生

育，収量も明らかに他区に劣り，栽培には適しないも

のと思われる・

　育苗の場所による生育，収量の差はないようであっ

た・根の収量は風乾根で極端に低い系統A（10アール

当り0・4㎏〉を除き10ア「一ル当り24・0～95．1kgで

あったLインドにおいては1エーカー当りの乾根収量

に150ポンドとのことであるから1），著者らの成績は

’これよりはるかにまさっている．

　越冬試験　　1965年3月30日調査した結果はつぎ

のとおりである・

　根頭部はガラス室において7個体（14％）が越冬し

たのみで他の区はすべて枯死した・根部も越冬したの

は温室で2個体（4％〉のみであった．根頭部おまび根

による越冬は困難なように思われる．

　発芽試験　結果は↑abie　6のとおりである．発芽

．部位

根頭部

越冬場所

温室（最低10。）・

ガ　ラ　ス　野

州　　　　　地

供試個体数

50

50

36

生存個体数

（鶉鷲割
0

71

0

根i温室（最低10。）1・・ 2

率（締切25日）・発芽勢く締切14日）についてみる

に，5。以下では全く発芽せず10。で極く僅か（1・4％）

発芽し・15～25。でよく発芽するが，30Q以上では全

く発芽しなかった・発芽勢の成績を考慮して，発芽適

温は20。と思われる。

　種子に関する調査　系統Cについて調査しだ1畑中

の種子忌数は32・1（σ3・09），種子千粒重は1・2269

（σ0．0669）であった．

総 括

春日部において1963，1964の両年，　冊拗α痂σ
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Table　6．　Germination　test　of呪’加％2α

　　　　　30吻〃加翅DUNAL（1965）

　　　　　　　（Strain　D）

T・m…a・ure　s翻「認蜀％，。贈轟患糠）％

交 献

　1）C．K．　ATA為，　A．　E．　ScHwARTING：Eoo％．、Bo’．，

15，　256　（1961）

oo

．50

10。

15。

20。

250

300

350

0

0

0

33．0

40．2

33．2

0

0

0

0

1．4

46．0

43．0

42．0

0

0

M．D．（0。05＞　　11．8

M。D．（0．01）　　14．2

M．D．（0．001＞　16。5

11．8

14．2

16．5

∫o〃㍑加駕DUNALの試作を行なった．

　1）本植物は移植栽培法により1年生作物として春

日部において栽培可能である・10アール当りの風乾根

収：量は24．0～95．1kgであった．

　2）本植物は露地では越冬不可能であるが，ガラス

室または温室では越冬可能である・

　3）　本植物は軽埴壌土に好適する

　4）発芽適温は20。である．

Sumnlary

　On　the　Tr董al　Cultivation　of　1「｝7オんαπεαεo配πご一

fθrα　DUNAL

　Toyohiko　KAwATANI　and　Tadaro　OHNo

　Trial　cultivation　ofπ「ゴ’加πゴαεo初π加m　DuNAL

was　carried　out　at　Kasukabe　duri且g　1963　and

1964．

　1）The　cultivation　is　practically　possible　by

means　of　trahsplantation　as　an　an且ual　crop　at　Ka－

sukabe（near　Tokyo）．　Yield　of　air－dried　roots

per　10　ares　was．24．0～95．1kg．

　21This　plant　is　not　able　to　overwinter　in　the

open　air，　but　able　in　the　green　house　or　i血the

91ass　house．

　3、Light　clayey　loam　is　suitable　for　the　growth。

　41The　optimum　temperature　of　germination　is

20。．

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

春日部において栽培された若干の麻黄の

アルカロイド含有量について（第3報）

　川　谷　豊：彦・藤田早苗之助・

久保木憲人＊・真　木　義　次＊

　さきに著者らは9種延べ23点のβρ加47α植属物

の総アルカロイド含有量について報告した（1959，19

63＞1）2）．本…報においては1960年から1962年の間諸外

国から入手したものについての生育，総アルカロイド

含有率について報告する・

　研究用の種子を分譲された各植物園の当局に謝意を

表する．

　実験材料

　供試したの加〃σ属植物は10種，延べ18点で入

手先はTable　1に記載のとおりである・播種はいず

れも春期で，Ep－45～60は1961年，　Ep－61～71は19

62年，Ep－78～85は1963年である．播種は木箱に行

＊群馬大学医学部付属病院薬剤部

ない苗をあらかじめ養成しておき，うね幅120cm（通

路30cm）の床上に下間60　cm株間45　cmの2条植

として定植した．定植はEP45～60は1962年6月

17日，Ep－61～71は1963年4月11日，　Ep－78～85

は1964年4月21日であった．肥料は4月下旬10ア

ール当り堆肥187．5kg，菜種油粕75㎏，硫安15　kg，

過石20．6kg，塩加7．5kgを施用した・

　収穫
　1964年10，月19日地上約10cmのところがら刈取：

り，緑色部分のみを選別して収草量とし，これについ

て分析した・

　総アルカロイドの定量

　第七改正日本薬局方の方法に従い各サンプルについ

ておのおの3回定量の平均値を算出した・



142
衛生試験所報告 第83号（1965）

Table　1． Growth　and　alkaloidal　conte箆t　in　Ephedras　cultivated　at　Kasukabe

　　　　　　（Harvested　on　October　19，1964）

Exp．　no．

Ep－45

〃　53

〃　54

〃　57

〃　58

〃　59

〃　60

〃　61

〃　62

〃　65

〃　69

〃　70

〃　71

〃　78

”　80

”　81

〃　82

”　85

Plant　name

互．〃2げ。劣05ψ67〃2〃

E．　匿π’θ7御θ4‘α

E．7θ8召」ゴαπσ

E．θ9痂8θ’勿α

E．漉∫’α6勿σ

石．ρ700〃α

　　　θり雇〃OCαゆσ

君．c歪だα如

E．！ンα9〃ゴ3

E．4づs’σc勿α

E．7282泥σπα

亙．θ¢漉εθ’初α

E．oゴ1ゴα’α

E．〃Zゴ0703ρ¢7〃3σ

E．　〃3歪π％’σ

E．6〃ゴα’σ

E．θ9痂sθ’勿σ

E．c髭勿zα

E．≠ωεθ4づσ22σ

Seed
origin

Staliヵabad

Moscow（VILAR）

　　”
Tashkellt

Baku

〃

　〃

Coimbra

Cluj

Moscow（VILAR）
Stalinabad

　　〃

　　〃

Frohnleiten

Stalinabad

　　〃

Tashkent

Buenos　Aires

Date

SOW且

3刀寝96ユ

　”

　”

　〃

　〃

〃

　　〃

6／y1962

　　〃

　　〃

　　〃

　　’ノ

　　〃

29／皿1963

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

No．　of
Plant

examd．

9

2

3

3

2

18

3

5

10

1

6

10

5

4

26

2

8

10

Air－dried

　wt．
per　plant
　（9）

64

248

55

30

264

40

117

45

60

24

28

34

　9

15

17

10

16

53

Pla且t　height

at　harvest
　　（cm）

56

62

18

44

60

64

54

29

53

13

44

67．

30

34

47

29

30

57

Total　alkaloid
（as　ephed工riロe）

　　（％）α）

0．11

0．98

0，14

0．76

0．14

0．37

0．32

0．25

0．22

0．16

0．82

0．19

0．16

0．24

0，27

0．46

0．29

0，35

M．D．（0．05）わ）　0．08

M．D．（0．01）　　0．09

α）　On　moisture　free　basis

ゐ）Minimum　di任erence　by　Tukey’s　procedure（q－test）for　signi負cance　at　the　5％1evel

　生育
　いずれも生育良好で収穫時の草丈はTable　1のと

おりである・Ep－54（且7θ9θ」∫α％のとEp－58（且

4魏σo勿のは収穫の年6～8月の間雄花雌花を開花し

たが結実には至らなかった・他はいずれも開花を見な

い．

　馬草量

　1株当り風乾面面量はTable　1のとおりで，　Ep－53

（E・勿’〃鋭θ4fのの2489，　Ep－58（E．漉ε’αo勿のの

264g，　Ep－60（E。　c薦α’α）などは特に繁茂が著しい．

　総アルカロイド含有率

　Table　1に総アルカロイド含有率（エフェドリンと

して）を示す・Ep－53（E・勿’θ7勉θ4勿）の0．98％は

含有率高く，且θ9％∫εθ伽αの3点は0．46％，0．76％，

0・82％で含有率は比較的高い・E・c耀α彪，E．ノ勉gか

1ゴ3，・E．吻勉曜σ，E．ρ声oo6πτ6門舛加。αz渚ρσ，」E．’卯66一

伽πσはいずれも0・5％（日局七規定）に達せず，

忍．．〃2ゴ02ro功8〆〃¢〃（0．11～qユ6％〉，　且　ノ3欝1ゴσ224（α14

～0・16％）・E4癬αc勿α（044～0．22％〉は含有量

が著しく低い．

　日局七に規定するエフェドリン確認試験（長井反

応）はいずれも皆陽性であった．

摘 要

　・Eφ加〃σ属植物10種，延べ18点E．c漉σ’α，　E．

4ゴ5∫⑳乃yσ，E・昭痂εθ’ゴ〃α，　E．〃α9ゴzゴ3，　E．勿’θ7一

彿θ4ゼα，E・励。／oερ¢7翅α，　E．漉％初α，　E．ρ700θ解

θη飾70σαゆα・E・紹9協σ〃σ，且如θθ4毎πσの試作

栽培を行なった・秋期1964年10月に収穫の総アルカ

ロイド含有率はそれぞれ0．19～0．32％，0．14～0．22

％，　0．46～0．82％，　0．25％，　0．98％，　0．11～0．16％，

0・24％・0・37％，0・14～0・16％，0．35％であった．

文 献

1》川谷豊彦，藤田早苗之助，大野忠郎，久保木憲人，

星野和子：薬誌，．79，392（1959＞

2｝　　　　，　　　　　　，久保木憲人，真木義次

＝衛生御報，81，147（1963）
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Summary

　On価e　Alkaloidal　Content　in　Ephedras　Culti－

vated　at　Ka8ロkabe．　III．

　Toyohiko　KAwATANI，　Sanae且osuke　FuJITA，

Nor至to　K：uBoKI，　aヵd　Yoshi加gu　MAKI

　Ten　species　of、召助84アα，　totali皿g　18　populatio且s

of　various　origin　from　the　world，　cu互tivated　at

Kasukabe，　i．　e。，　1二　C〃げσ∫α，　1二　　4言3’αC乃yσ，　E．

θ9％ゴsθ伽σ，Eルα9漉3，　E．擁θ辮θ4ゴσ，　E．痂。アos一

加7〃2α，且漉朋’α，E．1う70σ67σθη漉70cσゆα，瓦

アgg6あ伽α，　and　E．伽8α」ゴ伽πwere　harvested　in

October，1964．　The　content　of　total　alkaloid（as

ephedrine）in　the　greell　portion　was　O．19～0．32

％，　0．14～0．22％，　0．46～0．82％，　0．25％，　0．98％，

0．11～0．16％，　0．24％，　0．37％，　0．14～0．16％，and

O．35％，　respectively．

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

ノ4魏擁〃吻物sしの試作栽培について

川谷豊二彦・大野忠郎・久保木憲人＊・

　　　真木義次＊・坂庭　徹＊

　A〃z痴甥の％3L．はセリ科に属する一年生草本で，

地中海地方に広く分布しエジプトではナイル河のデル

タ地方に多く自生する＊＊・しかして同国では古くから

この植物の果実を粉末として白斑Leukodermiaの治

療に用いている1）・

　FAHMY＆ABU－SHADY1）2）はこの植物の生薬学的，化

学的研究を行ない，有効成分として白色結晶性苦味物

質アンモイジソamlnoidin　C12H804（mp　148。）を分離

した．

　著者らは白斑治療薬原料として動植物の栽培の可否

を検討する目的で，1961年から試作栽培を開始した．

しかして，コペンハーゲンより入手した1系統を1962

年秋播種し翌1963年夏期に収穫して得た果実中より

アソモイジンを分離定量することができたのでここに

報告する・

　実験材料

　1961年コペンハーゲン植物園より入手したもの（系

統番号Am－3）．入手量が栽六六験を行なうには少な

すぎたので．1961年は実験用種子採種の目的で木箱に

播種して増殖をはかり，これを翌1962年播種の本実

験に供試した・

　実験方法

　　栽培の概要　　直播栽培と，移植栽培との2栽培

法を行なった．両区ともに栽培面積におのおの1アー

ノレ．

　　直播区播種，1962年10月22日・播種量10ア

ール当り329・条聞1mに条播し，1963年3，月15

日株間30cmに間引いた・

　　移植区　播種日は上記に同じ・床幅1mの播種

床（面積約4．5m2）に条間15　cmとし1条当り0．05

9播種した．定植は1963年3月15日，平間1m株

間30cm・定植時の苗の大きさは草丈6ん7　cm，葉数

5～6であった．

　　施肥　両区ともに化成肥料（N8，　P7，　K：6）を10

アール当り39・8kg・直播区は基肥とし，移植区は定

植後苗の活着を待って施した・

　　収穫1963年7月25日，8月9日の2回．

　　アンモイジンの抽出　FAHMY＆ABu－SHADY2）の

方法を基とし少しく改変して行なった・

　・4〃z卿翅α翅∫の果実の粉末109を精密にはかり，

石油ベンジン（bp　60～70Q）100　m1を用いて連続して

100時間以上温浸した後石油kソジソの大部分を回収

し，その残留物を：氷室中に1週間放置すると黄緑色ろ

う様結晶性の塊が析出する・これをろ過して緑色油状

母液をろ別する・ろ別した残留物は石油ベンジンで洗

浄後1000倍以上の沸とう水中に浸漬し，即時直ちに

　Toyohiko　KAwATANI，　Tadaro　OHNo，　Norito　KuBoKI，　Yoshitsugu　MAKI　a且d　T6ru　SAKANIwA；0■the

Trial　Cultivation　of∠4翅〃zゴ窺αブ％s　L

＊群馬大学医学部付属病院薬剤部

＊＊本邦にも帰化し，まれに自生がある・浅井3）は藤沢市内の湿地にこれを発見している．和名をドクゼリモ

　ドキという3）・なおFAHMY＆EL－KEIYによれば，エジプトでは∠4吻〃z飽醜σ8σと同じように，ナイル河

　のデルタ特に運河のほとりに自生するという・
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ろ過し，ろ液は一昼夜氷室中に放置して完全に結晶を

析出させる．得られた粗結晶はアルコールから再結晶

後クロロホルムに溶解する．クロロホルム溶液は無色

または微黄色になるまで2％水酸化ナトリウム液で振

とうした後，アルカリ性のなくなるまで蒸留水で洗浄

し，無水硫酸ソーダで脱水する・クロロホルムを留去

すると微黄色結品が得られる．これをベンゾールから

再結晶する．mp　14飢

　実験結果および考察

　生育について　　発芽は直播，床播両区ともに良好

で発芽始は10月30日，発芽揃11，月1日．本葉の発

生は11月15日であった．その後の生育は順調であっ

たが翌1963年5月下旬二丁始のころから，葉が黄変

しついで茎および根が腐敗する・4〃襯飽ゴ5駕8σLAM・

に発生するのと同様な二二を示す病害5）が発生しはじ

めた．6月1日と6月10日の2回病株を抜き去り，

跡地に石灰を散布して補植し，またボルドー散布を行

なったが病害の進行はなはだしかった．

第1表　春日部で栽培したノ4〃z痴〃吻％3L．

　　の収果量とアンモイジン含有率（1962～1963＞

試験区

直播区

移植区

収穫日　10アール当収　アンモイジン
（1963）　果量　（9）　　　　（％）

1肛　25

皿　　9

950

470

0．18

0．17

均含有率は0・5％とのことであるから，著者らの得た

成績はあまりよくない．これは生育中病害の発生が多

かったためと思われる・また一方完全に成熟した果実

からはアソモイジン含有率はかえって少ないといわれ

るから，収穫時期についてはさらに精査する必要があ

る．

　五物漉駕αゴκ3は五翅擁び醜σ9σの栽培法4）5）6）に

準じて，秋播して翌年の夏収穫すれば本邦においても

栽培可能である．しかし本植物も・4・加επα8ぴと同様

に4）土壌中の病菌によると思われる病害がはなはだし

いから，病害防除法の確立が本植物栽培上最も肝要で

ある．

　摘　　要

　白斑治療薬原料であるんπ痂〃吻％sL・の試作を

春日部において1962年から1963年にわたって行なっ

た．

　1＞本植物は秋諭し翌年の夏収穫する方法によれば

本邦に栽培可能である．また移植栽培も可能である・

　2）果実中のアンモイジソ含量は0．168～0．227％

であった．

　3）　本植物の栽培には病害防除法の確立が最も肝要

である．

　文　　献

　1）1．R．　FAHMY，　H．　ABu－SHADY：Q獺7彦．み

jP乃α7〃z。　1「ゐσア〃zσoo1．，20，　281　（1947）

W［　25

珊【　9

790

680

0．20

0．23

　果実収量について　　病害のため枯死株が非常に多

かったので，収：量は極めて少なかった．直播と移植に

よる収量の差は認められぬようである．

　アソモイジン含有率について

播区よりやや高い傾向が得られた・

移植区のものが直

収穫時期によるアンモイジン含有率の差は認められ

ないようである．

FAHMY＆ABU－SHADY1）によればアンモイジソの平

　2）　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　：　16‘6乙，21，　499

（1948）

　3）浅井康宏：植研，36，399（1961＞

　4）川谷豊彦，藤田早苗之助，大野忠郎，久保木憲

人，矢崎達雄：薬誌，73，781（1953）

　5）　　　一，　一，　一：　1δゴ6乙，　74，　558（1954）

　6）　　　一　 一，　一：　1乃’6乙，　78，　58（1958）

7）1．R．　FAHMY，　M．　A．　EL－KEIY：Rの≠．　Pんσ筋．

Soc．　E8yカ’，　3，　72（1931）

　　　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日）
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川谷豊彦・藤田早苗之助・栗原孝吾

　前報1）2）において，サジオモダカは生育おう盛で1

年株でも経年株に匹敵する根茎取量があり，遅播でも

また遅植でもあまり影響が認められないこと，窒素の

肥効がもっとも大きくリン酸とカリの肥効は認められ

ないこと，根茎の収量は施肥量の増大に比例して増加

すること，定植のときの断根はあまり懸念しないでよ

いこと，また摘心は栽培に不可欠であることなどを報

告した．

　本四においては，引きつづき，1964年に実施した苗

の大きさに関する試験，施肥量に関する試験，遅植に

関する試験などの結果について報告する・

　実験材料および方法

　材料　前報のT（武田薬品工業株式会社京都試験農

園より入手のもの）を用い，1964年4月14日播種，

4月22日発芽ぞろい，定植は2，000分の1アールワ

グナーポットに1本植とした・試験の各区は苗の大き

さに関する試験のものは12ポットずつで，その他の

ものは6ポットずつよりなる．

　試験区の構成

　1・苗の大きさに関する試験　　苗の大きさをつぎ

の3種類として6月30日定植．施肥は標準量（後述〉

を7月2日に実施した。

　　　　　　　草丈　　葉数　ポット数
大

中

小

2．

苗　　16～17cm　　　　9～10　　　　12

苗9～11　7～8　12
苗　　 6～7　　　　 5～6　　　 12

施肥量に関する試験三要素をそれぞれ15kg

ずつ施用するものを標準量区とし，二倍量区，三倍工

区，四倍工区の各区を設け’た・試験区は窒素，カリに

対し化成肥料（はつほ化成N8　P7　K8）にて施し，過

石の計算量を追加した．使用苗は中苗．定植6月30

日・施肥はつぎのように行なった・各区6ポット・

標準量区　7月2日

2倍量区　7月2日，

3倍量区　7月2日，

4倍量区　7月2日，

　　　　　30日

7月20日

7，月20日，8月10日

7月20日，8月10日，8月

　3・遅植に関する試験　　6月30日定植のものを

標準定植区とし，遅植押下（7月13日〉，遅植区皿（7

月20日〉の3区を設けた・使用苗は中里とした・施

肥は標準量を標準定植区は7月2日，遅植区工皿は7

月20日である．

　管理および栽培経過　　毎日見回わり灌水し常に湛

水状態に保った．また茎の軟らかいうちに摘心して開

花せしめなかった・病害の発生は認められなかった・

　収穫i　1965年1，月13日．調製法は前報と同様

である．

　実験結果

　1・苗の大きさに関する試験

　頚根除去生重において大苗は中，小中よりも重いが

調製球生重，同乾重，抽とう痕跡数，葉長においては

苗の大きさによって差が認められない．分球数，葉数

においては，反対に，中小苗は大苗よりもかえって多

くなる・すなわち，小苗を定植すると，調製球重生

（乾）重は大苗と差はないが，小球を多く生ずること

になる．

第1表　サジオモダカの苗の大きさに関する試験（1964）

　　項目

苗の
大きさ

大　　苗

中　　苗

小　　苗

葉根除去
生　　重
　（9）

130．4

111．3

100．3

M．D．（0．05）α）11．9

M．D．（0．01）　15，3

調製球
生　　重
　（9）

69．6

72．7

66．9

6．7

　同
乾　　重
　（9）

34．1

36．4

34．7

3。2

抽と　う

痕跡数

25．8

25．6

25．8

3．9

分球数

11．3

13．1

14．8

1．7

2．1

葉　　長

　（cm）

29．3

29．3

30．0

2．1

葉　　数

136．0

175．8

171．3

24」3

31．1

の　テ．イユーキー（qテスト）の最：少有意差5％水準

　Toyohiko　KAwATANI，　Sa且aellosuke　FuJITA．and　K6go　KuRIHARA：

ρ」σπ’σgo一σg％α’げ。αL．　var．07づ。π’αZθSAMuELs．　皿．

011the　Trial　cultivation　of！1」55初α
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2．施肥量に関する試験　　　　　　　　　　　　　生長は著しくおう盛となり，また根茎の収量も著しく

大体の傾向として，施肥量を増加するにしたがって，　　増加することがわかる．

　　　　　　　　　　　第2表　サジオモダカの施肥量に関する試験（1964）

　　　項　目

施肥量

標準量区

2倍量区
3倍量区
4倍量区

葉手除去
生　　重
　（9＞

101．5

169．7

198．0

264．7

M．D．（0．06）

M．D．（0．01）

M．D．（0．001）

30．2

38．4

50．3

調製球
生　　重
　（9）

73，7

110．7

143．8

185．0

18．7

23．6

30．4

　同
乾　　重
　（9）

37．0

59．7

74．3

93．5

9．3

11．7

15．0

抽とう
痕跡数

27．7

31．8

43．2

45．0

7．2

9．1

11，9

分球数

20．3

24，0

29，8

36．8

3．3

4．2

5．5

葉　　長

　（cm）

27．8

34，0

38．7

38．0

3．5

4．4

5．8

葉　　数

171．0

227．5

273．3

371．0

52．2

66，4

87，0

　3．遅植に関する試験　　　　　　　　　　　　　　もそん色はない．しかし遅植皿（7月20日定植）に

　遅植工（7月13日定植）は標準定植区（6月30日　　なると，根茎収量を減ずることがわかる・

定植）に比較して，生育においても根茎収量において

　　　　　　　　　　　　第3表　サジオモダカの遅植に関する試験工（1964）

　　　項　目
牢

　二期

標準定植（30／V［）

遅植1（13ハ肛）

遅植皿（20ハの

六根除去
生　　重
　（9＞

111．0

94．2

78．7

M．D．　（0．05）　　　　22，9

M．D．（0．01）　　35．4

調製球
生　　重
　（9）

75．6

69．0

61．5

12．1

18．7

　同
乾　　重
　（9）

37．4

35．7

33．3

2．5

3．9

抽とう
痕跡数

24．0

18．8

10．7

7．3

11．3

分球数

12，8

11．2

12．2

4．3

葉　　長

　（cm）

30．0

30．3

35．2

5．2

8．0

葉　　長

172．6

182．2

153．7

73．6

　なお遅植1（7月13日定植〉の際，苗に中，小の区　　設けて試験したときの実験結果は第4表のとおりであ

別を設け，さらにに施肥量に標準量区，倍量区の別を　　　って，肥効は顕著に認められた・

　　　　　　　　　　　　第4表　サジオモダカの遅植に関する試験皿（1964）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（定植日7月13日）

一苗

標準量

2倍量

葉面除去
生　　重
　（9）

小苗

94．2

146．3

LS．D．（0．05）の18。8

LS．D．（0．01）　26．7

標準量

2倍：量

88．7

163．3

LS．D．（0．05）9．9

L．S．　D．（0．01）14．7

調製球
生　　重
　（9）

69．0

108．0

13．6

19．4

67．0

116．3

8．2

11．6

　同
工　　重
　（9）

35．7

58．2

4，4

6．3

35．0

62．2

5．0

7．0

抽と　う

痕跡数

18，8

15．8

3．9

17．2

21．2

4．0

5．6

分球数

11．2

12．0

3，2

11．7

15。7

2．7

3．9

葉　　長

30．3

40．8

2．5

3．5

31．3

40。8

4．0

5．6

葉　　数

182．2

226．8

14。1

20．1

170．2

228．8

32．4

46．1

の　最小有意差
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　摘　　要

　1．サジオモダカは，苗の大きさによって根茎収量

に差異を生じない．しかし小苗は小球を多く生ずる傾

向があるので，定植には小野は避けた方がよい・

　2・　著しく肌肥性の強い作物で，根茎の収量は施肥

量の増大に比例して増加する．

3・定植は遅くも7月中旬までに行なうことが望ま

しい．

文　　献

1）川谷豊彦，藤田早苗之助：衛生試報，82，209

（1964）

2）一，一：同82，211〈1964）
　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）

ミシマサイコの病害について（第5報）

　　　　i薬剤防除試験続報（1）

藤田早苗之助・倉　田 浩

　さきにミシマサイコの根朽病に対する，土壌殺菌剤

の防除効果に関する試験結果のうち，埴壌土圃場にお

ける1年株について試験の結果を報告4）したが，今回

さらに同一圃場で継続し2年株について行なった試験

結果を報告する・

　材料ならびに：方法　　前回に準ずる・

　薬剤施用時期　　昭和39年9月4日

　薬剤の施用法　実施する株の周囲に高さ7cmのボ

ール紙を，径30cm輪状に囲み埋め込み，この内部

の表土を軟らげ薬剤を注入または混和した．

　調査個体は1区10本とした（最終的には8本とな

った区もあった）・

　病況調査時；期は昭和39年11月10日であった・

　試験結果

　第1表に示す．

　生育概況と結果観察

　2年株のミシマサイコは早春より繭芽し，抽補し，

やがて分枝繁茂して，初秋から中秋にかけて開花結実

するが，根の生育をはかるため，花穂を切り捨てる管

理法が行なわれる・このころはあたかも病害発生の初

期と見られるときで，既報のように薬剤処理はその直

前の8月下旬を一応適切な時期と推定実施し，本年も

これにならう予定であったが，当時の天候事情および

ほ場状況より考えて，少しく時期を送をことがむしろ

適当と判断し，花穂は切り捨てず9月上旬に処理し

た・この期間を通じ生育経過は順調であった・試験結

果を第1表によって通覧すれば，まず無処理区は，地

上部にわずかに健全状を示すものを残すのみで，根部

はその全株が罹病し，大部分が罹病程度のはなはだし

いものである．これに対し薬剤処理区のA・（シミルト

ン区），B・（ソイル区）はその半数は健全を保ち，疑

がわしいもの，もしくは罹病軽度のものがほぼこれに

等しく，ごく一部に罹病顕著のものがあった・C・（ペ

ンタゲン水和剤区）はA．Bと酷似するが，やや罹病

株多く，D．（ペソトロン粉剤区LE・（オーソサイド

区）はわずかを残しほとんどが罹病し，徴候顕著であ

る．F．（ペンタゲン粉剤区）は最：もはなはだしく罹病

し，無処理区とほとんど変わりなく罹病程度顕著のも

のが多い．既報1年株の試験でA．B区は特に有効性

を指摘し，2年株にもそれを期待したが，意外に罹病

株を見るにいたった．元来ミシマサイコは，火山灰質

壌土の排水のよい土地に最もよく生育する植物で，当

春日部地方の地下水の高いところの埴壌土は適地とは

いいえない・殊に2年株となり直根が長く伸びて地中

深く入るときは，地下水が高いほど生理的障害を起こ

すおそれ十分にあり，すべての区にこの悪影響の介入

が推測され，A．　B区はそれでもなお他区と比較して

かなり有効であったことが認められる・本試験を行な

うにあたり，春日部薬用植物栽培試験場長川谷博士

よりご鞭腱をいただきここに深謝する．また薬剤の提

供を受けた日本農薬株式会社ならびに三共株式会社に

対し厚くお礼を申し上げる．

　文　献

　1）倉田浩，藤田早苗之助：衛生試報，81，182（19

　　63）

　2）一，一，一：同，81，184（1963）

　3＞一，一，一：同，82，213（1964）
　4）藤田早苗之助，倉田浩：　同　，82，216（1964）

　Sanae且osuke　FuJITA　and　Hiroshi　KuRATA＝Notes　on　the　Dry　Root－rot　Disease　of　BゆZθ％7％〃zノ左1－

c磁％祝し．V．　Results　of　Soil　Treatlnent　for　Dry　Root－rot　Disease　Control　in　Two－year－01d　Plant．1．
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第1表　ミシマサイコ2年株の根二三に対する土壌殺菌剤の効果（1964）

区　別　個体別
草　丈　根　長　根　径
cm　　　　　cm　　　　cm

　　　　旧

地　　上　　部 地 下

徴

部

病変
程度

対

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5
照　6

　　7

　　8

　　9
　　10

120

118

122

120

78

125

100

127

97

120

15

8

12

14

9

13

7

9

6

7

0．9

1．0

1．0

0．9

0．7’

0．9

0．7

1．0

0．7．

0．6

葉の一部枯れる

葉の大半枯れる

茎葉ともに枯凋

　　　h

葉の一部枯れる

葉の大半枯れる

　　　h

　　　h

茎葉ともに枯～周

　　　h

主根中央部赤褐変壊死

主根中央部褐変甚しく壊死

主枝根中央部褐変壊死

主根下部赤褐変壊死

枝根赤褐変壊死

主根褐変甚しく壊死

枝根一部赤褐変壌死

枝根の一部赤褐変

主根中央部褐変壊死

枝根一部赤褐変

十

十

十

十

十

A

シミルトン

区

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

130

130

125

155

145

115

120

105

120

130

16

14

15

17

16

15，

13

11

16

17

0．9

0．8

1．2

1．4

1．1

0．9

0．8

0．5

0．9

1．1

　　　　h

葉の一部に病斑あり

　　　　h

　　　　h

　　　　h

　葉先一部変色

　　　　h

葉の一部に病斑あり

　　　　h

　　　　h

　　　none
枝根一部赤褐変

枝根一部僅かに赤変

　　　none

　　　none

　　　llone

主根一部赤褐変

枝根一部赤褐変壊死

枝根一部僅かに赤褐変

　　　none

十

土

十

十

土

B

ソイル区

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

110

130

135

125

115

110

120

125

135

130

17

18

17

15

14

14

16

15

19

20

0．8

1．2

1．3

0．7

0．7

0．8

0．8

0．9

1，6

0．9

　　　　h

　　　　h

　　　　h

　　　　h

　葉先一部変色

　　　　h

葉の一部に病斑あり

　　　　h

　　　　h

　　　　h

　　　none
主根一部褐変壊死

主根中央褐変壊死

　　　1≧one

枝根の一部僅かに赤褐変

枝根の一部褐変

　　　none

　　　none

　　　none
主根の一部僅かに褐変

十

升

土

十

±

C

ペンダゲン

水和剤区

1

2

3

4

5

6

7

8

115

130

115

130

105

69

130

90

13

12

14

15

9

11

15

7

0．8

0．9

0．8

1．2

0．5

0，5

1．0

0．4

葉先のみ枯凋

　　h
　　h
　　h
　　h
　　h
　　h
　　h

主枝根一部赤褐変壊死

　　　none
主根中央部褐変壊死

主根頭部褐変壊死

　　　1工one

　　　none
主根分岐部赤褐変

枝根岐部僅かに褐変

十

十

十

土

D

ペントロン

粉剤区

1

2

3

4

5

6

7

130

120

122

120

125

105

115

5

21

13

15

18

12

17

0，9

0．9

0．6

1．2

0，9

0．7

1．2

葉の大半枯れる

　　　h

　　　h

葉の一部枯凋

　　　h

　　　h

　　　h

主根中央部褐変壊死

枝根一部僅かに褐変

枝根一部僅かに褐変

主根中央部赤褐変

　　　pone
主根一部赤褐変

主根下部赤褐変壊死

±

土

十

十

総合

判定

甚

病

やや

病

やや

病

やや

病

病
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区　別　個体別
草　丈　根　長　根　径

　cm　　　　　cm　　　　　cm

　　　　病

地　　上　　部 地

　　徴　　　　病変

下　　　部　　程度

8

9

115

100

9

15

0．6

1．2

h

h
枝根一部赤褐変

　　　nQne

十

　　　　　　1

　　　　　　2

　　　　　　3

　　E　　　　4

　　　　　　5
オーソサイ
　　　　　　6
ド区　　　　7

　　　　　　8

　　　　　　9

　　　　　　10

128

120

130

125

110

125

120

130

110

80

17

14

16

15

15

17

16

7

11

6

1．0

0．7

0．9

0．8

1．0

1．2

1．4

1．0

0．7

0．5

　　　h

　　　h

　　　h

　　　h

　　　h

　　　h

　　　h

葉の一部枯凋

　　　h

葉の大半枯れる

主根中央部三下壊死　　　　十

　　　nOIle　　　　　　　　　　　　　　一

主根先端赤褐変　　　　　　　＋

枝根岐部僅かに赤褐変　　　　土

枝根一部赤褐変　　　　　　　＋

主根中央部一部赤福変　　　　＋

　　　none　　　　　　　　　　　　　　一

主枝根褐変甚しく壊死　　　帯

枝根一部赤褐変　　　　　　　＋

主根中央部褐変甚しく壊死　帯

　　　　　　1

　　　　　　2

　　　　　　3

　　F　　　　4

　　　　　　5
ペンタゲン
　　　　　　6
粉剤区　　　7

　　　　　　8

　　　　　　9

　　　　　　10

135

110

120

91

133

112

110

115

100

125

13

15

17

6

7

8

9

10

11

9

1．2

1．0

1．1

0．8

0．8

0．7

0．8

0．7

0．6

1．1

葉の大部分粘れる

　　　　h

　葉に病斑多い

　葉の大半枯れる

　葉の大半枯れる

　　　　h

　葉の一部枯れる

　　　　h

葉の一部に病斑あり

　葉の大半枯れる

主根頭部褐変甚しく壊死　　　惜

主根一部赤福変　　　　　　十

主根一部赤福変壊死　　　　十

主枝根一部高言壊死　　　　升

主根中央部三二甚しく壊死　辮

枝根一部赤褐変　　　　　　＋

主根中央部褐変甚しく壊死　帯

枝根の一部僅かに赤褐変　　　土

主根中央部二二壊死　　　　　十

主根中央部工学甚しく壊死　冊

綜合

判定

病

甚

病

毒h……健全状
　　　＋　羅　　病

none……異状を認めず　　　一　羅病なし

升　かなり羅病　　　一肝　激甚に羅病

±　羅病の疑い

（昭和40年5月31日受付）

伊豆におけるR砺勿。玩α属植物とくに印度継木

（R．sθゆθπ歩勿αBENTH．）の栽培試験（第7報）

　ほ場における5年生および6年旧株の成績

宮崎幸男・五太子小太郎

　前報1）に続き種子島系印度蛇木のほ場の密植栽培に

おける5年生および6年生株の生育の結果について報

告する．

　材料および：方法

　供試植物は定植後4年目まで毎年収量調査を行なっ

てきた密植栽培区（Plot　6）における5年生株（1963

年度）および6年生株（1964年度）である・

　冬季におけるビニルの被覆その他全般的な栽培の要

領は従来と同様である・

　収穫は5年生株は1963年12月11日，6年置株は

1964年12月9日に行なった．従って詳細な株令は前

者では約4年5月，後者では約5年5月である・

　実験結果

　両年度とも生育期間中に台風その他による特別の障

　Yukio　MIYAzAKI　and　Kotaro　GoDAIsHI　l　Experimental　Cultivation　of　Rauwo1壼as，　Especially　of　R．

sθゆθη’初αBENTH，　at　Izu．　W．　Results　of　the　Fifth　Year　and　Sixth　Year　GrQwth　of　R．εgゆθ勉z紹

BENTH．
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Table　1． Average　yields　of　5－year　a皿d　6－year　Rσ％ωoμ¢sθゆθη’勿αB8NTH．

iロacloser　planting，1963～1964

　　　　　No．　of
Plant　Plot
。g。　NαPla且ts

TOP

Whole　parts Stems 1，eaves 111fiorescences

harves－Fresh　Air－dry　Fresh　Air－dry　Dia－　Fresh　Air－dry　Fresh　A赴一dry

Fruits（mature
＆immature）

（year）

ted wt．　　wt．
（9）　　（9）

wt．　wt．　meter　wt．
（9＞　　（9）　（mm）　（9）

wt．
（9）

wt．
（9）

　　　　　　　Fresh
wt．　　No．　　　wt．
（9）　　　　　（9＞

5　　6　　13

6　　〃　　　8

12．4　　7．1

27．8　　8．8

11．4　　6．1　　4．9　　 0．1　　 0．1　　　0．9

14．4　　5．0　　　4。7　　　0．8　　　0．5　　　12．6

0．8　　12．1　　0．5

3．3　　90．8　　8．3

Roots

Whole　roots Thick　rootsの Fibrous　roots

F調hA翻「y畢F課h
（W1）　（W2）　W1　（T1）
　（9）　　　　　（9）　　　（％）　　　　（9）

Air－dry
　wt．
（T2）

　（9）

辱甑
TI　meter
（％）． icm）

Fresh
wt．
（F・）

（9＞

Ai熕冝uy聖

　（F2）　F・
　（9）　〈％）　（cm）

Max．

1ength

150．7　　　42．4　　27．9　　　142．5　　　41．0　　　28．6　　　1．4　　　8．2

149．6　　37．1　　24．6　　142．0　　35．7　　24．9　　1．6　　7．7

1．4　　17．0　　100．7

1．4　　17．3’　90．1

の　Roots　havillg　more　tha112mm　diameter　at　the　thickest　portio11

害はなかった・両年度における収量調査の結果をTa一

．ble　1に示した．

　下根風乾重についてみると5年生株42・49，6年生

株37・19で平均値からすれば6年守株の方が5年生

株よりもやや低くなっているが，各個体の値の範囲は

5年生恥17．9～86．79，6年生株16．6～72．49でい

ままでと同じく個体差の大きいことが注目された・し

かしともかく5年生くらいになると株令の増加に伴な

う根の増大率は比較的小さくなるとみてよいようであ

る．従ってまたいままでの1～4年守株の収根量をも

総合して考えると少なくとも収雨量の点からはやはり

2～3年生，遅くとも4年生で収穫するのが経済的と

思われる・

　摘　要

　1）　印度蛇木のほ場密植栽培における5年生および

6年生野の収量に関する調査を1963年および1964年

に行なった．

　2）　平均全根風乾重は5年生株42．4g，　6年生野

37．1gで5年生以降の根の増大率は比較的小さく，収

根量の点からは2～4年生株の収穫が経済的のようで

ある．

　文　献

　1）宮崎幸男，五太子小太郎：衛生回報，81，165

（1963）

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付〉
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　　ナツズイセン（劫oo露s　8g鰯〃zゴ解鵤MAXIM．）の

　　　　　　陽向地と日陰地における生育の比較

宮崎幸男・杉山英彦

　第1，2報1・2）でショウキラン，スノーフレークが陽

向地よりもやや日陰地で生育の良好なことを報じたが

ナツズイセンの陽向地と日陰地における生育の比較に

つき1962～1964年に若干の研究を行なったのでその

結果を報告する・

　材料および方法

　1962年8月春日部薬用植物栽培試験場より分譲を

受けた球根を供試した・

　陽向地と日陰地の区別は第1報でのショウキラン・

スノーフレークの場合と同じ場所で，かっしゃ光方法

も同様である・

　植栽間隔　直向区，日陰区とも60x30　cm，1球植

　定植1962年8月6日
　肥料　基肥として1個体当り堆肥1㎏，地上部の生

育期に三要素を初年度には19，2年度には29ずつ

分施した・

　収穫初年度は1963年7月23日，2年度は1964

年7月1日（いずれも地上部の完全枯死直後）

　実験結果

　1．地上部の生育過程

　初年度における地上部の萌芽開始期は陽向区1963

年3月2日，日陰区同年3月3日で幽晦間の差は盛ん

ど認められなかったが，Fig・1に示した草丈，葉数の

変化にみられるように日陰区では陽向区に比べ地上部

の生育のおう盛なことが認められた・また葉の完全枯

死期は陽向区の6月2日目対し日陰区では6．月11日

で後者は前者に比べやや遅かった．

　2年度においては繭芽開始は陽向区の1964年2，月

11日に対し日陰区は同年1月29日で後者はやや早く

また葉の完全枯死は陽向区の6月8日に対し日陰区で

は6月24日で両者の間には初年度以上の差がみられ

た．かっこの期間における葉の生育状態についても初

年度と同じく日陰区では陽向区に比べかなりおう盛で

あった．

　なお本実験においては，いずれの区においても開花

。朋

50

40

藁30
畳

恥20
§
卍

　｝0

0

cト『，一一Q @δαηηン　pioごθ
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Fig．1．　Comparison　of　growth　process　of　top

　　　　of　Natsuzuisen（五yoo7ゴs　39麗α窺ゴ81θη

　　　　MAxIM．）in　the　sunny　place　and　in　the

　　　　shady　place，　1963

した個体は両年度とも全然なく，光線の強さと開花と

の関係については手がかりが得られなかった・

　皿．収　量

　初年度ならびに2年度の球根および細根の収量を

Table　1に示した．

　初年度では球根の年間増大率は回向地の1・63に対

し日陰区は1・77で後者は前者よりやや高い傾向がみ

られるが両区間の差の有意性は認められない・また球

根の乾物率でも日陰区が陽向区よりゃや高い傾向がみ

られるがこの場合も差の有意性は認められない・細根

重については両区間の差は殆んど認められない・

　2年度の成績についてみると2年間における球根の

増大率は陽向区の2・20に対し日陰区は4。49で両区間

には1％水準で有意差が認められる・なおこの場合球

根の平均年間増大率は陽向区1・10，日陰区2・25とな

り前者の値の低いことがとくに注目される・また球根

の乾物率は本年度においても日陰区が陽向区よりも高

く両区間に5％水準で有意差が認められる．従ってま

　Yukio　M！YAzAKI　and　Hidehiko　SuGIYAMA：Experimental　Cultivation　of　the　Plants　Containing　Gala－

nthamine　at　Izu．　V．　Compariso鳳the　Growth　of　Natsuzuisen（Lycoアゴ3　sg％α禰g〃αMAxlM．）in　the

Su窺ny　Place　and　in　the　Shady　Place
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た陽向区と日陰区との球根の乾物収量の点では球根の　　生育に対しては，陽向地よりもやや日陰地が適するこ

生体収量の場合よりも収量比の差がさらに大きくなる　　とが明らかに認められる＿

ことになる・　　　　　　　　　　　　　　　　　従ってまたガランタミン含有植物としていままでに

　細根重については初年度と同じく両区間の差に殆ん　　研究されたシ。ウキラン，スノーフレーク，ナツズイ

ど認められない・　　　　　　　　　　　　　　　　　　センの3植物はいずれも陽向地よりもやや日陰地に適

　以上両年度の結果を総合してナツズイセンの球根の　　するという共通の性質を持っていることがわかった・

　　　　Table　1．　Comparison　of　average　yields　of　Natsuzuise血（Lyoo753　s4πα痂gθ7αMAxIM．）

　　　　　　　　　in　the　sunny　place　a且d　in　the　shady　place，　1963～1964

　1♂ight　　Plant

conditioll　　age

Fresh
wt．

　of

bulb

　B1
（9＞

Bulbs　harvested

mother　No・Fresh　Air－dry　Dry
　　　　　　wt．　　wt，　　wt．

　　　　　　B2　　　B3　　B4
　　　　　　（9＞　　　　（9）　　　（9）

　　　　　　　Increase
　　　　　　　　　　　　　　　　　Roots
　　　　　　　　rate
　　　　　　　　of
B3　B4　B4　bulb　Fresh　Air－dry　Dry

義浅義畢鷲　覧鷲
（％）　（％）　（％）　　B1　　　（9）　　　（9＞　　（9）

R3　Max．
　
RI　lellgth

（％）（cm）

Sunny

Shady

1　　　69．0　　6　109．7　　31．6　26．228．882。723．8　1．63　　21。7　　2．3　　1．9　　8．2　34．5

〃　　　　69．3　　　〃　　123．7　　36．9　　30．5　30．0　82．724．8　　1．77　　19．6　　　1．9　　　1．5　　7。6　　33．8

M．D．（0．05）α）

M．D．（0．01＞

40．8　　11．1　　9．2　　1．7　　0．5　　1．4　　0．33　　　6．8　　　0墜8　　0．7　　　1．0　　7．7

58．1　　15．8　13．1　2．4　0．7　2．0　 0．47　　9◎7　　1．2　　0．9　　1．4　11．0

Sunny

Shady

2　　　　40．4　　　4　　　88．7　　23．4　　19．9　26．1　85，222．2　　2．20　　21．9　　　2．0　　　1．7　　7．6　　47．7

〃　　　　39．7　　　．〃　　177．0　　48．7　　43．0　27．6　88．2　24．3　　4．48　　25．8　　　2．3　　2．0　　7．6　　43．4

M．D．（0．05）

M。D．（0．01）

38．8　　10．6　　9．2　2．2　1．6　1．9　 1．96　　9．1　　0，9　　0．7　 0．7　　9．8

58．8　 16．1　13．9　3．3　2．4　2．8　 2．97　　13．8　　1．3　　1．1　　1．1　14．9

の　Minimum　di任erence　by　Tukey’s　procedure（q－test＞for　s二glli且cance　at　the　5％1evel

　摘　　要

　1）ナツズイセンの陽向地と日陰地における生育の

比較につき1962～1964年に研究を行なった・

　2）地上部の生育は日陰地では富山地に比べてかな

りおう盛の傾向が認められた・

　3）球根の増大率は植付後1年目，2年目とも日陰

区が陽向地に比べて高く，かつ球根の乾物率も両年度

とも前者は後者に比べて高かった．

4）　これらの結果から本植物の生育に対してはやや

日陰地の適することがわかった・

文　　献

1）宮崎幸男，五太子小太郎：衛生二二，81，172

（1963＞

2＞宮崎幸男，五太子小太郎：衛生試報，81，176

（1963）

　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付）
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伊豆におけるセクリニン含有植物の栽培試験（第1報）

ヒトツバハギ（Sθ6纏’％9πs二野漉oosσREHDER）の

　　　　　陽向地と日陰地における生育の比較

宮崎幸男・杉山英彦

　近年セクリニンが小児麻痺の治療に有効であること

が知られたので当場では1962年以来その葉が本アル

カロイドの原料となるヒトツバハギの栽培試験を行な

っているが，ここでは1962～1963年に行なわれたほ

場の上向地と日陰地における生育の比較に関する研究

の結果を報告する．

　材料および方法

　1961年7月種子島で採取した種子を同年8月10日

当場で播種し同月10日ごろ発芽した苗を冬季は温室

内で育成し，定植時の樹高約42cm，葉証約30～38

の苗を用いた．

　温品区と目陰区との区別はショウキラン，スノーフ

レークの場合1）と同じ場所で，しゃ光方法も前者の場

合と同じく地上1、3mのところで上面を竹のすの子

で蔽つた．

　定植　1962年6月19日

　植栽聞隔　陽向区，日陰区とも50×40cm，1本植

　肥料基肥として1個体当り堆肥2㎏，定植の初年

度と2年度とも地上部の生育期に硫安249，過燐酸石

灰219，硫酸加里69を3回に分施した．

　収穫　初年度，2年度とも年2回の収穫とし第1回

は1962年8月21日に主茎ならびに各側枝の先端より

展開葉4枚を残して葉を全部摘取った・第2回は同年

10月12日に第1回と同様の方法で採面した．第3回

転1963年7，月1日旧主茎を地上30cmで切取り，残

った側枝のうち第1次側枝は主茎より10cm，第2次

側枝は第1次側枝より10cmの所で切取り，葉と茎

とに分離した．第4回目同年10．月2日目第1次，第

2次側枝を第3回と同様の方法で切取り，葉，茎，花

器に分離した・

　葉形　個体当り生育の良嬉な成葉5枚を調査し平均

値をとった．

　供試個体数　両区とも6・なお陽向区では♂，9とも

に3個体，日陰区ではδ2個体，♀4個体であった・

　実験結果

　本植物の葉の生育期間については本実験期間では1

月初，中旬ころ落葉し，4月初旬ころ山高を始めたが

これらの時期について陽向区と日陰区との間に顕著な

差は認められなかった．

　つぎに収量調査の結果をTable　1に示した．

　葉の収量は生体重，風乾重，乾物重のいずれにおい

ても日陰区では陽向区に比べて常に低く，特に第2回

および第3回の収穫で両区間の差が顕著でともに1％

水準で有意性が認められる．一方第1回および第4回

の収穫では両区間の差の有意性が認められないが，こ

れは前記第2回，第3回の収穫では生育期が光線の比

較的強い時期であったのに対し，第1回，第4回の収

穫では光線の比較的弱い時期であったことによるもの

と思われる．

　なお葉の大きさについては両区間の差は明らかでな

いが，葉の乾物率は日陰区では陽向区に比べてやや低

下する傾向がみられる・

　茎重についても三重の場合と同じく日陰区は陽向区

に比べてかなり劣る傾向が認められる・

　つぎに♀個体の平均果実重（未熟）において日陰区

は陽閣下に比べ著しく劣る傾向が認められる・

　以上の結果から本植物は比較的軽度のしゃ光でも地

上部の各部の生育が阻害され収葉：量も低下することが

わかったので，：本植物の栽培に当たっては陽光地を選

ぶことが必要と思われる・

　摘　　要

　1）ヒトツバハギの心向地と日陰地における生育の

比較につき1962～1963年に研究を行なった．

　2）日陰地では陽向地に比べ地上部各部の生育が著

しく劣り，収葉量も著しく低下する傾向が認められ

た・従って本植物の栽培に当っては陽向地を選ぶ必要

のあることがわかった・

　文　　献

　1）宮崎幸男，五太子小太郎；衛生試報，81，172

（1963）

　Yukio　MIYAzAKI　and｝lidehiko　SuGIYAMA：Experime■tal　Cultivatio皿of　the　Plants　Co虹tailling　Secu－

rhline　at　Izu．1．　Comparison　of　the　Gr（～wth　of　Sθo％7勿θ解sげ7曜づcoεαREHDER　hl　the　Sunny　Place

and　hl　the　Shady　Place
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和歌山におけるヒトツバハギの試作栽培について

木下孝三・小峰常行

　1962年以来行なってきたセクリニン原料植物ヒトツ

バハギの試作栽培について報告する・

　材料　1961年10月和歌山県日高郡由良町衣奈海岸

1，500m沖の黒島において採種したもの．

　試作結果

　1．生育1年目（1962）

　3，月上旬箱播条播とし，約40日で発芽始となり約

2週間持続発芽率54・2％であった・この発芽状況よ

りみれば発芽の適温は13～14。Cであり，4，月上旬が

播種の適期である．6月中旬草丈約5cmの苗をほ場

に定植したが活着きわめてよく活着率は100％であっ

た・定植後の生育状況は第1図のとおりである・

汁1次草丈
介板数

本

22
20
i8

16

14

12

】0

8
6

4
2

c1η

240
220

2σO

I80

1εo

140

120

100

80

60

40

20

●一一・草丈

ムー一一△矛1次分枝数

x一一洪沖2次分枝数
●・一。弔卸3次分イ支数

　冬期落葉期間中主幹，分枝をとわず先端の細い部分

約30cmが枯死し草丈が短くなった．3，月下旬出芽と

ともに生育再開し，4，5月もっとも盛りとなり草丈

の伸長いちじるしく，6月以降その伸長やおとろえ10

月まで続いたが11月以降は停止してしまう・年間の

伸長程度は1年目に比して少なく草高ゐ伸びは意外に

少ない・しかし主幹の太さは著しく増加し地上20cm

の個所で1・3cmに達した．第1次分枝は落葉期間中

その短いものは枯死しその数を減じたが，繭芽後再生

し昨年とほぼ同数となりその後の増減はなく定数化し

てしまう・しかしその長さは著しく伸長している・第

1次分枝よりさらに分枝した第2次分枝は1年目には

　凋’
ノ

’層

」r／L亀。、

、

、

、

労2次

労3次
分枝数

’

’

〆

’

4
ノ

’

’

倉イ！s

、
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　　／／

　　x

み宮〉・瞬＿か議．

本
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り0
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6「18910門12

難燃
　発生期

　r23　1963

纏期　藺茱

5

舵次

789101i12123
　　　　　’964
囲結実期裡予落葉期薪

　　　　　　　　第1図

　7，8，．9月と生育もっとも盛んになり草丈の伸長は

著しい．10月ややおとろえ11月以降はその伸長を停

止してしまった・第1次分枝は8月頃より発生し8，9

月もっとも盛んで10月以降はほとんどその増加は認

められない・分枝は虫害その他の原因により主軸の頂

点に障害をうけると直ちにその下部より発生するが，

正常の場合草丈80cmになると発生しはじめその後

生育の進展にともない随所に葉腋に互生して発生して

ゆく．10月下旬より下葉黄変し，11月上旬より落葉

をはじめ12月中旬全葉落葉し，生育停止の状態とな

ってしまう．

　2．生育2年目（1963）

4 56 8　θ　10　11　12

分枝蕾疋　　　　域熟期　　　　　　　　　　　　　　　　成熟期

発生期期期

ヒトツバハギの生育過程

鴻次結　結
介校蕾花実
牲期期一期

雇子落葉期

年月

比は大約1：1である・

異は認められない．その後の生育は1年目と同様の傾

向を示し12月中旬全葉落葉し生育を停止した・

　3．生育3年目（1964）

　2年目とほとんど同様の生育過程をたどり，第1次

分枝，第2次分枝は定数化しほとんど増減は認めな

い．第2次分枝よりさらに分枝した第3次分枝は2年

目ではその発生をみなかったが，4月中旬発生し・5・

6月その発生いちじるしくその後はやや緩慢となった

が依然増加を続け’，9月最高となり650本をかぞえ，

その後は漸減する．茎葉のもっとも繁茂するのは9月

中旬であり，分枝長，第3次分枝数の最：長最：多のとき

　その発生をみなかったが，

　萌芽と同時に発生し，4，5

　6月とその発生いちじるし．

　く8月最：高に達し300本川

　上となったが，その後は漸

　減する・開花は1年目には

　みられなかったが，5月中

　旬最初の結蕾を認め6月置

　旬開花同下旬結実するのを

　みた・その後9月下旬まで

　順次結晶開花結実を続行し

　てゆく．種子の完熟は10

　月上旬である．開花により

　雌雄別が判明したがその｛生

花器以外に雌雄の形態上の差

　Kozo　K：INosHITA　and　Tsuneyuki　KoMINE：On　the　Trial　Cultivation　of且itotsubahagi（Sθc％7勿¢μ7α一

魏解07σMu肌L・ARG・）at　Wakayama
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にあたる・主幹の太さも緩慢ながら増加し直径Lg

cmに達した．

　4．生葉収量

　1年目は生育いまだ十分でなく生葉収量としてはみ

るべきものがない．2年目になるとやや収量があり，

茎葉のもっとも繁茂する9月中旬の収量1株当り最低

409，最高4009，平均1669で相当の個体差がある．

3年目で本格的な収量がみられ最低6809，最高1，100

9，平均905gとなり，個体差もやや少なく相当の収

量となる．年間の収量は5，6月と漸増し7，8月やや

増収率低く，9月急激に増加し最大となり10月以降

は急減する．9月は第3次分枝長，分枝数の最：長最多

のときにあたる・

　5．刈込整枝　3年目の落葉期間中2月中旬刈込を

行ない地上30cmの高さとした・その後の生育は萌

芽期ややおくれる傾向があるが，再生力きわめておう

盛で草丈は8月無処理のものと同高に回復し，第1次

分枝，第2次分枝は少ないが第3次分枝の発生いちじ

るしく9月最高に達し680本をかぞえ無処理より多く

分枝長はいちじるしく長く3倍に達し，主幹もやや太

く直径2．1cmに達している．生葉収量は最低8909，

最高1，4509，平均1，2109で相当の個体差があるが

無処理より増収が認められる．刈込整数の効果は再生

力をうながし生育をおう盛にし，第3次分枝数が多く

なり特にその分枝長がいちじるしく長くなり，樹姿が

盃状だ円球形となり，生育境域が一定し，10アール当

り1・800本栽植が可能となり・栽培管理が容易になる

ことなどがあげられる・

　6．収穫回数および時期

　生育期間中年4回収穫は無処理区，刈込区とも収穫

回数が過多で再生期間が短かく収量：が最低である・年

3回または2回収穫は再生期間が適当でもっとも収量

がすぐれ特に刈込区においてすぐれている・年1回収

穫は茎葉のもっとも繁茂する時期に収穫したが前者に

およばなかった・落葉期間中の刈込整枝はその効果い

ちじるしく，樹姿が整一となり，生育境域が一定し，

栽培管理が容易になる利点がある．落葉期間中2月刈

込し，6月上旬，8月上旬，10月上旬の3回収穫iす

るのが当地方における最適の収穫回数時期であると考

えられる．

第1表　収穫時期と回数試験（10アール当り） 単位＝吻

＼項目
試験区＼
無

処

理
区

刈

込

区

年4回収穫

年3回収穫

年2回収穫

年1回収穫

年4回収穫

年3回収穫

年2回収穫

年1回収穫

5月上旬 6月上旬

縫羅工期塁
499　130

　815

1，557

684 153

1，575

1，120

353

603

499

387

7月上旬

生葉同風
収量一重
390 130

8月上旬

縫羅
882

814　252

1，188

337

387

9月上旬

糠鵬
250　　97

1，629　　594

10月上旬

縫羅
414

891

477

2，376

189

702

742

778

144

328

234

301

11月上旬

罎羅
40 11

計

叢董羅

1，185

2，111

2，448

1，629

369

834

931

594

198　　59 2，173　　653

3，5051，120

1，898　　688

2，376　　702

備考　　無処理区　刈込をおこなわず自然状態にした区

　　　　刈込区　落葉期間中に地上30cmの高さに刈込した区

（昭和40年5月31日受付〉
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高城正勝・鏑木紘一

　　　　　　　　　SPERMAToPHYTA種子植物門

　　　　　　　　　GYMNospERMAE裸子植物亜門

　　　　　　　　　　　Cycadaceaeソテツ科

（汐。σ37θρo伽’αTHUNB．ソテツ

　　　　　　　　　　Ginkgoaceaeイチコウ科

G勿為90ゐ21θ加LINN．イチョウ（栽）

　　　　　　　　　　．Cupressaceaeヒノキ科

C加御σ8cコゆα万s　oう’π∫σSIEB．　et　Zucc．ヒノキ（栽）

ノ吻ψθ鰯s60蜘ア彪PARL．ノ・イネズ

　　　　　　　　　　　　TaXQdiaceae　スギ科

Cηρ，o初θガαノ4ρo痂。αD．　DON．スギ（栽＞

　　　　　　　　　　　　　Pillaceacマツ科

∫ゼ9¢％s’乃π72ゐθ㎏露PARL．　クロマツ

　　　　　　　　　ANGIOSPERMAE被子植物亜門

　　　　　　　MoNocoTYLED6NEAE単子葉植物綱

　　　　　　　　　　　　Typhaceaeガマ科

乃ψ勿」α彦加」毎LINN。ガマ

　　　　　　　　　　AHsmataceaeオモ．ダカ科

Sα9漉α7勿〃加1毎LINN．オモダカ

　　　　　　　　　　　　Gramineae　イネ科

∠lg7のy70短ε％ゐ％ε〃吻詔OHwl　var．拗％3加30Hw．1

　　カモジグサ

Co批Lσo乃η初α一ノ∂玩LINN．ジコ．ズダマ

qy解る（ψ080πo”駕薦3　STAPFレモングラス（栽）

1万g吻7狡α42so6π吻％∫HEMSLEYメヒシバ

EZθ％ε勿θ勿漉6αGAERTNERオヒシバ

恥漉㈱％」欝76LINN・オオムギ（栽）

1初ρθ7α如の2」初〃ゴ。αP．BEAuv．　var．彦。θ痂8・露DUR－

　　AND　et　SCHINZチガヤ

五ρρ加訪θ7％辮g駕6伽BRONG臨ササクサ

醗。αη醗％s3勿6％sおANDERS．ススキ

0η2α8α’勿σLINN6イネ（栽）

勘航％翅．初漉α0回戦甥LINN．．キビ（栽1

翫駕g御露θ∫肋7肋TRINIusセイタカヨシ

飢．Zoπ9勿α1麗3　STEUDELアシ

勘yJJo∫’σo勿3初2’」3　Rlv．モウソウチク（栽）

P∂90πα漉θ7％π0γ伽2脇彫K：UNTHイタチガや

Sαo磁α鰯吻（荻。伽σ剛初LエNN．サトウキビ（栽＞

S6」σ1勿卿砒σBEAuv・アワ（栽）

助。プ。ゐ07π∫εZoπgπ’％s　R．　BROWNネヅミノオ

T7漉C㈱Sα吻㈱LAMARCK．コムギ（栽）

y2’勿〃勿9ゴ2α％’oゴ吻3　STAPFベチバー（栽）

Z2α初¢y3　LINN。トウモロコシ（栽）

　　　　　　　　　Cyperaceae　カヤツリグサ科

qyρθ7％370’％π4％s　LINN．ノ・マスゲ

　　　　　　　　　　　　　　Palmaeヤシ科

し魏ε’o”αs幼9！の05αMART．ビロウ

丁駕。勿。αゆ螂ノb吻漉WENDLシュロ（栽＞

　　　　　　　　　　　　Araceaeサトイモ科

〆1007％3Cσ」α翅％3　L　var．σs‘α’此％3　PERSショ．ウブ

A8ノα吻勿6％3　SOLAND．セキショウ

∠4100σs∫α勉α070〃砺zαSCHOTTクワズイモ

A勉0ゆ阪ψ加1％3々0吻’説K：．KOCHコンニャク　（栽）

〆1723αθ初σ7’〃9召π3ScHoTT　var．力翅θoo劣ENGLER　ム

　　サシアブミ

A7腕％吻θ移2　BLUMEナンゴクウラシマソウ

Colocσ3毎α〃’毎％07π彫ScHoTT　var．θ3cz〃θπ’％〃～EN－

　GL．サトイモ（栽）

P初θZあα’〃πα’σB哀EITENBACHカラスビシャク

　　　　　　　　　Eriocaulac釦eホシクサ科

E7ゴoo砺10〃70伽3勧s　MAKINOヒロノ・イヌノヒゲ

　　　　　　　　　Commelinaceae　ツユクサ科

CO勉駕θ」初αCO1π解％卿3　LINN．ツユクサ

Co勉初61初απ％4卵。ηLINN．シマツユクサ

Rhoeo　discolpr　HANcEムラサキオモト（栽＞

　　　　　　　　Pontederiaceaeミズアオイ科

M∂πoc加7狛槻9勿α15s　PRESLコナギ

Masakatsu　TAKI　and　K6ich　KABuRAGI：List　of　the　Useful　Plants血Tanegashima
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　　　　　　　　　　　Juncaceacイグサ科

ノ伽。％5鹿。ψ狛π3NAKAIイ

　　　　　　　　　　　　　Liliaceacユリ科

∠4〃伽祝加々8万REGEL．ラッキョウ（栽）

ノ1．ガ3’〃03κ彫LINN・ネギ（栽）　　　　．

∠4．sα’勿％吻L．　f．ヵ¢腕π伽3θMAKINOオオニソニク

　　（栽）

∠4．吻加703π彿ROTTLERニラ　（栽〉

，4Jo6〃加7θ30伽3　MILL．　var．解’π」θ厩3　BERG，キダ

　　チアロエ〈栽）

∠4砂α駕9π3coc痂ηo痂紹％3おMERR．クサスギカズラ

ハ5μ4甜〃αθ」αあ。アBLUMEハラン　（栽）

挽ηzθ70cσJJお漉s’此乃αDONN　var．盈σαπ30　NAKAIヤ

　　ブカンゾウ（栽）

L歪1勉吻Zαηo加1伽解THUNB。オニユリ

L．’o％8‘1707κ翅THUNB。テッポウユリ

Z」　ρεθπ面∫‘97客72π翅　CARRIERE　コオニニLリ

S漉」礁C耐παLINN．サルトリイバラ

S．s∫θπρρ6’α」σA，　GRAYサッマサンキライ

　　　　　　　Amaryllidaceae　ヒガンバナ科

∠48観膠σ勿¢θ擁CσηαhNN．　リュウ・ゼッラン　（栽＞

C7勿％〃2σ3毎あ6％〃z　L　var．ゴ4ρo痂。π〃zBAKERノ・マ

　　オモト

Cπ70〃ゴ80θπε〃bJ∫αR．　BROWNキソバイザサ

エ汐COガεσκア％HERBERTショウキラン

L．駕漉σ’α1｛ERBERTヒガンバナ

諏プ。歪3επ3，σgθ，，σL．var．　c痂πθπ5おROEM，スイセ

　　ソ

　　　　　　　　Dioscoreaceaeヤマノイモ科

1）‘oεoo7θσ伽」ゐ⑳グσL．　f．5ρoπ’απ8σMAKINo　et　NE－

　　MOTOニガガシュウ

1万osσo廻σg㎎c〃Z加σMIQ．タチドコ目

1）．ゴ砂。π記αTHUNB．ヤマノイモ

　　　　　　　　　　　　Iridaceaeアヤメ科

βθ1α翅。απ伽。痂πθ郷おDC．ヒオウギ（栽）

　　　　　　　　　　Musaceae　バショウ科

㎜％sσBαミ1’oo　SIEβ。バショウ

ル乙Cσ％π4娩πLAMB．サンジャクバナナ（栽）

砿cooc勿。αANDR．ピジンショウ　（栽）

ル乙彿伽07NAKAIオガサハラパナナ（栽）

ル藍ヵ¢7α漉3勿。αLsubsp．3¢ρ惣”’％勉0．　K：TZEバナ

　　．ナ（栽）

　　　　　　　　　Zingiberaceaeショウガ科

∠4♂ρ初勿。乃勿θπ語3RoscOEアオノクマタケラソ

．4．勉ρo耽σM正Q．ハナミョウガ（栽〉

∠4。3♪θo’03σK．SCHUMANNゲットウ

CZ〃Cπ〃ZσZOπ即しINN．ウコン

C．2θ40α7勿RoscOEガジュツ

Zゴ㎎のθ7甥勿8冴RoscOEミョウガ

Z．q撰6歪駕『θRoscOEショウガ（栽）

　　　　　　　　　　　Orchidaceac　ラソ科

B1θ躍1α3’擁σ’σREICHENBACHシラン（栽）

1）θπ”0房％勉’03α9〃S6　MAKINOキバナセキコク

　　　　　　　　DlcOTYLEDON肌E双子葉植物綱

ARCH・CHL＾MYDEAE古生花被植物亜綱（離弁花植物）

　　　　　　　　　Sau「u「aceaeドクダミ科

飾％’吻y鋭σco幼’αTHUNB．ドクダミ

Sσ％7％7％3Jo％7擁擁DECAISNEハンゲショウ

　　　　　　　　　　Piperaceaeコショウ科

．P砂67肋み％ηOHW五フウトウカズラ

　　　　　　　　　　Myricaceaeヤマモモ科

ル秒ガ6σ7％加αSIEB．　et　Zucc．ヤマモモ

　　　　　　　　　　Betulaceae　カバノキ科

∠4」π％sガ7初σSIEB・et　Zucc・．ヤシャブシ（栽）

　　　　　　　　　　　　Fagaceaeブナ科

Cσs’απθσρ％う勿6／z雇3SCHNEIDクリ（栽）

Qπθ70％3σ傭’ゴ33伽αCARRUTHERSクヌギ

Q．吻鋸α如THUNB．カシワ

Q．8」ακoαTHU冊．アラカシ

Q．ρ加1砂7認切吻3A．　GRAYウバメガシ

　　　　　　　　　　　　Ulmaceaeニレ科

CθZ，おs伽θπ3おPERS．　var．ノ砂。擁。σNAKAIエノキ

　　　　　　　　　　　　Moraceaeクワ科

β70％3εo％o’勿肋9勿。勉SIEB．コウゾ

C％6愚心σ600海πc砺％θ％3ゴsKUDo　et　MASAM．カカツ

　　ガユ

珊傷sCσ擁。σLINN．イチジク（栽）

17．θZα3あ。σROXB．インドゴムノキ　（栽）

F・．1b〃60鰯αWALL・イタビカズラ

F．鋼〃zゴ伽LINN．オオイタビ

R72伽∫αLINN．ガジェマル
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Rω勧彦伽αWALL．アコウ

飾甥”π3ブψo痂。π3SIEB・et　Zucc・カナムグラ

瓢07π3う0鋭ゐyo’3　KOIDZ。クワ

　　　　　　　　　　　Urticaceae　イラクサ科

Boθ伽〃’σZ∂〃勿82ノ勿πσWEDDELLナガバヒメマオ

　　　　　　　　　Santalaceae　ビャクシン科

丁加s伽吻。痂π2〃s2　TURCZANovカナビキソウ

　　　　　　　　　　■ora凱haceaeヤドリギ科

五〇ηπ魏％3yσ407弼SIEB．オオバヤドリギ

　　　　　　Aristolochiaceae　ウマノスズクサ科

ノ17観oJo6砺α露∂薦3　SIEB・et　Zucc．ウマノスズクサ

　　　　　　　　　　　Polygonaceaeタデ科

4吻。砂goππ翅π勅θJJα伽祝MASAMUNEツルソバ

勘8ρ勿物〃zθ3c瘤伽〃z　M・ENCHソバ幟）

P873ゴσσ7げα乃y47ρノ》霞）θ7　SPACH　var．　z♪％Zgヒτ7おOHWIヤ

　　ナギタデ

P．Joπ9ゴ8θ∫αK：ITAGAWAイヌタデ

p．漉％πゐθ堰だGRossミゾソバ

Pり砂90π％翅副記認α7g　LINN・ミチヤナギ

R％物¢καCθ’0∫σLINN，スイバ

R．ノ¢ρ0π∫C％∫HOUTTUYNギシギシ

　　　　　　　　　Chenopodiaceaeアカザ科

Bε彪捌伽7ゴ3LINN．サトウダイコン（栽）

Sρ勿α0勿。陀7α0¢αLINN．ホウレンソウ（栽）

　　　　　　　　　　Amaranthaceaeヒユ科

CoZo3勿σ7お’σ’αLINN．ケイトウ（栽＞

　　　　　　　　　　Aizoaceaeザクロソウ科

丁6〃σ80漉αβ：ゆσπsσMURRAYツルナ

　　　　　　　　　Portula（熟ceaeスベリヒユ科

P∂ノ’”σ6αoZθηC6σLINN．スベリヒコ・’

　　　　　　　　Caryophyllacea6ナデシコ科

S’θ〃〃勿σ9〃α’JoσScOPウシハコベ

S．勉θ4毎CYRILLusハコベ

　　　　　　　　　Nymphaeaceaeスィレソ園

地1鷹加％％o加工GAERTNER・・ス（栽〉

翫ρ加7ノψoηf6％初A．　P．　DE　CANDOLLEカワホネ

　　　　　　　　Ranunculaceaeキンポウゲ科

C16解αあ3’θππ解。れz　A．　P．　DE　CANDO肌Eセンニンソウ

P舵。勉’ασ1ゐ解。鵤PALLAs　v耳r・’万oocα2ψαBuNGEシ

　　ャクヤク（栽）

R伽％％c％1％3ブ砂。卿。π3THUNB．キンポウゲ

1～・紹7解亜F．et　S．　var．81σ加7　NAKAIキツネノボタ

　　ン

　　　　　　　　　Lardizabalaceaeアケビ科

S’α〃π’o擁α乃θκ砂海y1ZαSIEB．　et　Zucc．ムベ

　　　　　　　　　　　Berberidaceae　メギ科

翫π4凹面甥θ3∫∫6αTHUNB。ナンテン（栽）

　　　　　　　　Menisper皿aceae　ツヅラフジ科

Coco〃％3　Zα％プゲoJ伽s　DC．コゥシュウウヤク

C．〃ぎ10うπ3DE　CANDOLLEアオツヅラフジ

Sゴ％o膨貼附σcπ’％翅REDER　et　WiLSONオオツヅラ

　　フジ

S’ψ加短αブ妙。πゴ。αMIERSハスノバカズラ

　　　　　　　　　　Mag且01iaceaeモクレン科

π漉伽吻傭Sσ伽彿LINN．シキミ（栽）

施43％7σゴ4ρo蛎。αDUNAL・ビナンカズラ

源α92zo麗αゐ。伽3　DC・コブシ．（栽）

猛1π解07σDESRouss．シモクレン（栽）

ル露‘加1毎oo御ρ7θ33σSARGオガタマノキ

　　　　　　　　　　　Lau「aceaeクスノキ科

αππαη¢o翅％〃2cα〃zρ乃。πz　SIEB．　var．1勿〃ooJ麹πz．

　且田ITAホウショウ（栽）

C勿％σ翅。翅％彿。α吻加πzSIEB・クスノ．キ

C・吻ρ伽。’4θ∫SI£B・et　Zucc・マルバニッケイ

C・ノψo擁σπ彫SIEB．ヤブニッケイ

C・Jo％7〃露NEES』」ヅケイ　（栽）

五勿42廻Cゴ”勿407σHEMSLEYアオモジ

ル毎。雇1z68’乃z粥ゐθ響露SIEB．　et　Zucc．タブノキ

　　　　　　　　　　　PaPave「aceaeケシ科

Coη廊Jf3勿。ゴ3σP£RS．ムラサキケマン

C．ρ」α砂。αゆσMAKINOキケマン

物c1の7αoo〆吻彦αR．　BROWN．タケニグサ

　　　　　　　Capparidaceaeフウチョウ．ソウ科

C7α’σθ”α7θ」劇’oε¢FOESTERギョボク

　　　　　　　　　　　Cruciferaeアブラナ科

B7α3ε此α℃α勉ρθ3師s　L・var．郷ρ加πτ］METZ．カブ

　　ラ（栽）

、B．7⑫αL．　var．％ゆρ0－oZθ加π写KITAMURAアブラナ
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　　　（栽〉

αゆsθ〃αβ那甥α一ραε’o万εMEDIK．ナズナ

勘3伽7’伽勉勿漉。％祝DC．イヌガラシ

，Rαρ加〃κ3εσ∫伽s　L　var．7αρ勿廊〃。げ483　MAKINO

　　ダイコン（栽）

　　　　　　　　Droseraceaeモウセソコ●ケ科

1）70εθ7α5ρσ疏認α如しABILL．コモウセンゴヶ

　　　　　　　　Saxifragaceaeユキノシタ科

功4鵤π8召¢翅¢070助y〃αSERINGE　var・o∫α々3αMA－

　K【NO　アジサイ

Sακ加α即8’oJoπ沸7αMEERBURGHユキノシタ（栽）

　　　　　　　　　　Pittosporaceae　　トベラ科

P魏OSρ07％翅’o房昭AIT．トベラ

　　　　　　　　　　　　Rosaceaeバラ科

∠487加。π物ρゴJo3αLEDEBouR　var．ノ砂。痂‘αNAK川

　　キンミズヒキ

エ）πσ加3πθσωα砺。痂απσNAKAIヘビイチゴ

E擁。う。’7yαノψo擁。αLIHDLEYビワ（栽）

ル㎎σプ勿。勉’09η3ゴ3DUCHESNE　var．⑳z伽σ∬σL．　H．

　BAILEYオランダイチゴ（栽）

P冨θη観Zσo旧跡π3おSERINGカワラサイコ

P〆ππ彿3ノ¢ρo痂。αTHUNB・ニワウメ　（栽）

P。物z〃3θSIEB・et　Zucc。ウメ　（栽）

1）．ρ〃3あσBATSCH．モモ（栽）

P・εσ1ゴC勿σLINDLE．スモモ（栽＞

P．⑳ρ6」伽αM［Q．バクチノキ

R肋ρ痂oJ顔3％〃2わθ11σ’σMAKINOシャリンバイ

1～幼κ3〃ψ乃yJ1π∫THUNB．ナワシロイチゴ

Sαη8P協εoノゐσ顔6勿σ」おLILレワレモコウ

一隅θαCα彫0勿伽∫おLOUR・コデマリ（栽）

　　　　　　　　　　　Legum血osaeマメ科

∠4cα磁σo顔螂αMERR．ソウシジュ（栽）

ん．々7η83伽αW肌D．ギンゴウカン（栽〉

∠4」加2g‘αブ〃必7ゴ∬勿DURAZZINIネムノキ

みアσc痂3勿ρ㎎iσθαLINN．ナンキンマメ（栽〉

∠43〃㎎α1鰐3翻0粥LINN・レンゲソウ（栽）

Cαgsα！加漉αブ¢ρo漉σαSIEB・et　Zucc・ジャケツイバ

　　ラ

α寛3勿〃。彿α〃躍Ho麗DAカワラケツメイ

C・o屍π3⑳1毎■INN・エビスグサ（栽＞

C。∫070εαCAV・ノ、ブソウ　（栽）

1）θプ7おθπ吻∫cαBENTH．デリス（栽》

1）θs吻04伽初」のπ7π加」伽翅DC・ミソナオシ

1）．ρo砂。αゆ％勉DC．シバハギ

E匿y漉7勿α‘7ゴε如一8ππゴLINN・カイコウズ（栽）

αyo勿6翅ακ・MERR・ダイズ（栽〉

κκ甥甥〃。ω勿ε〃ゴ。’αSCHINDLERヤハズソウ

Lβ⑫θ4θzαc微9σ’αG．DONメドハギ

加伽πε厩θ螂LINN・ルーピソ（栽＞

P加3θoJπ3α㎎〃姻5　W・F・WIGHTアズキ（栽）

P瑠矯7勿房7s協σMATSUMURAクズ

R勿πC加3∫α”oJ％観ゴ8　LOUR．タンキリマメ

Soφ乃。れzα％9π3∫加あαSIEB・et　Zucc・クララ

7ゴC狛ル加LINN・ソラマメ（栽）

四8ηα3勿θ”3おHASSK．ササゲ（栽）

例3陀万αガ07語％π伽DC・フジ（栽＞

　　　　　　　　　Geraniaceae　フウロソウ科

σ¢駕π伽窺π¢ρσ1θ％3θSWEETゲンノショウコ

　　　　　　　　　　Oxal週a㏄aeカタバミ科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
0κσ露sco7η’‘％Zα’αLINN．カタノミミ

　　　　　　　　　　　Rutaceae　ミカン科

α〃％8α％7σπ’伽御Lsubsp．α初α7αENGL．ダイダイ

　　（栽）

C．9πz〃d言εOSBECK．ザボン（栽）

C．ブ¢ρo毎。αTHUNB．キンカン（栽）

C．ブ〃π03SIEB．　et　TANAKAユズ

C．Z吻。％BURM．　fi1．レモン（栽）

C．初θ砒αLvar．4忽伽’σRlss．ブッシュカン（栽＞

C．π認3π吻ゴ吻ゴHAYATAナツダイダイ（栽）．

C．〃。ゐ∫あ3LOUR。ポンカン　（栽）

C．％3砺％MARCOVITCHウソシェウミカソ（栽）

勘8α耀σ伽π飾。ゴ吻εENGLERカラスザソショウ

R魏α”’5c伽764θ3　HONDAイヌザンショウ

％πo〃π3〃加」伽αRAFIN・カラタチ（栽〉

漁π晒。堀y1％翅ρ」π蛎sρ伽翅SIEB・et　Zucc．フコ・ザン

　　ショウ

乃π痂畷y伽卿ρψ67伽駕DC．サンショウ（栽）

　　　　　　　　　　Simaroubaceaeニガキ科

Pゴ07αε鋭ααゴ」απ蘭。認θ3PL八NCHONニガキ

　　　　　　　　　　Burseraceae　カンラン科

Cσηαプ伽吻αZゐ％〃zRAEUSCH肌カンラン（栽）

　　　　　　　　　　　Meliaceaeセンダン科

旧地α2α加π肋L．varヴσρo％ゴ。αMAKINσセンダン

　　　　　　　　　Polygalaeeae　ヒメハギ科
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∫b㎏αZαブ¢ρ0卿0αHOUTTUYNヒメハギ

　　　　　　　　Euphorbiaceaeトウダイグサ科

・40αゐゆ加σ欝’解ZおLINN．エノキグサ

∠4」θ％7漉30074々如MUELL．　ARG．アブラギリ．

D砂伽ψ勿」伽初gJα％sθ30θπ3　BL・ヒメユズリハ

1曲淵0ノ房α痂7如し田N．シマニシキソウ

漁110’％sノ¢ρo短。％3SIEB・et　Zucc・アカメガシワ

勘ξy1」σπ晒％3πノ勿αグ3σLINN．コミカンソウ

Rゴ0勿％S60勉窺ππおLINN．トウゴマ（栽）

　　　　　　　　　　Anacard魚ceae　ウルシ科

R勧εノα槻痂。σLINN．ヌルデ

R．∫％ccθ畝zπθσLINN．ハゼノキ

　　　　　　　　　．Aquifoliaceae　モチノキ科

罰6κ勿’昭解T珊NB．モチノキ

1．70伽％伽THUNB．クロガネモチ　　　　　　’．

　　　　　　　　　　Celastraceae　ニシキギ科

E％oπy勉％3ブ砂。蛎6σTHUNB．マサキ

　　　　　　　　　　Sapindaceae　ムクロジ科

C㍑漉。⑫θ7翅〃初加」露σcαゐπ3LINN・フウセンカズラ

　　　（栽）

E％ρ加階αJo㎎伽αLAM・リュウガン（栽）

S¢ρ勿吻s物π々π7053∫G八ERTNERムクロジ

　　　　　　　　Balsam加aceae　ッリブネソウ科

加ρα’伽3乃σ」εσ痂。αL1NN．ホウセンカ（栽）

　　　　　　　　　　　　Vitaceaeブドウ科

∠4吻θ」ρρεお加θ〃幼θ4励σ％Zα’σTRAU．　var．．翅σ擁翅。一

　　ω記z露PEHDER　ノブドウ

αyπ漉sブ¢ρo擁。αGAGNEPヤブガラシ

W’ゴ3漉観加㎎露SIEB．　et。　Zucc．エビズル

V’・z疹π加πzLINN・ブドウ　（栽）

　　　　　　　　　　　　Malvaceae　アオイ科

∠41’加％70s6σCAVAILLESタチア．オイ　（栽）

田毎εCZ63θSσ％」¢72’Z躍LINN．オクラ（栽）

1畑田％’σ麗あ3LINN．フヨウ

1孟　70Sπ一3伽θπ舗3　LINN・ブッソウゲ　（栽）

1孟5ツ擁σC％∫LIN弧ムクゲ（栽l

P切7髭伽吻だ露αゆ」伽吻NAK躍ヤマアサ

砂θ％Jo加≠α1，。　var．，oη2θη彦03αMIQ．オオパボンテ

　　ンカ

　　　　　　　　　　　Sterculiaceaeアオギリ科

T〃〃zゴαηαμα鋭απ〃bZゴαSCHOTT。　et　ENDL．1プオギウ

　　　（栽）

　　　　　　　　　　　　Theaceae　ツバキ科

Cα勉θJJ勿ノ4ρo〃加L．　var．幼。％如πθα・MAKINOヤブ

　　ツバキ

C．詔脇η9％σTH面B．サザシカ（栽）　’　　．　・・「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IE鰐yαブ妙。痂。αTHUNB．ピサカキ

丁加αε勿θη3お工1画．チャ’ i栽）

Tθ7％3〃。θ祝勿gy〃2πσπ’乃9解SpRAGUEモジ．コク

　　　　　　　　　Guttiferaeオトギリソウ科

助ρ87ゴ。π翅θ紹。’％解THUNB．オトギリツウ．’．’．』’

丑ブ⑫o痂。％勉THUNB．ヒメオトギリ

　　　　　　　　　　　　Violaceaeスミレ科　　　．

怖oZαブ¢ρ0痂0α工ANGSD．コスミレ

γ．ρα’7勿露DC．　var．　o雇π¢π3飴GINGスミレ

7．”ゴσoJo7　L1剛．サソシキス．ミレ（栽）

γ．吻76‘多碗吻A．GRAYッ．ボスミレ

　　　　　　　　　　　Elaeagnaceae　グミ科　　、『．．

EJσ6㎎ππ30ガ砂σTHUNB．アキグミ

E・8pZσゐπTHUNB・ツ・ルグミ　　　　　　．、．．．、．．．

E・銘㎎郷T・・N・・ナ．ワシ・グミ　．．．．．、

　　　　　　　　　　Lythraceae　．ミソハギ科　　’『　’：．

肱9θ駕〃。θ〃吻επ伽∫’α如K：・EHNE　var・乃漉伽K：一

　　〇EHNE・シマサルスベリ　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　Punicaceaeザクロ科

P初痂。α9廻〃α伽翅LINN．ザクロ（栽＞

　　　　　　　　　　　Myrtaceae　フトモモ科

E％8朋勿ノα初加3LINN。フトモモ

必∫4伽卿卿勿’α槻LINN．バンジロウ（栽）

　　　　　　　　Melastomatace3e　ノボタン科

03うθoた勿6乃∫πθη3ゴsLINN．ヒメノボタン

　　　　　　　　　Oenotheraceae　アカバナ科

ノ欝εゴ磁σ解ρ¢π∫LINN・ミズキンパイ

ノ．3％ウ曜ゴcoερLINN・キダチキンバイ

　　　　　　　　　　　　Araliaceae　ウコギ科．

4駕！勿6」σ，αS恥M．varq　Cαπθso6〃3　NAKAIメダラ

梅’3宛ノ＠o痂叩DEcNE・et　PLANcH・ヤγデ

1髭467π’o房6擁NAKAIキヅタ

Tθ〃砂απ砿ρα”7加7π吻K．KOCHカミヤツデ（栽♪
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T2嬬σ擁α〃解4虚NAKAIカクレミノ

　　　　　　　　　　　　Umbelliferaeセリ科

Cθ〃’¢〃α4s勿’加URBANツボクサ

Cηψ∫o∫αθπ勿ノの。短。σ．HASSKARLミツバ

Dακ0π3σσ70’αLINN・ニソジソ（栽）

正砂4γOCO‘yZεS伽加ゆ‘0歪漉s　LAM．チドメグサ

0θπ油点θノαoα痂。αDC．セリ

P勿。θ吻π％彿ノ砂。短。％解THU冠B．ボタンボ・ウフウ

p舵〃0ρ’θノ％s腕’oη」ゴsBEHTH」et　HOQK．ハマボウフ

　　ウ

Sα短σ〃σo雇πθη3θBUNGEウマノミツバ

Tb〆漉3ブ4ρo擁。αDE　CANDOL田ヤブ．ジラミ．

　　　　　　　　　　　　Comaceae　ミズキ科

A％σμδαノ¢ρo痂。αTHUNB．アオキ

　　　　　　METACHLAMYDEAE後生花被植物亜綱

　　　　　　　　　　　　　　　　恰弁花植物）

　　　　　　　　　　Pirolaceae　イチヤクソウ科

功70彪ノψ0π‘CσKLENZEイチヤクソウ

　　　　　　　　　　Myrsinaceaeヤブコウジ科

！レ漉3勿σ7おραA．DC．マンリョウ

β刑罪勿4痂π4π980παNAKAIシシアクチ

B．s詑加」漉NAKAlモクタチバナ

ル伽5αプb枷osα鵤MEZ．シマィズセンリョ．ウ

瓢ゴψo短。σMORITZ．イズセンリョウ

R¢ραπαzπθノ吻b伽MEZ．タイミンタチバナ

　　　　　　　　　　Primulaceaeサクラソウ科

∠4πσ8π伽α7％π3おLINN・ルリハコベ

1汐ε伽αc痂αブψ．o短。αTHUNB．コナスビ

　　　　　　　　　　　Ebenaceae　カキノキ科

D’o⑫ツ703肋海THUNB・カキ（栽）

1）．Jo伽εLINN．シナノガ．キ

1）．πψρo痂。σNムKAIトキ．ワガキ

　　　　　　　　　　Symplocaceae　ハイノキ科

5y〃ψ10005ρ7z6η⑳」ゴαSEB．　et　Zucc・．クロノミイ

　　　　　　　　　　　Styracaceae　エゴノキ．科

8∫y7ακブ妙。痂。αSIEB．　et　Zucc。エゴノキ

　　　　　　　　　　　　01eaceaeモクセイ科

し恕π3’7％溺ノ4ρo擁6％彫THUNB・ネヅミモチ

　　　　　　　　　　　Gent㎞aceae　リンドウ科

Gθπ’勿紹sσσ加oBu鵬E　var．伽㎎師MAXlM。リン

　　ドウ

　　　　　　　　Apocynaceaeキョウチクトウ科

地7勿勉勿砒雌MILL．キョ．ウチク．トウ（栽）

T7αc舵Zoερ¢ノ甥％翅・αs勿‘あπ窺NAKAIテイカカズラ

T．祝吻’％sNAKA！チョウジカズラ

γ勿0αプ0ε¢σLINN．ニチニチソ．ウ（栽＞

　　　　　　　　　Asclepiadaceaeガガイモ科

∠4301ゆα5傷廻3sσσ勿LINN・トウワタ　（栽）

qyπαπ6乃％勉α’㎎’％翅B膿GEフナバラソウ

刀bッαcα7勿3σR．BR．サクララン

S’8効απ0”3ブ砂0短CαMAKINOシタキソウ

　　　　　　　　　ConvQlvulaceae　ヒルガオ科

Cσ砂s’θ9露so1露πθJJαROEM．．　et　SCHULT．ハマヒルガ

　　オ

1万。乃。％47α解ρ6πsFORSTERアオイゴケ

．砂。御。θαゐσ，π，σ3LAM．　var．α伽1おMAKINOサツマイ

　　モ（栽）

五coη86ε如R．　BR．ノアサガオ

孟π’JROTH．アサガオ（栽）

孟ρθ3一αゆ7磁SWEETグソパイヒルガオ

Q〃αη¢oo灘σz♪z6∫8ヒz7ゴ3　CHOIsルコウソウ　（栽）

　　　　　　　　　　Verbenaceae　クマツヅラ科

αθ704顔〃軸心ε7勉2GAERTN賑．イボタクサギ

C．言75腕。，o翅π翅THUNB．クサギ

Lゴρρfαπo吻707σRIcH．　var．5〃〃z6η’osαScHAuERイ

　　ワダレソウ

V27ゐθπσ（荻C勿σZおIJNN・クマツヅラ

W’θκ70∫ππ砺oJ短■INN．　fi1．ハマゴウ

　　　　　　　　　　　　　　Labiataeシソ科

49αS’α碗8プ％80SαKUNTZEカワミドリ

4ノ％g膨鹿σ初幼θπ3THUNB。キランソウ

∠4勉θ地y3∫απ議％sノψo忽。σNAKA夏ヒキオコシ

CσZα物勿漉σc砺％θπs’εBENTH．クルマバナ

Lθoπ％ノκs3弼7記％3　LINN．メハジキ

漉π飾αα7”o〃εゴsLINN．　var．ρ珈翅so9ηεHOLMESハ

　　ツカ俄）

M∂3Zσ4伽’加沼MAXIM．ヒメジソ

ル乙ρ％πc伽」α如NAKAIイヌコウジュ

Pθ7歪〃σノ翔’θ3cεπs　BRITToN　var．　c〆お加DEcAlsNE　f．

　　銘η勉7θσMAKINOシソ　（栽）

P物ηθ〃σ微18〃おLINN．　var．」づ」αo勿αNAKAIウツ

　　ボグサ
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Sα」面σゴ砂。短。αTHUNB．アキノタムラソウ

SC％’6〃σ7勿勿4甜σLINN．タツナ．ミソウ

　　　　　　　　　　　Solanaceaeナス科

C砂3伽勉α観㈱LI．N凡トウガラシ（栽）

Dα’％駕3％卿60」θ％3HUMB．　et　BONPL．キダチチョウセ

　　ソアサガナ〈栽＞

D．’切π1σLINN．ヨウシュチョウセンアサガオ．（栽）

五ッσ‘％物。ぬ勿gフ¢8θ1M段．LL．クコ

ハκco’毎πσ如加。％粥LINN．タバコ　（栽）

P勿εα1∫∫α1々θゐ¢噸LINN・var・1融％c鰯’110RT・f・

　B％矧α7戯MAKINOホオズキ（栽）

昂y3σ1∫sαπ8初α如しINN．セソナリホオズキ

SoJαππ祝ゐ解07麗彿LOUR．・メジロホオ．ズキ

S。ちノ00ρ62’3’0％〃31イINN・　トマト　　（栽）

S．翅gJo〃紹πσLIN照ナス（栽）

S．伽加70∫π勉■INN．ジャガイモ．（栽＞

S．翅励ocαゆ％吻ScARADER・et　WEN・DLAND．ニシ．キハ

　　リナスピ

　　　　　　Scrophulariaceae　ゴマノバグサ科

し伽πψ耀σσ70．伽漉σMERR肌・シソクサ

M伽％s’畷）o痂。％sO・KUNTZEトキワハゼ

1物％Joω漉α’o勉9π’osαSTEUD．キリ（栽）

y功η痂。α碑α8窃薦sLINN・カワジサ

　　　　　　　B圭gnoniaceae　ノウゼンカズラ科

Cσ吻ε∫sg7研4卵∂7σK．　SCHUM・ノウゼンカズラ．（栽）

　　　　　　　　　　　　Pedaliaceae　ゴマ科

ε8Sα〃昭川幅此此z　LINN．ゴマ（栽）

　　　　　　　　Orobanchaceaeハマウツボ科

ム¢9勿θ劾勿漉。σLINN・ナンバンギセル

　　　　　　　　Acanthaceaeキツネノマゴ科

ノ初3”c裁ρ700鰯π加％3LINN．キツネノマゴ

　　　　　　　Myoporaceae　ハマジンチョウ科

ハのoρo塀解一億勿掘εsA。　GRAYハマジンチョウ

　　　　　　　　　Plantaginaceaeオオバコ科

P肋π’σ80．αS∫αガCσ．LINN・オオバコ

　　　　　　　　　　　Rubiaceae　アカネ科

Gσ74θ短αゴσs翅勿024¢∫ELLIsクチナシ

G．7α4ゴ。碑3THUNB．コクチナシ（栽）

01吻η」α加1勿わ魂07αLINN．ソナレムグラ

勘θ467如’o耀〃’oεαBLUMEヘクソカズラ

P3y碗0’7勿3礎ρ劔3　LINN・シラタマカズラ

砺。α7∫α7勿πc加ρ勿JZσMIQ．カギカズラ

　　　　　　　　Caprifoliaceaeスイカズラ科

し。漉0θ駕ノ砂0鋭6αTHUNB・スイ．．カズラ

Sα魏うん傷ε一望θ鯉’∫LmDL。ソクズ

　　　　　　　　Valeriallaceae　オミナエシ科

勲〃初勿3cαあ03σ帥」勿FISCHERオミナエシ

　　　　　　　　　　Cucurbitaceaeウリ科

Bθ痂πoosσoθ7加翅SAVIトウガン（栽）

C2〃％ZZ％s加’∫2碗FORSK．スイカ〈栽）

伽。〃7ゐゴ如彿030加如DUCH．カボチャ（栽）

qy挽π03’8解吻αρθ吻’％初NAKAIアマチャズル

Lσ86πσ7勿膨Jgπ7∫s　SER．ヒョウタン（栽）

Lπ⑳（城π47加M．ROEMENヘチマ（栽）

鯉b粥07漉。αc加7α照臨LINN．ツルレイシ（栽）

T7’碗osσ〃’勿ε伽。蹴g／o’飽8　MAXIM．カラスウリ

T．ノ4ρo短6αREGEL．キカラスウリ

　　　　　　　　Campanulaceaeキ・キョウ科

ノ1吻π01》乃07α♂7ψ海yZJσ　DE　C八NDoエLE　sul）sp・砂〃’5－

　　Cσ吻ραπ”α如KITAMURAツリガネニンジン

Lo加」初7α読。σ％5　THUNB．ミゾカクシ

1ηα砂σ040η81απoπ初．NAKAIキキョウ　（栽）

　　　　　　　　　　　　Compositaeキク科

Ac痂ZZεα〃耐油bJ珈〃z　LI恨N．セィヨウノコギリソウ

　　　（栽）

∠4dθπoε彦θ彿初α」σ〃θ痂α0．　KUNTZEヌマダイコン

ノ17cあ％〃z　J砂ραLINN・ゴボウ　（栽）

．4ア’θ漉s勿。¢ρ〃α7∫sTHUNB．カワラヨモギ

∠4．ρ7勿αψεP側P，．ヨモギ

五∫∫θ7∫C⑳θ7THUNB．シラヤマギク

A．如如擁。％3L脳N．　fi1．シオン（栽〉

捌49π341岬θπzMAKINOシロバナセソダングサ

B．厩〃πα彦κ3’MERR．　et　SHER1Fセンダングサ

β諾7ψσク躍σLINN・タウコギ　　　　　　　　　・

砺42π4”σσ7σθ％3おLINN．キンセンカ（栽）

Cαゆθ3’％勉　σゐ70’α7¢o’4θεLINN．ヤブタノミ．コ

。物・・励・微駕脚〃・翻解㌔INN・シ曜ギク㈱

C。窺。プ加」％勉RAMAT・キク　（栽）

αアs伽初ブ砂。瑠σα．DC・ノアザミ

C．魏αγ漉勉π勉MAKiNOハマアザミ

Z）励1伽ρ勿％α如CAV．ダーリア（栽）

Eo1ψ’σρ70S〃α如しINN．タカサブロウ

E田地伽加伽吻WILSENow・アレヂノギク
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亙．εoπ碗加Z勿DC．ウスベニニガナ

E％ρ碗。磁翅伽4’θyαπ％翅DC．サワヒヨドリ

1勉η勉9伽彿加加7η解07π勉KITAMURAカンツワブキ

F・ゴ砂。痂。％彿KITA砿ツワブキ

Gπα鋤α」珈翅顔πθD．DON．ノ・ハコグサ

σ．伽漉Cκ勉LINN．チチコグサモドキ

肋Zゴαπ∫乃π3αππππ31，INN．ヒ’マワリ　（栽）

Lσc，％oσ3，0Joπ加7σMAXIM。ジシバリ

L．s卿α7703αMIQ．アキノノゲシ

醜θ塵s加。々初餌∂836朋3MAKINOメナモミ

SoZf4αgo麺ρo痂6σKITAM．アキノキリンソウ

Tσ7σκαoκ祝α」房伽祝DA肌ST．シロパナタンポポ

γθ7πoη勿。勿θ7θαLESSING．ムラサキムカシヨモギ

肋4厩αc砺麗πsおMERRILL．クマノギク

漁π疏劾彿．s”κ翅α7伽彿LINN．オナモミ

Sθ」α9勿θ”αρα0乃yε如0乃夕εKQIDZ・カタヒバ

Botrychiaceae　ハナワラビ科

Bo〃yo勉％〃Zブψ0痂Cπ〃z　UND．オオハナワラビ

B．’θ7πσ’π初SWARTZフユノノ・ナワラビ

Ophioglossace象eノ・ナヤスリ科

0ρ砺ogJo3sκ勉”〃8iα∫π祝しINN．ハナヤスリ．

Marattiaceaeリュウビンタイ科

幽8♂oμθ7∫ss幼oρρos髭〃b1ゴσDE　VR夏ES

　タイ

Schizaeaceaeフサシダ科

しヅgo4順列ブαρo痂。π吻SWARTZカニクサ・

リュウピン

PolypodiaCeae　ウラボシ科

PTERIDOPHYTA　シダ植物門

Equisetaceaeトクサ科

E¢昭εθ伽初α7％πSθLINN．スギナ

Lycopodiaceae　ヒカゲノカズラ科

五ヅ00ρ04伽祝Cθ耀観吻LINN．ミズスギ

L。8〃7α’κ勉THUNB．　var．ブ砂。航％勉MAKINOトウ

　ゲシバ

Selagi鳳ellaceae　イワヒノミ科

Cηφs勿π3加s’α伽sCOPEL．ミツデウラボシ

Pゆ」α2伽初θεo％16窺π初SWARTZクワレシダ

ハ砂ρ”oJθρおoo74加」勿PRESL．タマシダ

P！α9勿gy7毎ブσρo痂。αNAKAIキジノオシダ

∫bZyρ04伽勉1勿θσ7θTHUNB．ノキシノブ

P’θγ耀％吻49κ’1勿％解．K：UHN　var．プ砂。痂。αNAKA1ワ

　ラビ

君y770∫宛麗〃9麗αFARWELL　ヒトツノミ

　　　　　　　　　　　（昭和40年5月31日受付〉・

抄　　録

あへんアルカロイドのケシ全草抽出：方法に

関する研究

木下孝三＝昭和39年度厚生科学研究（1964）

　労力調査について

　全焼抽出によるケシ栽培はわが国ではいまだ実際に

行なわれていない．しかし従来行なわれ℃いるあへん

採汁による栽培に比していかほどその生産費を軽減で

きるか調査しようとした・両者の栽培法において肥料

その他の資材を同一とした場合その要する労働時間が

問題となってくる．それゆえ和歌山県下栽培地の代表

的地区の農家をえらんで各作業別の労働時間を調査し

た・それによるとやや粗放に栽培するのと集約に栽培

するのとで各作業別においても総労働時間においても

相当の個人差がみられるが，平均して総労働時間10

アール当約400時間を要している・全盛抽出の場合は

切傷，採汁，乾燥の作業がはぶけることになり総労働

時間は平均288時間となる・これは平均してあへん採

汁による栽培に比して約27％の労力節減となり，相

当の生産費の軽減となる・ことに農家にとっては短期

間に多量の労力を必要とする切傷，採汁，乾燥の作業

がはぶけることはその労力の分配を円滑にし相当の利

益をもたらすものと考えられる．なおこの外に切傷，

画塾，乾燥の用具として切傷刀，竹の皮，乾燥用木炭

が不要となり，施設として乾燥器が不要となり，さら

に生産費が乾減できるものと考えられる・
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　宮崎幸男，大野　清：レモングラスの蒸留時間と収

油量ならびにチトラール含量との関係

　第17回熱帯農業学会（1965．4。6）

　単位時間当り収油量は常に蒸留の初期において最も

高く蒸留時間高の経過に伴い著しく低下する・

　原料葉の適当な乾燥処理により蒸留の初期における

収油量が相対的に増大し，かつ全精油分の留出に要す

る時間がやや短縮される傾向がみられる・

　油のチトラール含量は蒸留時間の短い場合に高く，

蒸留時間の長くなるにつれてやや低下する傾向がみら

れる．

　原料葉の適当な乾燥処理により油のチトラール含量

が全般的に増大するばかりでなく蒸留時間の経過に伴

う油のチトラール含量の低下度の少ない傾向が認めら

れる．

　宮崎幸男，原田正敏＊，大野　清＝レモングラスの

原料葉の乾燥が収油量ならびにチトラール含量におよ

ぼす影響II

　第17回熱帯農業学会（1965．4．6）

　主としてガスクロマトグラフィーの利用によりレモ

ングラスの原料葉の乾燥と油のチトラール含量との関

係を明らかにすることを目的とし無処理，陽乾3日，

陰乾5日の3区を設け表題の項目についてさらに研究

を行なった・生葉に対する収油率は両乾燥処理区とも

無処理区に比べてやや高く，原料葉の乾燥と収油率と

の間には前報と同様の傾向が認められた・油のチトラ

ール含量はガスクロマトグラフィーによってもヒドロ

キシルアミン法の場合と同じく両乾燥処理区ではとも

に無処理区に比べてかなり高く，原料葉の適当な乾燥

により油のチトラールそのものの含量の増大すること

が確認された．

＊千葉大学薬学部
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